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（１）目的 

令和９年度から令和 1８年度までの１０年間を計画期間としている「第 3 次栗原市総合計画」の策
定にあたり、市民アンケートを実施し、これまでの市の取り組みを評価していただき、その結果を計
画に反映するために実施したもの。 

 

（２）調査対象 
栗原市在住の１８歳以上の市民から 2,500 人を無作為抽出 

 

（３）調査方法 

郵送による配布・回収、及びインターネットによる回答の併用 

 

（４）実施時期 
配布 令和７年９月 12 日 
回収 令和 7 年９月 30 日 

 

（５）回収件数及び回収率 
回収件数 948 件（うち紙面による回収件数 691 件、web による回収件数 257 件） 
回収率 37.9％ 

 

（６）アンケート結果 
グラフの構成比の端数処理については、四捨五入の関係から合計が 100.0％にならない場合があり

ます。 
複数回答可の設問では、各選択肢の回答率を算出しているため、合計値が 100％にならない場合が

あります。 
①回答者の属性（性別・年齢・家族構成・職業・居住地・居住年数・出身地）  Ｐ２ 
②定住意向                                Ｐ４ 
③総合計画の周知度                            Ｐ６ 
④全年代満足度優先度散布図                        Ｐ７ 
⑤将来像別満足度・優先度（分析）                     Ｐ９ 
⑥将来像別年代別満足度・優先度（分析）                 Ｐ１１ 
⑦基本方針別満足度・優先度（分析）                   Ｐ２１ 
⑧基本方針別年代別満足度・優先度（分析）                Ｐ３１ 
⑨施策別年代別満足度（分析）                      Ｐ６１ 
⑩施策別年代別優先度（分析）                      Ｐ７７ 
⑪今後望むこと                             Ｐ９３ 
⑫全施策に対する年代別の評価比較                    Ｐ９５ 
⑬自由回答一覧                            Ｐ１３２ 
⑭普段感じていること、今後取り組んでほしいこと自由記述一覧      Ｐ２２９ 
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①回答者の属性（性別・年齢・家族構成・職業・居住地・
居住年数・出身地） 

 
 ◆性別 
 

 

 

 

 

 

 

◆年齢 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆家族構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆職業 
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◆居住地 

 

 

 

 

 

 

 

◆居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

◆出身地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

77.2% 11.6% 8.9%

0.9%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

栗原市内 栗原市外（宮城県内） 栗原市外（宮城県外） その他 無回答
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②定住意向 
◆これからも栗原市に住み続けたいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆住み続けたい理由（複数回答） 
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◆栗原市外に転出したい理由（複数回答） 
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③総合計画の周知度 
 

 

【全体】  

 

 

 

【年代別】 
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④全年代満足度優先度散布図 
 

第 2 次栗原市総合計画の施策毎の満足度・優先度について、相関性を把握するため散布図を作成した。 
回答選択肢 1（満足、高い）から回答選択肢 4（不満、低い）まで、それぞれ 1 点から 4 点を与え、

加重平均を算出した。 

なお、回答選択肢 5「わからない」及び「無回答」のサンプルは集計対象から除外している。 

 

点数化の結果は以下の通り。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                     

満足度点数＝ 
［｢満足｣(票数)×4 点＋｢やや満足｣(票数)×3 点＋｢やや不満｣(票数)×2 点＋｢不満｣(票数)×1 点］        

回答総数（「わからない」｢無回答等｣を除く）         

                      

優先度点数＝ 
［｢高い｣(票数)×4 点＋｢やや高い｣(票数)×3 点＋｢やや低い｣(票数)×2 点＋｢低い｣(票数)×1 点］        

回答総数（「わからない」｢無回答等｣を除く）         

将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.43 2.37

2 生活環境の整備 2.27 2.86

3 移住・定住の促進 2.39 2.71

4 文化芸術活動への支援 2.53 2.35

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.57 2.53

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.56 2.33

7 防災・減災の推進 2.64 3.02

8 防犯及び交通事故防止 2.50 3.05

9 消防・救急体制の充実 2.82 3.17

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.57 3.02

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.04 3.15

12 子育て環境の充実 2.85 3.08

13 子どもの学力向上 2.56 2.95

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.63 2.92

15 子どもの心と体の育成 2.53 2.85

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.64 2.85

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.62 2.99

18 教育環境の充実 2.83 3.03

19 健康増進の推進 2.90 3.08

20 障がい者への支援 2.72 2.94

21 スポーツ活動への支援 2.63 2.58

22 高齢者の社会参加への支援 2.78 2.81

23 介護予防の推進 2.74 2.89

24 在宅生活への支援 2.67 2.90

25 市立病院の機能維持 2.32 3.05

26 医療人材確保と育成 2.34 3.10

27 地域医療の維持 2.47 3.17

28 農業者等の育成 2.23 2.89

29 農林業の生産基盤等の強化 2.26 2.91

30 ６次産業化への支援 2.37 2.72

31 企業誘致の推進 2.18 2.96

32 創業・起業支援の推進 2.33 2.80

33 商店街づくりへの支援 2.18 2.76

34 観光戦略の構築 2.27 2.64

35 交流人口の拡大 2.50 2.60

36 国内・国際交流の推進 2.32 2.27

37 コミュニティの活性化を支援 2.52 2.61

38 地域の活性化を支援 2.47 2.53

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.49 2.46

40 自治会活動への支援 2.52 2.56

41 公益活動を行う団体の育成 2.50 2.54

42 男女共同参画の推進 2.52 2.38

43 行政サービスの充実 2.86 2.87

44 広報・広聴の充実 2.77 2.75

45 健全な行財政運営の推進 2.51 2.85

46 安全・安心な暮らしの維持 2.74 2.80

2.54 2.80

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います
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点数化をもとに、分布図を以下の分野区分のもと作成した。 

重点改善分野：優先度は高いが満足度が低く、重点的な改善が望まれる分野 

重点維持分野：優先度も満足度も高い状態を重点的に維持することが望まれる分野 

改善分野  ：優先度も満足度も低く、改善が望まれる分野 

維持分野  ：優先度は低いが満足度は高く、現状維持が望まれる分野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

満足度

優
先
度

全施策平均：2.58

重点改善分野 重点維持分野

維持分野

全施策平均：2.80

全施策平均：2.54改善分野 維持分野
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【全年代満足度優先度散布図】
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⑤将来像別 満足度・優先度【分析】 
【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「満足・やや満足」が最も多かったのは、「Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創

るために」の 44.5%、次いで「Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創る

ために」の 44.0%、「Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために」の

42.4%、「Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために」の 38.2%、と続き、これらはいずれも

「不満・やや不満」の割合を上回っている。しかし、「満足・やや満足」が 26.0%と最も少なかっ

た、「Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために」は、「不満・やや不満」

の割合 34.9％が上回っており、市民の評価が厳しい状況となっている。これらの傾向から、子育て

や健康、福祉に関する施策である将来像Ⅱ及びⅢは、市民生活に最も身近なため実感しやすく、「満

足・やや満足」が多いが、将来像Ⅳは、「わからない」の回答が 35.6%と最も多いことから、産業振

興策に対する市民の認知度が低く、そのことが満足度の少なさにつながっていると考えられる。  

満足・やや満足 不満・やや不満 わからない
Ⅰ　恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 42.4% 33.0% 22.0%
Ⅱ　子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 44.5% 24.5% 28.5%
Ⅲ　健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 44.0% 28.6% 24.7%
Ⅳ　地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 26.0% 34.9% 35.6%
Ⅴ　市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 38.2% 24.5% 33.4%
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「高い・やや高い」が最も多かったのは、「Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ち

たまちを創るために」の 61.3%、次いで「Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創る

ために」の 58.7%、「Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために」の

52.6%、「Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために」の 45.1%と続き、最も

少なかったのは、「Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために」の 43.3%となっている。  

 

 

  

高い・やや高い 低い・やや低い わからない
Ⅰ　恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 52.6% 28.0% 14.9%
Ⅱ　子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 58.7% 18.6% 18.2%
Ⅲ　健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 61.3% 19.7% 14.1%
Ⅳ　地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 45.1% 25.6% 23.8%
Ⅴ　市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 43.3% 27.7% 23.2%
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⑥将来像別 年代別 満足度・優先度【分析】 
Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「将来像Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために」の満足度では、19歳以下の

満足度 34.6%以外は、どの年代も 40％以上となっている。「不満・やや不満」は、19歳以下の 44.4%が最

も多く、次いで 60歳代の 40.2%となっている。 

・19歳以下のみが、「満足・やや満足」よりも「不満・やや不満」が多く、他の年代とは異なった傾向を示

している。 

  

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
満足・やや満足 34.6% 49.4% 40.6% 41.4% 42.3% 40.6% 44.0%
不満・やや不満 44.4% 22.5% 27.2% 35.0% 35.0% 40.2% 30.7%

33.0％ 満足 42.4％ 



12 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「将来像Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために」の優先度では、19歳

以下と 70歳以上の優先度が 40%代となっており、20歳以上～60歳代では 50%代を占めている。「低

い・やや低い」は、19歳以下の 37.0%が最も多く、次いで 40歳代の 30.3%となっている。 

 

  

高い 52.6％ 28.0％ 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
高い・やや高い 49.4% 53.3% 53.4% 55.0% 54.6% 53.9% 48.3%
低い・やや低い 37.0% 27.1% 26.0% 30.3% 29.7% 28.0% 26.6%
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Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「将来像Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために」の満足度では、20歳代

の満足度が 51.7％と最も多く、次いで 30歳代の 50.1％が続いている。「不満・やや不満」は、60歳

代の 30.8％が最も多く、次いで 19歳以下が 28.4％となっている。 

 

 

  

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
満足・やや満足 46.9% 51.7% 50.1% 47.0% 45.8% 37.5% 43.1%
不満・やや不満 28.4% 16.4% 18.4% 24.2% 24.8% 30.8% 24.3%

満足 44.5％ 24.5％ 
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「将来像Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために」の優先度では、30歳代

の優先度が 67.1％と最も多く、次いで 20歳代の 65.7％が続いている。「低い・やや低い」は、19歳

以下の 24.7%が最も多く、次いで 60歳代の 20.3%となっている。 

 

 

  

高い 58.7％ 18.6％ 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
高い・やや高い 63.0% 65.7% 67.1% 63.1% 63.1% 52.0% 51.7%
低い・やや低い 24.7% 14.2% 15.9% 18.9% 18.6% 20.3% 18.9%
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Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「将来像Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために」の満足度で

は、20歳代の満足度が 51.7％と最も多く、次いで 70歳以上の 49.2％が続いている。「不満・やや

不満」は、60歳代の 35.4％が最も多く、次いで 50歳代が 30.0％となっている。 

・19歳以下は、「満足・やや満足」と「不満・やや不満」が同数であり、意見が分かれている。 

 

 

  

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
満足・やや満足 29.6% 51.7% 40.1% 39.3% 44.3% 42.2% 49.2%
不満・やや不満 29.6% 16.7% 22.6% 28.0% 30.0% 35.4% 29.3%

満足 44.0％ 28.6％ 
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「将来像Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために」の優先度で

は、50歳代の優先度が 68.6％と最も多く、次いで 20歳代の 61.0％が続いている。「低い・やや低

い」は、40歳代の 22.7%が最も多く、次いで 19歳以下の 22.2%となっている。 

 

 

  

高い 61.3％ 19.7％ 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
高い・やや高い 58.0% 61.0% 60.9% 58.0% 68.6% 60.6% 59.7%
低い・やや低い 22.2% 18.5% 18.8% 22.7% 16.3% 20.5% 20.1%
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Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「将来像Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために」の満足度では、全体として

「わからない」が 35.6％と、「満足・やや満足」や「不満・やや不満」を上回っている。 

・20歳代の満足度が 42.5％と最も多く、次いで 30歳代の 31.6％が続いている。「不満・やや不満」は、60

歳代の 42.8％が最も多く、次いで 70歳以上が 37.4％となっている。 

・20～30歳代は、「満足・やや満足」が「不満・やや不満」を上回っているが、40～70歳以上は、「不満・

やや不満」の方が「満足・やや満足」より多く、世代により意見が分かれている。 

・全体の傾向として、「わからない」が「満足・やや満足」と「不満・やや不満」を上回っている。 

  

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
満足・やや満足 28.4% 42.5% 31.6% 27.8% 24.7% 19.5% 22.6%
不満・やや不満 32.1% 18.5% 24.8% 35.5% 37.1% 42.8% 37.4%

満足 26.0％ 34.9％ 
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「将来像Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために」の優先度では、20歳

代の優先度が 51.1％と最も多く、次いで 30歳代の 49.9％が続いている。「低い・やや低い」は、19

歳以下の 39.5%が最も多く、次いで 40歳代の 27.1%となっている。 

 

 

  

高い 45.1％ 25.6％ 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
高い・やや高い 42.0% 51.1% 49.9% 49.4% 49.5% 41.9% 37.6%
低い・やや低い 39.5% 21.4% 24.1% 27.1% 25.7% 25.8% 25.9%
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Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「将来像Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために」の満足度では、20歳代の満足度が

45.9％と最も多く、次いで 70歳以上の 40.1％が続いている。「不満・やや不満」は、60歳代の

32.0％が最も多く、次いで 19歳以下が 30.9％となっている。 

 

 

  

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
満足・やや満足 33.3% 45.9% 34.9% 34.6% 38.1% 35.8% 40.1%
不満・やや不満 30.9% 12.5% 18.9% 26.1% 24.3% 32.0% 25.4%

24.5％ 満足 38.2％ 
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

・「将来像Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために」の優先度では、20歳代の優先度が

45.4％と最も多く、次いで 19歳以下の 44.4％が続いている。「低い・やや低い」は、19歳以下の

38.3%が最も多く、次いで 40歳代の 34.4%となっている。 

 

 

  

高い 43.3％ 27.7％ 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
高い・やや高い 44.4% 45.4% 39.1% 41.1% 42.9% 42.7% 43.8%
低い・やや低い 38.3% 23.9% 27.4% 34.4% 31.4% 28.1% 22.9%
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⑦基本方針別 満足度・優先度【分析】 

将来像Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な 

暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

２ 豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまち 

づくりを目指します 

３ 安全・安心なまちづくりを推進します 

 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察  

⚫ 全体の回答としては、「満足・やや満足」が 42.4％と約半数を占めている。「満足・やや満

足」の中で最も割合が多かった項目は、【3 安全・安心なまちづくりを推進します】の

51.9％、次いで【1 美しい自然を守り、豊かな自然と共生した多様なくらしを満喫できる生

活環境を形成します】の 37.9％、【2 豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくり

を目指します】の 37.5％となっている。しかし、「満足・やや満足」が前回の割合より少なく

なり、「わからない」が多くなっていることから、現状の生活環境より向上することを求めて

いる傾向が見られる。  

満足 42.4％ 33.0％ 

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
わからない 無回答

今回 37.9% 41.1% 18.5% 2.5%

前回 45.3% 36.7% 15.4% 2.6%

比較 -7.4% 4.4% 3.1% -0.1%

今回 37.5% 27.3% 32.7% 2.6%

前回 40.3% 30.1% 27.0% 2.6%

比較 -2.8% -2.8% 5.7% 0.0%

今回 51.9% 30.8% 14.8% 2.5%

前回 54.6% 31.2% 11.4% 2.8%

比較 -2.7% -0.4% 3.4% -0.3%

安全・安心なまちづくりを推進します

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづく

りを目指します

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮

らしを満喫できる生活環境を形成します
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⑦基本方針別 満足度 優先度【分析】 
 

 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な 

暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

２ 豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまち 

づくりを目指します 

３ 安全・安心なまちづくりを推進します 

 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

⚫ 全体の回答としては、「高い・やや高い」は 52.6％と半数以上を占めている。「高い・やや高

い」の中で最も割合が多かった項目は、【3 安全・安心なまちづくりを推進します】の

71.5％、最も少なかったのは【2 豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目

指します】の 36.0％となっている。この結果から、住民は安全・安心な生活環境を優先したま

ちづくりを望んでいる傾向が見られる。 

 

  

高い 52.6％ 28.0％ 

基本方針 区分
高い・

やや高い

低い・

やや低い
分からない 無回答

今回 50.2% 31.4% 13.8% 4.6%

前回 53.7% 27.5% 14.4% 4.4%

比較 -3.5% 3.9% -0.6% 0.2%

今回 36.0% 36.5% 23.1% 4.4%

前回 39.5% 35.4% 21.1% 4.0%

比較 -3.5% 1.1% 2.0% 0.4%

今回 71.5% 16.5% 7.8% 4.2%

前回 69.0% 17.8% 8.9% 4.3%

比較 2.5% -1.3% -1.1% -0.1%

安全・安心なまちづくりを推進します

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづ

くりを目指します

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮

らしを満喫できる生活環境を形成します
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⑦基本方針別 満足度 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 結婚・出産・子育てが安心してできる環境を 

目指します 

２ 代を担うたくましい子どもを育成します 

３ 人とつながり、支え合い、互いに高め合う子ども 

を育てる環境を目指します 

 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

⚫ 全体の回答としては、「満足・やや満足」が 44.5％と約半数を占めている。「満足・やや満足」

の中で最も割合が多かった項目は、【1 結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指しま

す】の 52.3％、次いで【3 人とつながり、支えあい、互いに高めあう子どもを育てる環境を目

指します】の 42.3％、【2 次代を担うたくましい子どもを育成します】の 39.0％となってい

る。全体的に満足度が前回に比べて低くなっており、「不満・やや不満」「分からない」の割合

が増えている。 

  

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
分からない 無回答

今回 52.3% 22.0% 23.5% 2.2%

前回 56.5% 20.4% 20.8% 2.4%

比較 -4.2% 1.6% 2.7% -0.2%

今回 39.0% 28.0% 30.7% 2.3%

前回 43.4% 26.5% 27.3% 2.8%

比較 -4.4% 1.5% 3.4% -0.5%

今回 42.3% 23.3% 31.3% 3.2%

前回 44.9% 23.0% 28.0% 4.1%

比較 -2.6% 0.3% 3.3% -0.9%

人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育

てる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成します

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指しま

す

24.5％ 満足 44.5％ 
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⑦基本方針別 満足度 優先度【分析】 
 

 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 結婚・出産・子育てが安心してできる環境を 

目指します 

２ 次代を担うたくましい子どもを育成します 

３ 人とつながり、支え合い、互いに高め合う子ども 

を育てる環境を目指します 

 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

⚫ 全体の回答としては、「高い・やや高い」58.7％と半数以上を占めている。「高い・やや高い」

の中で、最も割合が多かった項目は、【１ 結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指し

ます】の 63.5％、次いで【３ 人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境

を目指します】の 57.6％、【２ 次代を担うたくましい子どもを育成します】の 55.0％となって

いる。 

 

  

高い 58.7％ 18.6％ 

基本方針 区分
高い・

やや高い

低い・

やや低い
分からない 無回答

今回 63.5% 17.2% 15.0% 4.2%

前回 64.5% 15.9% 15.5% 4.1%

比較 -1.0% 1.3% -0.5% 0.1%

今回 55.0% 20.4% 20.3% 4.3%

前回 56.6% 18.7% 20.4% 4.3%

比較 -1.6% 1.7% -0.1% 0.0%

今回 57.6% 18.0% 19.3% 5.1%

前回 55.6% 18.4% 20.1% 5.9%

比較 2.0% -0.4% -0.8% -0.8%

人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを

育てる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成します

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指し

ます
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⑦基本方針別 満足度 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

 

２ 高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを 

目指します 

３ 市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

⚫ 全体の回答としては、「満足・やや満足」が 44.0％となっている。「満足・やや満足」の中で最

も割合が多かった項目は、【１ 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります】の 48.1％、

次いで【２ 高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します】の 47.2％となって

いる。しかし、【１ 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります】の項目では、前回の

52.5％と比較すると 4.4％の減少となり、「分からない」が 5.2％増加している。 

  

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
分からない 無回答

今回 48.1% 22.2% 27.3% 2.5%

前回 52.5% 21.9% 22.1% 3.5%

比較 -4.4% 0.3% 5.2% -1.0%

今回 47.2% 23.4% 26.7% 2.7%

前回 44.8% 28.3% 23.9% 2.9%

比較 2.4% -4.9% 2.8% -0.2%

今回 36.8% 40.0% 20.3% 2.8%

前回 37.6% 43.0% 16.6% 2.9%

比較 -0.8% -3.0% 3.7% -0.1%

市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目

指します

満足 44.0％ 28.6％ 
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⑦基本方針別 満足度 優先度【分析】 
 

 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

 

２ 高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを 

目指します 

３ 市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

⚫ 全体の回答としては、「高い・やや高い」が 61.3％と半数以上を占めている。「高い・やや高

い」の中で最も割合が多かった項目は、【３ 市民が安心して暮らせるための地域医療を守りま

す】が 67.3％、【２ 高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します】の 58.9％、

【１ 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります】の 57.8％の順となっている。 

 

 

  

高い 61.3％ 19.7％ 

基本方針 区分
高い・

やや高い

低い・

やや低い
分からない 無回答

今回 57.8% 21.4% 16.0% 4.8%

前回 57.9% 21.6% 15.4% 5.1%

比較 -0.1% -0.2% 0.6% -0.3%

今回 58.9% 21.3% 15.0% 4.8%

前回 60.5% 19.8% 15.1% 4.6%

比較 -1.6% 1.5% -0.1% 0.2%

今回 67.3% 16.3% 11.2% 5.2%

前回 64.4% 20.7% 10.4% 4.5%

比較 2.9% -4.4% 0.8% 0.7%

市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目

指します

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります



27 

 

⑦基本方針別 満足度 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅳ 地域の特性を活かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に 

取り組みます 

２ 産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

３ 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原 

市を発信します 

 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

⚫ 全体の回答としては、「満足・やや満足」や「不満・やや不満」よりも、「わからない」が

35.6％と上回っており、さらに「不満・やや不満」が 34.9％と「満足・やや満足」の 26.0％を

上回っている。「不満・やや不満」の中で最も割合が多かった項目は、【２ 産業育成と企業誘致

による産業拠点を形成します】が 38.7％、【１ 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立

に取り組みます】の 34.2％、【３ 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信し

ます】の 31.8％の順となっている。 

  

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
分からない 無回答

今回 25.1% 34.2% 37.3% 3.4%

前回 26.8% 34.1% 36.2% 2.9%

比較 -1.7% 0.1% 1.1% 0.5%

今回 24.1% 38.7% 34.0% 3.3%

前回 26.5% 39.6% 30.5% 3.4%

比較 -2.4% -0.9% 3.5% -0.1%

今回 28.7% 31.8% 35.4% 4.0%

前回 28.3% 31.8% 36.9% 3.0%

比較 0.4% 0.0% -1.5% 1.0%

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市

を発信します

産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取

り組みます

満足 26.0％ 34.9％ 
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⑦基本方針別 満足度 優先度【分析】 
 

 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に 

取り組みます 

２ 産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

３ 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原 

市を発信します 

 

 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

⚫ 全体の回答としては、「高い・やや高い」が 45.1％となっている。「高い・やや高い」の中で最

も割合が多かった項目は、【２ 産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します】の 49.6％、

次いで【１ 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます】の 48.9％、【３ 

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します】の 37.0％となっており、満

足度に比べて優先度は高い傾向にある。 

  

高い 45.1％ 25.6％ 

基本方針 区分
高い・

やや高い

低い・

やや低い
分からない 無回答

今回 48.9% 22.5% 23.4% 5.2%

前回 44.2% 24.8% 26.4% 4.6%

比較 4.7% -2.3% -3.0% 0.6%

今回 49.6% 22.4% 22.8% 5.2%

前回 47.4% 25.2% 22.4% 5.0%

比較 2.2% -2.8% 0.4% 0.2%

今回 37.0% 31.9% 25.4% 5.8%

前回 35.5% 31.3% 28.5% 4.7%

比較 1.5% 0.6% -3.1% 1.1%

産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取

り組みます

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市

を発信します



29 

 

⑦基本方針別 満足度 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推 

進します 

２ 市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 

３ 市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行 

います 

 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

⚫ 全体の回答としては、「満足・やや満足」が 38.2％となっている。「満足・やや満足」の中で最

も割合が多かった項目は、【３ 市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います】が

47.2％、次いで【２ 市民が自ら行うまちづくり活動を支援します】が 34.4％となっている。

前回との比較では、「満足・やや満足」が全項目減少し、「わからない」が増加しており、行政

サービスの項目では「不満・やや不満」が減少し「分からない」が増加している。  

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
分からない 無回答

今回 31.6% 26.2% 38.2% 4.0%

前回 35.9% 26.3% 34.5% 3.4%

比較 -4.3% -0.1% 3.7% 0.6%

今回 34.4% 25.5% 35.9% 4.2%

前回 37.3% 25.5% 34.0% 3.2%

比較 -2.9% 0.0% 1.9% 1.0%

今回 47.2% 22.7% 26.2% 3.9%

前回 47.5% 26.7% 22.2% 3.5%

比較 -0.3% -4.0% 4.0% 0.4%

市民満足度を重視した効率的な

行政サービスを行います

市民が自ら行うまちづくり活動を支援します

小さなコミュニティを大切にした

地域づくりを推進します

満足 38.2％ 24.5％ 
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⑦基本方針別 満足度 優先度【分析】 
 

 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推 

進します 

２ 市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 

３ 市民満足度した効率的な行政サービスを行います 

 

 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

⚫ 全体の回答としては、「高い・やや高い」が 43.3％となっている。「高い・やや高い」の中で最も割

合の多かった項目は、【３ 市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います】の 51.3％、次

いで【１ 小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推進します】の 38.3％、【２ 市民が自ら

行うまちづくり活動を支援します】の 38.1％の順となっている。いずれの項目も優先度が減少して

いる。 

 

  

高い 43.3％ 27.7％ 

基本方針 区分
高い・

やや高い

低い・

やや低い
分からない 無回答

今回 38.3% 29.5% 26.4% 5.8%

前回 40.8% 27.5% 26.7% 5.0%

比較 -2.5% 2.0% -0.3% 0.8%

今回 38.1% 31.9% 23.8% 6.2%

前回 40.1% 29.4% 25.8% 4.7%

比較 -2.0% 2.5% -2.0% 1.5%

今回 51.3% 22.9% 20.1% 5.7%

前回 54.9% 23.0% 17.1% 5.0%

比較 -3.6% -0.1% 3.0% 0.7%

市民満足度を重視した効率的な

行政サービスを行います

市民が自ら行うまちづくり活動を支援します

小さなコミュニティを大切にした

地域づくりを推進します
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⑧基本方針別 年代別 満足度・優先度【分析】 

将来像Ⅰ 

恵まれた自然に包まれた、 

質の高い暮らしのまちを創るために 

 

 

 

 

◆基本方針 

1 美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 37.9％ 41.1％ 

【全体】 

【年代別】 

高い 52.6％ 28.0％ 

33.0％ 満足 42.4％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

1 美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 50.2％ 31.4％ 

【年代別】 

【全体】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度・優先度【分析】 

 

2 豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 37.5％ 27.3％ 

【年代別】 

【全体】 



34 

 

⑧基本方針別 年代別 満足度・優先度【分析】 

 

2 豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 36.0％ 36.5％ 

【年代別】 

【全体】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

3 安全・安心なまちづくりを推進します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年代別】 

【全体】 

満足 51.9％ 30.8％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

3 安全・安心なまちづくりを推進します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年代別】 

【全体】 

高い 71.5％ 16.5％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 
 

 

将来像Ⅱ 

子どもたちの豊かな感性と 

生きる力を育むまちを創るために 

 

 

◆基本方針 

1 結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 52.3％ 22.0％ 

【全体】 

【年代別】 

満足 44.5％ 24.5％ 

高い 58.7％ 18.6％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

1 結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 63.5％ 17.2％ 

【年代別】 

【全体】 



39 

 

⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

2 次代を担うたくましい子どもを育成します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年代別】 

【全体】 

満足 39.0％ 28.0％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

2 次代を担うたくましい子どもを育成します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年代別】 

【全体】 

高い 55.0％ 20.4％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

3 人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年代別】 

【全体】 

満足 42.3％ 23.3％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

3 人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年代別】 

【全体】 

高い 57.6％ 18.0％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 
 

 

将来像Ⅲ 

健康や生活に不安がなく、優しさと 

思いやりに満ちたまちを創るために 

 

 

◆基本方針 

1 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 48.1％ 22.2％ 

【全体】 

【年代別】 

満足 44.0％ 28.6％ 

高い 61.3％ 19.7％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

1 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 57.8％ 21.4％ 

【年代別】 

【全体】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

2 高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年代別】 

【全体】 

満足 47.2％ 23.4％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

2 高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年代別】 

【全体】 

高い 58.9％ 21.3％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

3 市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年代別】 

【全体】 

満足 36.8％ 40.0％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

3 市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年代別】 

【全体】 

高い 67.3％ 16.3％ 



49 

 

⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 
 

 

将来像Ⅳ 

地域の特性を活かした、産業や 

交流が盛んなまちを創るために 

 

 

 

1 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 25.1％ 34.2％ 

【全体】 

【年代別】 

満足 26.0％ 34.9％ 

高い 45.1％ 25.6％ 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

1 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 48.9％ 22.5％ 

【全体】 

【年代別】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

2 産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 24.1％ 38.7％ 

【年代別】 

【全体】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

2 産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 49.6％ 22.4％ 

【全体】 

【年代別】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

3 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 28.7％ 31.8％ 

【全体】 

【年代別】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

3 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 37.0％ 31.9％ 

【全体】 

【年代別】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 
 

 

将来像Ⅴ 

市民がまちづくりを 

楽しめるまちを創るために 

 

 

 

1 小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推進します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 31.6％ 26.2％ 

【全体】 

【年代別】 

満足 38.2％ 24.5％ 

高い 43.3％ 27.7％ 



56 

 

⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

1 小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推進します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 38.3％ 29.5％ 

【全体】 

【年代別】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

2 市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 34.4％ 25.5％ 

【全体】 

【年代別】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

2 市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 38.1％ 31.9％ 

【全体】 

【年代別】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

3 市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います 

 

【満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 47.2％ 22.7％ 

【全体】 

【年代別】 
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⑧基本方針別 年代別 満足度【分析】 

 

3 市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います 

 

【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 51.3％ 

％ 

22.9％ 

【全体】 

【年代別】 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

1 

 

【美しい景観の保全・維持】 
 

自然と共生した生活環境の創造と資源循環

型地域社会を目指します。 

 

 

（主な取組） 

◆電気自動車の購入経費への助成 

◆官民連携型による電気自動車用の急速充電器 

の設置 

◆道路照明灯の LED 化 

2 

 

【生活環境の整備】 
 

地域の生活基盤の向上と、都市機能が集積

された市の中核機能地域を形成し、魅力あ

る田園都市を目指します。 

 

（主な取組） 

◆市民バスの運行 

◆市内タクシー利用助成の実施 

◆中核機能地域（くりこま高原駅周辺）整備事業

の検討（注 1） 

◆安全・安心な幹線道路や生活道路、上水道や公

共下水道の整備・維持管理 

3 

 

【移住・定住の促進】 

 

豊かに暮らせる田園都市としての魅力を高

め、人口流出抑制と都市等からの移住・定

住を促進します。 

 

（主な取組） 

◆若者定住者向けの定住促進宅地分譲地を整備 

◆４０歳以下の転入者の住宅取得への助成 

◆空き家バンク制度を活用して空き家を取得等

し、空き家をリフォームする転入者への助成 

（注１）東北新幹線くりこま高原駅周辺から築館宮野地区までの地域を、新たな交流やにぎわいを創出する拠点として今後まちづくりを進めていく

上で、市の核となる重要な場所と位置づけ、栗原市の玄関口である「くりこま高原駅周辺」については、市民と来訪者ともに滞在し交流を
楽しむ「移住・交流拠点」として、整備を目指すものです。 

  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

4 

 

【文化芸術活動への支援】 

 

市民による多様な文化芸術活動を支援しま

す。 

 

（主な取組） 

◆栗原文化会館、若柳総合文化センターでの「心

にきざむ文化講演会」等の事業実施 

◆美術展、音楽祭等の実施 

5 

 

【生涯学習を楽しめる環境づく
り】 

 

市民が自主的に生涯学習を楽しめる環境づ

くりを推進します。 

 

（主な取組） 

◆老朽化した公民館を生涯学習の拠点として整備 

◆くりはらグリーンパスポート（注 2）の配布 

6 

 

【歴史遺産や伝統文化の保護】 

 

栗原の歴史遺産や地域の伝統文化を守り、 

次代に継承します。 

 

（主な取組） 

◆民俗文化財保存団体活動への助成 

◆史跡伊治城跡の内容確認発掘調査 

（注２）『くりはらグリーンパスポート』とは、児童・生徒の学習機会の拡充と、子どもたちの興味・関心を生かした自主的、自発的な学習促進を
目的として実施しているもので、市内の小・中学生がパスポート（手帳）を施設に提示することにより、宮城県内の社会教育施設等を無料
で利用できるものです。 

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
安全・安心なまちづくりを推進します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

7 

 

【防災・減災の推進】 

 

「自助・共助・公助」に加え、新たに「近

助（注３）」による防災・減災の取り組みを推

進し、多発する大規模自然災害に強い地域

づくりを目指します。 

 

（主な取組） 

◆市道大林線（仮称）栗原東大橋など災害に強い

道路・橋りょうの整備 

◆防災マップの作成・更新への支援、防災訓練の

実施 

◆木造住宅耐震診断・耐震改修工事の補助 

◆高齢者世帯へのスマートフォン購入費用の支援 

8 

 

【防犯及び交通事故防止】 

 

防犯及び交通事故防止の視点に立った安全

な地域づくりと、市民生活を脅かす多様化

する問題に取り組みます。 

 

（主な取組） 

◆アクセルとブレーキの踏み間違いによる事故を

防ぐ高齢者安全運転支援装置の購入助成 

◆カーブミラー・ガードレールの設置 

◆防犯灯の更新・移設 

◆消費生活相談窓口の設置 

9 

 

【消防・救急体制の充実】 

 

市民の生命と財産を守るため、消防・救急

体制の充実を図ります。 

 

（主な取組） 

◆通信指令センター指令装置の更新整備 

◆消防団車両・格納庫・消火栓・防火水槽等の消

防施設整備、消防団装備の充実 

◆高規格救急車・消防ポンプ車の整備 

◆救急救命士の育成 

（注３）「近助」とは、「自助」と「共助」の間をつなぐ近隣住民同士の見守り、助け合いの精神。  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

10 

 

【結婚・妊娠・出産への支援】 

 

結婚・妊娠・出産を希望する人への支援の

充実を図ります。 

 

（主な取組） 

◆結婚新生活応援としての家賃、引越費用等の助

成 

◆妊婦のための支援事業（妊婦支援給付金、相談

支援） 

◆不妊検査、不妊治療への助成 

◆すこやか子育て支援金（入学祝い金、出生祝い

金）、スマイル子育てサポート券（育児用品の支

給券）の支給 

11 

 

【子どもの 
保健・医療・福祉の充実】 

 

子どもが心身共に健やかに成長するよう

に、保健・医療・福祉の充実を図ります。 

 

（主な取組） 

◆５歳児健康診査の実施 

◆18歳以下の市民の医療費無料化 

◆保育料２人目以降の無料化 

◆学校給食費の無償化 

12 

 

【子育て環境の充実】 

 

地域ぐるみで子育てに取り組む体制を整

え、ゆとりある子育て環境の充実を図りま

す。 

 

（主な取組） 

◆こども家庭センター設置による妊産婦・子育て

世帯・こどもへの一体的な相談支援 

◆放課後児童クラブの運営 

◆市内全地区での子育て支援センターの運営 

  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
次代を担うたくましい子どもを育成します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

13 

 

【子どもの学力向上】 

 

夢や志の実現に向けて、自ら学び自ら考え

行動でき、国際的視野を持った子どもを育

てる教育を推進します。 

 

（主な取組） 

◆教職員の資質向上及び児童生徒の学力向上に向

けた研修の実施 

◆小中学校でのタブレット等を活用した教育の推

進 

◆中学生を海外（台湾南投市）に派遣する「くり

はら親善大使派遣事業」の実施 

14 

 

【子どもの 
人間性と社会性の育成】 

 

ふるさとに誇りを持ち、命を大切にし、高

い志と思いやりを持つ子どもを育てる教育

を推進します。 

 

（主な取組） 

◆少人数学級の推進、少人数指導のための教員配

置 

◆あきる野市（友好姉妹都市）との中学生相互交

流による友好親善交流事業 

15 

 

【子どもの心と体の育成】 

 

子どもの心と体の健康づくりと、体力の向

上を図ります。 

 

（主な取組） 

◆各種スポーツ大会・教室の開催や助成 

  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

16 

 

【学校・家庭・地域の連携・協
働】 

 

学校・家庭・地域の教育力の向上を図り、

地域全体で子どもを育てる環境づくりを推

進します。 

 

（主な取組） 

◆学校教育サポーター学習会、放課後子ども教室の 

開催により、家庭・地域・学校が協働して子ども 

を育てる環境づくりを推進 

17 

 

【配慮が必要な子どもへの支援】 

 

配慮が必要な子どもへの支援と、教育相談

体制の充実を図ります。 

 

（主な取組） 

◆小中学校へ登校することが難しい、配慮が必要

な子どもへの支援として、くりはら子どもの学

び支援センターを運営 

◆小中学校への補助員の配置 

18 

 

【教育環境の充実】 

 

安全で安心して学べる教育環境の充実を図

ります。 

 

 

（主な取組） 

◆安全安心で快適な学習空間づくりのための学校 

校舎等の大規模改修 

◆学校給食センター改修 

◆スクールバスの運行 

  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

19 

 

【健康増進の推進】 

 

すべての市民が元気に活動できるように、

健康増進の施策を推進します。 

 

（主な取組） 

◆各種健康診査、がん検診、歯周疾患検診の実施 

◆健康づくり運動推進サポーターの育成による地

域の健康づくり活動支援 

◆自殺防止対策の取り組み（多重債務相談窓口の

設置、自殺防止・メンタルヘルス講演会の実

施） 

20 

 

【障がい者への支援】 

 

障がい者の社会参加の促進と自立した生活

を支援します。 

 

（主な取組） 

◆日常生活用具給付、訪問入浴サービス、自動車

運転免許取得・改造助成など 

◆就労支援セミナー等の開催 

21 

 

【スポーツ活動への支援】 

 

市民の健康保持と体力向上を図るため、市

民が自主的に行うスポーツやレクリエーシ

ョンを楽しめる環境づくりを推進します。 

 

（主な取組） 

◆体育施設の整備・改修 

◆全国大会等の出場選手、上位入賞団体・個人の

活動費等の助成 

  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

22 

 

【高齢者の社会参加への支援】 

 

高齢者の社会参加と生きがいづくりを支援

します。 

 

（主な取組） 

◆高齢者生きがい健康づくり事業（ミニデイサー

ビス、宅配給食サービス等）の実施 

◆お茶っこ会の開催等による「居場所」や「つな

がり」づくり 

◆シルバー人材センターの運営支援 

23 

 

【介護予防の推進】 

 

健康づくりと介護予防を推進し、健康寿命

の延伸を目指します。 

 

（主な取組） 

◆「くりはら元気アップ体操」など、筋力や認知

機能の低下防止のための介護予防事業の実施 

◆要支援認定者への生活支援サービス（訪問型サ

ービス・通所型サービス）の実施 

24 

 

【在宅生活への支援】 

 

地域包括ケアシステムの深化及び推進を図

り、住み慣れた地域で安心して暮らせるま

ちを目指します。 

 

（主な取組） 

◆地域の高齢者支援の窓口となる地域包括支援セ

ンターの運営 

◆地域支え合い活動の旗振り役となる、生活支援

コーディネーターの配置 

◆介護職員の研修費助成による人材確保支援 

◆高齢者の補聴器購入費助成による認知症予防 

 

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

25 

 

【市立病院の機能維持】 

 

市立病院の機能維持に努めます。 

 

（主な取組） 

◆市立３病院の電子カルテシステムの統一 

26 

 

【医療人材確保と育成】 

 

地域医療を支える人材の確保と育成に努め

ます。 

 

（主な取組） 

◆医学生及び看護学生への修学資金の貸付 

◆産婦人科小児科医院開設経費への助成制度を創

設 

27 

 

【地域医療の維持】 

 

地域の医療機関との連携を密にし、地域医

療を守ります。 

 

（主な取組） 

◆大崎市民病院救命救急センター運営経費の一部 

負担 

◆休日当番医による急病患者診療の実施 

  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

28 

 

【農業者等の育成】 

 

将来にわたり持続可能な農林業を目指し、

多様な経営感覚を備えた農業者等の育成を

図ります。 

 

（主な取組） 

◆農業後継者、新規就農者の育成支援 

◆農業用機械の導入支援 

◆各種研修会や講習会の開催 

29 

 

【農林業の生産基盤等の強化】 

 

効率的で安定的な農林業の実現に向け、生

産基盤等の強化を図ります。 

 

（主な取組） 

◆繁殖牛の飼養管理にスマート技術を導入した農

家への助成 

◆農道・林道の新設改良 

◆地域ぐるみの農地・農業用施設等の保全管理活

動に対する支援 

◆用排水路・水利施設整備、ほ場整備の推進 

◆イノシシ、熊などへの有害鳥獣対策の実施 

30 

 

【６次産業化（注 4）への支援】 

 

意欲のある生産者に対し、生産から加工、

流通・販売まで対応できる体制づくりを支

援するとともに、広く認められる栗原ブラ

ンドの確立を目指します。 

 

（主な取組） 

◆新たな商品や、サービスの開発等に取り組む農

林漁業者と商工業者の一体的支援を行う「くり

はら応援特産品等支援事業」の実施 

◆首都圏や県内各地における PR 販売の実施 

 
（注４）「６次産業化」とは、1 次産業の産物を、自らが 2次産業である「加工」や 3次産業の「販売・サービス」を手掛け、生産物の付加価値を

高めて所得を向上する取り組み。  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

31 

 

【企業誘致の推進】 

 

優れた高速交通体系など、地の利を生かし

た企業誘致を進めるとともに、既存企業と

の取引拡大や企業間の連携を促進し、産業

拠点の形成を目指します。 

 

（主な取組） 

◆産業用地適地調査の実施（注５） 

◆新たに立地を希望する企業の誘致促進 

◆地元企業の業務拡張や、栗原ジョブフェアの開

催による人材確保支援 

32 

 

【創業・起業支援の推進】 

 

市内での創業・起業を支援するとともに、

既存企業の経営安定化と雇用機会の創出に

取り組みます。 

 

（主な取組） 

◆市内で小売店等を開業しようとする方への起業

支援 

◆ビジネス交流会の開催 

◆中小企業等への振興資金融資、利子補給 

◆市内企業団体と連携した人材育成研修 

33 

 

【商店街づくりへの支援】 

 

空き店舗の活用促進など、新たな事業展開

や新規参入を目指す商業者等による、賑わ

いのある商店街づくりを支援します。 

 

（主な取組） 

◆商工会に対する運営経費助成 

◆移動販売者の初期投資の一部助成による買い物

困難者対策を実施 

 
（注 5）東北自動車道と三陸沿岸道路の結節点である（仮）栗原 IC や国道４号築館バイパスのなどの高速交通体系がさらに進むことから、市の

産業特性や地域現況などを踏まえ、新たな産業用地として開発可能なエリアを検討する新たな産業用地として、市内の開発可能なエリア
を調査。   

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

34 

 

【観光戦略の構築】 

 

観光推進体制づくりに取り組むとともに、

効果的なマーケティングの実施により、観

光戦略を推進します。 

 

（主な取組） 

◆観光を通じてまちを元気にする栗原市観光振興

ビジョンの策定と推進 

◆外部専門家（地域再生マネージャー）による観

光商品の調査・開発 

◆観光関連団体・企業の連携体制構築による滞在

型観光の推進 

35 

 

【交流人口の拡大】 

 

多様な地域資源を生かした「田園観光都

市」づくりを発展させ、栗駒山麓ジオパー

ク（注 6）などを活用し、交流人口の拡大を

目指します。 

 

（主な取組） 

◆栗駒山麓ジオパークビジターセンター展示・映

像ソフトの整備 

◆市民まつりの開催、地域のまつり等への助成 

◆観光・市政情報の発信 

36 

 

【国内・国際交流の推進】 

 

市民の「おもてなし意識」を高めながら、

自然環境の豊かさや歴史・文化を共有でき

る国内・国際交流の推進と、インバウンド 

（注 7）の誘客促進に取り組みます。 

 

（主な取組） 

◆市内体育施設等での合宿に対する経費の助成 

◆台湾南投市と市内児童生徒の相互国際交流 

◆台湾旅行業者へのセールスによるインバウンド

誘客の推進と受入環境の整備 

 
（注 6）「栗駒山麓ジオパーク」とは、平成 20 年岩手・宮城内陸地震で被災した栗駒山麓崩壊群の地形・景観などを防災教育、学術研究、観光に

活用し持続可能な地域づくりを進めるため、市全域をエリアとしたジオパークとして、平成 27年 9月に日本ジオパークに認定された。平
成 28年 9 月現在、国内 43の地域が日本ジオパークに認定されており、そのうち、8地域がユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定
める理念に基づいて、世界ジオパークにも認定されている。 

（注 7）「インバウンド」とは、海外から日本を訪れる観光客のこと。  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推進します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

37 

 

【コミュニティの活性化を支援】 

 

「自助・共助・公助」に加え、これまで培

ってきた「近助」（注 8）の精神を財産に、コ

ミュニティの活性化につながる活動を支援

します。 

 

（主な取組） 

◆自治会より小規模な体制による助け合い活動に

対する支援として、ご近所助け愛交付金を、コ

ミュニティ組織一括交付金メニューに追加 

38 

 

【地域の活性化を支援】 

 

地域の課題解決に市民が主体的に取り組む

ことを推進します。 

 

（主な取組） 

 

◆花山地区「小さな拠点」（注 9）づくりの推進 

◆地域おこし協力隊員（注 10）の積極的な受入と活

動及び起業への支援 

39 

 

【特色あるコミュニティ活動への
支援】 

 

地域の個性ある魅力的な取り組みを支援

し、地域間の連携を促進します。 

 

（主な取組） 

◆自主的なコミュニティ活動に対し、コミュニテ

ィ組織一括交付金を交付 

 

 

（注 8）「近助」とは、「自助」と「共助」の間をつなぐ近隣住民同士の見守り、助け合いの精神。 
（注 9）「小さな拠点」とは、小学校区など、複数の集落が散在する地域（集落生活圏）において、商店、診療所などの日常生活に不可欠な施設・

機能や地域活動を行う場所を集約・確保し、周辺集落とコミュニティバス等の交通ネットワークで結ぶことで、人々が集い、交流する機会

が広がっていく、集落地域の再生を目指す取組。（内閣府ＨＰ） 
（注 10）「地域おこし協力隊」とは、都市地域から過疎地域等に移住し、一定期間、地域に居住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR

等の地域おこしの支援、農林水産業への従事、住民の生活支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取

組。（総務省ＨＰ） 
栗原市においては、栗駒山麓ジオパークビジターセンターの運営支援、栗駒地区六日町商店街の活性化、くりはら田園鉄道公園の運営支
援、移住定住に関する調整役等の活動が行われています。  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

40 

 

【自治会活動への支援】 

 

自治会などによる自主的な市民活動を支援

し、市民が生きがいを感じ、楽しみながら

まちづくりに参加できる社会を目指しま

す。 

 

（主な取組） 

◆集会所の新築・改築・修繕に係る経費の助成 

◆集会所への設置型冷暖房機器の整備費用に対す

る助成 

◆地域コミュニティ活動の活発化と、特性を生か

した地域づくりを推進するため、集落支援員を

配置 

41 

 

【公益活動を行う団体の育成】 

 

公益活動を行う団体などの育成に努め、協

働のまちづくりを進めます。 

 

（主な取組） 

◆自治会及びコミュティ推進協議会の設立支援 

◆市道等の除草を行う愛護会や自治会等を側面か

ら支援するための除草機械の貸し出し 

42 

 

【男女共同参画の推進】 

 

男女が互いに尊重し、対等な立場でまちづ

くりに取り組むことを推進します。 

 

（主な取組） 

◆男女共同参画推進サポーターを養成する講座の

開設、講演会・研修会の実施 

◆栗原市パートナーシップ宣誓制度の創設 

  

No. 
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⑨施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

43 

 

【行政サービスの充実】 

 

多様な市民ニーズを把握して、満足度が高

まる行政サービスを提供します。 

 

（主な取組） 

◆各種証明書等のコンビニ交付サービス実施 

◆税・各種料金のコンビニ収納サービス実施 

44 

 

【広報・広聴の充実】 

 

市民との情報共有を高め、市民の声を市政

に反映させる仕組みを充実させます。 

 

（主な取組） 

◆「テレビ回覧版」によるデータ放送発信 

◆広報「くりはら」の発行、Facebook・LINE に

よる市公式情報発信を実施 

◆市政懇談会による市民との意見交換を実施 

◆市政への意見受付窓口「なんでも窓口」設置 

45 

 

【健全な行財政運営の推進】 

 

徹底したコスト削減を行い、効率的で安定

した行財政運営に取り組みます。 

 

（主な取組） 

◆公共施設等総合管理計画の策定による適正な施

設管理の推進 

◆デジタル技術の活用による業務の効率化 

◆庁内業務量調査と業務改革の実施 

  

No. 
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⑧施策別 年代別 満足度【分析】 
 

 

 

放射能対策プロジェクト 放射性物質による不安を解消し、安心して暮らせる

まち 
 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

46 

 

【安全・安心な暮らしの維持】 

 
福島第一原子力発電所からの放射性物質拡
散による汚染被害への対策に努め、安全・
安心な暮らしを守ります。 

 

（主な取組） 

◆市独自の大気中放射線量測定と測定結果の公開 

◆自家消費食品の放射性物質測定と測定結果の公

開 

◆セシウムの吸収抑制に有効な塩化カリウムを農

地へ散布 

 

 

  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

1 

 

【美しい景観の保全・維持】 
 

自然と共生した生活環境の創造と資源循環

型地域社会を目指します。 

 

 

（主な取組） 

◆電気自動車の購入経費への助成 

◆官民連携型による電気自動車用の急速充電器 

の設置 

◆道路照明灯の LED 化 

2 

 

【生活環境の整備】 
 

地域の生活基盤の向上と、都市機能が集積

された市の中核機能地域を形成し、魅力あ

る田園都市を目指します。 

 

（主な取組） 

◆市民バスの運行 

◆市内タクシー利用助成の実施 

◆中核機能地域（くりこま高原駅周辺）整備事業

の検討（注 1） 

◆安全・安心な幹線道路や生活道路、上水道や公

共下水道の整備・維持管理 

3 

 

【移住・定住の促進】 

 

豊かに暮らせる田園都市としての魅力を高

め、人口流出抑制と都市等からの移住・定

住を促進します。 

 

（主な取組） 

◆若者定住者向けの定住促進宅地分譲地を整備 

◆４０歳以下の転入者の住宅取得への助成 

◆空き家バンク制度を活用して空き家を取得等

し、空き家をリフォームする転入者への助成 

（注１）東北新幹線くりこま高原駅周辺から築館宮野地区までの地域を、新たな交流やにぎわいを創出する拠点として今後まちづくりを進めていく

上で、市の核となる重要な場所と位置づけ、栗原市の玄関口である「くりこま高原駅周辺」については、 市民と来訪者ともに滞在し交流

を楽しむ「移住・交流拠点」として、整備を目指すものです。  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

4 

 

【文化芸術活動への支援】 

 

市民による多様な文化芸術活動を支援しま

す。 

 

（主な取組） 

◆栗原文化会館、若柳総合文化センターでの「心

にきざむ文化講演会」等の事業実施 

◆美術展、音楽祭等の実施 

5 

 

【生涯学習を楽しめる環境づく
り】 

 

市民が自主的に生涯学習を楽しめる環境づ

くりを推進します。 

 

（主な取組） 

◆老朽化した公民館を生涯学習の拠点として整備 

◆くりはらグリーンパスポート（注 2）の配布 

6 

 

【歴史遺産や伝統文化の保護】 

 

栗原の歴史遺産や地域の伝統文化を守り、 

次代に継承します。 

 

（主な取組） 

◆民俗文化財保存団体活動への助成 

◆史跡伊治城跡の内容確認発掘調査 

（注２）『くりはらグリーンパスポート』とは、児童の学習機会の拡充と、子どもたちの興味・関心を生かした自主的、自発的な学習促進を目的と
して実施しているもので、市内の小・中学生がパスポート（手帳）を施設に提示することにより、宮城県内の社会教育施設等を無料で利用
できるものです。 

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
安全・安心なまちづくりを推進します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

7 

 

【防災・減災の推進】 

 

「自助・共助・公助」に加え、新たに「近

助（注３）」による防災・減災の取り組みを推

進し、多発する大規模自然災害に強い地域

づくりを目指します。 

 

（主な取組） 

◆市道大林線（仮称）栗原東大橋など災害に強い

道路・橋りょうの整備 

◆防災マップの作成・更新への支援、防災訓練の

実施 

◆木造住宅耐震診断・耐震改修工事の補助 

◆高齢者世帯へのスマートフォン購入費用の支援 

8 

 

【防犯及び交通事故防止】 

 

防犯及び交通事故防止の視点に立った安全

な地域づくりと、市民生活を脅かす多様化

する問題に取り組みます。 

 

（主な取組） 

◆アクセルとブレーキの踏み間違いによる事故を

防ぐ高齢者安全運転支援装置の購入助成 

◆カーブミラー・ガードレールの設置 

◆防犯灯の更新・移設 

◆消費生活相談窓口の設置 

9 

 

【消防・救急体制の充実】 

 

市民の生命と財産を守るため、消防・救急

体制の充実を図ります。 

 

（主な取組） 

◆通信指令センター指令装置の更新整備 

◆消防団車両・格納庫・消火栓・防火水槽等の消

防施設整備、消防団装備の充実 

◆高規格救急車・消防ポンプ車の整備 

◆救急救命士の育成 

（注３）「近助」とは、「自助」と「共助」の間をつなぐ近隣住民同士の見守り、助け合いの精神。  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

10 

 

【結婚・妊娠・出産への支援】 

 

結婚・妊娠・出産を希望する人への支援の

充実を図ります。 

 

（主な取組） 

◆結婚新生活応援としての家賃、引越費用等の助

成 

◆妊婦のための支援事業（妊婦支援給付金、相談

支援） 

◆不妊検査、不妊治療への助成 

◆すこやか子育て支援金（入学祝い金、出生祝い

金）、スマイル子育てサポート券（育児用品の支給

券）の支給 

11 

 

【子どもの 
保健・医療・福祉の充実】 

 

子どもが心身共に健やかに成長するよう

に、保健・医療・福祉の充実を図ります。 

 

（主な取組） 

◆５歳児健康診査の実施 

◆18歳以下の市民の医療費無料化 

◆保育料２人目以降の無料化 

◆学校給食費の無償化 

12 

 

【子育て環境の充実】 

 

地域ぐるみで子育てに取り組む体制を整

え、ゆとりある子育て環境の充実を図りま

す。 

 

（主な取組） 

◆こども家庭センター設置による妊産婦・子育て

世帯・こどもへの一体的な相談支援 

◆放課後児童クラブの運営 

◆市内全地区での子育て支援センターの運営 

  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
次代を担うたくましい子どもを育成します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

13 

 

【子どもの学力向上】 

 

夢や志の実現に向けて、自ら学び自ら考え

行動でき、国際的視野を持った子どもを育

てる教育を推進します。 

 

（主な取組） 

◆教職員の資質向上及び児童生徒の学力向上に向

けた研修の実施 

◆小中学校でのタブレット等を活用した教育の推

進 

◆中学生を海外（台湾南投市）に派遣する「くり

はら親善大使派遣事業」の実施 

14 

 

【子どもの 
人間性と社会性の育成】 

 

ふるさとに誇りを持ち、命を大切にし、高

い志と思いやりを持つ子どもを育てる教育

を推進します。 

 

（主な取組） 

◆少人数学級の推進、少人数指導のための教員配

置 

◆あきる野市（友好姉妹都市）との中学生相互交

流による友好親善交流事業 

15 

 

【子どもの心と体の育成】 

 

子どもの心と体の健康づくりと、体力の向

上を図ります。 

 

（主な取組） 

◆各種スポーツ大会・教室の開催や助成 

  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

16 

 

【学校・家庭・地域の連携・協
働】 

 

学校・家庭・地域の教育力の向上を図り、

地域全体で子どもを育てる環境づくりを推

進します。 

 

（主な取組） 

◆学校教育サポーター学習会、放課後子ども教室の 

開催により、家庭・地域・学校が協働して子ども 

を育てる環境づくりを推進 

17 

 

【配慮が必要な子どもへの支援】 

 

配慮が必要な子どもへの支援と、教育相談

体制の充実を図ります。 

 

（主な取組） 

◆小中学校へ登校することが難しい、配慮が必要

な子どもへの支援として、くりはら子どもの学

び支援センターを運営 

◆小中学校への補助員の配置 

18 

 

【教育環境の充実】 

 

安全で安心して学べる教育環境の充実を図

ります。 

 

（主な取組） 

◆安全安心で快適な学習空間づくりのための学校 

校舎等の大規模改修 

◆学校給食センター改修 

◆スクールバスの運行 

  

No. 



83 

 

⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

19 

 

【健康増進の推進】 

 

すべての市民が元気に活動できるように、

健康増進の施策を推進します。 

 

（主な取組） 

◆各種健康診査、がん検診、歯周疾患検診の実施 

◆健康づくり運動推進サポーターの育成による地

域の健康づくり活動支援 

◆自殺防止対策の取り組み（多重債務相談窓口の

設置、自殺防止・メンタルヘルス講演会の実

施） 

20 

 

【障がい者への支援】 

 

障がい者の社会参加の促進と自立した生活

を支援します。 

 

（主な取組） 

◆日常生活用具給付、訪問入浴サービス、自動車

運転免許取得・改造助成など 

◆就労支援セミナー等の開催 

21 

 

【スポーツ活動への支援】 

 

市民の健康保持と体力向上を図るため、市

民が自主的に行うスポーツやレクリエーシ

ョンを楽しめる環境づくりを推進します。 

 

（主な取組） 

◆体育施設の整備・改修 

◆全国大会等の出場選手、上位入賞団体・個人の

活動費等の助成 

  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

22 

 

【高齢者の社会参加への支援】 

 

高齢者の社会参加と生きがいづくりを支援

します。 

 

（主な取組） 

◆高齢者生きがい健康づくり事業（ミニデイサー

ビス、宅配給食サービス等）の実施 

◆お茶っこ会の開催等による「居場所」や「つな

がり」づくり 

◆シルバー人材センターの運営支援 

23 

 

【介護予防の推進】 

 

健康づくりと介護予防を推進し、健康寿命

の延伸を目指します。 

 

（主な取組） 

◆「くりはら元気アップ体操」など、筋力や認知

機能の低下防止のための介護予防事業の実施 

◆要支援認定者への生活支援サービス（訪問型サ

ービス・通所型サービス）の実施 

24 

 

【在宅生活への支援】 

 

地域包括ケアシステムの深化及び推進を図

り、住み慣れた地域で安心して暮らせるま

ちを目指します。 

 

（主な取組） 

◆地域の高齢者支援の窓口となる地域包括支援セ

ンターの運営 

◆地域支え合い活動の旗振り役となる、生活支援

コーディネーターの配置 

◆介護職員の研修費助成による人材確保支援 

◆高齢者の補聴器購入費助成による認知症予防 

  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

25 

 

【市立病院の機能維持】 

 

市立病院の機能維持に努めます。 

 

（主な取組） 

◆市立３病院の電子カルテシステムの統一 

26 

 

【医療人材確保と育成】 

 

地域医療を支える人材の確保と育成に努め

ます。 

 

（主な取組） 

◆医学生及び看護学生への修学資金の貸付 

◆産婦人科小児科医院開設経費への助成制度を創

設 

27 

 

【地域医療の維持】 

 

地域の医療機関との連携を密にし、地域医

療を守ります。 

 

（主な取組） 

◆大崎市民病院救命救急センター運営経費の一部 

負担 

◆休日当番医による急病患者診療の実施 

 

  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

28 

 

【農業者等の育成】 

 

将来にわたり持続可能な農林業を目指し、

多様な経営感覚を備えた農業者等の育成を

図ります。 

 

（主な取組） 

◆農業後継者、新規就農者の育成支援 

◆農業用機械の導入支援 

◆各種研修会や講習会の開催 

29 

 

【農林業の生産基盤等の強化】 

 

効率的で安定的な農林業の実現に向け、生

産基盤等の強化を図ります。 

 

（主な取組） 

◆繁殖牛の飼養管理にスマート技術を導入した農

家への助成 

◆農道・林道の新設改良 

◆地域ぐるみの農地・農業用施設等の保全管理活

動に対する支援 

◆用排水路・水利施設整備、ほ場整備の推進 

◆イノシシ、熊などへの有害鳥獣対策の実施 

30 

 

【６次産業化（注 4）への支援】 

 

意欲のある生産者に対し、生産から加工、

流通・販売まで対応できる体制づくりを支

援するとともに、広く認められる栗原ブラ

ンドの確立を目指します。 

 

（主な取組） 

◆新たな商品や、サービスの開発等に取り組む農

林漁業者と商工業者の一体的支援を行う「くり

はら応援特産品等支援事業」の実施 

◆首都圏や県内各地における PR 販売の実施 

 

（注４）「６次産業化」とは、1 次産業の産物を、自らが 2次産業である「加工」や 3次産業の「販売・サービス」を手掛け、生産物の付加価値を

高めて所得を向上する取り組み。  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

31 

 

【企業誘致の推進】 

 

優れた高速交通体系など、地の利を生かし

た企業誘致を進めるとともに、既存企業と

の取引拡大や企業間の連携を促進し、産業

拠点の形成を目指します。 

 

（主な取組） 

◆産業用地適地調査の実施（注５） 

◆新たに立地を希望する企業の誘致促進 

◆地元企業の業務拡張や、栗原ジョブフェアの開

催による人材確保支援 

32 

 

【創業・起業支援の推進】 

 

市内での創業・起業を支援するとともに、

既存企業の経営安定化と雇用機会の創出に

取り組みます。 

 

（主な取組） 

◆市内で小売店等を開業しようとする方への起業

支援 

◆ビジネス交流会の開催 

◆中小企業等への振興資金融資、利子補給 

◆市内企業団体と連携した人材育成研修 

33 

 

【商店街づくりへの支援】 

 

空き店舗の活用促進など、新たな事業展開

や新規参入を目指す商業者等による、賑わ

いのある商店街づくりを支援します。 

 

（主な取組） 

◆商工会に対する運営経費助成 

◆移動販売者の初期投資の一部助成による買い物

困難者対策を実施 

 

（注 5）東北自動車道と三陸沿岸道路の結節点である（仮）栗原 IC や国道４号築館バイパスのなどの高速交通体系がさらに進むことか

ら、市の産業特性や地域現況などを踏まえ、新たな産業用地として開発可能なエリアを検討する新たな産業用地として、市内の開

発可能なエリアを調査。  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

34 

 

【観光戦略の構築】 

 

観光推進体制づくりに取り組むとともに、

効果的なマーケティングの実施により、観

光戦略を推進します。 

 

（主な取組） 

◆観光を通じてまちを元気にする栗原市観光振興

ビジョンの策定と推進 

◆外部専門家（地域再生マネージャー）による観

光商品の調査・開発 

◆観光関連団体・企業の連携体制構築による滞在

型観光の推進 

35 

 

【交流人口の拡大】 

 

多様な地域資源を生かした「田園観光都

市」づくりを発展させ、栗駒山麓ジオパー

ク 

（注 6）などを活用し、交流人口の拡大を目

指します。 

 

（主な取組） 

◆栗駒山麓ジオパークビジターセンター展示・映

像ソフトの整備 

◆市民まつりの開催、地域のまつり等への助成 

◆観光・市政情報の発信 

36 

 

【国内・国際交流の推進】 

 

市民の「おもてなし意識」を高めながら、

自然環境の豊かさや歴史・文化を共有でき

る国内・国際交流の推進と、インバウンド 

（注 7）の誘客促進に取り組みます。 

 

（主な取組） 

◆市内体育施設等での合宿に対する経費の助成 

◆台湾南投市と市内児童生徒の相互国際交流 

◆台湾旅行業者へのセールスによるインバウンド

誘客の推進と受入環境の整備 

 
（注 6）「栗駒山麓ジオパーク」とは、平成 20 年岩手・宮城内陸地震で被災した栗駒山麓崩壊群の地形・景観などを防災教育、学術研究、観光に

活用し持続可能な地域づくりを進めるため、市全域をエリアとしたジオパークとして、平成 27年 9月に日本ジオパークに認定された。平
成 28年 9 月現在、国内 43の地域が日本ジオパークに認定されており、そのうち、8地域がユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定
める理念に基づいて、世界ジオパークにも認定されている。 

（注 7）「インバウンド」とは、海外から日本を訪れる観光客のこと。  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推進します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

37 

 

【コミュニティの活性化を支援】 

 

「自助・共助・公助」に加え、これまで培

ってきた「近助」（注 8）の精神を財産に、コ

ミュニティの活性化につながる活動を支援

します。 

 

（主な取組） 

◆自治会より小規模な体制による助け合い活動に対

する支援として、ご近所助け愛交付金を、コミュニ

ティ組織一括交付金メニューに追加 

38 

 

【地域の活性化を支援】 

 

地域の課題解決に市民が主体的に取り組む

ことを推進します。 

 

（主な取組） 

 

◆花山地区「小さな拠点」（注 9）づくりの推進 

◆地域おこし協力隊員（注 10）の積極的な受入と

活動及び起業への支援 

39 

 

【特色あるコミュニティ活動への
支援】 

 

地域の個性ある魅力的な取り組みを支援

し、地域間の連携を促進します。 

 

（主な取組） 

◆自主的なコミュニティ活動に対し、コミュニテ

ィ組織一括交付金を交付 

 

 

（注 8）「近助」とは、「自助」と「共助」の間をつなぐ近隣住民同士の見守り、助け合いの精神。 
（注 9）「小さな拠点」とは、小学校区など、複数の集落が散在する地域（集落生活圏）において、商店、診療所などの日常生活に不可欠な施設・

機能や地域活動を行う場所を集約・確保し、周辺集落とコミュニティバス等の交通ネットワークで結ぶことで、人々が集い、交流する機会

が広がっていく、集落地域の再生を目指す取組。（内閣府ＨＰ） 
（注 10）「地域おこし協力隊」とは、都市地域から過疎地域等に移住し、一定期間、地域に居住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR

等の地域おこしの支援、農林水産業への従事、住民の生活支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取

組。（総務省ＨＰ） 
栗原市においては、栗駒山麓ジオパークビジターセンターの運営支援、栗駒地区六日町商店街の活性化、くりはら田園鉄道公園の運営支
援、移住定住に関する調整役等の活動が行われています。  

No. 



90 

 

⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

40 

 

【自治会活動への支援】 

 

自治会などによる自主的な市民活動を支援

し、市民が生きがいを感じ、楽しみながら

まちづくりに参加できる社会を目指しま

す。 

 

（主な取組） 

◆集会所の新築・改築・修繕に係る経費の助成 

◆集会所への設置型冷暖房機器の整備費用に対す

る助成 

◆地域コミュニティ活動の活発化と、特性を生か

した地域づくりを推進するため、集落支援員を配

置 

41 

 

【公益活動を行う団体の育成】 

 

公益活動を行う団体などの育成に努め、協

働のまちづくりを進めます。 

 

（主な取組） 

◆自治会及びコミュティ推進協議会の設立支援 

◆市道等の除草を行う愛護会や自治会等を側面か

ら支援するための除草機械の貸し出し 

42 

 

【男女共同参画の推進】 

 

男女が互いに尊重し、対等な立場でまちづ

くりに取り組むことを推進します。 

 

（主な取組） 

◆男女共同参画推進サポーターを養成する講座の

開設、講演会・研修会の実施 

◆栗原市パートナーシップ宣誓制度の創設 

  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

43 

 

【行政サービスの充実】 

 

多様な市民ニーズを把握して、満足度が高

まる行政サービスを提供します。 

 

（主な取組） 

◆各種証明書等のコンビニ交付サービス実施 

◆税・各種料金のコンビニ収納サービス実施 

44 

 

【広報・広聴の充実】 

 

市民との情報共有を高め、市民の声を市政

に反映させる仕組みを充実させます。 

 

（主な取組） 

◆「テレビ回覧版」によるデータ放送発信 

◆広報「くりはら」の発行、Facebook・LINE に

よる市公式情報発信を実施 

◆市政懇談会による市民との意見交換を実施 

◆市政への意見受付窓口「なんでも窓口」設置 

45 

 

【健全な行財政運営の推進】 

 

徹底したコスト削減を行い、効率的で安定

した行財政運営に取り組みます。 

 

（主な取組） 

◆公共施設等総合管理計画の策定による適正な施

設管理の推進 

◆デジタル技術の活用による業務の効率化 

◆庁内業務量調査と業務改革の実施 

 

  

No. 
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⑩施策別 年代別 優先度【分析】 
 

 

 

放射能対策プロジェクト 放射性物質による不安を解消し、安心して暮らせる

まち 
 

 施 策 の 体 系 

（主な取組） 
アンケート結果 

46 

 

【安全・安心な暮らしの維持】 

 
福島第一原子力発電所からの放射性物質拡
散による汚染被害への対策に努め、安全・
安心な暮らしを守ります。 

 

（主な取組） 

◆市独自の大気中放射線量測定と測定結果の公開 

◆自家消費食品の放射性物質測定と測定結果の公

開 

◆セシウムの吸収抑制に有効な塩化カリウムを農

地へ散布 

 

 

  

No. 
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⑪今後望むこと 

◆栗原市が今後どのようなまちになることを望みますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 
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【年代別】 
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⑫全施策に対する年代別の評価比較 

 

 

 

  

将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.43 2.37

2 生活環境の整備 2.27 2.86

3 移住・定住の促進 2.39 2.71

4 文化芸術活動への支援 2.53 2.35

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.57 2.53

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.56 2.33

7 防災・減災の推進 2.64 3.02

8 防犯及び交通事故防止 2.50 3.05

9 消防・救急体制の充実 2.82 3.17

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.57 3.02

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.04 3.15

12 子育て環境の充実 2.85 3.08

13 子どもの学力向上 2.56 2.95

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.63 2.92

15 子どもの心と体の育成 2.53 2.85

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.64 2.85

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.62 2.99

18 教育環境の充実 2.83 3.03

19 健康増進の推進 2.90 3.08

20 障がい者への支援 2.72 2.94

21 スポーツ活動への支援 2.63 2.58

22 高齢者の社会参加への支援 2.78 2.81

23 介護予防の推進 2.74 2.89

24 在宅生活への支援 2.67 2.90

25 市立病院の機能維持 2.32 3.05

26 医療人材確保と育成 2.34 3.10

27 地域医療の維持 2.47 3.17

28 農業者等の育成 2.23 2.89

29 農林業の生産基盤等の強化 2.26 2.91

30 ６次産業化への支援 2.37 2.72

31 企業誘致の推進 2.18 2.96

32 創業・起業支援の推進 2.33 2.80

33 商店街づくりへの支援 2.18 2.76

34 観光戦略の構築 2.27 2.64

35 交流人口の拡大 2.50 2.60

36 国内・国際交流の推進 2.32 2.27

37 コミュニティの活性化を支援 2.52 2.61

38 地域の活性化を支援 2.47 2.53

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.49 2.46

40 自治会活動への支援 2.52 2.56

41 公益活動を行う団体の育成 2.50 2.54

42 男女共同参画の推進 2.52 2.38

43 行政サービスの充実 2.86 2.87

44 広報・広聴の充実 2.77 2.75

45 健全な行財政運営の推進 2.51 2.85

46 安全・安心な暮らしの維持 2.74 2.80

2.54 2.80

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します

●全年代満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います



96 

 

 

 

 

  

将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.25 1.88

2 生活環境の整備 2.13 3.00

3 移住・定住の促進 2.29 2.50

4 文化芸術活動への支援 2.00 2.00

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.43 2.75

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.00 1.88

7 防災・減災の推進 2.63 3.00

8 防犯及び交通事故防止 2.71 2.86

9 消防・救急体制の充実 2.33 3.38

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.86 3.38

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.38 3.50

12 子育て環境の充実 2.83 3.25

13 子どもの学力向上 2.50 2.75

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.57 3.13

15 子どもの心と体の育成 2.43 2.88

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.50 2.63

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.20 3.00

18 教育環境の充実 2.86 3.13

19 健康増進の推進 2.40 3.29

20 障がい者への支援 2.60 3.14

21 スポーツ活動への支援 2.00 2.67

22 高齢者の社会参加への支援 2.20 2.29

23 介護予防の推進 2.40 2.43

24 在宅生活への支援 2.60 2.86

25 市立病院の機能維持 2.67 3.25

26 医療人材確保と育成 2.50 3.13

27 地域医療の維持 2.50 2.88

28 農業者等の育成 2.40 2.57

29 農林業の生産基盤等の強化 2.33 2.43

30 ６次産業化への支援 2.33 2.29

31 企業誘致の推進 2.40 3.00

32 創業・起業支援の推進 2.40 2.50

33 商店街づくりへの支援 2.60 2.50

34 観光戦略の構築 2.00 2.71

35 交流人口の拡大 2.33 2.14

36 国内・国際交流の推進 1.83 1.86

37 コミュニティの活性化を支援 2.00 2.13

38 地域の活性化を支援 2.50 2.29

39 特色あるコミュニティ活動への支援 1.80 1.71

40 自治会活動への支援 2.20 1.86

41 公益活動を行う団体の育成 2.40 2.00

42 男女共同参画の推進 2.60 2.86

43 行政サービスの充実 3.00 2.75

44 広報・広聴の充実 2.43 2.25

45 健全な行財政運営の推進 2.67 3.25

46 安全・安心な暮らしの維持 2.40 3.00

2.42 2.67

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します

●19歳以下満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

維持分野
改善分野

1

2

3

4

5

6

7

8

9 10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22
23

24

25

26

27

28

29

30

31

32
33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

1.50 1.70 1.90 2.10 2.30 2.50 2.70 2.90 3.10 3.30 3.50

【19歳以下満足度優先度散布図】

全施策平均：2.42

全施策平均：2.67

維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.71 2.15

2 生活環境の整備 2.48 2.95

3 移住・定住の促進 2.44 2.74

4 文化芸術活動への支援 2.62 2.12

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.88 2.44

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.36 2.32

7 防災・減災の推進 2.71 3.19

8 防犯及び交通事故防止 2.65 3.17

9 消防・救急体制の充実 2.84 3.19

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.73 3.50

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 2.95 3.50

12 子育て環境の充実 2.87 3.22

13 子どもの学力向上 2.94 3.11

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.38 2.79

15 子どもの心と体の育成 2.69 2.74

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.73 2.75

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.40 3.12

18 教育環境の充実 3.06 3.28

19 健康増進の推進 3.06 3.29

20 障がい者への支援 2.86 2.75

21 スポーツ活動への支援 3.00 2.74

22 高齢者の社会参加への支援 2.92 2.56

23 介護予防の推進 2.60 2.89

24 在宅生活への支援 2.50 2.74

25 市立病院の機能維持 2.75 3.16

26 医療人材確保と育成 2.71 3.00

27 地域医療の維持 2.72 3.33

28 農業者等の育成 2.53 3.26

29 農林業の生産基盤等の強化 2.92 2.94

30 ６次産業化への支援 2.70 2.79

31 企業誘致の推進 2.73 2.94

32 創業・起業支援の推進 3.10 2.75

33 商店街づくりへの支援 2.33 2.94

34 観光戦略の構築 2.75 2.81

35 交流人口の拡大 2.94 2.61

36 国内・国際交流の推進 2.64 2.19

37 コミュニティの活性化を支援 2.83 2.53

38 地域の活性化を支援 2.75 2.60

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.89 2.57

40 自治会活動への支援 3.00 2.38

41 公益活動を行う団体の育成 2.73 2.53

42 男女共同参画の推進 2.77 2.53

43 行政サービスの充実 3.43 3.10

44 広報・広聴の充実 3.00 2.76

45 健全な行財政運営の推進 2.70 2.79

46 安全・安心な暮らしの維持 3.27 2.88

2.77 2.84

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します

●20～24歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

満足度

優
先
度

1

2

3

4

5

6

78 9

10 11

12

13

14
15

16

17

1819

20

21

22

23
24

25

26

27
28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38
39

40

41
42

43

4445

46

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

1.50 1.70 1.90 2.10 2.30 2.50 2.70 2.90 3.10 3.30 3.50

【20～24歳満足度優先度散布図】

重点改善分野 重点維持分野

改善分野
全施策平均：2.77

全施策平均：2.84

維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 3.03 2.33

2 生活環境の整備 2.69 3.06

3 移住・定住の促進 2.84 2.84

4 文化芸術活動への支援 2.73 2.30

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.88 2.67

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.88 2.41

7 防災・減災の推進 3.00 3.31

8 防犯及び交通事故防止 2.77 3.29

9 消防・救急体制の充実 3.22 3.39

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.89 3.51

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.32 3.50

12 子育て環境の充実 3.18 3.28

13 子どもの学力向上 2.95 3.21

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.88 3.05

15 子どもの心と体の育成 2.88 3.05

16 学校・家庭・地域の連携・協働 3.13 3.10

17 配慮が必要な子どもへの支援 3.16 3.23

18 教育環境の充実 3.20 3.43

19 健康増進の推進 3.11 3.13

20 障がい者への支援 3.11 2.98

21 スポーツ活動への支援 3.09 2.54

22 高齢者の社会参加への支援 3.03 2.89

23 介護予防の推進 3.03 2.82

24 在宅生活への支援 3.19 2.90

25 市立病院の機能維持 3.00 3.22

26 医療人材確保と育成 2.83 3.32

27 地域医療の維持 2.95 3.38

28 農業者等の育成 2.91 3.23

29 農林業の生産基盤等の強化 2.97 3.29

30 ６次産業化への支援 3.00 2.95

31 企業誘致の推進 2.73 3.33

32 創業・起業支援の推進 2.97 2.98

33 商店街づくりへの支援 3.03 2.95

34 観光戦略の構築 2.89 2.79

35 交流人口の拡大 2.90 2.83

36 国内・国際交流の推進 2.79 2.49

37 コミュニティの活性化を支援 3.08 2.72

38 地域の活性化を支援 2.97 2.87

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.96 2.55

40 自治会活動への支援 2.97 2.82

41 公益活動を行う団体の育成 3.00 2.78

42 男女共同参画の推進 2.96 2.64

43 行政サービスの充実 3.19 3.21

44 広報・広聴の充実 3.29 2.88

45 健全な行財政運営の推進 3.03 3.03

46 安全・安心な暮らしの維持 3.40 3.05

3.00 2.99

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●25～29歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します

満足度

優
先
度

1

2

3

4

5

6

78

9

10 11

12

13

14

15
16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26
27

28 29

30

31

32
33

34

35

36

37

38

39

40
41

42

43

44

45 46

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

1.50 1.70 1.90 2.10 2.30 2.50 2.70 2.90 3.10 3.30 3.50

【25～29歳満足度優先度散布図】

重点改善分野 重点維持分野

改善分野
全施策平均：3.00

全施策平均：2.99

維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.30 2.25

2 生活環境の整備 2.30 3.02

3 移住・定住の促進 2.56 2.86

4 文化芸術活動への支援 2.36 2.14

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.67 2.72

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.56 2.15

7 防災・減災の推進 2.76 3.12

8 防犯及び交通事故防止 2.50 3.21

9 消防・救急体制の充実 2.60 3.30

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.66 3.49

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.20 3.51

12 子育て環境の充実 3.04 3.53

13 子どもの学力向上 2.80 3.20

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.78 2.98

15 子どもの心と体の育成 2.65 3.02

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.80 3.04

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.56 3.27

18 教育環境の充実 2.95 3.21

19 健康増進の推進 2.89 3.24

20 障がい者への支援 2.55 2.95

21 スポーツ活動への支援 2.81 2.64

22 高齢者の社会参加への支援 2.72 2.93

23 介護予防の推進 2.75 2.86

24 在宅生活への支援 2.57 2.91

25 市立病院の機能維持 2.33 3.22

26 医療人材確保と育成 2.28 3.34

27 地域医療の維持 2.52 3.42

28 農業者等の育成 2.50 3.12

29 農林業の生産基盤等の強化 2.48 3.16

30 ６次産業化への支援 2.52 2.86

31 企業誘致の推進 2.35 2.95

32 創業・起業支援の推進 2.79 2.88

33 商店街づくりへの支援 2.50 2.95

34 観光戦略の構築 2.39 2.77

35 交流人口の拡大 2.62 2.64

36 国内・国際交流の推進 2.36 2.14

37 コミュニティの活性化を支援 2.54 2.60

38 地域の活性化を支援 2.40 2.77

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.45 2.34

40 自治会活動への支援 2.45 2.64

41 公益活動を行う団体の育成 2.46 2.69

42 男女共同参画の推進 2.50 2.53

43 行政サービスの充実 3.07 3.13

44 広報・広聴の充実 2.91 3.00

45 健全な行財政運営の推進 2.55 2.94

46 安全・安心な暮らしの維持 2.87 2.88

2.61 2.92

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●30～34歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します

満足度

優
先
度
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【30～34歳満足度優先度散布図】

重点改善分野 重点維持分野

改善分野
全施策平均：2.61

全施策平均：2.92

維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.55 2.41

2 生活環境の整備 2.40 3.07

3 移住・定住の促進 2.45 2.91

4 文化芸術活動への支援 2.80 2.28

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 3.14 2.96

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.77 2.33

7 防災・減災の推進 2.94 3.02

8 防犯及び交通事故防止 2.52 3.35

9 消防・救急体制の充実 2.86 3.25

10 結婚・妊娠・出産への支援 3.02 3.15

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.45 3.32

12 子育て環境の充実 3.13 3.16

13 子どもの学力向上 2.78 2.98

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.67 2.96

15 子どもの心と体の育成 2.91 2.84

16 学校・家庭・地域の連携・協働 3.00 2.84

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.93 3.05

18 教育環境の充実 3.26 3.20

19 健康増進の推進 3.23 3.21

20 障がい者への支援 3.15 2.96

21 スポーツ活動への支援 2.85 2.56

22 高齢者の社会参加への支援 3.03 2.77

23 介護予防の推進 3.09 3.02

24 在宅生活への支援 3.07 2.96

25 市立病院の機能維持 2.40 3.21

26 医療人材確保と育成 2.57 3.19

27 地域医療の維持 2.64 3.25

28 農業者等の育成 2.63 3.15

29 農林業の生産基盤等の強化 2.68 3.00

30 ６次産業化への支援 2.73 2.92

31 企業誘致の推進 2.68 3.12

32 創業・起業支援の推進 2.85 2.85

33 商店街づくりへの支援 2.64 2.79

34 観光戦略の構築 2.63 2.69

35 交流人口の拡大 2.70 2.71

36 国内・国際交流の推進 2.42 2.20

37 コミュニティの活性化を支援 2.61 2.34

38 地域の活性化を支援 2.59 2.26

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.53 2.17

40 自治会活動への支援 2.69 2.29

41 公益活動を行う団体の育成 2.79 2.44

42 男女共同参画の推進 2.91 2.11

43 行政サービスの充実 3.15 2.93

44 広報・広聴の充実 2.96 2.92

45 健全な行財政運営の推進 2.58 2.94

46 安全・安心な暮らしの維持 2.73 2.55

2.81 2.84

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●35～39歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します
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【35～39歳満足度優先度散布図】

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野
全施策平均：2.81

全施策平均：2.84

維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.29 2.22

2 生活環境の整備 2.16 2.87

3 移住・定住の促進 2.48 2.80

4 文化芸術活動への支援 2.51 2.20

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.78 2.54

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.71 2.14

7 防災・減災の推進 2.63 3.14

8 防犯及び交通事故防止 2.43 3.13

9 消防・救急体制の充実 2.94 3.23

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.81 3.35

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.25 3.47

12 子育て環境の充実 2.98 3.31

13 子どもの学力向上 2.65 3.15

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.64 3.00

15 子どもの心と体の育成 2.50 2.89

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.72 2.87

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.83 3.10

18 教育環境の充実 2.94 3.32

19 健康増進の推進 2.98 3.11

20 障がい者への支援 2.71 2.92

21 スポーツ活動への支援 2.61 2.58

22 高齢者の社会参加への支援 2.72 2.70

23 介護予防の推進 2.68 2.82

24 在宅生活への支援 2.58 2.80

25 市立病院の機能維持 2.27 3.11

26 医療人材確保と育成 2.47 3.25

27 地域医療の維持 2.29 3.23

28 農業者等の育成 2.46 2.79

29 農林業の生産基盤等の強化 2.39 2.98

30 ６次産業化への支援 2.46 2.68

31 企業誘致の推進 2.42 3.06

32 創業・起業支援の推進 2.33 2.86

33 商店街づくりへの支援 2.19 2.72

34 観光戦略の構築 2.28 2.56

35 交流人口の拡大 2.63 2.54

36 国内・国際交流の推進 2.27 2.16

37 コミュニティの活性化を支援 2.46 2.33

38 地域の活性化を支援 2.58 2.28

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.42 2.08

40 自治会活動への支援 2.26 2.16

41 公益活動を行う団体の育成 2.50 2.27

42 男女共同参画の推進 2.33 2.20

43 行政サービスの充実 2.92 2.92

44 広報・広聴の充実 2.66 2.55

45 健全な行財政運営の推進 2.42 2.81

46 安全・安心な暮らしの維持 2.92 2.65

2.58 2.78

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●40～44歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します
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【40～44歳満足度優先度散布図】

全施策平均：2.58

全施策平均：2.78

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野 維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.46 2.25

2 生活環境の整備 2.18 2.96

3 移住・定住の促進 2.45 2.71

4 文化芸術活動への支援 2.53 2.31

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.49 2.45

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.60 2.40

7 防災・減災の推進 2.59 3.00

8 防犯及び交通事故防止 2.47 3.07

9 消防・救急体制の充実 2.61 3.14

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.54 2.89

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.22 3.06

12 子育て環境の充実 2.91 3.03

13 子どもの学力向上 2.46 2.89

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.62 2.92

15 子どもの心と体の育成 2.48 2.83

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.58 2.79

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.46 3.02

18 教育環境の充実 2.71 2.98

19 健康増進の推進 2.81 3.00

20 障がい者への支援 2.70 2.95

21 スポーツ活動への支援 2.42 2.46

22 高齢者の社会参加への支援 2.88 2.69

23 介護予防の推進 2.79 2.60

24 在宅生活への支援 2.50 2.81

25 市立病院の機能維持 2.21 3.17

26 医療人材確保と育成 2.25 3.00

27 地域医療の維持 2.36 3.20

28 農業者等の育成 2.06 2.92

29 農林業の生産基盤等の強化 2.25 2.95

30 ６次産業化への支援 2.33 2.72

31 企業誘致の推進 2.08 3.11

32 創業・起業支援の推進 2.26 2.86

33 商店街づくりへの支援 2.11 2.93

34 観光戦略の構築 2.18 2.79

35 交流人口の拡大 2.59 2.63

36 国内・国際交流の推進 2.18 2.29

37 コミュニティの活性化を支援 2.44 2.67

38 地域の活性化を支援 2.48 2.47

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.49 2.37

40 自治会活動への支援 2.39 2.43

41 公益活動を行う団体の育成 2.61 2.40

42 男女共同参画の推進 2.60 2.14

43 行政サービスの充実 2.79 2.95

44 広報・広聴の充実 2.68 2.63

45 健全な行財政運営の推進 2.17 2.83

46 安全・安心な暮らしの維持 2.56 2.75

2.49 2.77

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●45～49歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します
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【45～49歳満足度優先度散布図】

全施策平均：2.49

全施策平均：2.77

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野 維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.45 2.47

2 生活環境の整備 2.18 2.91

3 移住・定住の促進 2.46 2.75

4 文化芸術活動への支援 2.49 2.20

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.53 2.46

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.47 2.12

7 防災・減災の推進 2.56 3.19

8 防犯及び交通事故防止 2.45 3.13

9 消防・救急体制の充実 2.72 3.22

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.49 2.93

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.05 3.16

12 子育て環境の充実 2.85 3.17

13 子どもの学力向上 2.53 2.91

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.63 2.87

15 子どもの心と体の育成 2.26 2.81

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.55 2.90

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.52 2.93

18 教育環境の充実 2.78 2.96

19 健康増進の推進 2.79 3.06

20 障がい者への支援 2.59 3.00

21 スポーツ活動への支援 2.59 2.56

22 高齢者の社会参加への支援 2.82 2.84

23 介護予防の推進 2.72 2.99

24 在宅生活への支援 2.63 3.03

25 市立病院の機能維持 2.01 3.15

26 医療人材確保と育成 2.13 3.26

27 地域医療の維持 2.28 3.36

28 農業者等の育成 2.26 3.05

29 農林業の生産基盤等の強化 2.08 3.03

30 ６次産業化への支援 2.26 2.73

31 企業誘致の推進 2.08 3.01

32 創業・起業支援の推進 2.13 2.95

33 商店街づくりへの支援 2.09 2.84

34 観光戦略の構築 2.35 2.66

35 交流人口の拡大 2.36 2.56

36 国内・国際交流の推進 2.31 2.29

37 コミュニティの活性化を支援 2.44 2.54

38 地域の活性化を支援 2.44 2.71

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.36 2.42

40 自治会活動への支援 2.49 2.51

41 公益活動を行う団体の育成 2.51 2.48

42 男女共同参画の推進 2.41 2.31

43 行政サービスの充実 2.94 2.86

44 広報・広聴の充実 2.80 2.71

45 健全な行財政運営の推進 2.59 2.95

46 安全・安心な暮らしの維持 2.91 2.85

2.49 2.82

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●50～54歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します
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【50～54歳満足度優先度散布図】

全施策平均：2.49

全施策平均：2.82

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野 維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.24 2.37

2 生活環境の整備 2.09 2.76

3 移住・定住の促進 2.19 2.66

4 文化芸術活動への支援 2.48 2.22

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.43 2.37

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.62 2.27

7 防災・減災の推進 2.72 2.94

8 防犯及び交通事故防止 2.51 3.06

9 消防・救急体制の充実 2.88 3.21

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.63 2.95

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 2.98 2.85

12 子育て環境の充実 2.93 2.94

13 子どもの学力向上 2.56 2.80

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.69 2.81

15 子どもの心と体の育成 2.40 2.81

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.56 2.87

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.58 3.02

18 教育環境の充実 2.69 2.87

19 健康増進の推進 2.90 3.06

20 障がい者への支援 2.75 3.04

21 スポーツ活動への支援 2.67 2.61

22 高齢者の社会参加への支援 2.82 3.00

23 介護予防の推進 2.63 3.09

24 在宅生活への支援 2.77 3.11

25 市立病院の機能維持 2.34 2.99

26 医療人材確保と育成 2.31 3.10

27 地域医療の維持 2.40 3.10

28 農業者等の育成 2.08 2.92

29 農林業の生産基盤等の強化 2.13 2.84

30 ６次産業化への支援 2.39 2.67

31 企業誘致の推進 2.16 2.98

32 創業・起業支援の推進 2.13 2.88

33 商店街づくりへの支援 2.06 2.89

34 観光戦略の構築 2.04 2.57

35 交流人口の拡大 2.39 2.61

36 国内・国際交流の推進 2.33 2.22

37 コミュニティの活性化を支援 2.51 2.55

38 地域の活性化を支援 2.38 2.41

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.52 2.45

40 自治会活動への支援 2.48 2.56

41 公益活動を行う団体の育成 2.39 2.57

42 男女共同参画の推進 2.42 2.25

43 行政サービスの充実 2.95 2.73

44 広報・広聴の充実 2.83 2.65

45 健全な行財政運営の推進 2.68 2.80

46 安全・安心な暮らしの維持 2.76 3.05

2.51 2.77

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●55～59歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します
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【55～59歳満足度優先度散布図】

全施策平均：2.51

全施策平均：2.77

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野 維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.28 2.39

2 生活環境の整備 2.12 2.82

3 移住・定住の促進 2.24 2.75

4 文化芸術活動への支援 2.48 2.47

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.38 2.51

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.47 2.42

7 防災・減災の推進 2.47 2.96

8 防犯及び交通事故防止 2.39 3.01

9 消防・救急体制の充実 2.73 3.25

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.38 2.77

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 2.84 3.03

12 子育て環境の充実 2.48 2.90

13 子どもの学力向上 2.30 2.81

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.51 2.88

15 子どもの心と体の育成 2.37 2.72

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.49 2.86

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.59 2.90

18 教育環境の充実 2.68 2.89

19 健康増進の推進 2.77 3.01

20 障がい者への支援 2.62 3.02

21 スポーツ活動への支援 2.45 2.63

22 高齢者の社会参加への支援 2.69 2.93

23 介護予防の推進 2.61 2.91

24 在宅生活への支援 2.52 2.94

25 市立病院の機能維持 2.18 3.21

26 医療人材確保と育成 2.16 3.15

27 地域医療の維持 2.36 3.29

28 農業者等の育成 2.06 2.93

29 農林業の生産基盤等の強化 1.98 2.90

30 ６次産業化への支援 2.13 2.73

31 企業誘致の推進 1.88 3.02

32 創業・起業支援の推進 2.06 2.78

33 商店街づくりへの支援 1.96 2.88

34 観光戦略の構築 2.09 2.75

35 交流人口の拡大 2.25 2.64

36 国内・国際交流の推進 2.29 2.29

37 コミュニティの活性化を支援 2.39 2.73

38 地域の活性化を支援 2.35 2.48

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.41 2.58

40 自治会活動への支援 2.43 2.63

41 公益活動を行う団体の育成 2.24 2.53

42 男女共同参画の推進 2.38 2.33

43 行政サービスの充実 2.69 2.68

44 広報・広聴の充実 2.52 2.88

45 健全な行財政運営の推進 2.29 2.78

46 安全・安心な暮らしの維持 2.67 2.80

2.38 2.80

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●60～64歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します
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【60～64歳満足度優先度散布図】

全施策平均：2.38

全施策平均：2.80

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野 維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.34 2.42

2 生活環境の整備 2.14 2.73

3 移住・定住の促進 2.22 2.62

4 文化芸術活動への支援 2.38 2.44

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.34 2.43

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.38 2.43

7 防災・減災の推進 2.51 2.90

8 防犯及び交通事故防止 2.34 2.84

9 消防・救急体制の充実 2.75 3.03

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.36 2.81

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 2.84 2.97

12 子育て環境の充実 2.73 2.93

13 子どもの学力向上 2.23 2.95

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.40 3.00

15 子どもの心と体の育成 2.35 2.91

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.38 2.77

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.44 2.78

18 教育環境の充実 2.68 2.90

19 健康増進の推進 2.77 2.95

20 障がい者への支援 2.54 2.88

21 スポーツ活動への支援 2.51 2.55

22 高齢者の社会参加への支援 2.67 2.74

23 介護予防の推進 2.64 2.88

24 在宅生活への支援 2.61 2.89

25 市立病院の機能維持 2.26 2.85

26 医療人材確保と育成 2.16 2.91

27 地域医療の維持 2.39 2.94

28 農業者等の育成 1.99 2.67

29 農林業の生産基盤等の強化 1.99 2.68

30 ６次産業化への支援 2.14 2.59

31 企業誘致の推進 1.92 2.71

32 創業・起業支援の推進 2.07 2.68

33 商店街づくりへの支援 1.89 2.52

34 観光戦略の構築 2.11 2.53

35 交流人口の拡大 2.31 2.46

36 国内・国際交流の推進 2.12 2.24

37 コミュニティの活性化を支援 2.46 2.68

38 地域の活性化を支援 2.34 2.56

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.48 2.70

40 自治会活動への支援 2.47 2.68

41 公益活動を行う団体の育成 2.29 2.56

42 男女共同参画の推進 2.27 2.32

43 行政サービスの充実 2.62 2.69

44 広報・広聴の充実 2.56 2.63

45 健全な行財政運営の推進 2.28 2.64

46 安全・安心な暮らしの維持 2.55 2.73

2.37 2.71

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●65～69歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します
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【65～69歳満足度優先度散布図】

全施策平均：2.37

全施策平均：2.71

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野 維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.39 2.44

2 生活環境の整備 2.26 2.64

3 移住・定住の促進 2.33 2.55

4 文化芸術活動への支援 2.60 2.51

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.47 2.42

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.53 2.41

7 防災・減災の推進 2.47 2.81

8 防犯及び交通事故防止 2.56 2.79

9 消防・救急体制の充実 2.77 3.00

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.32 2.73

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 2.83 2.96

12 子育て環境の充実 2.67 2.89

13 子どもの学力向上 2.43 2.87

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.56 2.84

15 子どもの心と体の育成 2.49 2.78

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.59 2.76

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.63 2.90

18 教育環境の充実 2.61 2.80

19 健康増進の推進 2.81 2.97

20 障がい者への支援 2.64 2.81

21 スポーツ活動への支援 2.56 2.51

22 高齢者の社会参加への支援 2.65 2.69

23 介護予防の推進 2.67 2.71

24 在宅生活への支援 2.61 2.68

25 市立病院の機能維持 2.20 2.82

26 医療人材確保と育成 2.32 2.91

27 地域医療の維持 2.45 3.01

28 農業者等の育成 2.08 2.58

29 農林業の生産基盤等の強化 2.13 2.68

30 ６次産業化への支援 2.26 2.57

31 企業誘致の推進 1.99 2.75

32 創業・起業支援の推進 2.18 2.54

33 商店街づくりへの支援 2.14 2.50

34 観光戦略の構築 2.16 2.51

35 交流人口の拡大 2.37 2.49

36 国内・国際交流の推進 2.28 2.33

37 コミュニティの活性化を支援 2.41 2.48

38 地域の活性化を支援 2.33 2.39

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.37 2.35

40 自治会活動への支援 2.44 2.49

41 公益活動を行う団体の育成 2.44 2.54

42 男女共同参画の推進 2.45 2.45

43 行政サービスの充実 2.73 2.74

44 広報・広聴の充実 2.70 2.70

45 健全な行財政運営の推進 2.56 2.71

46 安全・安心な暮らしの維持 2.65 2.75

2.46 2.67

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●70～74歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します
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【70～74歳満足度優先度散布図】

全施策平均：2.46

全施策平均：2.67

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野 維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.55 2.60

2 生活環境の整備 2.58 2.77

3 移住・定住の促進 2.31 2.60

4 文化芸術活動への支援 2.69 2.63

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.46 2.66

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.56 2.52

7 防災・減災の推進 2.65 3.02

8 防犯及び交通事故防止 2.59 2.94

9 消防・救急体制の充実 3.01 3.20

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.46 2.90

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.00 3.09

12 子育て環境の充実 2.90 3.04

13 子どもの学力向上 2.67 2.88

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.84 2.91

15 子どもの心と体の育成 2.74 2.92

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.67 2.87

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.65 3.08

18 教育環境の充実 2.86 3.09

19 健康増進の推進 3.06 3.27

20 障がい者への支援 2.81 3.05

21 スポーツ活動への支援 2.50 2.79

22 高齢者の社会参加への支援 2.80 2.97

23 介護予防の推進 2.79 3.11

24 在宅生活への支援 2.59 2.94

25 市立病院の機能維持 2.48 2.91

26 医療人材確保と育成 2.43 2.97

27 地域医療の維持 2.63 2.98

28 農業者等の育成 2.15 2.71

29 農林業の生産基盤等の強化 2.21 2.77

30 ６次産業化への支援 2.24 2.74

31 企業誘致の推進 2.10 2.74

32 創業・起業支援の推進 2.27 2.93

33 商店街づくりへの支援 2.06 2.70

34 観光戦略の構築 2.07 2.60

35 交流人口の拡大 2.57 2.76

36 国内・国際交流の推進 2.22 2.43

37 コミュニティの活性化を支援 2.70 3.02

38 地域の活性化を支援 2.52 2.73

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.59 2.96

40 自治会活動への支援 2.73 2.91

41 公益活動を行う団体の育成 2.63 2.73

42 男女共同参画の推進 2.64 2.86

43 行政サービスの充実 2.66 2.98

44 広報・広聴の充実 2.83 2.95

45 健全な行財政運営の推進 2.66 3.00

46 安全・安心な暮らしの維持 2.59 2.76

2.58 2.87

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●75～79歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します
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【75～79歳満足度優先度散布図】

全施策平均：2.58

全施策平均：2.87

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野 維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.50 2.18

2 生活環境の整備 2.40 2.71

3 移住・定住の促進 2.42 2.79

4 文化芸術活動への支援 2.58 2.67

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.64 2.69

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.78 2.60

7 防災・減災の推進 2.89 3.24

8 防犯及び交通事故防止 2.80 3.19

9 消防・救急体制の充実 3.12 3.11

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.77 2.93

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 2.80 2.93

12 子育て環境の充実 2.94 2.94

13 子どもの学力向上 2.77 2.77

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.80 2.87

15 子どもの心と体の育成 2.77 2.60

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.64 2.79

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.56 2.70

18 教育環境の充実 2.92 2.92

19 健康増進の推進 3.06 3.00

20 障がい者への支援 2.79 2.64

21 スポーツ活動への支援 3.09 2.67

22 高齢者の社会参加への支援 2.94 2.94

23 介護予防の推進 3.13 3.12

24 在宅生活への支援 3.00 3.06

25 市立病院の機能維持 2.59 3.35

26 医療人材確保と育成 2.47 2.88

27 地域医療の維持 2.40 3.06

28 農業者等の育成 2.25 2.93

29 農林業の生産基盤等の強化 2.33 3.25

30 ６次産業化への支援 2.25 2.75

31 企業誘致の推進 2.17 2.77

32 創業・起業支援の推進 2.00 2.46

33 商店街づくりへの支援 1.93 2.71

34 観光戦略の構築 2.30 2.42

35 交流人口の拡大 2.36 2.53

36 国内・国際交流の推進 2.44 2.33

37 コミュニティの活性化を支援 2.69 2.82

38 地域の活性化を支援 2.36 2.58

39 特色あるコミュニティ活動への支援 2.50 2.58

40 自治会活動への支援 3.00 2.92

41 公益活動を行う団体の育成 2.67 3.00

42 男女共同参画の推進 2.71 2.56

43 行政サービスの充実 2.71 2.83

44 広報・広聴の充実 2.92 2.92

45 健全な行財政運営の推進 2.44 3.13

46 安全・安心な暮らしの維持 2.36 2.64

2.63 2.81

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●80～84歳満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します

1
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【80～84歳満足度優先度散布図】

全施策平均：2.63

全施策平均：2.81

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野 維持分野
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将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 3.50 2.67

2 生活環境の整備 2.50 3.00

3 移住・定住の促進 3.00 2.33

4 文化芸術活動への支援 2.33 2.00

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.25 2.00

6 歴史遺産や伝統文化の保護 3.50 3.00

7 防災・減災の推進 2.75 2.50

8 防犯及び交通事故防止 2.00 3.00

9 消防・救急体制の充実 3.50 3.67

10 結婚・妊娠・出産への支援 3.00 2.50

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.00 3.00

12 子育て環境の充実 3.00 3.00

13 子どもの学力向上 2.50 3.00

14 子どもの人間性と社会性の育成 3.00 3.00

15 子どもの心と体の育成 3.00 2.50

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.50 3.00

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.25 3.00

18 教育環境の充実 2.33 3.00

19 健康増進の推進 3.00 3.33

20 障がい者への支援 3.00 2.50

21 スポーツ活動への支援 3.00 2.67

22 高齢者の社会参加への支援 3.00 3.00

23 介護予防の推進 2.67 3.67

24 在宅生活への支援 2.67 3.33

25 市立病院の機能維持 3.00 3.00

26 医療人材確保と育成 2.33 3.00

27 地域医療の維持 3.00 3.67

28 農業者等の育成 3.00 2.50

29 農林業の生産基盤等の強化 3.00 2.50

30 ６次産業化への支援 3.00 2.50

31 企業誘致の推進 2.33 3.00

32 創業・起業支援の推進 3.00 2.50

33 商店街づくりへの支援 3.00 2.50

34 観光戦略の構築 3.00 3.00

35 交流人口の拡大 3.00 3.00

36 国内・国際交流の推進 3.00 3.00

37 コミュニティの活性化を支援 2.33 3.33

38 地域の活性化を支援 3.00 3.50

39 特色あるコミュニティ活動への支援 3.00 3.00

40 自治会活動への支援 3.00 3.00

41 公益活動を行う団体の育成 2.33 2.67

42 男女共同参画の推進 3.00 2.50

43 行政サービスの充実 2.33 2.67

44 広報・広聴の充実 3.00 2.67

45 健全な行財政運営の推進 2.67 2.67

46 安全・安心な暮らしの維持 2.67 2.67

2.81 2.86

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を解消

し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗原ブラ

ンドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業拠

点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦略

を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地域づ

くりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を支援

します

市民満足度を重視した効率的な行

政サービスを行います

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生き

る力を育むまちを

創るために

結婚・出産・子育てが安心してできる

環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成しま

す

人とつながり、支え合い、互いに高め

合う子どもを育てる環境を目指します

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに満

ちたまちを創るた

めに

誰もが健康で安心して暮らせる環境

をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに支

え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地域

医療を守ります

●85歳以上満足度優先度散布図

第３次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策

Ⅰ　恵まれた
自然に包まれ
た、質の高い
暮らしのまちを
創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と共

生した多様な暮らしを満喫できる生

活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を通じ

て学べるまちづくりを目指します

安全・安心なまちづくりを推進します
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【85歳以上満足度優先度散布図】

全施策平均：2.81

全施策平均：2.86

満足度

優
先
度

重点改善分野 重点維持分野

改善分野 維持分野



111 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全世代の評価分析結果と各年代別の結果で、相違がある部分に網掛けをしています。 

  

■全施策に対する年代別の評価比較

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ● ●

2 生活環境の整備 ● ● ●

3 移住・定住の促進 ● ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ● ●

7 防災・減災の推進 ● ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ● ●

12 子育て環境の充実 ● ● ●

13 子どもの学力向上 ● ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ● ●

18 教育環境の充実 ● ● ●

19 健康増進の推進 ● ● ●

20 障がい者への支援 ● ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ● ●

23 介護予防の推進 ● ● ●

24 在宅生活への支援 ● ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ● ●

27 地域医療の維持 ● ● ●

28 農業者等の育成 ● ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ● ●

31 企業誘致の推進 ● ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ● ●

34 観光戦略の構築 ● ● ●

35 交流人口の拡大 ● ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ● ●

40 自治会活動への支援 ● ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ● ●

43 行政サービスの充実 ● ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析 １９歳以下の評価分析 20～24歳の評価分析
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■全施策に対する年代別の評価比較

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ● ●

2 生活環境の整備 ● ● ●

3 移住・定住の促進 ● ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ● ●

7 防災・減災の推進 ● ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ● ●

12 子育て環境の充実 ● ● ●

13 子どもの学力向上 ● ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ● ●

18 教育環境の充実 ● ● ●

19 健康増進の推進 ● ● ●

20 障がい者への支援 ● ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ● ●

23 介護予防の推進 ● ● ●

24 在宅生活への支援 ● ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ● ●

27 地域医療の維持 ● ● ●

28 農業者等の育成 ● ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ● ●

31 企業誘致の推進 ● ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ● ●

34 観光戦略の構築 ● ● ●

35 交流人口の拡大 ● ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ● ●

40 自治会活動への支援 ● ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ● ●

43 行政サービスの充実 ● ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

35～39歳の評価分析第２次栗原市総合計画 25～29歳の評価分析 30～34歳の評価分析
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■全施策に対する年代別の評価比較

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ● ●

2 生活環境の整備 ● ● ●

3 移住・定住の促進 ● ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ● ●

7 防災・減災の推進 ● ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ● ●

12 子育て環境の充実 ● ● ●

13 子どもの学力向上 ● ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ● ●

18 教育環境の充実 ● ● ●

19 健康増進の推進 ● ● ●

20 障がい者への支援 ● ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ● ●

23 介護予防の推進 ● ● ●

24 在宅生活への支援 ● ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ● ●

27 地域医療の維持 ● ● ●

28 農業者等の育成 ● ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ● ●

31 企業誘致の推進 ● ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ● ●

34 観光戦略の構築 ● ● ●

35 交流人口の拡大 ● ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ● ●

40 自治会活動への支援 ● ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ● ●

43 行政サービスの充実 ● ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

40～44歳の評価分析 45～49歳の評価分析 50～54歳の評価分析第２次栗原市総合計画
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■全施策に対する年代別の評価比較

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ● ●

2 生活環境の整備 ● ● ●

3 移住・定住の促進 ● ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ● ●

7 防災・減災の推進 ● ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ● ●

12 子育て環境の充実 ● ● ●

13 子どもの学力向上 ● ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ● ●

18 教育環境の充実 ● ● ●

19 健康増進の推進 ● ● ●

20 障がい者への支援 ● ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ● ●

23 介護予防の推進 ● ● ●

24 在宅生活への支援 ● ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ● ●

27 地域医療の維持 ● ● ●

28 農業者等の育成 ● ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ● ●

31 企業誘致の推進 ● ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ● ●

34 観光戦略の構築 ● ● ●

35 交流人口の拡大 ● ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ● ●

40 自治会活動への支援 ● ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ● ●

43 行政サービスの充実 ● ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

65～69歳の評価分析

施策

55～59歳の評価分析 60～64歳の評価分析第２次栗原市総合計画
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■全施策に対する年代別の評価比較

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ● ●

2 生活環境の整備 ● ● ●

3 移住・定住の促進 ● ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ● ●

7 防災・減災の推進 ● ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ● ●

12 子育て環境の充実 ● ● ●

13 子どもの学力向上 ● ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ● ●

18 教育環境の充実 ● ● ●

19 健康増進の推進 ● ● ●

20 障がい者への支援 ● ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ● ●

23 介護予防の推進 ● ● ●

24 在宅生活への支援 ● ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ● ●

27 地域医療の維持 ● ● ●

28 農業者等の育成 ● ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ● ●

31 企業誘致の推進 ● ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ● ●

34 観光戦略の構築 ● ● ●

35 交流人口の拡大 ● ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ● ●

40 自治会活動への支援 ● ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ● ●

43 行政サービスの充実 ● ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

70～74歳の評価分析 75～79歳の評価分析 80～84歳の評価分析

施策

第２次栗原市総合計画
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■全施策に対する年代別の評価比較

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ●

2 生活環境の整備 ●

3 移住・定住の促進 ●

4 文化芸術活動への支援 ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ●

7 防災・減災の推進 ●

8 防犯及び交通事故防止 ●

9 消防・救急体制の充実 ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ●

12 子育て環境の充実 ●

13 子どもの学力向上 ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ●

15 子どもの心と体の育成 ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ●

18 教育環境の充実 ●

19 健康増進の推進 ●

20 障がい者への支援 ●

21 スポーツ活動への支援 ●

22 高齢者の社会参加への支援 ●

23 介護予防の推進 ●

24 在宅生活への支援 ●

25 市立病院の機能維持 ●

26 医療人材確保と育成 ●

27 地域医療の維持 ●

28 農業者等の育成 ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ●

30 ６次産業化への支援 ●

31 企業誘致の推進 ●

32 創業・起業支援の推進 ●

33 商店街づくりへの支援 ●

34 観光戦略の構築 ●

35 交流人口の拡大 ●

36 国内・国際交流の推進 ●

37 コミュニティの活性化を支援 ●

38 地域の活性化を支援 ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ●

40 自治会活動への支援 ●

41 公益活動を行う団体の育成 ●

42 男女共同参画の推進 ●

43 行政サービスの充実 ●

44 広報・広聴の充実 ●

45 健全な行財政運営の推進 ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

85歳以上の評価分析

施策

第２次栗原市総合計画
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（1）19歳以下の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るため

に】で異なる点が多くみられる。特に「市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります」では、全世代

の評価はすべての項目で「重点改善」となっているが、１９歳以下の評価ではすべて「重点維持」となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 19 歳以下の評価分析 
■全施策に対する年代別の評価比較

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析 １９歳以下の評価分析
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（2）20～24 歳の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために】、【Ⅱ 

子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために】、【Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思

いやりに満ちたまちを創るために】の項目で、「改善」、「重点改善」が多くなっている。 

⚫ 【Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために】、【Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるま

ちを創るために】では、全世代の評価は「改善」、「重点改善」が多いが、「維持」、「重点維持」が多くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 20～24 歳の評価分析 
■全施策に対する年代別の評価比較

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析 20～24歳の評価分析
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（3）25～29 歳の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために】、【Ⅱ 

子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために】で、「改善」「重点改善」が多くなっている。 

⚫ 【Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために】では、全世代の評価が「重

点維持」である項目の多くが 25～29 歳では「維持」になっている。 

⚫ 【Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために】の『33. 商店街づくりへの支援』と

【Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために】の『37. コミュニティの活性化を支援』の項目で、

全世代の評価は「改善」となっているが、25～29 歳の評価では「維持」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 25～29 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析 25～29歳の評価分析
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（4）30～34 歳の評価分析 

 

⚫ 【Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために】の『9. 消防・救急体制の充実』と

【Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために】の『17. 配慮が必要な子どもへの支

援』、【Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために】の『20. 障がい者への

支援』の項目で、全世代の評価は「重点維持」となっているが、30～34歳の評価では「重点改善」となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 30～34 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析 30～34歳の評価分析
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（5）35～39 歳の評価分析 

 

⚫ 【Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために】の『13. 子どもの学力向上』、『14. 子

どもの人間性と社会性の育成』の項目で、全世代の評価は「重点維持」となっているが、30～34歳の評価

では「重点改善」となっている。 

⚫ 【Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために】の『15. 子どもの心と体の育成』と

【Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために】の『32. 創業・起業支援の推進』の

項目で、全世代の評価は「重点改善」となっているが、30～34歳の評価では「重点維持」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 35～39 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

35～39歳の評価分析第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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（6）40～44 歳の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、概ね全世代の評価と同様であるが、「維持」が多くなっている。しかし、

【Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために】の『3.移住・定住の促進』、【Ⅲ 健康

や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために】の『24. 在宅生活への支援』の項目で

は「重点改善」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 40～44 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

40～44歳の評価分析第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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（7）45～49 歳の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために】以外の

項目で、全体的に「維持」が多くなっている。 

⚫ 【Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために】の『13.子どもの学力向上』、『17.配慮

が必要な子どもへの支援』の項目で、全世代の評価は「重点維持」となっているが、45～49歳の評価では

「重点改善」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 45～49 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

45～49歳の評価分析第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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（8）50～54 歳の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために】の項目で「維持」、

「重点維持」が多くなっている。 

⚫ その他概ね全世代の評価と同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 50～54 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

50～54歳の評価分析第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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（9）55～59 歳の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために】で

「改善」が多くなっている。 

⚫ 【Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために】の項目では、「維持」、「重点維持」が多くなってい

る。 

⚫ その他概ね全世代の評価と同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 55～59 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

55～59歳の評価分析第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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（10）60～64 歳の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために】と

【Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために】で「維持」、「重点維持」が多くなっている。 

⚫ 特に【Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために】では、全世代の評価は「改善」が多いが、60～

64 歳の評価では「維持」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 60～64 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

施策

60～64歳の評価分析第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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（11）65～69 歳の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために】と

【Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために】では、すべての項目の評価が「維持」と「改善」と

なっており、優先度が低い傾向がある。 

⚫ 【Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために】、【Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生き

る力を育むまちを創るために】、【Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るため

に】の項目では、「維持」と「改善」など、満足度による評価の相違がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 65～69 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

65～69歳の評価分析

施策

第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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（12）70～74 歳の評価分析 

 

⚫ 【Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために】の『2. 生活環境の整備』と【Ⅳ 地

域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために】の『28. 農業者等の育成』、『32. 創業・起

業支援の推進』の項目で、全世代の評価は「重点改善」となっているが、70～74 歳の評価では「改善」と

なっている。 

⚫ 【Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために】の『8. 防犯及び交通事故防止』、【Ⅱ 

子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために】の『15. 子どもの心と体の育成』、【Ⅴ 市民

がまちづくりを楽しめるまちを創るために】の『45. 健全な行財政運営の推進』の項目で、全世代の評価は

「重点改善」となっているが、70～74歳の評価では「重点維持」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 70～74 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

70～74歳の評価分析

施策

第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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（13）75～79 歳の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために】の項目で「維持」、

「重点維持」が多くなっている。 

⚫ 【Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために】と【Ⅳ 地域の特性を生かした、産業

や交流が盛んなまちを創るために】の項目では、「改善」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 75～79 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

75～79歳の評価分析

施策

第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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（14）80～84 歳の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために】の項目で「維持」、

「重点維持」が多くなっている。 

⚫ 特に『37. コミュニティの活性化を支援』、『40. 自治会活動への支援』、『41. 公益活動を行う団体の育

成』の項目では、全世代の評価は「改善」となっているが、80～84歳の評価では「重点維持」となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 80～84 歳の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

80～84歳の評価分析

施策

第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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（15）85歳以上の評価分析 

 

⚫ 全世代の評価分析と比較すると、【Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために】、【Ⅴ 

市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために】の項目で「維持」、「重点維持」が多くなっている。 

⚫ 【Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために】の項目では、全世代の評価は「重点維

持」が多くなっているが、85 歳以上の評価では「重点改善」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 85 歳以上の評価分析 

将来像 基本方針　 維持
重点

維持

重点

改善
改善 維持

重点

維持

重点

改善
改善

1 美しい景観の保全・維持 ● ●

2 生活環境の整備 ● ●

3 移住・定住の促進 ● ●

4 文化芸術活動への支援 ● ●

5 生涯学習を楽しめる環境づくり ● ●

6 歴史遺産や伝統文化の保護 ● ●

7 防災・減災の推進 ● ●

8 防犯及び交通事故防止 ● ●

9 消防・救急体制の充実 ● ●

10 結婚・妊娠・出産への支援 ● ●

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 ● ●

12 子育て環境の充実 ● ●

13 子どもの学力向上 ● ●

14 子どもの人間性と社会性の育成 ● ●

15 子どもの心と体の育成 ● ●

16 学校・家庭・地域の連携・協働 ● ●

17 配慮が必要な子どもへの支援 ● ●

18 教育環境の充実 ● ●

19 健康増進の推進 ● ●

20 障がい者への支援 ● ●

21 スポーツ活動への支援 ● ●

22 高齢者の社会参加への支援 ● ●

23 介護予防の推進 ● ●

24 在宅生活への支援 ● ●

25 市立病院の機能維持 ● ●

26 医療人材確保と育成 ● ●

27 地域医療の維持 ● ●

28 農業者等の育成 ● ●

29 農林業の生産基盤等の強化 ● ●

30 ６次産業化への支援 ● ●

31 企業誘致の推進 ● ●

32 創業・起業支援の推進 ● ●

33 商店街づくりへの支援 ● ●

34 観光戦略の構築 ● ●

35 交流人口の拡大 ● ●

36 国内・国際交流の推進 ● ●

37 コミュニティの活性化を支援 ● ●

38 地域の活性化を支援 ● ●

39 特色あるコミュニティ活動への支援 ● ●

40 自治会活動への支援 ● ●

41 公益活動を行う団体の育成 ● ●

42 男女共同参画の推進 ● ●

43 行政サービスの充実 ● ●

44 広報・広聴の充実 ● ●

45 健全な行財政運営の推進 ● ●

46 安全・安心な暮らしの維持 ● ●

Ⅴ　市民がまちづ

くりを楽しめるまち

を創るために

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的

な行政サービスを行います

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

Ⅲ　健康や生活

に不安がなく、優

しさと思いやりに

満ちたまちを創る

ために

誰もが健康で安心して暮らせる

環境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互い

に支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための

地域医療を守ります

Ⅳ　地域の特性

を生かした、産業

や交流が盛んな

まちを創るために

持続可能な農林業の育成と栗

原ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光

戦略を構築し、栗原市を発信し

ます

Ⅰ　恵まれた自

然に包まれた、質

の高い暮らしのま

ちを創るために

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫で

きる生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進し

ます

Ⅱ　子どもたちの

豊かな感性と生

きる力を育むまち

を創るために

結婚・出産・子育てが安心して

できる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育

成します

人とつながり、支え合い、互いに

高め合う子どもを育てる環境を目

指します

85歳以上の評価分析

施策

第２次栗原市総合計画 全世代の評価分析
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⑬自由回答一覧 
 

問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【美しい景観の保全・維持】自然と共生した生活環境の創造と資源循環型地域社会を目指します 

電気自動車の購入経費への助成 

◆ 間もなく電気自動車の時代が来ると聞いています。購入経費の助成と急速充電器の設置が

良いと思います。 
1-1 

 

◆ 電気自動車にばかり限定しても意味がない。ガソリン車・ハイブリッド車にも助成しなけ

れば効果は薄い。 
1-1 

 

◆ 電気自動車に助成しているひまがあるなら他にまわせ。年寄りが電気自動車使う人なんて

いない。 
1-1 

 

◆ ソーラーパネルが景観を損ねている。電気自動業はいらない。 1-1  

◆ 山間地域では電気自動車は未だ早いのではないか。ＬＥＤ化は全てに実施してほしい。 1-1  

◆ 災害時に電気自動車は稼働できるのか。 1-1 2 

◆ 助成されてもそもそも購入するお金がない。働く仕事がない。 1-1  

◆ 環境負荷の高い電気自動車の普及促進政策を中止。山間部へのソーラーパネル設置の規

制。 
1-1 

 

官民連携型による電気自動車用の急速充電器の設置 

◆ ミニマムモビリティが普及すれば可。でもまだ時期尚早の感がある。 1-1  

◆ 数年後には本格的に電気自動車の販売が増えるのは目に見えているので、急速充電器の設

置場所の確保が必要な事に思えます。 
1-1 

 

◆ 水素スタンド設置、電気スタンドの増設 1-1  

道路照明灯の LED 化 

◆ 道路の照明 1-1  

◆ 道路照明のＬＥＤ化。 1-1 4 

◆ 道路照明灯の設置。 1-1  

◆ 道路照明灯のＬＥＤ化→大いに必要、全力で取り組め。 1-1  

◆ 道路照明灯をもっと明るくしてほしい。暗くて危険である。 1-1  

◆ 道路照明が暗い。ＬＥＤに早くしてほしい。 1-1  

◆ 電気自動車も確かに大切ですが、個人的に感じるのが、子供達の通学路に街灯が無く、

暗い道を歩いていたりするので、感応式のソーラーとかの街灯など設置してあげて欲し

い、 

1-1  

◆ 防犯灯の整備 1-1  

◆ 道路照明を増やしてほしい。 1-1 7 

◆ 街灯が少ない。 1-1 3 

◆ 夜間、道路が暗い。街灯を増やしてほしい。特に旧３９８号線。 1-1  

◆ 夜間、車を運転していて暗い道路は不安なので、道路照明灯を多く設置して明るくして

ほしい。 
1-1  

◆ もう少し町から離れた場所に道路照明灯の LED 化や反射灯等を増やしてほしい。 1-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【美しい景観の保全・維持】自然と共生した生活環境の創造と資源循環型地域社会を目指します 

◆ 道路の外灯、照明を増やして欲しい。歩道の雑草の整備。太陽光パネル（山への設置）

が多すぎる。 
1-1  

◆ 明朝、夕方は特に暗さを感じ、近所ですら歩くのが怖いと感じる。道路歩道など照明を

増やして欲しい。 
1-1  

◆ 道路照明灯のＬＥＤ化ですが、本線道路だけでなく脇道、枝道等も設置して欲しい。 1-1  

その他 

◆ 目立つところだけでなく、日常の生活空間の美しさに目をむける。Ｅｘ．庭や田・畑、花

がきれいなお宅など、口コミでは有名。 
1-1  

◆ 農地の景観なり保全、維持、組織が解散した後の姿…目に余る。対策を。 1-1  

◆ 省エネ家電購入支援の予算を増やしてほしい。 1-1  

◆ 自然に手を加え過ぎない、観光資源の整備 1-1  

◆ ジオパーク活動の推進。市長、議員、公務員によるゴミ拾いをくりはらツーリズムと共

に毎月参加してほしい。 
1-1  

◆ 山間部・車通りが少ない道路では、ゴミが捨てられていたり、平然と立ち小便をしてい

る人を見かけるので、看板の設置やパトロール強化、罰則化を望みます。 
1-1  

◆ 迫川が綺麗だった頃に戻ったら嬉しい。 1-1  

◆ ごみ分別を進め、再利用できる資源の回収率を高める。 1-1  

◆ 個々の生活水準だと思うなら、考えの違い等もそれぞれだと思うので、時台の流れに任

せたい。 
1-1  

◆ 交差点は防犯カメラがほしい！！空カン捨てが多い！！ 1-1  

◆ 現状の保全 1-1  

◆ 栗原市を山間部と市街地に分け、山間部では景観を守るべき。全域で景観保持する考え

は反対。前進がない。 
1-1  

◆ 栗駒山登山の有料化。山の景観を守るための費用にする。 1-1  

◆ 伊豆沼のはす祭りや昆虫館、野鳥館、淡水魚館が好きで、１年に２、３回程、季節の変

わり目に来館しております。やや館内の老朽化を感じましたが、改善、修復は可能でし

ょうか？小さなお子さんを連れた親の方々も訪れているようで、市内でも市外でもたく

さんの方々が来てくれているようです。市民として嬉しく思います。これからも続けて

欲しいです。 

1-1  

◆ 伊豆沼、内沼の土砂堆積の撤去を国と相談して進めてほしい。 1-1  

◆ １０町村が合併して生まれた栗原市、守りたい美しい景観とはどこのことか。それが自

然のことであれば立ち入らないこと、開発しないことだと思う。目指すものに対する共

通認識がバラバラではいけない。ｅｘ．残したい美しい景観を公募、マップ作る 

1-1  

◆ ・伊豆沼、内沼のクイズコース。・水田機能の維持。・傷病鳥獣の保護センターの設置。 1-1  

◆ 「田園都市としての魅力を高め」とあるが、そのためには農業の担い手不足、農業者の

待遇改善にも力を入れるべきであると思う。 
1-1  

◆ わからない 1-1 2 
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【美しい景観の保全・維持】自然と共生した生活環境の創造と資源循環型地域社会を目指します 

◆ 障害者が安心して住めるまちづくり。 1-1  

◆ 市内全域において進んでいる所もあり、手付かずの所があるので、遅れている所を進め

て欲しい。 
1-1  

◆ 価格 1-1  

◆ 放置されている空家をどうにかして欲しい。見た目も安全面も良くないと思います。 1-1 2 

◆ 出来る事ならお金に困らなく過ごせる老後！！ 1-1  

◆ 金成庁舎内の天井から何ヶ所も管のような物が出ていて、いい加減修繕した方が良いと

思います。 
1-1  

◆ 空き家の撤去をしてほしい。 1-1  

◆ 三迫川の河川敷の雑木林、栗駒山への主要道路である。景観的にも防災的にも対策が必

要。 
1-1  

◆ 私有山林（生活道路そば）の処置 1-1  

◆ 道路の木々が伸び放題なので、標識などを見やすくしてほしい。 1-1  

◆ 道路等通行の邪魔になる木など切ってほしい。（街灯がかくれている） 1-1  

◆ 樹木の伐採。個人所有等問題はあると思うが、伐採助成金等で伸びすぎたり危険な樹木

を管理する手助けなど。 
1-1  

◆ 川が森になっている。川の中の木を切ってほしい。 1-1  

◆ 道路のわきの草、木の刈り取り。 1-1 14 

◆ 田んぼ・あぜ道の草刈りへの対策。補助金で出して栗原が誇る田んぼの景観を保全して

ほしい。都会の人はこのような風景を見に来たい。 
1-1  

◆ 森林の整備。通学路の除草。 1-1  

◆ 草刈りーここ１０年で必要性を特に感じます。公共の場所（小中高校も含む） 1-1  

◆ 河川敷の整備。ウォーキングロードを作ってほしい（川沿いに）。草刈りをまめにしてほ

しい（道路）。 
1-1  

◆ 空き家や土地の草刈りなど 1-1  

◆ 道路整備 1-1  

◆ 生活道路の補修・緑化助成など。 1-1  

◆ 付近メガソーラーの設置の多さが見られます。環境破壊リスクと水源の問題が気になり

ます。景観と生態系の維持による対策は大丈夫かと…。 
1-1  

◆ 太陽光パネルの削減（中国製パネルをやめる） 1-1  

◆ 太陽光発電と自然の調和。 1-1  

◆ 山林や田園の景観を維持すること。大規模太陽光発電設備（メガソーラー）は、大きく

景観を損なうので規制が必要。 
1-1  

◆ 管理できなくなった田畑に太陽光パネルの設置が増えてきました。美しい景観の保全・

維持のためにも設置状況を確認しておいた方がいいのではないかと思います。 
1-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【生活循環の整備】地域の生活基盤の向上と、都市機能が集積された市の中核機能地域を形成し、魅力ある田

園都市を目指します 

市民バスの運行 

◆ 路線バスは無いし、タクシーは夜やっていません。高齢者の運転者はとてもこわいで

す。 
1-2  

◆ 令和７年度の市民バスのダイヤ改正により、これまで利用していた２路線の乗り継ぎが

できなくなり、大変不便になった・改正前ダイヤに戻す又は乗り継ぎしやすいダイヤへ

変更してほしい。 

1-2  

◆ 免許返納にともない、ＱＯＬは急に低下する。ゴミ出しに行きたくても、離れた集積所

に運ぶ手段もなくなる。バス停からも離れていればそこまでの移動も大変。築館のＨＰ

に行こうものなら乗り継ぎが必要で、朝の検査予約に間に合わない等がある。 

1-2  

◆ 免許返納した人が行動しやすいような時間のバス運行をしてほしい 1-2  

◆ 東日本急行の築館市役所前から仙台行きのバスを減らさないで欲しい。とても困る。 1-2  

◆ バスは路線変わったりしているから不便。 1-2  

◆ バスの本数が少なすぎる。子供が学生の時から思うのは、瀬峰方面の最終が中央病院１

７：００なので、部活は１９：００までなのに練習できない。お店もマックや丸亀みた

いなファミリー層が喜ぶ店舗がない。プリクラ撮れる所もないから子供達は一関や古

川、仙台まで行きます。 

1-2  

◆ バスの小型化。本数を増やす。タクシー助成の利用幅もっと拡げて。 1-2  

◆ バス停まで歩いて３０分もかかるという人が多いと思う。高齢でも車の免許がなくても

外出しやすいように考えてほしい。 
1-2  

◆ バスが通っていない。デマンドだけど不便である（年寄り） 1-2  

◆ バス、タクシーの利用方法が周知されていると思えない。 1-2  

◆ バス、タクシーなど地区により差があるので、中心部だけでなく過疎地でも使える交通

があれば良いと思う。（病院、買物など） 
1-2  

◆ バス、タクシーなど時間が合わず利用しにくいので、他交通機関と連携を見直す。 1-2  

◆ 乗合バス、タクシーなどあっても良いかと。 1-2  

◆ 小学校のスクールバスで２年生までしか乗れず、１年生～６年生まで乗れる様にしてほ

しい。バスはガラガラなので。（距離数も関係ナシで） 
1-2  

◆ 巡回バス。過疎が進む地域に住む者として、バス路線からはずれている。タクシー券も

知ってはいるが、老後不安、登下校バスに一般も乗せてはどうか。 
1-2  

◆ 市民バスやタクシーが必要な所に全然来てくれない。すべての人にと言うのは無理な事

だとは思うが、せめて不公平だけはない様にしてもらいたい。 
1-2  

◆ 市民バスの本数を増やしてほしい。瀬峰線のバスも運行してほしい。高清水↔瀬峰 1-2  

◆ 市民バスの本数が少ないので不便。もっと増やして欲しい。普賢堂地区にはバス停がな

い。 
1-2  

◆ 市民バスの便数を増やしてほしい。 1-2 4 

◆ 市民バスの小型化 1-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【生活循環の整備】地域の生活基盤の向上と、都市機能が集積された市の中核機能地域を形成し、魅力ある田

園都市を目指します 

◆ 市民バスの運行。 1-2 3 

◆ 市民バスの運行、市民タクシー利用、続けてほしいと思います。 1-2  

◆ 市民バス運行コース等が分からないので、ひと目で分かる地図的な物が各家々にあると

利用したい。タクシー利用は予約なのか、即利用出来るのか？ 
1-2  

◆ 市民バス・モノレールなど、代行やタクシーが夜ない。 1-2  

◆ 市民バス、大崎病院に行くバスの回数を増やしてほしい。 1-2  

◆ 市内商店街の整備。市民バス運行を分かりやすくかつ乗り継ぎを良くして欲しい。 1-2  

◆ 高齢者の移動手段の充実。 1-2  

◆ 高齢者移動手段（運転免許返納した場合）循環バス、タクシー運行。移動販売車（食

料、生活用品等）推進。 
1-2  

◆ 高速バスの本数が少なくて不便。 1-2  

◆ 車など足が無くなった時、バスやタクシー利用が重要です。 1-2  

◆ 栗駒←→仙台間バスを復活させてほしい（本数が少なくとも）都心へのアクセス向上。 1-2  

◆ 運転できない高齢者が多くなります。もう少し簡単に利用できる乗りものがあると良い

なと思います。 
1-2  

◆ 運行、助成されても利用するお金がない。 1-2  

市内タクシー利用助成の実施 

◆ ライドシェアを積極的にできるようにしてほしい。若い人も少なくなり、高齢者は増え

る。足問題は急務です。高齢ドライバーも増え、道路危ないですよ。まず、公務員の副

業もＯＫとなれば、もっと人増えるかもしれません。仕組みがあればいいのかな。 

1-2  

◆ 免許証返納後の高齢者へのタクシー利用助成の上限をもっと引き上げて、高齢者がもっ

と通院しやすい様にして欲しい。 
1-2  

◆ タクシー利用助成の実施 1-2 2 

◆ タクシー利用助成続けてほしい。 1-2  

◆ タクシーやバスを増やしてほしい 1-2  

◆ タクシーの利用時間の延長 1-2  

◆ 市内のタクシー利用は高齢者なので安くしてほしい。バスは安いのに。 1-2  

◆ 市内タクシー利用の無料化。 1-2  

◆ 市内タクシーは親が利用させていただいており、これから高齢化が進んで行く過程で

は、とても助かる取組みだと思います。地域によっては移動販売車があると買い物が楽

になる市民の方々が居ると思います。 

1-2  

◆ 市内タクシー助成。１回の利用で５００円は高い。年金だけの収入だともう少し下げて

もいいと思う。 
1-2  

◆ 高齢者の車での事故が増えているので、免許の返納を促せるよう、車がなくても買い物

や通院がしやすい制度を充実させて欲しい。 
1-2  

◆ デマンド型乗合タクシーを利用しやすいようにしてほしい。 1-2  



137 

 

問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【生活循環の整備】地域の生活基盤の向上と、都市機能が集積された市の中核機能地域を形成し、魅力ある田

園都市を目指します 

中核機能地域（くりこま高原駅周辺）整備事業の検討 

◆ 若い人達が楽しめるところも今後必要では。 1-2  

◆ 道の駅をつくり栗原市の持参物をＰＲする。 1-2  

◆ 広い土地を生かしてレジャー施設とかがあるといい。遊ぶところ、時間をつぶせるとこ

ろが少ない。 
1-2  

◆ バス、タクシー等はあたりまえで、中核機能地域を実施してから取り組むべきと考えま

す。田園都市とありますが、都市がないので話になりません。 
1-2  

◆ 町内の空き家対策。全然魅力のない町になっている。町が死んでいる。なんとか活きか

えらせてほしい。 
1-2  

◆ 中心部ばかりでなく、全ての地域で平等に取組んで欲しい。 1-2 2 

◆ 中心地にもっといろいろな店（商店街も）がほしい。子供が遊べるようなスペース、飲

食店がもっとあれば嬉しい。 
1-2  

◆ 中核機能地域整備事業の遅れが栗原市の人口減少に直結していると思う。早急に改善さ

れたいと思う！！ 
1-2  

◆ 中核機能地域（くりこま高原駅周辺）整備事業を最優先に。北部道路とのジャンクショ

ンも含めて。４号線バイパスは中断し意味がない。４号線は高清水南まで。栗原市はい

つになったらやるのか。 

1-2  

◆ 高原駅周辺はなにもなさすぎる。バス、タクシーはがんばっているようだが使う人が面

倒くさがっていると思う。 
1-2  

◆ 高原駅周辺にイルミネーション等を設置し（駅前、エポカ）新幹線からも見て目立つよ

うにして欲しい。 
1-2  

◆ くりこま高原駅周辺の活用。総合病院企業、商業自業所等を入れる。 1-2  

◆ くりこま高原周辺の商業化促進 1-2  

◆ くりこま高原駅の周辺を使い勝手が良いものに変えてほしい。混雑する時が本当にひど

い。 
1-2  

◆ くりこま高原駅に交番の設置。 1-2  

◆ くりこま高原駅周辺をにぎやかに、駐車場などもたくさん置けるようにして欲しいで

す。 
1-2  

◆ くりこま高原駅周辺をもっと活性化してほしい。 1-2  

◆ くりこま高原駅周辺よりも宮野中央（栗原中央病院付近）の方がにぎわいを感じられま

す。 
1-2  

◆ くりこま高原駅周辺は子供、大人、高齢者が楽しめる、障害者も、そんな広場があると

いいと思います。 
1-2  

◆ くりこま高原駅周辺の道路が狭く、すれ違うのも大変。 1-2  

◆ くりこま高原駅周辺の整備 1-2 4 

◆ 大型店舗が少ないので作ってほしい。 1-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【生活循環の整備】地域の生活基盤の向上と、都市機能が集積された市の中核機能地域を形成し、魅力ある田

園都市を目指します 

◆ くりこま高原駅周辺に何もないため、新幹線で来る観光客のために様々なお店を作って

ほしい。 
1-2  

◆ 旧町村でスーパー等買い物するところに格差がありすぎる。バス、タクシーなどを利用

して町外へとの考えもあるが、永年住んでいる人はちょっとそこまでと店に行き、コミ

ュニティを重んじる人も多いはず（ドラッグでも可）。 

1-2  

◆ 駅前にイオンしか現状ないので、さらに賑わいを増やせる施設の整備。（イオン自体客足

が減っている） 
1-2  

◆ 駅周辺は整備する気がないのかと思えるほど発展がない！例えば、人の流れを作るのな

ら、公園（子供も遊べて大人も昼休みができるような場所）造りと併せてファストフー

ド店やスタバやドトール、コメダコーヒーのような喫茶店を増やして欲しい。 

1-2  

◆ 駅周辺に栗原中央病院の一部として総合診療科を開業することにより、医師も通勤しや

すいし、他地域からも患者がくるのでは？周辺に店が無く、栗原市民で出店したい人は

優先的に助成し、若者の雇用にもつなげられないか。 

1-2  

◆ 飲食店や酒場が減り、夜の街のにぎわいが少ない。取り戻してほしい。酒場周辺に無料

の市民パーキングの整備をしてほしい。 
1-2  

◆ ３０年前初めて「くりこま高原駅」で降り、目に入ったのは回る水車だった。他には何

もなく、人もいない。現状、イオンはあるが、活気はなく、歩道があっても歩いている

人がいない。ｅｘ．回る水車の実用化。栗原の農産物を使った食堂、子供からお年寄り

まで楽しめる室内空間、休憩所。 

1-2  

安全・安心な幹線道路や生活道路、上水道や公共下水道の整備・維持管理 

◆ 町から離れた地域の川などにコンクリートの側溝等を入れて頂きたい。高齢住民が多く

地区の活動が困難になってきた。 
1-2  

◆ 歩道が狭くとても危険です。安全に歩ける様に広くして下さい。 1-2  

◆ 病院、買い物への交通機関が不足。上下水道のインフラ整備は計画的に行われている

か。 
1-2  

◆ 排水施設の老朽化による建て替えを急いでほしい。 1-2  

◆ 道路路肩の雑草が気になる。川・周辺も同様。道路の舗装がなかなかされていない。 1-2  

◆ 道路の看板の見づらさ 1-2  

◆ 幹線道路や生活道路の整備・管理 1-2 9 

◆ 道路が下がっている所がある。年配の人は歩くのが危ない。 1-2  

◆ 定期的な草刈り。街灯を増やしてほしい。 1-2  

◆ 迫川沿いに面している堤防。雑草が覆っていて歩くのに妨げに（県が管理）。 1-2  

◆ 上水道料金が高く感じる。老後の移動手段が心配です。バス、タクシーの乗り方を覚え

たいです。 
1-2  

◆ 上水道からの個人宅引き込み管の早期点検。 1-2  

◆ 上下水道整備事業 1-2 4 
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【生活循環の整備】地域の生活基盤の向上と、都市機能が集積された市の中核機能地域を形成し、魅力ある田

園都市を目指します 

◆ 上下水道と平行してし尿くみ取りも残して活用して欲しい。汚泥の肥料販売とか。災害

にもくみ取りや浄化槽は強いと思う。 
1-2  

◆ 市内の老朽化した排水管や、様々な理由があり民地内に布設された排水管を解消、更新

してほしい。 
1-2  

◆ 市内道路、交通の利便性向上。 1-2  

◆ 今年の猛暑で幹線道路は草刈りも大変だったろうと思います。脇道に入ると草丈とヤブ

カラでクマ騒ぎもあったので、草刈り作業も困難でした。バス、タクシーの不便さも知

人達から聞きました。 

1-2  

◆ 公共下水道は全戸に実施。 1-2  

◆ 街灯を増やしてほしい。夜暗すぎる。 1-2  

◆ ウォーキング、ランニングコース等整備。健康推進のまちづくり。 1-2  

◆ インフラの更新。若柳地区へのスーパー（食料品）の誘致。 1-2  

◆ いまだに浄化槽の地区が多く、公共下水整備して欲しいです。 1-2  

その他 

◆ 分かりやすい情報発信、情報公開。 1-2  

◆ 皆が平等に生活できる事 1-2  

◆ 単なる文字の羅列に過ぎない。実現不可能な目標を不用意に示すべきではない。やって

みよ。 
1-2  

◆ 市内放送がほとんど聞こえない。スピーカーを増設するか、市内ラジオを全家庭に配布

して欲しい。 
1-2  

◆ 旧町村（１０）外への利用に対する助成の検討（増） 1-2  

◆ 企業誘致をもっと積極的にしてほしい。今のままでは不十分。 1-2  

◆ 環境の整備に力を入れてほしい 1-2  

◆ 買物環境（スーパーマーケットなど）の誘致。出没が増えている野生動物（クマ、ハク

ビシン、コウモリ他）対策。 
1-2  

◆ 安全・安心の生活環境 1-2  

◆ あたりまえのこと。 1-2  

◆ 空き家が長年放置されていることが気になっている。安心、安全のために片付けが進むよ

うにとりはからってほしい。 
1-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【移住・定住の促進】豊かに暮らせる田園都市としての魅力を高め、人口流出抑制と都市等からの移住・定住

を促進します 

若者定住者向けの宅地促進宅地分譲地を整備 

◆ 移住・定住を進めるのであれば、住む家の整備だけでなく（移住したらＯＫではなく）

移住後も続く生活（仕事や教育、医療や福祉など）も同時に充実するよう、整備してい

ってほしい。 

1-3  

◆ 学校を卒業すると皆、都市部に就職していなくなってしまう。働く場所、住む場所を確

保してあげて欲しい。もう少しＴＶやＳＮＳ等で発信して欲しい。 
1-3  

◆ 栗原で育った若者たちの流出抑制 1-3  

◆ 市営住宅地の整備をもっと増やして、住みやすい環境を作ってほしい。 1-3  

◆ 若者定住者向けの宅地促進宅地分譲地を整備。 1-3 2 

◆ 若者に限定しなくても、働きざかりの人達にも助成があればいいなぁと思います。税金

を多く払っている世代が定住すればいいのに…。 
1-3  

◆ 若者の声、ニーズを知り、必要なサービスを提供して頂きたいかと思います。 1-3  

４０歳以下の転入者の住宅取得への助成 

◆ 移住者、転入者だけではなく、今住んでいる人の住宅助成も検討して欲しい。今現在住

んでいる人も大切にしないと、転出は防げないと思う。 
1-3  

◆ 栗原市以外から移住する人には住宅取得等助成がありますが、定住したいと考える若者

への助成もあるとうれしいです。 
1-3  

◆ 契約者と親が血縁関係でないと（妻と親が血族）助成されないのは不満。過去にさかの

ぼって助成してほしい。 
1-3  

◆ 市外流出の為、市内在住者に助成できる仕組みを作って欲しい。転入者だけが得する仕

組みではなく。 
1-3  

◆ 転入者への住宅取得の助成は必要ないと思う。以前から住んでいる住民に対してもっと

いろいろな補助、助成をすべきである。 
1-3  

◆ 年齢制限を撤廃した住宅取得者への補助（住宅取得時は４０歳以上だった為） 1-3  

◆ 年齢にあった助成 1-3  

空き家バンク制度を活用して空き家を取得等し、空き家をリフォームする転入者への助成 

◆ “空き家をリフォームする転入者への助成”とあるが、転入者だけに限定せず、希望す

る人にも拡大してほしい。 
1-3  

◆ 空き家が増えている現状、バンク制度の活用を願います。 1-3  

◆ 空き家対策を早急に！ 1-3 2 

◆ 空き家になってきている。 1-3  

◆ 空き家の活用はリフォームに貸し出しも追加していただきたい。又、古い空き家の処

分。 
1-3  

◆ 空き家の活用法の工夫。 1-3  

◆ 空き家の管理。 1-3  

◆ 空き家の草刈りをしてほしい。 1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【移住・定住の促進】豊かに暮らせる田園都市としての魅力を高め、人口流出抑制と都市等からの移住・定住

を促進します 

◆ 空き家バンク制度を充実し、転入者を実際に増やしていく。 1-3  

◆ 空き家バンクについてもう少し広く周知し、空き家を提供する側にも具体性を教えてほ

しい。 
1-3  

◆ 空き家バンクの活用をもっと市民にアピールして欲しい。 1-3  

◆ 空き家や空き地は今後増加すると思う（管理出来れば問題ないが、治安や木、草等、近

隣に及ばない様、意識してもらえないだろうか。 
1-3  

◆ 空き家リフォームがすすめば住みたい人が増えるから積極的に取り組んでほしい。 1-3  

◆ 空き家リフォーム助成などは良いと思う。ただ、条件の良い物件から入居してしまうの

で、悪い物件をどのように魅力を伝えるかの工夫が必要になってくる。 
1-3  

◆ 空き家を放置しておいて、転入者に助成するでは血税を草にすてる様なもの。空家を管

理させる施策をとってほしい。 
1-3  

◆ 一部の地域は移住が多いが、空き家が目立って多い。 1-3  

◆ 近所で次々と空家が増えているので、リフォームして定住者が来てくれれば良いと思い

ます。 
1-3  

◆ ゴミ屋敷を片付けるなり、空き家として活用できるよう取り組んでほしい。 1-3  

◆ 市内の中心部にある空き家の解体と分譲化。築館、若柳、志波姫を中心とした地域に機

能を集約させる。 
1-3  

◆ 住みたい街全国１位の栗原市、我が町も新築物件、空き家取得増えてまいり、今後楽し

みです。 
1-3  

◆ 住んでいる近くにも空家が見受けられるようになり具体的な対策を。 1-3  

◆ 町内の空き家対策。全然魅力のない町になっている。町が死んでいる。なんとか活きか

えらせてほしい。 
1-3  

◆ 分譲地整備も良いが、空き家が多くなっている栗原、空き家をリフォームし、市の住宅

として貸し出しするとか、空き家対策考えてほしい。 
1-3  

その他 

◆ 「住」よりも「職場」ではないでしょうか。働きがいのある職場と労働環境が必要では

ないでしょうか。 
1-3  

◆ ・他県から見て、子育て支援に一定の評価があるので、もっと力入れたらいいかも知れ

ません。・Wi-Fi 環境など無料の範囲が増えたらいい。もっと取り組んで欲しい。 
1-3  

◆ ２世帯住宅リフォーム又は２世代同居世帯リフォームの助成。 1-3  

◆ ６０才以上には関係ない部分。 1-3  

◆ ８０才過ぎても集荷あれば内職したい方はいます。会社がないと遠くに出て行く、人口

減る。 
1-3  

◆ 移住・定住の促進は必要不可欠であるが、若者のニーズを集約できる若者によるプロジ

ェクトチームを作り、まちづくりの一旦とする方法はどうか。 
1-3  

◆ 移住・定住も良いが、交流人口を増やす取組も必要ではないか。 1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【移住・定住の促進】豊かに暮らせる田園都市としての魅力を高め、人口流出抑制と都市等からの移住・定住

を促進します 

◆ 移住者を増やしても出ていく人数も多い、働く所がない。もっと企業を栗原市に呼べば

働く人も増え、出ていく人も減ると思うので、働ける環境を先に整えた方が良いので

は？？ 

1-3  

◆ 以前行っていたまちクリエイターのようなインパクトのある活動に期待する。 1-3  

◆ 主な取組で同じ 1-3  

◆ 外国人移民、移住は慎重にして出来るだけ日本人を優先して転入へ努力して欲しい。 1-3  

◆ 外国人受け入れは、地元民の不安と文化の違いから治安が悪くなりやすいことからやめ

てほしい。 
1-3  

◆ 外国人労働者を積極駅に入れ、労働力不足を防いでほしい。 1-3  

◆ 合併（町村）して２０年で毎年１０００人減。何とかしてほしい。 1-3  

◆ 企業誘致、農業振興、建設産業の拡充 1-3 4 

◆ くりこまの六日町通りの成功事例を生かして、金成の町など他の町とも連携して盛り上

がってほしい。 
1-3  

◆ 現在、買い物は地元ではできない。行ってみたいモール、スーパーなど、仙台や一関に

しかない。 
1-3  

◆ 公共施設を増やしてほしい 1-3  

◆ 高齢者の受入先。※費用が高いと頼めない 1-3  

◆ ここで子供を産み育てていきたいと思える環境（産婦人科の設置）を創って頂きたい。

※自身が２人大崎で産んだ為です。 
1-3  

◆ 子育て世代（中高・大学・専門）は、成長すると共にお金がかかるので、そちらの方に

ももっと力を入れてほしい。 
1-3  

◆ 左記主な取組をさらに充実させ、効果を数字で表す。 1-3  

◆ 地元商店街の方々と協力して商業店舗の充実化をして欲しいです。栗原市じゃないと無

い物、見えない物！！各町村を活性化させないとダメだと思います。 
1-3  

◆ 使用されていない廃校になった学校を、大きな道の駅、宿泊施設など雇用も含め検討し

て欲しい。 
1-3  

◆ 人口が減るばかりで心配。子供達が少ない。 1-3  

◆ 人工激減に歯止めを掛けて欲しい。無理なら直ぐに大崎市と合併して明るい未来を模索

すべし！失われたこの２０年を取り戻せ。 
1-3  

◆ すごくやってほしい。 1-3  

◆ 断熱材が入っていない古い自宅を、断熱材を入れるとかフローリングにして段差をなく

したい時、市からの助成金は？ 
1-3  

◆ 近くに（安心できる）働く場や学校、病院などがなければ定住はすすめられない。将来

的に地域サービスが展望が持てないと選んでいただけないのではないか。 
1-3  

◆ 転入してきたときにあまり、制度について知る機会がなかったような気がするため、説

明の機会もっとアピールが必要。 
1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

【移住・定住の促進】豊かに暮らせる田園都市としての魅力を高め、人口流出抑制と都市等からの移住・定住

を促進します 

◆ 定住につながる程の仕事場が確保されているのか？買い物するのに十分な品揃えの店が

あるのかがカギなのでは？来てもらっても車で離れた大型店に行かないとダメとなる

と、がっかりされて又離れられるのでは？ 

1-3  

◆ 転入促進してもその後が大切。働きがいのある町作りが必要。 1-3  

◆ 当然の事ですが、人口増加を目指さずに、収入源が減るだけです。 1-3  

◆ 都会の土地価格の上昇で、住宅購入が厳しい昨今。住宅取得の助成宅地の整備は魅力に

なるとは思うか、働く場所がないと移住者は厳しいと思う。 
1-3  

◆ どの地域を指すか抽象的すぎる。 1-3  

◆ パイの奪い合いにならないような施策が必要 1-3  

◆ 働き場所の確保 1-3 7 

◆ 補助金のバラまきのような移住者募集はやめて欲しい。逆転の発想的な宣伝の方がイイ

と思う。（震度７にも耐えた、最強無敵の街！とか） 
1-3  

◆ マクドナルドやユニクロを誘致してほしい。 1-3  

◆ 先ず人を増やす事。その為の施策を優先すべき。 1-3  

◆ 魅力ある働き場所。結婚をしない若者が心配。 1-3  

◆ やりすぎるのは良くない。金目当てが来たらどうする。市民に回せ。 1-3  

◆ 若い世代だけでなく、６０才～の働く環境が整っていない。仕事がなく、貧困生活。 1-3  

◆ 若い人の定住を望んでいますが、その仕事場を提供するのと同時に、健全な娯楽施設が

必要不可欠ではないかと思う。若い人に来て来てだけでなく、遊ぶ所も必要。 
1-3  

◆ 若者が住むためには魅力的な職場がないと定住しない。最優先で働ける場作りを。 1-3  

◆ 若者が住める町づくり。（仕事場） 1-3  

◆ 若者が転入してくれるように。子供が産まれたら○万円といった助成があってもいいと

思う。 
1-3  

◆ 若者が何の仕事を望むか、工場だけ誘致しても良いのか。 1-3  

◆ 若者が年々減ってきている状況で（金成）移住したくなる店を増やしてほしい。空き家

ばかり増えて来ている！！ 
1-3  

◆ 若者だけではなく、中高年も安心できる生活環境の整備維持を目指す。 1-3  

◆ 若者の結婚、社会等を充実して欲しい。 1-3  

◆ 若者の職種がほしい。 1-3  

◆ 若者ばかりではなく、老人にとっての町作りではいけないと思う。 1-3  

◆ ・太陽光関連補助金・新築物件等カーポート補助金 1-3  

◆ 設問２を早急に整備しなければ、またエリアに格差が生まれるため、自家用車の一年無

償貸し出しを考えなければならないと思う。 
1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します 

【文化芸術活動への支援】市民による多様な文化芸術活動を支援します 

栗原文化会館、若柳総合文化センターでの 「心にきざむ文化講演会」等の事業実施 

◆ 一関、登米に比較して、イベント開催対応が少ない。 2-1  

◆ 大人向けのイベントは多いが、あまり行きたいと思わない。子供向けのイベントをもっ

と行ってほしい。 
2-1  

◆ 栗原文化会館、築館でのイベント等が他地区より少なく盛り上がりに欠ける。 2-1  

◆ 栗原文化会館、若柳総合文化センターでの「心にきざむ文化講演会」等の事業実施。 2-1  

◆ 栗原文化会館と若柳総合文化センターでの事業が多いが、金成けやき会館の利用が減っ

て来ている。活用して欲しい。 
2-1  

◆ 魅力のある事業を！！ 2-1  

◆ 会場への送迎バス等があると出席者が増えると思います。 2-1  

美術展、音楽祭等の実施 

◆ イベントを増やし、四季を通して伝統芸能とＤＪイベント、ダンスもミックスしてのイ

ベントがほしい。 
2-1  

◆ 音楽祭やダンス、舞踏等のイベントを増やした方が利用者や集客に繋がると思われる。

美術展や展示関係は各地区ニーズのある所で行ってみてはどうかと思う。 
2-1  

◆ 講演会同様、無料の音楽コンサートを開催してほしい。 2-1  

◆ 個性的なアート作品やアーティストを招いて、他地域からの集客もして、結果栗原を知

ってもらう。（白石市のホワイトキューブのように） 
2-1  

◆ 子ども向けの音楽などがあるといいな。 2-1  

◆ コンサートとかライブができるような会場だったり、イベントだったりをもっとしてほ

しい。 
2-1  

◆ コンサートなど、もっと開いてほしい。 2-1  

◆ 展示スペースも小さくではなく、大きい会場で行って欲しい。色々な物を見てみたい。 2-1  

◆ 美術展、音楽祭 2-1  

◆ 昔は、かぶきやオーケストラとか来ていたのに、最近はあまりそういうのが無い。 2-1  

◆ もっと市内での美術展を増やしてほしいです。 2-1  

◆ 野外コンサート等（アーティストを呼んで）を実施して欲しい。 2-1  

◆ 落語家を呼んでほしい 2-1  

その他 

◆ ・もっと宣伝しても良いのにと思います。例えば広報のカレンダーにイラスト入れて宣

伝してもいいんじゃないかしら。・足問題、何とかして欲しい。 
2-1  

◆ 主な取組で同じ 2-1  

◆ 活動されている方が固定している感じがして、気軽に参加できない。いろんな人が参加

し、体験できる楽しさを取り入れる。地域の財産とコラボ。Ｅｘ．くりでんでコンサー

トなど。 

2-1  

◆ 栗原市内に存在する歴史、文化は置き去りにされていないか、これからも文化財産と思

う。 
2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します 

【文化芸術活動への支援】市民による多様な文化芸術活動を支援します 

◆ 宮藤官九郎の映画、サンセットサンライズの上映はできないか。笑い、涙の中に空き家

問題、独居老人問題、婚姻のあり方などヒントがあるような気がし、高齢者の意識の気

づきになれないか！ 

2-1  

◆ 興味ない 2-1  

◆ 栗原市ホームページ、ライン等、情報がスムーズに得られない。伝え方がうまくないよ

うに感じます。 
2-1  

◆ 継続した活動の実施 2-1 3 

◆ 後継者不足解消 2-1  

◆ 市がアニメキャラクター等とコラボし、聖地化するなど若者向けの文化活動を行ってほ

しい。 
2-1  

◆ 仕事がないのに理想を書いてもむだと思う。 2-1  

◆ 市税をかけてハデな催しをやっても地域に経済効果がなければ意味がない。 2-1  

◆ 市の行事等にもう少しメジャーな団体を参加させてほしい。（ＥＸ京都たちばなＨＳＢハ

イスクールバンド等の参加） 
2-1  

◆ 収入になり今後継続できる事業であれば賛成だが、一回限りの事業であれば不要。 2-1  

◆ 助成は市としても具体的にそれぞれの場所までのアクセスをしっかりして欲しい。 2-1  

◆ 瀬峰にも会館を新しくして、駅もないので利用できたら良いと思う。 2-1  

◆ そこまでも行けない。旧町でやってほしい。 2-1  

◆ その前に仕事がなく、貧困生活している市民がいる事を優先してほしい。 2-1  

◆ 中途半端なイベントでなく、これなら全国的な祭りを作ってほしい。栗原市として地区

とは別物で。 
2-1  

◆ 伝統文化・芸能等の市民への理解と浸透 2-1  

◆ どの位の予算を使うのか。 2-1  

◆ 日中の時間確保が難しい。親世代の人々のよりどころになるように、子供達が将来の

夢、選択肢の１つと思ってもらえるようにアピールしてほしい。 
2-1  

◆ 乳幼児も参加できるイベントを築館で午前中にやって欲しいです。 2-1  

◆ 不満ではあるが、これは他を優先するなら先送り可。 2-1  

◆ 文化的には無理に実施せず、仙台や一関で行なわれるものに出やすい情報の案内。 2-1  

◆ 別にやらなくてもいいと思う。 2-1  

◆ 毎年同じような感じがします。 2-1  

◆ 見聞きするにも足がなく…と良く聞きますが、私達もお互い誘い合って行かなければと

も思います。町民運動会が廃止になり残念です。 
2-1  

◆ もっと多くやってほしい。 2-1 2 

◆ もっと優先すべきことがある。箱ものに金を出すのはやめてほしい。一部の人の到着に

なることを考えるのが行政の役割ではないか。 
2-1  

◆ 若い層が感心がありそうなイベントの開催。 2-1 2 

◆ 私自身初めて目にした事で、もっと一般の人にメジャーになる宣伝をして欲しいです。 2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します 

【生涯学習を楽しめる環境づくり】市民が自主的に生涯学習を楽しめる環境づくりを推進します 

老朽化した公民館を生涯学習の拠点として整備 

◆ （災害時の避難所として）金成公民館の耐震保全・補強に取り組むべし。 2-2  

◆ 空き小学校、空き公民館を無料で貸し出してほしい。 2-2  

◆ 以前は各町に公民館があり、職員も充実していて様々なグループ活動などの支援をして

いたように思います。施設はあると思うが人が不足と感じる。 
2-2  

◆ 今ある地域の施設にエアコンを設置してほしい。 2-2  

◆ 各地区ごとの集まりとしては公民館等の整備は良いと思う。利用しやすい設備をととの

えて欲しい。 
2-2  

◆ 継続可能な公民館等の整備 2-2  

◆ 公民館等の利用がスムーズにできるように。 2-2  

◆ 公民館の利用状況を検証して頂きたい。その上で他の場所でも対応できるのであれば。 2-2  

◆ 公民館まで歩いて行く事ができない。 2-2  

◆ 公民館を整備したとしても障害学習の中身が充実しないと何ができるかもっと具体的に

知りたい。 
2-2  

◆ 今後利用するにしても老朽化がやはり気になる。 2-2  

◆ 市民の交流の場としても学びとしても選択できればいいです。川柳、ヨガ、ダンス、書

道など幅広い年齢層向け。 
2-2  

◆ 生涯学習には指導者（先生）及びスタッフが必要。その人達の育成は行われているか。 2-2  

◆ 生涯学習をするための栗原市で掌握している。講師一覧の講演（本人の承諾を得て）は

できないか。人材の有力活用。 
2-2  

◆ 老朽化した公民館を生涯学習の拠点として整備 2-2  

くりはらグリーンパスポートの配布 

◆ 子供が小学校の時からありますが、スタンプとか行った人は付いてもらい、何ケかたま

ると記念品と支所で交換とかすればもう少し行く人が増えるのでは？ 
2-2  

◆ 大人もほしいグリーンパスポート。（保護者でない人がほしい） 2-2  

◆ グリーンパスポートが市内の児童、生徒にどれだけ活用されてるか確認した方がいいと

思う。 
2-2  

◆ パスポート（手帳）をもらっても親が送迎しないと参加できないなら行けないと思う。

公民館がどこにあるのか地区の方々が知っているのか。そこまでの交通手段明確にして

いないと行きたくても行けない。 

2-2  

その他 

◆ ＰＲが少ない。 2-2 2 

◆ ・地域差もあるように感じます。・学校の空き教室を使って、子供達と一緒に勉強する機

会や、学習できる環境があっても良いかなー。 
2-2  

◆ ４と同じ感じです。自々の多様性を柔軟に受け入れる土台づくり。 2-2  

◆ 主な取組で同じ 2-2  

◆ カフェを作り、学習環境を作る 2-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します 

【生涯学習を楽しめる環境づくり】市民が自主的に生涯学習を楽しめる環境づくりを推進します 

◆ 環境だけでなく、大人になっても学習することを妨げない相互意識を持てる様な環境作

り。 
2-2  

◆ 栗原市として情報が得にくく、新しさが感じられない。図書館図書について、総合支所

にボックスを設け、受取・回収できる仕組みは無理でしょうか。 
2-2  

◆ 継続して下さい 2-2  

◆ 高齢者が楽しく参加できる機会が多くあるとよいと思う。 2-2 2 

◆ 高齢者が認知症にならないよう、コンピュータ、ゲーム機などを取り入れ、その購入、

操作方法などを支援してほしい。 
2-2  

◆ 子供少なすぎる。 2-2  

◆ 子供たちの笑顔がたえない場所にして下さい。 2-2  

◆ 子供と高齢者には手厚いかもしれませんが、大人の学習の場がもっとあったらいいなぁ

と思います。 
2-2  

◆ これは個人の意欲があれば解決。市でやらなくてよい。 2-2 2 

◆ 参加しないので興味がない 2-2  

◆ 市民が自主的に使っているのかを知らない。 2-2  

◆ 社会教育と世直し行政。各種団体の育成を！！ 2-2  

◆ 若年層の取り込み。 2-2  

◆ 昭和的箱物行政にしかならない、図書館もムダだと思う。 2-2  

◆ 施策の環境とは？ 2-2  

◆ 先人の智恵を伝える寺小屋がほしい。 2-2  

◆ その前に仕事がなく、貧困生活している市民がいる事を優先してほしい。 2-2  

◆ 地域内での学習する環境がない。 2-2  

◆ 中心となる人材を育成してほしい。 2-2  

◆ 伝統ある製品（織物、食品など）授業で見学、学んで欲しい。 2-2  

◆ 図書館の利用時間の見直し。夜間 2-2  

◆ 廃校になった学校等の活用。 2-2  

◆ 母が楽しんで週一社協に通っている。ただ、定年後の男性の楽しみの場がないように思

う。マージャン、将棋など気軽に出入り自由な場があればと思う。 
2-2  

◆ 昔は学校を借り、夜にパソコン教室もあった。やってるが遠い。旧町でやってほしい。 2-2  

◆ もっと違う方に使ってほしい。 2-2  

◆ やってほしい。 2-2  

◆ 利用条件や広報手段が少ない 2-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します 

【歴史遺産や伝統文化の保護】栗原の歴史遺産や地域の伝統文化を守り、次代に継承します 

民俗文化財保存団体活動への助成 

◆ あまり有名でない遺産を新たに活動している方は、一人で切り開いているようで、もっ

と地域の手も借りたいと話を聞きました。 
2-3  

◆ 山王遺跡の保存等 2-3  

◆ 助成とは具体的にどうするのか？地域団体に育成が丸投げされているが、定住人間環境

の面からも具体的な取組が必要。 
2-3  

◆ 保護、継承は賛成であるが、毎年同じイベントに同じ団体が参加するのはマンネリす

る。 
2-3  

◆ 民族文化財保存団体活動への助成 2-3 2 

史跡伊治城跡の内容確認発掘調査 

◆ 伊治域も多賀城のようになったら素晴らしい。 2-3  

◆ 伊治城跡など、観光資源としてアピールはできないでしょうか。栗原市ホームページの

情報はもの足りなく、なかには古い情報もあるようですが。 
2-3  

◆ 伊治城以外にも炭焼藤太とか藤原・源氏の歴史的遺産を活用して欲しい。縄文社会の様

な争いの無い共生社会が近年、見直されているので目標にかかげては？ 
2-3  

◆ 埋もれている歴史の発掘 2-3  

◆ スタンプラリーみたいにして、行ったらスタンプして合計１０ケ位から何かと交換と

か？ゲーム的な物を作成する。伊治城も草だらけで判りづらいです。 
2-3  

◆ 発掘調査の内容を知らせてほしい。 2-3  

◆ 発掘内容の分析や公表に力を注いで頂きたい。 2-3  

その他 

◆ R６年（？）の御城印配布の時に伊治城跡で何も特別なことなかったのが残念。他の地域

とのイベントに関連付けて何かできそうな時はもっとアピールした方がいいと思う。 
2-3  

◆ ＳＮＳで旧町の神社など紹介してもらった。 2-3  

◆ あまり感じていません。 2-3  

◆ 主な取組が、栗原市の未来につながる事なのか、そうじゃないのかがわからないです。 2-3  

◆ 主な取組で同じ 2-3  

◆ 貝塚（淡水性は全国的にも貴重）の情報共有→これらを含めた博物館機能。 2-3  

◆ 学校であまりやらなかった気がするので最近は分かりませんが、学習する機会があって

も良いのかなと思います。 
2-3  

◆ 観光資源として、見せ方の工夫も含めて、今あるものを維持してきたのも含めて、おも

しろくできるのかなと思います。 
2-3  

◆ 議会一般質問で割と多く質問されているが、それほど頑張るものではないと思う。人が

集まってくるなら賛成だが、築館原人のような町おこしのエネルギーが期待できないな

ら、ほどほどにしてほしい。 

2-3  

◆ 国指定・県指定文化財の市外へのアピール 2-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します 

【歴史遺産や伝統文化の保護】栗原の歴史遺産や地域の伝統文化を守り、次代に継承します 

◆ 栗原市内に存在する歴史、文化は置き去りにされていないか、これからも文化財産と思

う。 
2-3  

◆ 継続してほしい。 2-3  

◆ 子ども向けの歴史遺産や伝統文化の冊子を作って配布してほしい。子どもに、生まれ住

んでいる場所をもっと知ってほしい。 
2-3  

◆ 市が取り組んでいる事すらわからない。もう少し市の歴史遺産、伝統文化、教えてほし

い。 
2-3  

◆ 史跡などのリーフレットなどを配布。 2-3  

◆ 地元民が興味を持たない限り維持継承できないので、子供の頃から栗原には誇れるもの

があることを伝え人材育成する。 
2-3  

◆ せっかく素晴らしい歴史があるのにそれを知っている人が少ない。役場の人も採用の際

の問題として出してほしい。 
2-3  

◆ 全体的にもっと表に出れば良いのでは？と思います。発掘なら現説はしているかもしれ

ないけど出展している等聞いたことがないので。やっていることが分かりづらいと思い

ます。 

2-3  

◆ 外から住み始めたモノとしては、分からない事が多く、知る場所も無い（情報が入って

こない）。団体よりも市を中心に伝えて欲しい。 
2-3  

◆ その前に仕事がなく、貧困生活している市民がいる事を優先してほしい。 2-3  

◆ そもそも地味なのでもっとアピールしてほしい（ネット、旅行などの） 2-3  

◆ そんなことよりもまず喫緊の課題と言える少子化や物価高対策等に税金を使うべき。文

化財程とか遺産とか、後回しで良い。 
2-3  

◆ 定期的に周知していくようにする。 2-3  

◆ トータル的にどんな遺産や伝統文化があるか分かりやすく仲介し、気軽に体験できると

良いのでは。日常の生活との関わりをもう少し持たせる。 
2-3  

◆ 特に現状に不満がない 2-3  

◆ とにかく人手不足で継承者不在。 2-3  

◆ 取り組んで欲しい。 2-3  

◆ 武家屋敷が結構残っていると思うので、歴史資料として残してはどうか。 2-3  

◆ 文化財説明板等の整備。魅力ある歴史文化の街作り。 2-3  

◆ マインパークの宣伝をもっと広く 2-3  

◆ まったくもっと何をやっているのか分からない。活動していることも周知されてないと

ころに税金を使ってほしくない。 
2-3  

◆ 昔の事より今の現実をていねいに。 2-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

安全・安心なまちづくりを推進します 

【防災・減災の推進】「自助・共助・公助」に加え、新たに「近助」による防災・減災の取り組みを推進し、

多発する大規模自然災害に強い地域づくりを目指します 

市道大林線（仮称）栗原東大橋など災害に強い道路・橋りょうの整備 

◆ 「増水時通行止」の看板を立てるより、安心な道路の整備を。 3-1  

◆ ４号線が交通量が多いのに一車線なのは、防災の点からも危険なので、複数車線へ早く

してほしい。 
3-1  

◆ あざといほど橋などの補強工事部にデカデカと災害に強い橋とかペイントすればいい。

悪目立ちして他の地域や通交する他県の人達に宣伝すれば移住者も増えるかも。 
3-1  

◆ 大雨が増えているので法面が崩れている所を見かけることが多い。そうしたことへの補

助。 
3-1  

◆ 合併後から道路事業に力を入れていると感じられ、通行しやすい道路も増えているの

で、今後も続けてほしい。 
3-1  

◆ 完了・供用開始まで時間が掛かり過ぎる。全てのインフラ整備の期間短縮を。 3-1  

◆ 市道大林線（仮称）栗原東大橋など災害に強い道路橋梁の整備 3-1  

◆ 市民が避難する際に、安全に逃げられる道路、ルートを作って欲しい。せめて幹線道路

を整備し、途中にもコンビニやガソリンスタンド等の避難所を所々整備し、確実に安全

に身を守れる様にして欲しい。 

3-1  

◆ 人口密度が低い。公共の道路・橋等への過度な投資はできない。個人の住所を支援し、

生き延びてもらう。そして安否を確認出来るようにする。生き延びた後に助けたいで

す。 

3-1  

◆ 水没しやすい道路への対策（県道１号線戸志波姫東海地区など） 3-1  

◆ 早々に栗原東大橋の整備を完了出来るようにして欲しい。 3-1  

◆ 道路整備 3-1  

◆ 道路の草刈りの徹底をしてほしい 3-1  

◆ 道路の窪み等があり、傷みが多く見られる。修繕して欲しい。 3-1  

◆ 都市部での大雨被害のように生活排水の川が逆流してこないような工夫。 3-1  

◆ 橋桁ない狭い橋の撤去と頑丈な橋の整備。高齢者へのスマホよりも避難しやすい施設の

設置。 
3-1  

◆ 橋の整備（交通多いのに道幅狭い。幅広い橋に替えてほしい）、倒木対策（強風でいつも

倒れる。電線に影響。土地所有者へ注意・指導） 
3-1  

◆ 早めの開通を望む。 3-1  

防災マップの作成・更新への支援、防災訓練の実施 

◆ 現況をよく調べてマップを作ってほしい。 3-1  

◆ 防災マップで危険箇所の改修の計画を明らかにして下さい。 3-1  

◆ 防災マップなど、現在のもので見やすいです。 3-1  

◆ 防災マップの拡充（例えば施設受け入れ人数とか、備品の数とか、福祉避難所とか）。ぱ

っと見て誰でも分かるような物を作って下さい。もっと市が率先して関わって欲しい。 
3-1  

◆ 防災マップの作成はいいが対応は？ 3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

安全・安心なまちづくりを推進します 

【防災・減災の推進】「自助・共助・公助」に加え、新たに「近助」による防災・減災の取り組みを推進し、

多発する大規模自然災害に強い地域づくりを目指します 

◆ 防災マップは短いスパンで更新してほしい。各地区で周知も定期的にやってほしい。整

備するごとに災害地区が変化するから。木造住宅耐震診断・耐震改修工事の補助→知名

度知らないが多いと思う。 

3-1  

◆ 毎年避難訓練はやっていますが、最低救命でしょうが、防災グッズ、避難グッズ等、具

体的にもう一度見直してみたいと思います。 
3-1  

木造住宅耐震診断・耐震改修工事の補助 

◆ 住宅耐震診断などの最後補助がほしい。 3-1  

◆ 耐震改修工事の補助があっても、年金だけでは？とても足りません。 3-1  

◆ 木造住宅耐震改修工事の補助。 3-1  

◆ 木造住宅の耐震工事を全額支援してほしい 3-1  

高齢者世帯へのスマートフォン購入費用の支援 

◆ 高齢者世帯へのスマートフォン購入費用の支援←使いこなせないと思います。登米市み

たいに、防災ラジオを設置した方が。 
3-1  

◆ 高齢者世帯へのスマートフォン購入費用の支援はいらないと思う。使いこなせないと思

うから。 
3-1  

◆ 高齢者世帯へのスマホ費用助成は不要。高齢者も若い人と同様に負担させるべき。 3-1  

◆ 災害の避難場所は各部落の会館が良い。高齢者にスマホよりタブレットが良い。 3-1  

◆ 支援されても購入するお金がない。働く場がない。 3-1  

◆ スマートフォン購入費用支援の対象年齢の拡充 3-1  

◆ スマートフォンに頼らない方法 3-1  

◆ スマートフォンの購入費用 3-1  

◆ スマホはあるが、使いこなせていない。使い方もわからない。買い替えのために使える

費用なのか？ 
3-1  

その他 

◆ １週間分食料備蓄位。 3-1  

◆ ２０１１年の東日本大震災から１４年経ちましたが、当時の事を忘れている人も増えて

きているし、生まれていない人もいるので、教育みたいのをした方が良いかも…。年配

の人が多いので災害来て、水が出なかったり停電になったら大変なので対策を考えて欲

しいです。 

3-1  

◆ 雨が多いので、その防災は低い。 3-1  

◆ 安心安全メールの開始や停止の方法が知りたいです。ＬＩＮＥでもメールでも来るので

メールをやめたいです。 
3-1  

◆ 大雨の時に毎回洪水の心配にある河川の整備をしてほしい。３０年前と何も変わってい

ない。 
3-1  

◆ 各公民館に簡易トイレ、缶パン、水、布団を配布してほしい。 3-1  

◆ 各地で大雨被害が出ていることから迫川氾濫防止のために河川内の木や花の伐採。 3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

安全・安心なまちづくりを推進します 

【防災・減災の推進】「自助・共助・公助」に加え、新たに「近助」による防災・減災の取り組みを推進し、

多発する大規模自然災害に強い地域づくりを目指します 

◆ 河川敷の雑木林は異常気象によるゲリラ豪雨や線状降水帯がこの地域に起これば、水害

の危険が予測されます。 
3-1  

◆ 河川沿いの大小立木の伐採や外来種のツル草一面に隣按している農地の維持大変。何と

かして。 
3-1  

◆ 河川の土砂撤去及び草刈り。 3-1 2 

◆ 共助ではなく共働へ 3-1  

◆ 近年クマの目撃や人の日常生活圏で遭遇するニュースが増えてきた事もあるので、人身

被害に合う前の対策と負傷に合われた方のフォローを考えていただきたいです。（猟友会

の方々への支援、駆除要請等も検討して下さい） 

3-1  

◆ 洪水などの不安は常に感じる 3-1  

◆ 高齢者の世帯が多く対応がむずかしい事が多々ある。 3-1  

◆ 高齢者の一人住まいが多くなり、見守りに地域で考えなければならない。 3-1  

◆ 今後も異常気象による季節にて災害が多くなる為、色々な支援を行ってほしい。 3-1  

◆ 災害等で何かあった時（自宅）に安心できる対策。 3-1  

◆ 災害に強い環境を整えると共に住民の意識の向上。 3-1  

◆ 災害に強い市へ 3-1  

◆ 災害の時の障害者への対応が物足りない。東日本大震災の時、経験をして障害者団体で

自分達の事は自分達で守るという考えに変わった。 
3-1  

◆ 最近は熊等の獣害も多く、その点を明確に示して取り組むべきでは。農業だけでなく観

光、住環境の悪化となるのではないでしょうか。 
3-1  

◆ 左記主な取組を充実させる。防災意識をさらに高める。 3-1  

◆ 自然災害へ対応 3-1  

◆ 住民が高齢化する中で共倒れにならない様、スッキリ集約するべきことと、何が個や

共・公・近の取り組みかを分かりやすく市民が理解できると良い。 
3-1  

◆ 消防団の防災見廻り感心。 3-1  

◆ 人口減少と空家対策 3-1  

◆ 森林などの整備。クマなどの動物との駆除などをもっと早くできる仕組み。 3-1  

◆ 水道の確保→状況により遠くまで（２０ｋ以上）給水車に行く。 3-1  

◆ 大事な事だと思う。 3-1  

◆ とても高いと思います。自治会の取り組み方から感じています。 3-1  

◆ 取り組んで欲しい。 3-1  

◆ 年々豪雨災害増えています。減災進めてほしいです。 3-1  

◆ 避難所がセンターになっているが、二迫川のすぐそばのため危険だと思う。見直しが必

要だと思う。 
3-1  

◆ 避難場所が適正か確認が必要 3-1  

◆ 防災、減災意識がなかなか高まっていかないので、何か方策を考えてほしい。 3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

安全・安心なまちづくりを推進します 

【防災・減災の推進】「自助・共助・公助」に加え、新たに「近助」による防災・減災の取り組みを推進し、

多発する大規模自然災害に強い地域づくりを目指します 

◆ 防災栗原広報の放送がうるさい。２回繰り返さないこと。最後に「こちらは防災…でし

た」と言わないこと。わかるって。仕事の集中を中断させられる。 
3-1  

◆ 防災に対する取り組みはされているが、具体的に隣近所のまとまりなどは希薄で、被災

した時には機能しないと思う。 
3-1  

◆ めんどくさい申請などがないならいい。 3-1  

◆ よくわからない 3-1  

◆ 若者（失業者やパート）などには？ありますか？ 3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

安全・安心なまちづくりを推進します 

【防犯及び交通事故防止】防犯及び交通事故防止の視点に立った安全な地域づくりと、市民生活を脅かす多様

化する問題に取り組みます 

アクセルとブレーキの踏み間違いによる事故を防ぐ高齢者安全運転支援装置の購入助成 

◆ Ｎｏ２の「市民バス」「市民タクシー」と台数か、路線を増やしてなるべく高齢者ドライ

バーへの負担を減らしては？ 
3-2  

◆ アクセルとブレーキの踏み違いの助成 3-2 ２ 

◆ 車がないと生活しにくい現状を考えると高齢ドライバーは減らせないのかもしれない

が、運転シュミレーターなどを使って。 
3-2  

◆ 高齢者多いので、踏み間違い事故を減らしてほしいです。 3-2  

◆ 高齢者減免 3-2  

◆ 高齢者ドライバーの問題。 3-2  

◆ 高齢者の安全運転の講習会などをし、運転支援装置の購入助成をしてほしい。 3-2  

◆ 高齢者の運転→バスへ変える。 3-2  

◆ 高齢者の事故が多発しているが、スーパー等から遠い地区の方は車が必要なのもわかる

ので、移動スーパーや便利屋的な活動を広めるのも事故防止になっていくのでは。 
3-2  

◆ 高齢者の免許返納も取り組んで下さい。そのために、市民バス、増すのでは？カーブミ

ラー、ガードレール設置とありますが、現在既存のガードレールは大丈夫でしょうか？

雑草などに埋もれて見えない状況です。 

3-2  

◆ 高齢ドライバー講習の時の車を普段使用している車（軽、軽トラ）で講習し、リアルな

体験としたらどうか。 
3-2  

◆ 全国的に踏み間違いの悲惨な事故が増えつつあるので、転ばぬ先の杖などあれば高齢者

もある程度安心できるのでは…。 
3-2  

◆ 対象者ではなく関係者（同居・別居家族）支援キャン、区長、民生委員などの寄り添っ

てくれる方々が知らなければ活用できないと思う。 
3-2  

◆ 地域的に車がないと不便なのだが、超高齢者の運転を減らせるように、具体的に考えて

ほしい。 
3-2  

◆ 早めに高齢者だけでなく若者にも同じ取組を。 3-2  

◆ 踏み間違いペダル取替の補助。 3-2  

◆ 分からない。支援装置というものがあるというのを知らないです。 3-2  

カーブミラー・ガードレールの設置 

◆ 新しく設置はありがたいが、汚れは誰が落とすのか考えられたし。 3-2  

◆ ガードレールがかえって邪魔なことも。まるき不動産前、見直しを。 3-2  

◆ カーブミラー、ガードレールの設置。防犯灯移設。 3-2 2 

◆ カーブミラー、道路標識の劣化を見かけるので点検の実施を望みます。 3-2  

◆ カーブミラー設置が足りてない。 3-2  

◆ カーブミラーや道路標識にかかる木の枝やガードレール等の周りの除草をもっとちゃん

としてほしい。 
3-2  

◆ カーブミラーを設置している所の草・木の刈取りなど。 3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

安全・安心なまちづくりを推進します 

【防犯及び交通事故防止】防犯及び交通事故防止の視点に立った安全な地域づくりと、市民生活を脅かす多様

化する問題に取り組みます 

◆ 交通量が少なく、カーブミラーの設置を断られたが、危険がいっぱいある場所がある。 3-2  

◆ 見通しの悪い道路の木の伐採をお願いしたい。カーブミラーの見えづらい箇所の修正 3-2  

◆ ミラーだけでは事故の可能性が高い交差点への信号機の設置。（御蔵橋手前の十字路な

ど） 
3-2  

◆ 私の家から市道に出る所も危険なのでカーブミラーを設置してほしい。といつも思う。

事故が起きてからでは遅い。 
3-2  

防犯灯の更新・移設 

◆ 安全施設の設置。防犯灯の更新、補修。 3-2  

◆ 外国の方が増えてきて治安のことで不安が増えました。防犯灯で見守りの「目」を増や

してほしいです。 
3-2  

◆ 街灯が少なく夜道暗い。歩道がない。 3-2  

◆ 外灯が少なすぎる。子供が遅くに帰るのが不安だと思う。 3-2  

◆ 外灯の電球が切れたまま。外灯増設、防犯カメラの設置。窃盗の犯罪が多い。 3-2  

◆ 地域によっては防犯灯の数が少ないところもあります。必要な所には優先して設置をお

願いします。 
3-2  

◆ とにかく、夜が暗すぎる。歩道があっても安心して歩ける道ではない。幹線道路ぐらい

は、ライトが無くても歩ける様にして欲しい。加えて歩行者が見えやすい道路整備等を

してもらい、運転手の不意事故を無くして欲しい。 

3-2  

◆ 防犯灯。とにかく暗い。 3-2  

◆ 防犯灯が少なすぎる。住民の人から、どこに欲しいか地区の役員会等の話し合い場など

あればまとめてもらう。 
3-2  

◆ 防犯灯の更新、移設 3-2 2 

◆ 防犯灯の更新の時、同時に防犯カメラの設置。 3-2  

◆ 防犯灯の設置位置を住民と検討。 3-2  

◆ 防犯灯の増設 3-2 3 

◆ 道幅の狭い所は暗くて恐い（最近は外人も通るので尚更）。防犯灯の見直しも必要かも。 3-2  

◆ 夜になると道路が真っ暗な所がたくさんあって危ないので、灯を増やしてほしい。 3-2  

消費生活相談窓口の設置 

◆ ＮＴＴへの未払いのうその電話がきた。田舎でもだます電話がきている。 3-2  

◆ 詐欺の電話がよくかかってくるので、安全機能のついた電話機の普及。 3-2  

◆ 自宅にかかってくるあやしい電話や自宅を訪問してくる人などから高齢者を守ってほし

い。夜になると通学路とか真っ暗な所があるので、ソーラーの感応式のライトをつけて

ほしい。 

3-2  

その他 

◆ １人暮らしの高齢者世帯に、できれば月に１回でも声がけの訪問をして欲しい。 3-2  

◆ 主な取組でＯＫ 3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

安全・安心なまちづくりを推進します 

【防犯及び交通事故防止】防犯及び交通事故防止の視点に立った安全な地域づくりと、市民生活を脅かす多様

化する問題に取り組みます 

◆ 外国人の教育、マナーを指導してほしい。 3-2  

◆ 金成地区の４号線の交差点は鋭角すぎて、真後ろを確認しなければならない箇所が何か

所かある。小中学校の交差点は右折レーンが必要と思う。 
3-2  

◆ 旧４号線（高清水、築館）に歩道を！！ 3-2  

◆ 栗駒沼倉に歩道を整備してほしい。 3-2  

◆ 警察と連携して、通学路の違反車両を徹底的に取り締まってほしい。 3-2  

◆ 継続 3-2  

◆ 交通安全週間の時にまとまって立っていたり、老人が道端で見守っていたりするが、か

えって危ないのでやめて欲しい。 
3-2  

◆ 交通マナーの啓発に特に力を入れてほしい。宮城県民はとにかく交通マナーが悪い県で

す。観光客や移住者に嫌われるよ！ 
3-2  

◆ 交番が近くにない事。連絡したら何分でかけつけてくれるのか。 3-2  

◆ 雑草が背高く、雑木も道路の見通しを悪くしている。 3-2  

◆ 仕事がなく貧困生活している市民がいる事をわかってほしい。 3-2  

◆ 事故の起こりやすい場所ではパトロールしているので安心しています。 3-2  

◆ 信号機付近の交差点の白線が摩耗している 3-2  

◆ 信号のない十字路が多く事故も多く恐い。 3-2  

◆ その場にあった信号機をつけてほしい 3-2  

◆ ため池の周りの柵が整備されていない所が多いため危険だと思う。 3-2  

◆ 多様な人々が流出入しています。また、空き家も多く、このままではよろしくないので

はないでしょうか。廃品業者など、個別訪問、家々を回る業者は届け出制で営業訪問の

地域日時を把握すべき。 

3-2  

◆ 通学路に歩道を作ってほしい。 3-2  

◆ 道路の整備してほしいです。 3-2  

◆ 道路の舗装のいたみが激しい 3-2  

◆ 道路脇の歩行が草だらけで歩くのに大変です。 3-2  

◆ 特殊詐欺（オレオレ詐欺など）を防止する装置の購入助成。 3-2  

◆ 必要な所ありますよね 3-2  

◆ 防犯カメラの設置。 3-2 4 

◆ 防犯カメラをつけてほしい。防犯カメラ設置補助金等で各家庭につける推進してほし

い。 
3-2  

◆ マチコミメールなど活用しています。 3-2  

◆ 無信号の平面交差点が多過ぎる。死亡事故抑止の為にも解消して欲しい。（志波姫若柳） 3-2  

◆ 留学中に農機具の盗難にあいかけた。庭にカモシカや猪や熊が出る。自宅にいても安全

の確保が難しくなってきている。人口減少にともない、野生動物の脅威も身近にある。 
3-2  

◆ 老人が多いので気を付けたい 3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

安全・安心なまちづくりを推進します 

【消防・救急体制の充実】市民の生命と財産を守るため、消防・救急体制の充実を図ります 

通信指令センター指令装置の更新整備 

◆ 岩手県や秋田県では消防通信指令センターの共同運用を実施したり、検討しているとの

ことなので、市でも検討してみては。 
3-3  

消防団車両・格納庫・消火栓・防火水槽等の消防水槽等の消防設備、消防団装備の充実 

◆ 消火栓・防火水槽の増設。 3-3  

◆ 消防員の充実。各地域の消防団人員減少問題。 3-3  

◆ 消防団員の確保 3-3 2 

◆ 消防団の活動は良くわからない。何かあっても消防署の方の車両は見えて活動をしてい

ると見る。消防署の活動がスムーズに行ける体制であって欲しい。 
3-3  

◆ 消防団は、もう必要不可欠な存在と思われるが、減少傾向と言われている。ではその補

助をいかにするのか。一般住民の教育・訓練しかないのではないか？ 
3-3  

◆ 新入団員募集（企業・団体等に呼びかけ） 3-3  

◆ 装置の更新、整備だけでなく、人材を増し育成すべきではないか。 3-3  

高規格救急車・消防ポンプ車の整備 

◆ 救急車の増強を緊急に！ 3-3  

◆ 現実、老人が増えるのが当たり前なので、救急車の台数を町ごとに増やした方が良いと

思う。 
3-3  

救急救命士の育成 

◆ 育成、更新はスピーディーで。 3-3  

◆ 救急救命士の育成 3-3 3 

◆ 給料を上げて 3-3  

◆ この業務にたずさわる職員のさらなる質の向上 3-3  

その他 

◆ ＮＯ．３とＮＯ．７と連動した施策だと思う。特に力を入れて欲しい。これから待ち受

ける大震災などの困難に備えなければいけない。その備えに力を入れた地域こそ人々の

耳目を集め、人口が増える、生き残れる地域になると思う。 

3-3  

◆ 頭で考えたことと現実はかいりがある。 3-3  

◆ 主な取組で良 3-3  

◆ 各施設に AED を設置を検討してほしい。 3-3  

◆ 救急医療の充実、夜間受診先の拡充、若柳、栗駒病院を夜間受診可能に。 3-3  

◆ 救急車が、来ても、３０分以上受け入れ病院が見つからず、不安に思っている高齢者が

いる。 
3-3  

◆ 救急車が病院との連携のスピードを急速に行って欲しい。時間がかかり過ぎではないで

しょうか？ 
3-3  

◆ 救急車から病院確定の時間を短縮できないか。車内で長く待つのは不安である。 3-3  

◆ 救急車とか急いでいるのに道を譲らない人もいるので啓蒙活動をして道をゆずったり教

えてほしい。 
3-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 
施策番号 件数 

安全・安心なまちづくりを推進します 

【消防・救急体制の充実】市民の生命と財産を守るため、消防・救急体制の充実を図ります 

◆ 救急車両が通れない家の道路の拡張などは？ 3-3  

◆ 病院のたらい回しの改善をしてほしい。 3-3 2 

◆ 救急に値しない場合の救急車の利用は他地域にある様、有料とする試みを。（栗原は広域

なので） 
3-3  

◆ 栗原中央病院の対応悪すぎ。このままでは大崎、登米へ流れる。緊急時の病院受付、医

師の不適切あからさま。 
3-3  

◆ 高齢者やいろんな病のある者がいる。救急に力を入れてほしい。 3-3  

◆ 市民が参加しやすい講習。救急救命の講習は１日や半日が多い。講習した人に対しての

日当払い。 
3-3  

◆ 充実と維持は相反した状態にある。市立ＨＰの中央ＨＰへの統合が計られていると聞

く。町医者も高齢化して閉じている中で近くに受診、入院出来るところが減少するのは

充実といえるのか。バス１本で行けないだけでなく、検査の為に家族が休んで連れて行

く状態では…市立ＨＰ系はＰＭの診察もないところがあるし…。 

3-3  

◆ 出産とか全額無料だとありがたいと思います。出産する日が土日とか年末とか、「高くな

る～」と言ってる方ほとんどです。 
3-3  

◆ 住んでいる所は問題なし。 3-3  

◆ 前期で取り組んでいたように感じるので維持してほしいです。 3-3  

◆ 近くに救急がない。 3-3  

◆ 中学生を海外に派遣する場所を変えて欲しい。 3-3  

◆ 何度か救急車に同乗しましたが、女性の救急隊の方は親切に気遣って下さり、気持ち的

に落ち着けて、これからも女性の方に御活躍願いたい。 
3-3  

◆ 不満に思ったことはないです。 3-3 2 
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

【結婚・妊娠・出産への支援】結婚・妊娠・出産を希望する人への支援の充実を図ります 

結婚新生活応援としての家賃、引越費用等の助成 

◆ 結婚新生活応援の家賃の助成が重要だと思う。 1-1  

◆ 結婚や出産の助成金制度の充実。知らない人が多いので、助成金制度もう少しアピール

してみてはどうでしょうか。 

1-1 
 

妊婦のための支援事業（妊婦支援給付金、相談支援） 

◆ 妊婦のための支援事業（妊婦支援給付金、相談支援） 1-1  

不妊検査、不妊治療への助成 

◆ 産んだ人のサポートは充実しているが、子供が欲しくてもなかなか難しい人や治療して

いる方への支援をもっと増やして良いと思う。無料だから産みたいとは思わない（学

費、給食費、医療など） 

1-1 

 

◆ 市内に不妊治療できる病院があったら良いと思います。晩婚化しているのに４０以上に

は助成がないのも…。あったら良かったなぁ。 

1-1 
 

◆ 婦人科医院。不妊検査、不妊治療への助成。 1-1 2 

◆ 不妊治療経験者ですが、自費診療となったため折角ある助成制度でも利用が出来ず、と

ても残念に思っていました。自費となった理由、私の卵巣腫瘍手術が決まり、保険適用

の条件の回数カウントが１回分ムダになるのをさけるためでした。もっと制度の見直し

をして活用しやすいものに、栗原市独自に改善してほしい。（高額の不妊治療費負担はか

なりつらい） 

1-1  

すこやか子育て支援金(入学祝い金、出産祝い金)の支給、スマイル子育てサポート券(育児用品の支給券)の交付 

◆ 今のところ良い取組でたすかることが多い内容だと思いますが、子育ては長期なので、

例えば子育てサポート券は３歳まで配布などだと助かるのでは？もしくはふしめ年。 
1-1  

◆ 子育て支援金の額について、第一子が一番お金がかかるので、第３～５子の金額よりも

第一子の金額を高くしてほしい。→おさがりとかできるから、あまり負担が少ないと思

います。 

1-1  

◆ 支援金やサポート券の増額・期間延長助成の所得制度をなくしてほしい。 1-1  

◆ 出産祝い金の拡充、消耗品（オムツ、ミルク）のクーポン券の発行。 1-1  

その他 

◆ あまりに支援しすぎでは？ 1-1  

◆ 主な取組で同じ 1-1  

◆ 環境がないこと。現在若者に対しての支援が少なく、結婚する気が全くない。 1-1  

◆ 緊急に！ 1-1  

◆ 継続して欲しいです。 1-1  

◆ 結婚、出産は本人の考え次第。金銭的な事だけではない様に思う。 1-1  

◆ ここで育てたいとは思わない。 1-1  

◆ 子育て支援に、お金をかけているが、仕事がなくて、お金なくて、結婚する希望ない。

働く場所が、必要。 
1-1  

◆ 子育てに対しての助成はありがたいが、若者が集まり安心して生活出来るよう継続。 1-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

【結婚・妊娠・出産への支援】結婚・妊娠・出産を希望する人への支援の充実を図ります 

◆ 子供２人を育て、支援が手厚かったので満足しています。 1-1  

◆ これからの若い方々が不安なく安心して取り組める栗原になりますよう、お願い致しま

す。 
1-1  

◆ 更に拡充されたし。 1-1  

◆ 仕事を作って欲しい 1-1  

◆ しっかりとした就業先がなければ結婚自体なし。産婦人科の充実。 1-1  

◆ 出産後の親のケア。 1-1  

◆ 出産費用はもちろんですが、より重要なのは、産後のケアと家事応援でしょう。お母さ

んの心と身体の健康を守ることが、２人目、３人目…につながるかも。 
1-1  

◆ 所得が低く結婚するのを考えてしまう方もいると聞く 1-1  

◆ 人口増加策として協力に進めてほしい。 1-1  

◆ 申請の仕方をちゃんと知りたい（手順） 1-1  

◆ 助かりますよね 1-1  

◆ どんどん取り組まないと人がいなくなる。 1-1  

◆ 入学祝金もとても良いと思うが、学校教材（算数セット、ピアニカ等）を個人購入では

なく共用品とし、大事に使うことを教えつつ、出費を抑えるのはどうか。 

1-1 
 

◆ 年収に応じての制限ではなく、全ての人に助成して欲しい。 1-1  

◆ 働くところや若い方が働きがいや余暇を楽しむ、または自分達で作ることができる支援

を。 
1-1  

◆ 他の市より良いと耳にします。 1-1  

◆ 未来に希望が持てる取組み 1-1  

◆ 若い世代も大切だが、仕事がなく貧困生活している市民がいる事を考えてほしい。 1-1  

◆ わからない 1-1  

◆ 若者たちの出逢いの場を増やし、結婚に結びつけてほしい。 1-1 6 

◆ 栗原市内で安心してお産する施設、病院がないのは、妊婦さんにとって安心してお産が

出来る環境ではないとすごく思います。 
1-1  

◆ 栗原市内に子を産める産婦人科がない！！ 1-1  

◆ 栗原市にも産科院を増やして、近場で安全な出産の手助けを希望します。 1-1  

◆ 産院が不足しているだけでなく、遠距離になってきているのでその対策を望む。 1-1  

◆ 産科が中央ＨＰにない。今や出産は一関、大崎、佐沼に頼っている。定期検診での通院

時間等もかなり危険度が高い。安心して産めない。 
1-1  

◆ 産婦人科（市民病院）作ってほしい。 1-1 10 

◆ 産科の病院が市内が少ない為、妊婦さんに対する支援をより多くやってほしい。 1-1  

◆ 産科を設けてほしいです。妊婦さんへの給付等はありがたいと思いますが、やはり一番

は地元栗原で出産することが一番安心だと思います。 
1-1  

◆ 産婦人科がありません。子供の夜に熱を出したりするので、夜間の病院対応を強化して

ほしいです。 
1-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

【結婚・妊娠・出産への支援】結婚・妊娠・出産を希望する人への支援の充実を図ります 

◆ 産婦人科が必要。一番必要なアイデアをプレゼンします。少子化問題解決のカギです。

★育休（支援金、手当あり）を３才までにする。（今は１才まで）休める育休は就学まで

とする。今教育現場では「愛着障害」で多くの問題が生じています。金ほしさに１才で

親が職場復帰するから、専業主婦の少ない時代に多くなってきた障害と私は考えます。

３つ子の魂百までと言うが、親が３つ子まで育てていないのです。行政がここを支援す

るのがカギで、しかもここにメスを入れている所はないはず。興味があったらもっと詳

しく説明します。 

1-1  

◆ 産婦人科を誘致する。小児科を誘致する。 1-1  

◆ 支援を手厚く感じていますが、市内で出産できないことが大変です。今後は出産できる

病院ができることを強く願います。 
1-1  

◆ 市内で出産できない状態をどうにかしないと、子供が生まれることが少なくなるのが当た

り前では？ 
1-1  

 

  



162 

 

問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

【子どもの保険・医療・福祉の充実】子どもが心身共に健やかに成長するように、保険・医療・福祉の充実を

図ります 

5 歳児健康診査の実施 

◆ ５歳児健康診査の実施 1-2  

◆ 検診に行った時に不安な事ある人など他の人から見えない場所で相談できるように。 1-2  

18 歳以下の市民の医療費無料化 

◆ １８歳以下の医療費の無料。学校給食費の無償。現段階では適切だと思うが短いスパン

で見直しを。 
1-2  

◆ １８歳以下の市民の医療費無償化→実現すべし。学校給食の無償化→無条件で実施すべ

し（四の五の言わず） 
1-2  

◆ 医療費無料化助かってます。 1-2  

◆ 医療費無料などは助かるが、何でも無料にしなくて良いと思う、そこじゃないと思って

しまう。 
1-2  

保育料 2 人目以降の無料化 

◆ 保育料１人目から無料化。 1-2 4 

学校給食費の無償化 

◆ 学校給食費の無償化。 1-2  

◆ 学校給食費の無償化は、未納・滞納もなくなる、各家庭へ負担が減るのはメリットです

が、払わない分ありがたみがないのか残食が増えてるのでは？無償化は再検討しても良

いのでは。 

1-2  

◆ 学校の給食費はちゃんと払ってもらうこと！！食品の値段が上がっているから。 1-2  

◆ 給食無償化になり、中国産の野菜や食材が増えたと聞きます。質も量も増やしてほしい

です。 
1-2  

◆ 今後、学校給食無償化は続けられるのか、量（給食）が足りてるのか。 1-2  

その他 

◆ １８才以下だけではなく大学生等の学生への支援を。 1-2  

◆ 主な取組の充実。 1-2 3 

◆ 学校給食の食材を地元食材を利用して、特に冷食材ではない食育をしていただきたい。 1-2  

◆ 栗原市は充実していると思う。 1-2  

◆ 現在の取り組みを続けてほしい 1-2 3 

◆ 現時点の政策を継続してほしい。栄養化の高い給食の提供。 1-2  

◆ 子供への配慮をもっとすべき。年配の方に対する手当があつすぎる。 1-2  

◆ 子どもを育てている私達世代にとってはとてもありがたいです。 1-2  

◆ 子供を持った夫婦が軽減（肉体的・精神的）出来る施策考えてほしい。 1-2  

◆ 湖畔の里の再開。 1-2  

◆ 産院がないのでキビしい。なんとかして欲しい。 1-2  



163 

 

問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

【子どもの保険・医療・福祉の充実】子どもが心身共に健やかに成長するように、保険・医療・福祉の充実を

図ります 

◆ 小学入学時、中学入学時、発達障害（知能障害）の簡単な検査をしては？？→すべての

対象で。小学校で気づかなくても（気づきづらい）途中から気付く事もあるのではない

でしょうか。 

1-2  

◆ 少子高齢化を緩和するためにも、一人親世帯の子供に対する支援を積極的にしてほしい

です。 
1-2  

◆ 小児科が圧倒的に少ない状況を改善すべき。夜間の緊急医療センターがあると安心して

子育てができるのですが…。情報が乏しい。保育料は１人目から無料化だと助かるが、

今ので良いと思う。また、医療費は高校までなので手厚く良いと思う。続けてほしい。 

1-2  

◆ 小児科を増やしてほしい。夜間外来の受入れをしてほしい。 1-2  

◆ 全てを無料・無償化とする必要があるのか？一部負担も必要と思う。無料が当たり前で

はない。 
1-2  

◆ 生活が大変なので、せめて子供達に関しては力を入れてほしい。 1-2  

◆ 精神面のケアにも力を入れてほしい。 1-2  

◆ 全部無償化って、親の収入が高い人は？ 1-2  

◆ 助かりますよね 1-2  

◆ 同上。若い方からはいろいろ援助いただいてる話を聞きます。 1-2  

◆ 特性のある子への専門家がもっといてくれると選択できる。小児をみれる医者が少な

い。 
1-2  

◆ とても満足しています。 1-2  

◆ どんどん支援して欲しい 1-2  

◆ 他の市より良いと耳にします。 1-2  

◆ 本当に必要な所に届いて欲しい。 1-2  

◆ 無料、無償ではなく一定額制にする。（学校給食に関しては、牛乳代相当の金額に。）牛

乳を飲まない（飲めない）子が少なくない現状。限られた財源、負担を軽減→他に使う

こともできる。 

1-2  

◆ やや満足に○をつけましたが、なんでも無料化にしなくてもいいと思う。親の育てる意

識が薄くなっていくのでは。所得等による制限があっても良いと思う。 
1-2  

◆ 若い世代も大切だが、仕事がなく貧困生活している市民がいる事を考えてほしい。 1-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

【子育て環境の充実】地域ぐるみで子育てに取り組む体制を整え、ゆとりある子育て環境の充実を図ります 

こども家庭センター設置による妊産婦・子育て世帯・こどもへの一体的な相談支援 

◆ 産前産後鬱になる人もいるので、1 カ月だけじゃなく、不安な時は保健師さんに相談す

る仕組みを作って下さい。 
1-3  

◆ 施設を作っても職員のスキル、接し方？支援が古いままなら意味はないと思います。頼

めるところではなく、任せて安心なところに委託して下さい。 
1-3  

◆ 相談支援員や運営者の対応が悪い。上から目線です。 1-3  

◆ 相談支援だけでなく、親族以外などでシッター役として子供を見てくれる職業枠あって

もいいかも知れません。 
1-3  

◆ 母親が孤立しないような視線体制（近くでいつでも集い、相談できる場所又は人） 1-3  

放課後児童クラブの運営 

◆ 今は放課後、校内に残っていてはいけないと聞く。親の帰宅まで、子供も親も安心・安

全に過ごせる場とはどう確保出来るのか。自由に活動的に学年を越えて過ごす事ができ

ればと思う。危険だからと遊具もなくなっているのも子供の運動能力低下につながらな

いのか？ 

1-3  

◆ 親が休みの日（長期休暇中）は休ませているが（児童クラブ）、おやつをまとめて後から

もらう、または日割りにしてほしい。１ヶ月数日しか預かってもらってなくても２００

０円支払うのがおかしいと思う。 

1-3  

◆ 子供を預けっ放しで児童クラブでの生活に責任を持たない無関心に保護者が多い。面談

や懇談を定期に行い、責任を持ってもらいたい。児童クラブの職員は疲弊しており、や

りたい、続けたいと思える職場環境にないように感じる。 

1-3  

◆ 児童クラブ、業者弁当制にする。 1-3  

◆ 児童クラブ運営。祝日、土曜日も運営してほしい。 1-3  

◆ 児童クラブスタッフの質が低い。 1-3  

◆ 児童クラブでの職員から子供に対しての言葉遣いや発言、指導方法の見直し。（休め、退

所を促すなど）職員の質の向上。各家庭の事情があり預けているのに、子供に言うのは

どうかと思う。 

1-3  

◆ 児童クラブでもっと専門の先生がいてくれると安心。（子供への対応に不満がある人もい

るようです） 
1-3  

◆ 児童クラブの支援員の教育。 1-3  

◆ 多様な働き方が増え、日曜や祝日が休みではない家庭もあるので、日曜や祝日であって

も子どもを預けられるようにして欲しい。 
1-3  

◆ 放課後、児童クラブを遊びの時間ではなく、学習塾のようになってほしい。 1-3  

◆ 放課後児童クラブは待機児童ゼロと掲げていますが、受け入れ態勢を整えずに全て受け

入れるのは違うと思う。教室の確保も大事ですが、見守る支援員が不足しているのに全

て受け入れるのは違うと思う。教室に１人で支援員が入って見ているのは事実です。支

援員の確保に力を入れて欲しいです。基盤がしっかりしていないのに子供達を増やすの

は考えて欲しいです。何かあったら誰が責任取るのでしょうか。考えて下さい。 

1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

【子育て環境の充実】地域ぐるみで子育てに取り組む体制を整え、ゆとりある子育て環境の充実を図ります 

◆ 放課後児童クラブの運営 1-3  

◆ 放課後児童クラブの運営→利用者（児童）が多いわりにはゆとりがなさそう。（せまいか

も） 
1-3  

市内全地区での子育て支援センターの運営 

◆ 各地区に支援センターや図書室があり、嬉しく思います。 1-3  

◆ 市内全地区での子育て支援センターの運営 1-3  

◆ 土日も利用できる子育てセンターや、屋内の施設が栗原にあるとうれしい。ミルクのお

湯もあると行きやすい。 
1-3  

その他 

◆ 今現在、不満に思うことはないので要望はありません。 1-3  

◆ 屋内型の子どもを遊ばせられる施設の充実。 1-3  

◆ お子さんを産み育てたいと思う働きかけを。 1-3  

◆ 家庭教育の場を設けて下さい。人間教育の重要な時期、三つ子の魂百まで！ 1-3  

◆ 金成児産クラブを金成小中に移して頂きたいです。お盆中の児クラを居住地で受入れて

頂けると助かります。 
1-3  

◆ 教員を減らさず増やしてほしい。コミュニケーションを取れる学校にしてほしい。１ク

ラスを１０人とかにして、子供１人１人に手間をかけてないし教員たちは疲れていま

す。 

1-3  

◆ 金銭的支援も大切ですが、「親」としてのスキルが十分といえない親もいるので、その点

のサポート・指導は今後も重要ではないでしょうか。 
1-3  

◆ 継続して下さい。 1-3 2 

◆ 公園が少ない。晴れの日、雨の日も遊べる施設があるといいです。 1-3  

◆ 子育て世代のみで苦労しない政策 1-3  

◆ こども食堂作ったら？市がやるものなのかわからないが？ 1-3  

◆ 子供達の遊ぶところが少ない？ない？ 1-3  

◆ 時間を掛けて大切に育てても都市部に転出されてしまっては意味が無いので、働く場

所、産業に力を入れていくしかない。 
1-3  

◆ 充実されたし。 1-3  

◆ 少子高齢化時代、近所でも赤ちゃんの泣き声もなくなりました。淋しい限りです。 1-3  

◆ 地域では子育てするという意識づけ。 1-3  

◆ 地域に子供がそもそも居ない。 1-3  

◆ 年寄り活用で近隣の見守り体制を作る。 1-3  

◆ 土日・祝日の高温時や雨天時に体力ありあまる子供が、体力をつかいきれる室内遊び場

を作ってほしい。子育て支援センターは、かなり過ぎてから（８カ月頃）に知ったが、

平日遊ぶのにとても良かった。仕事復帰してからは利用がなかなか出来ておらず、残

念。 

1-3  

◆ 他の市より良いと耳にします。 1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

【子育て環境の充実】地域ぐるみで子育てに取り組む体制を整え、ゆとりある子育て環境の充実を図ります 

◆ 若い世代も大切だが、仕事がなく貧困生活している市民がいる事を考えてほしい。 1-3  

◆ わからない 1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

次代を担うたくましい子どもを育成します 

【子どもの学力向上】夢や志の実現に向けて、自ら学び自ら考え行動でき、国際的視野を持った子どもを育て

る教育を推進します 

教職員の資質向上及び児童生徒の学力向上に向けた研修の実施 

◆ 教育者の意識低下は、文部科学省や教育委員会の責任である。その刷新から始めない

と、何をやっても無駄になる。 
2-1  

◆ 教職員の資質向上及び児童生徒の学力向上に向けた研修の実施。 2-1  

◆ 教職員の資質向上に向けて研修だけではなく、現場での働きやすさが子供の指導にも結

び付くと思う。 
2-1  

◆ 現状の教職員は仕事残業に押しつぶされそうな現実、親の教育を含めた研修の実施が必

要。 
2-1  

◆ 職員の質の向上。子供の実体を知る、発信。 2-1  

◆ 正職員のみならず、会計年度職員への研修の機会がもっと充実してほしい。（幼稚園預か

り） 
2-1  

◆ 先生の資質レベル以上には育たないので、先生の研修内容を充実していただきたい。 2-1  

小中学校でのタブレット等を活用した教育の推進 

◆ ＩＣＴ機器は良い物をそろえてください。子供と教育には将来への投資と思って金をか

けるべき。ＩＰａｄ継続を。 
2-1  

◆ 海外ではデジタルに注力してもいるが、アナログにもどしている国も増えて来ているの

でなんともいえない。 
2-1  

◆ 小中学校でのタブレットを活用した教育推進？ 2-1  

◆ タブレット使用による視力低下心配。対策を。 2-1  

◆ タブレットで漢字の学習をしているが、何度もやり直しになったり、Wi-Fi がないとでき

ないので不便。 
2-1  

◆ タブレットに頼りすぎて活字が苦手な子が増える懸念があるので、義務教育期間はタブ

レットは不要。 
2-1 2 

◆ タブレットを活用した教育の前に、タブレットを活用するための情報モラルをもっと徹

底する必要があると思う。 
2-1  

中学生を海外（台湾南投市）に派遣する「くりはら親善大使派遣事業」の実施 

◆ 「学習」を自分ごとと考えるもので、人から与えられるものではないという考えがない

ように思われる。派遣事業は一部の子だけのものではあまりよいとは思えない。 
2-1  

◆ 子どもを海外に行かせることに不安があるので、栗原市内で海外の人と交流する機会を

作って欲しい。 
2-1  

◆ 親善大使は希望したら行けるわけではないので、みんなに何かしら海外に触れられる機

会があればいいなと思います。（希望者が学生の間に行けるのが一番良いと思います） 
2-1  

◆ 中学生を海外（ごく一部）に派遣する事に何の意味があるのか？ 2-1  

その他 

◆ ・市などでの学習できる場所や機会の充実。・学校終了後にもう少し上の学力をつけられ

る場所。 
2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

次代を担うたくましい子どもを育成します 

【子どもの学力向上】夢や志の実現に向けて、自ら学び自ら考え行動でき、国際的視野を持った子どもを育て

る教育を推進します 

◆ ＩＴ・外国語教育の強化 2-1  

◆ 与えるだけではなく、子供達が体験して考える力を持てるように考えてほしい。 2-1  

◆ あまりにも与え過ぎでは？ 2-1  

◆ 英語力の向上。毎日１０分程度でも英語に触れる習慣をつける。 2-1  

◆ 落ち着いて学習できる環境づくり。子供への親のしつけをしっかりやっていくべき。 2-1  

◆ 学習が苦手な子への対応 2-1  

◆ 学習塾や習ごとへの補助金を出してほしい。公立の学校教育だけでは格差が広がるだ

け。 
2-1  

◆ 学力向上はキタイできない。いじめの問題を隠している現実がある。 2-1  

◆ 学校がもっと学力向上に力を傾けられるよう改善を。家庭教育に支援を。学力が他県・

地域と比べ低い原因を考える。 
2-1  

◆ 学校での宿題の見直し。 2-1  

◆ 紙へ書く習慣を身に付ける。日本語への理解度を上げる。 2-1  

◆ 技術面だけでなく、想像力を高めるような学びも取り入れてほしい。 2-1  

◆ 教職員が疲れ過ぎです。教員を増やして、１クラスを１０人にして、手間をかけて教育

してほしい。 
2-1  

◆ 栗原教育のレベル低い。市で塾作ってほしい。高校のレベル上げる努力。有名大学に入

れるような進学校、市立高校を作って。 
2-1  

◆ 栗原市内の子どもの学力向上の課題は、教職員や児童生徒ではなく「保護者」の教育に

対する意識の低さにある。保護者向けに学力向上の重要性をもっと訴えていくべき。 
2-1  

◆ 栗原市の子どもの学力は低いとのことなので、検討して改善していけると良いと思いま

す。 
2-1  

◆ 栗原の学力はもっと上げるべきだ。市長は実際の現場をみているのでしょうか。 2-1  

◆ 継続 2-1  

◆ 国際的視野という観点で言えば、英語圏との交流が必要と思う。ＡＬＴの協力を得た行

事をたびたび実施。ＡＬＴも栗原の文化・風土を感じられるのでは。 
2-1  

◆ 国内離島研修 2-1  

◆ 子供の為になる事をして下さい。 2-1  

◆ 自然体での学力向上を図るため、学校での授業数や学習（特に５教科）量を増やす。 2-1  

◆ 自分が住んでいた秋田に比べて、勉強の質がわるいと思う。その時だけでなく、長く学

びができるようにしてほしい。 
2-1  

◆ 少人数制で理解できていない子供はちゃんと出来るまで教えてくれるとか。 2-1  

◆ 昭和の時代とは考え方も違うし、現代は子供も少なく、先生方もいろいろご苦労かなと

も思うが、年寄りが感じる事は勉強、運動も競争力が必要では。 
2-1  

◆ 全国共通実力テストの結果を全国平均以上へ。 2-1  

◆ 選択授業、課外授業を多くしてみては。 2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

次代を担うたくましい子どもを育成します 

【子どもの学力向上】夢や志の実現に向けて、自ら学び自ら考え行動でき、国際的視野を持った子どもを育て

る教育を推進します 

◆ 他学校（県内外）児童、生徒との教育交流（勉強、運動等）※栗原市内の小中学校の交

流があっても良いかと思います。 
2-1  

◆ 多様な子供達、不登校の子どもたちをサポートするための教職員を増やす。 2-1  

◆ 中学生に子供を持っています。わかりやすい授業内容が多いと子供は言っています。 2-1  

◆ 中等・高等教育の充実。 2-1  

◆ 低学年からの英語教育充実。 2-1  

◆ 特に大学進学を考慮すると、市内の高校では十分対応できないと感じる。小・中学校の

頃から大学の出前講義を受けさせるなど、意識改革が必要。 
2-1  

◆ ネット中継で海外の学校と交流できたら、子供の頃うれしかったです（英会話とか）。平

和授業ー広島の子供達とふれあい、意識も高く、英語で伝えなきゃという力を見て圧倒

されました。差をすごく感じます。 

2-1  

◆ 保護者の教育 2-1  

◆ 未就学児待ちのため詳しくわからないが、学校活動や学校毎の取り組みや強みが分かる

と嬉しい。 
2-1  

◆ 宮城県の学力は全国でも低い。秋田県等は子供だけに勉強を押し付けるのではなく、親

も一緒に取り組む事をしている。そういう指導が大切なのではないかと思う。 
2-1  

◆ 宮城の学力が、なぜ下の方なのか。 2-1  

◆ 目標が高すぎて、栗原の子どもたちの現状にそぐわないと思う。まず、国語、算数など

の基礎学力のレベルの底上げ。平行して、他教科に関しては、中学・高校の専門性を持

った人たちとの交流により、興味・関心を引き出し、自ら学びたいと思えるように→個

性の創造、選択。 

2-1  

◆ 幼少期の内にしっかりと道徳教育をし、善悪の判断等自分で出来る魅力を養ってほし

い。 
2-1  

◆ 若い世代も大切だが、仕事がなく貧困生活している市民がいる事を考えてほしい。 2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

次代を担うたくましい子どもを育成します 

【子どもの人間性と社会性の育成】ふるさとに誇りをもち、命を大切にし、高い志と思いやりを持つ子どもを

育てる教育を推進します 

少人数学級の推進、少人数指導のための教員配置 

◆ 教員が不足しているようだ。 2-2  

◆ 教職員の質が下がってる現状で少人数学級は学力低下につながるのではないか？ 2-2  

◆ 自身も小・中学校時代の少人数教育を受けたが、学力が向上した。ぜひ続けてほしい。 2-2  

◆ 少人数が必ずしも良いとは限らないと思う。集団行動ができなくなるのでは？教員の人

件費もかかる事も心配。 
2-2  

◆ 少人数学級の推進、少人数指導のために教員配置。 2-2 2 

◆ 少人数学級の推進→そもそも子供が少ない。 2-2  

◆ 少人数学級への取り組みはとても良い。 2-2  

◆ 少人数指導と平行して、やる気のある子にもっと勉強する機会を与えてほしい。 2-2  

◆ 少人数指導を高学年でも実現してほしい。 2-2  

◆ 少人数を進めているが、教員数足りていない。一人一人に目を向けられるようにしてほ

しい。 
2-2  

◆ 目標と主な取組の関連性が良く分からない。少人数～はマンパワー不足ではないか。（教

員等の人手不足） 
2-2  

あきる野市（友好姉妹都市）との中学生相互交流による友好親善交流事業 

◆ 交流事業は一部の子どもだけのもので、現状の形式であれば効果は限定的です。「少人

数」であれば、人間性、社会性が育つとは言えないのでは、かえって考え方が狭隘とな

り、多様な人々を受け入れられなくなるのでは。 

2-2  

その他 

◆ 今迄あった郷土芸能がどこまで残っているだろうかわからない。学校の統廃合で引き継

がれていないものがあると思う。 
2-2  

◆ 色々な人との交流、体験ができるようにする。 2-2  

◆ おじいさん、おばあさんが良い先生です。その人たちから道徳を学ぶ機会を多くつくっ

てほしい。 
2-2  

◆ 学生生活を楽しくしているようなので、特に要望はありません。 2-2  

◆ 学力では都市部に勝てないので、社会に役立つ人材教育して欲しい。 2-2  

◆ 学力と同じくらいボランティアや奉仕活動を行なう社会 2-2  

◆ 合併（学校の）したりするなら早く教えて欲しい。 2-2  

◆ 嘉手納町との交流。 2-2  

◆ 栗原市の自然環境や地場産品の魅力などを小中学校の授業に取り入れてほしい。地元の

良さを語れる子供をもっと増やすべき。 
2-2  

◆ 継続 2-2  

◆ 現状の教育体制でそれが実現できなければ、他力に頼るしかない。教育者ＯＢや研究

者、そして一般の年寄りを活用。 
2-2  

◆ 子供達は宝で、地域内でも世代交流が多くなればと思う。 2-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

次代を担うたくましい子どもを育成します 

【子どもの人間性と社会性の育成】ふるさとに誇りをもち、命を大切にし、高い志と思いやりを持つ子どもを

育てる教育を推進します 

◆ 子供の為になる事をして下さい。 2-2  

◆ ジオパーク学習＝ふるさと教育の充実。 2-2  

◆ 自分の考え方、行動ひとつで楽しい人生をめざせると子供達が思えるようにしてほし

い。教育方針にも関わるかも知れないけど。 
2-2  

◆ 社会に出れば多くの人と関わる事になる。郷里への愛情や自然への関心を持たせるこ

と、職業体験など積極的に体験させて、少人数でも社会性だけは育成すべきと考えま

す。 

2-2  

◆ 人格形成→互いに認め合えるように。比較・競争・いじめ・不安などが増幅されない

様、幼少期・家庭でのかかわりを考える機会。 
2-2  

◆ スマホ教室など使い方を講習することでコミュニケーション能力の向上を測りたい。 2-2  

◆ 成果あがってなければ？むなしい？ 2-2  

◆ 体験学習などを通し、地域との交流する機会を増やしてほしい。 2-2  

◆ 体験学習を増やしたり、消防署でのＡＥＤの使い方などを毎年学校で２回位するとか。 2-2  

◆ 他都市（市内）などと交流をたくさんしてほしい。 2-2  

◆ 地域にいる大人の人の授業みたいなものあってもいいかなと思います。（こんな仕事して

るとか活動してるとか） 
2-2  

◆ 道徳教育の推進。教員の働き方改革（ゆとりのない教員が多すぎる） 2-2  

◆ 人間性と社会性は多くの経験や交流などにより育成されることがある。栗原出身の著名

人を小学生時代から話を聞かせたい。 
2-2  

◆ 年少学年からいじめ防止人権活動の推進。 2-2  

◆ ふるさとに誇りを持つ人は多いと思う。 2-2  

◆ まだまだ足りていません。若い教育がのびのびと仕事ができるようにしてほしい。（老害

の実態を調査してほしい） 
2-2  

◆ 見ていると、思いやりのかけらもない子供だと思う。 2-2  

◆ 若い世代も大切だが、仕事がなく貧困生活している市民がいる事を考えてほしい。 2-2  

◆ 幼・保と小学生、中学生との交流。高齢者の方との交流。農業体験、職業体験など。 2-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

次代を担うたくましい子どもを育成します 

【子どもの心と体の育成】子どもの心と体の健康づくりと、体力の向上を図ります 

各種スポーツ大会・教室の開催や助成 

◆ 運動教室などスポーツ少年団に入らなくても習えるような体を動かせる場所。 2-3  

◆ 各種スポーツ大会、教室の開催や助成 2-3  

◆ 休日はゆっくり体を休めたいので運動会等は強制しないでほしい。 2-3  

◆ 栗原市民が交流できるスポーツ大会の開催。 2-3  

◆ 子どもが気軽に参加できるスポーツイベントを実施して欲しい。プロの選手から直接指

導してもらえるイベントなど。 
2-3  

◆ スポーツ教室開催時に「アスリートの指導」という場面も設けてはどうか。各学校での

開催で子供達にスポーツの楽しさや本物のスポーツを体験する機会を与えてほしい。 
2-3  

◆ スポーツ教室はプロ引退した人を講師依頼。スキル向上もさることながらスポーツを好

きになること、継続する、忍耐力を育てたい。 
2-3  

◆ スポーツ大会など盛んなので、今後も継続してほしい。 2-3  

◆ スポーツ大会に参加できない子供は！？ 2-3  

◆ スポ少に入る子どもに補助金を出してほしい。 2-3  

◆ スポ少への補助金など。 2-3  

◆ 夏場のプール授業はこれからも是非継続して下さい。 2-3  

◆ 苦手な子もいる。小６年生強制参加× 2-3  

◆ 肥満児が多いため、運動が苦手な人向けのスポーツ教室があれば良い。 2-3  

◆ 不要と思います。やる人は一部の人間に限るのでは？ 2-3  

◆ もっと大会が中学生でも出れるもの、障害があっても出れる大会を増やしてほしい。 2-3  

その他 

◆ 私は部活をしないで帰るというお話を聞きびっくり。考えてみれば子供達が少なく、部

活も成り立たない。それもわかる。 
2-3  

◆ 幼児向けのものも企画してほしい。 2-3  

◆ 唯一ホッケー（高校）強かったが、最近はそれすら強くない。栗原市もう少し力入れて

何でも良いが強いスポーツほしい。 
2-3  

◆ もっと総合スポーツを青空の下で。 2-3  

◆ 昔よりスポーツやってると思いますが。 2-3  

◆ 部活をしているので、特に思う所はありません。 2-3  

◆ 日常的に取り組める運動を。将来肥満、生活習慣病の発症を防ぐ。安心して運動できる

場を。 
2-3  

◆ 小さい頃から遊べる場所（公園など）を整備してほしい。 2-3 2 

◆ 高見山便りという回覧板で小中学校の様子を知ります。文武両道がんばっておられるよ

うで楽しみです。 
2-3  

◆ 体力の低下は、すべての低下につながる。子供達が走り回っている光景が見えなけれ

ば、その地域の子供達はすでに年寄りになる。日常的な体力増強のカリキュラムが必要

である。 

2-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

次代を担うたくましい子どもを育成します 

【子どもの心と体の育成】子どもの心と体の健康づくりと、体力の向上を図ります 

◆ 外で遊べる環境を作る 2-3  

◆ スポーツをする子供達に大人も協力してあげる事。 2-3  

◆ スポーツへの関心を高めることが先決（元プロ選手を呼ぶなど）。また運動場の整備。 2-3  

◆ スポーツ施設を増やしてほしい。 2-3 3 

◆ スポーツができない子は「健康な心」が持てないというわけではないと思います。スポ

ーツをしたいときに、その機会を提供できればよいのでは。 
2-3  

◆ 中学校は普通に運動会をしてほしい。 2-3  

◆ 自然体験や幼少時からの運動、ダンス等 2-3  

◆ 子どもの肥満予防や改善に向け、子どもを育てる親や祖父母に向け、食生活の改善や体

力づくり等、家族ぐるみで健康な体づくりを目指した取り組み。 
2-3  

◆ 子どもの時に運動しないと大人になってからはもっとしないと思う。健康な体づくりの

為にも、できる限りできる子供は運動はできる環境があると良いと思った。（アスレチッ

クのような大きな公園） 

2-3  

◆ 子供の為になる事をして下さい。 2-3  

◆ 子供の体力低下はかなり問題だと思う。通学はバス、放課後も校庭をつかわない。高温

で夏病みのプール開放なしと老後の健康寿命を考えると大会ではなく、機会を増やす必

要がある。 

2-3  

◆ 子供の運動量、遊べる場所が少なく、体を動かす機会が少ない。室外スポーツであれ

ば、雨や暑さで活動できなく、室内でできる所も少ない。無料の遊び場や子供だけで過

ごせる場所がすくない。メディアと上手く共存できていない。 

2-3  

◆ 子供の運動能力の低下が問題。ゲーム等の家で過ごす事が多く、外で遊ぶ子が少ない。

安心して外で遊べる児童公園等を作ったらいいと思う（整備されている）。 
2-3  

◆ 子どもたちが安心・安全に遊べる、運動できる全天候型の屋内施設が必要だと思いま

す。信頼できる大人の下で、自由に、安全に遊び回れる子どもたちはどれ程いるでしょ

う。自然があって広い場所があったとしても、様々な事情で生かせません。 

2-3  

◆ 子供大切だが、大人の健康づくりも考えてほしい。 2-3  

◆ ゲームばかりしないで、体力企画で遊びながら出来る様に。 2-3  

◆ 継続 2-3  

◆ クラブ活動的なことは必要と思っているが、学区が広域になって活動する為には親の送

迎が必要となり、遠い人ほど活動に大人の負担と大人の都合による活動制限が生じてし

まうのでは？ 

2-3  

◆ 気持の切り換え、ストレス発散、アスリートへの夢など、体を動かすことの意味が分か

れば向上してくると思います。子供達もそうだけど、親の考え方を変えていく必要があ

ると思います。 

2-3  

◆ 活動を知られていないと思う。親子参加出来る料理教室があると良いです。（栗原の郷土

料理とか） 
2-3  

◆ いじめや差別をしない教育 2-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

【学校・家庭・地域の連携・協働】学校・家庭・地域の教育力の向上を図り、地域全体で子どもを育てる環境

づくりを推進します 

学校教育サポーター学習会、放課後子ども教室の開催により、家庭・地域・学校が協働して子どもを育てる環

境づくりを推進 

◆ 子供を育てる側の子育て知識の習得が必要なため、地域住民向けの勉強会の開催をす

る。 
3-1  

◆ 児童数が減少し、小学校の廃校もあったときく。部活動よりもクラブ加入の方がスポー

ツも力が入るときく。クラブ加入は費用がかかる。学校と地域をもっとつなげる工夫が

あると良い。 

3-1  

◆ 夏休み、冬休みなど長期休みの時など、児童クラブに行ってない子の親は不安なので、

図書館や公共施設を早い時間に開放してもらうとかだと助かると思う。今は昔と違って

危ないので。 

3-1  

その他 

◆ 挨拶しただけで不審者扱いになるのはおかしいと思っているので、地域と子供の関わり

の距離感等学べたらいいと思います。 
3-1  

◆ いじめの問題があり、他行でも行われている親がフリーで見学できる期間など設けてほ

しい。 
3-1  

◆ 主な取組に賛成 3-1  

◆ 学習はもちろんだが、子供達が安全に遊べる環境づくりをして欲しい。 3-1  

◆ 学校、子供の親、サポーターだけでの活動も重要だが、とにかく暇な年寄りの活用も考

えてはいかが。 
3-1  

◆ 家庭、地域の教育力は極めて低下していると感じています。しかし、限界なのでは。市

全体として「場」を提供するにしても、全ての子どもを対象にできないと考えます。 
3-1  

◆ 家庭・地域・学校の協力強化の為には子供のいない家庭でも状況を知らなければ協力の

仕方もわからないのではないか。 
3-1  

◆ 家庭以外で子供が過ごす時間や、他者との関われる時間を増やす。 3-1  

◆ 教員の考え方や取り組み方に統一性を感じれるともっと安心します。 3-1  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 3-1  

◆ 栗原市の市民年収低いように思う？教育（家庭）に金かけられないのでは？市で小中学

校に放課後塾作ってほしい？ 
3-1  

◆ 継続 3-1  

◆ 子供に対する保護者としての教育上の義務、責任について啓発する取組が必要。 3-1  

◆ 子供の為になる事をして下さい。 3-1  

◆ 子供は地域で応援して育てる。車での送りは少なくする。 3-1  

◆ このような取組をしているのを知らなかった。もっと周知するようにしたら良いと思い

ます。 
3-1  

◆ 小学生向けに開催されている、夏休み期間におこなわれる勉強会を、夏休みに限らず定

期的に開催して欲しい。 
3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

【学校・家庭・地域の連携・協働】学校・家庭・地域の教育力の向上を図り、地域全体で子どもを育てる環境

づくりを推進します 

◆ 生徒さん達の朝晩の挨拶に感謝します。特に中学生の皆さん、元気に挨拶してくれま

す。なかには無言に方もいます。恥ずかしいのだと思うが。 
3-1  

◆ 専門家（メンタルケア、障害認知など）の人と学校との連携は必要だと思います。高齢

者しかいない地域では育てられるのか不安です。 
  

◆ そもそも地域に学校がない。 3-1  

◆ 地域に子供がいない為分からない 3-1 2 

◆ 地域の負担が増えないようにしてほしい。 3-1  

◆ 地域を巻き込んで推進していくには、まだまだ意識もだが環境も整っていないと思う。 3-1  

◆ 中心が学校になると負担が大きすぎる。 3-1  

◆ 何してるかわからない。 3-1  

◆ 不審者扱いされかねない昨今の社会環境の改善 3-1  

◆ 昔みたいなおせっかいが少ないと感じます。 3-1  

◆ 我々世代が資格にかかわらず、子育てサポートできるシステム構築。 3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

【配慮が必要な子どもへの支援】配慮が必要なこどもへの支援と、教育相談体制の充実を図ります 

小中学校へ登校することが難しい、配慮が必要な子どもへの支援として、くりはら子どもの学び支援センター

を運営 

◆ 学校だけじゃなくて、外部にも協力してもらって学校と同じように行ける時に出校でき

る場所を増やしてみるとか。先生の負担にならない様に。 
3-2  

◆ このようなセンターがあるのを知らなかった。もっと周知するようにしたら良いと思い

ます。 
3-2  

◆ 支援センターをもっと使いやすく寄りやすくして欲しい。 3-2  

◆ 自宅以外の逃げ場所、安心して過ごせる場所作って下さい。空き家でも単身世帯でも子

供達がいきやすい、過ごしやすいところを作って下さい。 
3-2  

◆ 普通の小中学校に行けない不登校生等の行場を作ってほしい。 3-2  

◆ 不登校でも学べるような環境を整えてほしい。（くりはら子ども学びの支援センターの周

知）家庭のサポート。 
3-2  

小中学校への補助員の配置 

◆ 継続して下さい。（器はあるようなので）中身が分からないので何とも言えませんが、病

気と同じで早期発見、治療、経過観察、家族のケアが必要です。（専門的な知識をもつ）

教員不足な現状では子どもたちのそばで見守ってくれる補助員さんの役割は大きいでし

ょう。 

3-2  

◆ 心と身体を休ませてあげられる居場所作りは必要だと思うので、きちんと配慮ができる

方の配置はお願いしたい。 
3-2  

◆ 小中学校への補助員の配置 3-2 2 

◆ 多様性を重んじる教育を推進するにあたり、学校の補助員は増員すべきである。 3-2  

◆ 問１４で少人数制とあったが、こういうところで配置して頂きたい。 3-2  

◆ 人を増やしてほしい 3-2  

◆ 補助員が「おじいちゃん、おばあちゃんの見守り」のような感じになってることがあ

る。ある程度年齢を考慮した方が良いのではないか。（特に小学生など、一緒に走り回れ

ないのはちょっと…） 

3-2  

◆ 補助員の方を増やしてほしい。足りなくて付いてもらえない授業があると、朝から不安

になり登校渋りをするから。 
3-2  

◆ 補助員を充実させてほしい。現場は悲鳴を上げています。権利、権利の世の中になり、

支援の必要な「子、１人に１人」大人が必要な時代になっている。「権利！」と言わない

ようにするか、さもなければ補助員を充実させるか。二択。 

3-2  

◆ 補助員をつけてほしい。 3-2  

その他 

◆ 今は何にでも病名が付けられる。もう少し当たり前な社会にしてほしい。 3-2  

◆ 家庭事情により差がある。貧困（シングル）の家庭の方への無償配布、貸出し（リサイ

クル品など） 
3-2  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

【配慮が必要な子どもへの支援】配慮が必要なこどもへの支援と、教育相談体制の充実を図ります 

◆ 継続 3-2  

◆ 子供が教育相談などで得るのはいかに成績を上げるかであろう。実はその前に子供の心

構え、意識の持ち方を吸収する事でかなりの向上がみられると思う。 
3-2  

◆ 子供の為になる事をして下さい。 3-2  

◆ 時間のしばりが強く、共通理解が不充分。子供と接する前の時間を十分持てるように。 3-2  

◆ 指導者への学びの場。家庭へのサポート。本人の話す場をつくる。 3-2  

◆ 担当教員の意識が低いので、講習会等で再教育が必要と思います。子供の能力につい

て、もっと考えてほしい。 
3-2  

◆ 登校するのがむずかしい子は一定数いると思う。子どもに支援も必要だが、親にも支援

を。 
3-2  

◆ 配慮が必要な大人もいます。 3-2  

◆ 配慮が必要な子どもをなるべく普通学級で過ごさせてほしい。 3-2  

◆ 別にいらないバスがある。登校することが難しいとは？ 3-2  

◆ 放課後デイサービス等との連携や保護者に対しての説明や相談等、学校（行政）の方か

ら話をしてくれる等保護者に対応して欲しい。 
3-2  

◆ まったく新しいオンラインによるコースなど。 3-2  

◆ 我々世代が資格にかかわらず、子育てサポートできるシステム構築。 3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

【教育環境の充実】安全で安心して学べる教育環境の充実を図ります 

安全安心で快適な学習空間づくりのための学校校舎等の大規模改修 

◆ 岩高の改修（老朽化） 3-3  

◆ 学校の校舎への出入りが簡単に出来るので、門とかで入れない様に柵とか。 3-3  

◆ 学校のセキュリティが高く、安心しています。 3-3  

◆ 教員のレベルアップ。教員による被害のないように。 3-3  

◆ 災害に強い学校校舎でなければ、不要。少人数学級、少人数指導のための教員（教える

プロ）の増員。スクールバスの運行→継続して下さい。 
3-3  

◆ 児童数が減少する中で大規模改修は不要では？ 3-3  

◆ 建物だけでなく、子供達と接する大人の対応も考えてほしい。親も含めて。 3-3  

◆ 問題などをスムーズに解決できるよう、スクールロイヤーを配置して欲しい。 3-3  

◆ 若小の軽トラで進入した不審者や、頻発する熊やイノシシ対策をして、子供たちが安心

して学べる環境作りは大事！今後、対策として電子錠など検討してほしい。 
3-3  

◆ 私は学校時代ひどくいじめられケガをした事もありました。イジメのない学校生活をと

心から願っております。開かれた教育の場を望みます。 
3-3  

スクールバスの運行 

◆ ２ｋｍ以内でも歩道がなく通学が難しい方も対象にしてほしい。 3-3  

◆ 子供がどんどん少なくなっている中学校だけ改修していってもいかがなものか。スクー

ルバスを利用して２カ所くらいに中学校を統合した方がいいのではないかと思う。 
3-3  

◆ スクールバス利用児童の拡充。 3-3  

◆ 小３から距離によってはスクールバスに乗れないとのことですが、席が空いている様な

らば基準を見直しても良いのではと思います。 
3-3  

◆ スクールバス、学年・距離関係なく乗れる様になってほしい。（せっかく家の前通ってい

るのに、２年生までしか乗れず…） 
3-3  

◆ スクールバス運行。距離に関係なく使用出来ること。 3-3  

◆ スクールバスがガラガラなのに距離の問題で乗れない。くまや車の交通量が多いので利

用できるようにしてほしい。 
3-3  

◆ スクールバスの運行 3-3  

◆ スクールバスの運行は少人数でも運行していただいているので、大変助かっています。

これからもお願いしたいです。 
3-3  

◆ スクールバスのみでなく、全ての市民も利用できればいいと思う。 3-3  

◆ スクールバスは親（当時→子育て中）にとって大変助かるので続けていってほしい。 3-3  

◆ スクールバスを使用したい人達もいるので検討してほしいと思います。 3-3  

◆ バスガラガラ状態で運行している 3-3  

その他 

◆ ・ネット環境の整備。・インターン体験。 3-3  

◆ 色々なスポーツ体験等 3-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 
施策番号 件数 

人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

【教育環境の充実】安全で安心して学べる教育環境の充実を図ります 

◆ 学校の活動の枠内で考えることはすべてなされて来たのではないか。それでまだいじめ

問題が発生しているようだ。枠外の知識・意識がいかに大事なことかと思う。 
3-3  

◆ 教育委員会の活動が見えてこない。事後報告ではダメ。 3-3  

◆ 近年みていると、小中学校が統一され満足だが、もう、これ以上に充分だと思う。 3-3  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 3-3  

◆ 継続 3-3  

◆ 現状でも充分に環境が整ってきていると思う。 3-3  

◆ 子供の為になる事をして下さい。左記の施策はあたり前の事。市が頑張っているとは思

えない。 
3-3  

◆ 社会性を大切にし、集団に適応できない子（親）への対策が求められるのでは。 3-3  

◆ 夏はとても暑くて、登下校の時にも大変だと思う。プールの授業も夏休みのプール利用

も色々と問題もあるのだろうが、子供達がプールが利用できているといいなと思う。 
3-3  

◆ 広くて体づくりには良い環境だが、目が行き届くようなサポートを。 3-3  

◆ 本校は満足しています。 3-3  

◆ 良い雰囲気づくり。 3-3  

 

  



180 

 

問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

【健康増進の推進】すべての市民が元気に活動できるように、健康増進の施策を推進します 

各種健康診査、がん検診、歯周疾患検診の実施 

◆ ・健診をもっと種類増やして欲しい。・定期的（６ヶ月１回）に歯医者受診できるように

してほしい→歯の健康を保つため。（全市民対象）最初年１回からとか。 
1-1  

◆ ７５才以上の人への検診への援助がない（特に人間ドックなど） 1-1  

◆ 胃カメラ検査。エコー検査。 1-1  

◆ 各種健診の充実。 1-1  

◆ 健康診査が前よりとても簡単で、もう少し補助して診査してほしい。年に１度しかない

ので。 
1-1  

◆ 検診の助成。 1-1 2 

◆ 地区総合検診行政毎に日割されているが、日割日に行くと、他地区の住民も…。日割を

徹底するような対策を…。 
1-1  

◆ 乳がん検診を２年毎ではなく毎年受診できるようにしてほしい。 1-1  

◆ 人間ドックの助成してほしい 1-1  

◆ 歯については一度も行ったことがない。今迄あったの？と思う。あったとしても行く為

には仕事を休んで迄となると気が引ける。 
1-1  

◆ 引きこもり状態にある人への健康診断を実施してほしい。 1-1  

◆ 無料の検診を増やしてほしい 1-1  

◆ 若い世代の人達はあまり検診を受けたがらないので、若い人達こそ進行の早いガン等

は、助成して少しでも受けやすい環境を作ってみては？？ 
1-1  

健康づくり運動推進サポーターの育成による地域の健康づくり活動支援 

◆ 各地区への活動への補助金又は指導者の無料支援 1-1  

◆ 健康づくり運動推進サポーターの育成による地域の健康づくり活動支援 1-1  

◆ 健康づくりの為の対応する場所が少ない（エポカ) 1-1  

◆ 地域の健康教室の回数を増やしてほしい。 1-1  

自殺防止対策の取り組み（多重債務相談窓口の設置、自殺防止・メンタルヘルス講演会の実施） 

◆ 自殺防止対策は健康増進なのでしょうか？ 1-1  

◆ 自殺防止とは人によると思う。 1-1  

◆ 相談窓口の充実化。相談しても解決につながらない。 1-1  

◆ メンタルヘルスは少しおざなりにしていないか。自分は病気であると言い出せない患者

だと思う。その情報で取り組まないと全く解決しない。 
1-1  

その他 

◆ 延年閣のような施設を増やしてほしい。サウナを利用するのに不便を感じます。 1-1  

◆ 主な取組に賛成 1-1  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 1-1  

◆ 継続して下さい 1-1 2 

◆ この取り組み事は、早めにしないと栗原市の人口が問題と思う。 1-1  

◆ 左記の主な取組の情報どこからとれば良い？もう少し広報で大々的に。 1-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

【健康増進の推進】すべての市民が元気に活動できるように、健康増進の施策を推進します 

◆ 仕事していない人だけ役員になるのでとても不満。相談窓口の人員にもよるのでは。 1-1  

◆ 自主性の大切さと必要を認識させるべし。やらされ感や付き合いでは長続きしない。 1-1  

◆ 市民の皆さんに認知されていると思うので続けてほしいです。 1-1  

◆ 帯状ほうしんワクチンの助成金額を増やしてほしい。 1-1  

◆ 隣近所でトラブルになっている。（植木の木、石が投げてくる。屋根にも家の周りもキズ

がある）７年間もなっている。相談に乗ってほしい。（ごみもある）（植木の葉っぱがく

る） 

1-1  

◆ 一人暮らしや高齢者の人が出掛けやすい環境作り。 1-1  

◆ もっと市がサポートしてくれると良い。 1-1  

◆ よいことだと思います 1-1  

◆ 予防接種の助成をしてほしい 1-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

【障がい者への支援】障がい者の社会参加の促進と自立した生活を支援します 

日常生活用具給付、訪問入浴サービス、自動車運転免許取得・改造助成など 

◆ 色々な助成の日数を長くしてほしい。 1-2  

◆ 日常生活、訪問入浴サービスをもっと増やしてほしい。 1-2  

◆ 日常生活用具給付（内部障害）は見た目は普通に見えるので、なかなか理解してもらえ

ない。実態を理解して欲しい。 
1-2  

◆ 日常生活用具の交付 1-2  

就労支援セミナー等の開催 

◆ 現在使用していない学校や施設等を使って企業の応援をもらって、仕事の勉強をしても

らった方が良いと思います。 
1-2  

◆ 就労支援Ａ型が少ない。 1-2  

◆ 就労支援セミナー等の開催 1-2  

◆ 障がい者の就労定着推進 1-2  

◆ 障害者への就活支援を強化してほしい（スキルアップするためのセミナー実施、高度な

パソコンスキルを身に付けるための講座の実施） 
1-2  

◆ 障害のある人が就労できるように、もっと斡旋して欲しい。働きやすい環境に！障害が

あるだけで、仕事につきたくても就けない現実がある。 
1-2  

◆ セミナーを開いても就職に結びつかない現状をわかってほしい。 1-2  

◆ 働く場所が少ない。マンパワー不足している。 1-2  

その他 

◆ 主な取組に賛成 1-2  

◆ かかりつけ医のいない人達が病院からの紹介書がないと医療を受けられないこと、不満

です。 
1-2  

◆ 活動する時に助ける人がほしい 1-2  

◆ 身体、精神の方々がいます。家から出れなくても、集荷があれば内職などで収入が得ら

れます。その受け皿がほしいです。 
1-2  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 1-2  

◆ 継続して下さい 1-2 2 

◆ 細かい補助みたいな、１人１人ついてくれる、見てくれる制度（親以外に）。 1-2  

◆ 孤立している。 1-2  

◆ これまでも様々な対応をしてきたのでは？ 1-2  

◆ 障がいはいつ、どこでも年齢に関係なく起こる事なので、その時点に合った対応をして

ほしい。 
1-2  

◆ 身障者だけでなく、精神障害者も考えてほしい。 1-2  

◆ 身体的に障害がある方以外に見た目には分からない障害のある方のサポートが不足して

いるし、家族支援もしてほしい。 
1-2  

◆ 地域住民への啓蒙活動。 1-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

【障がい者への支援】障がい者の社会参加の促進と自立した生活を支援します 

◆ 触れ合う場が少なく、まだまだ偏見が多い。支援職員や家庭へのサポートの充実。職員

体制、福祉施設を周知、実態を知らせていく（発信） 
1-2  

◆ 免許を取れる能力がない人もいます。車以外でも外に行けるようにすると、引きこもり

も少なくなると思います。セミナー？誰のためのですか？ 
1-2  

◆ もう少し具体的なサポートがほしい。 1-2  

◆ レベルを設定し、段階的に計画的に実施して下さい。 1-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

【スポーツ活動への支援】市民の健康保持と体力向上を図るため、市民が自主的に行うスポーツやレクリエー

ションを楽しめる環境作りを推進します 

体育施設の整備・改修 

◆ アスペル・トレーニングジムの充実化。マシンが古すぎる。（老朽化）マシンの増設。

（１０年以上言い続けているが、全く改善されない） 
1-3  

◆ 暑い夏でも、安心安全にトレーニングできる屋内施設を整備する。 1-3  

◆ 運動ができる施設を増やしてほしい 1-3 4 

◆ エポカのプールを再利用してほしい。 1-3  

◆ 各地区に体育施設、フィットネス等を整備して欲しい。 1-3  

◆ 栗駒中学校武道館が耐震基準を満たしていないため使用不可となっている。既存設備を

改修するか代替施設の建設が必要。他の体育施設についても同様の考えで整備を進めて

ほしい。 

1-3  

◆ 交通網の整備。病院だけでなく体育施設等への整備。 1-3  

◆ 市民の健康増進のため、ジム施設のような清潔な施設があると良いのではと思います。 1-3  

◆ 組織化していて入りづらい 1-3  

◆ 体育館やグラウンド、テニスコートとか予約など、スポットなどの人か優先で取ってい

て個人の人が取りづらい。冬場の屋内の練習場所がないし、遠くにバスで行かないとな

い。 

1-3  

◆ 体育施設の整備、改修 1-3  

◆ 体育施設はそれなりにありますが、栗原市で大きな大会があると駐車場が足りなくなる

ので、駐車場整備をしてもらいたい。 
1-3  

◆ 廃校の体育館などを利用、修繕して、子供たちが楽しめる遊具などを設置して、運動を

沢山できる遊び場を作って欲しい。 
1-3  

◆ 広い施設があるのに、人工芝などに整備する事で利用増加にもなるはず（栗駒サンス

ポ）。 
1-3  

全国大会等の出場選手、上位入賞団体・個人の活動費等の助成 

◆ 助成とかゼンゼン足りていないと思います。全国大会等の出場選手、上位入賞団体・個

人の活動費等の助成←特にココが足りていないと思います。助成金少な過ぎと思いま

す。 

1-3  

◆ 全国出場への補助金申請が面倒！少額しか出せないなら簡単な手続きにした方が良いと

思う！！ 
1-3  

その他 

◆ 主な取組に賛成 1-3  

◆ 各運動会やラジオ体操等減っているように感じています。 1-3  

◆ 各種マラソン大会のコースに選ばれているのだから、大会をイベントととらえ盛り上げ

たい。 
1-3  

◆ 学生以外の一般の人もスポーツをできるクラブのようなものがあるといい。 1-3  

◆ 河川敷の整備 1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

【スポーツ活動への支援】市民の健康保持と体力向上を図るため、市民が自主的に行うスポーツやレクリエー

ションを楽しめる環境作りを推進します 

◆ 活性化の使用料が他と比べて高いと思います。 1-3  

◆ 気軽に参加（当日でも体調をみて）できるセミナー？を行けばやっている感じ。 1-3  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 1-3  

◆ 継続 1-3  

◆ 健康でいる事は、病気にならない事なので、医療保険削減にもつながるので、予算をつ

けて推進してほしい。 
1-3  

◆ 公園などで気軽に体を動かせる環境作り。 1-3  

◆ 広報誌でしか見てないので良く分かりません。 1-3  

◆ 個人的にいらない。 1-3  

◆ 個人の置かれている環境と周囲の理解によるところが大きいのでわからない。 1-3  

◆ スポーツは趣味としてやってほしい。支援はそこまで必要ない。小・中・高生への助成

はある程度あっても良いが、大人に関しては不要。 
1-3  

◆ 小さい時からのスポーツ、運動能力支援活動。 1-3  

◆ 年をとっても参加できると良い。 1-3  

◆ 年１で市全体のイベントを開催する。 1-3  

◆ 民間の施設との協力。 1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します 

【高齢者の社会参加への支援】高齢者の社会参加と生きがいづくりを支援します 

高齢者生きがい健康づくり事業（ミニデイサービス、宅配給食サービス等）の実施 

◆ １人暮しの高齢者が多いので、旧学校跡地を利用し施設を作って、集合住宅みたいなも

ので生活すれば居場所もできるのでは？？孤独死も防げるのでは？？介護を必要としな

い高齢者であれば、１人暮しよりも良いかな？？ 

2-1  

◆ 介護の事、知らない人が多いのでもう少し情報を発信してあげて欲しい。 2-1  

◆ 宅配給食サービス 2-1  

◆ 宅配給食は早々に！ 2-1  

◆ 老夫婦だけや独居の人が増えてくると思うので、相互の安否確認につながるしどうぞよ

ろしく。 
2-1  

お茶っこ会の開催等による「居場所」や「つながり」づくり 

◆ 居場所がたぶんないので、つながりなど大切。 2-1  

◆ 居場所つくりは必要だと思う。 2-1  

◆ お茶っこ会の開催等による「居場所」や「つながり」づくり 2-1  

◆ お茶っこ会への活動補助金。 2-1  

◆ 行事になっているが回数や運営に問題がある。送迎の問題等。 2-1  

◆ 個人・団体で活動している文化的教室を市で取りまとめて、カルチャースクール一覧等

にして高齢者が安価で参加するのはどうか。 
2-1  

◆ 孤立状態にある高齢者への支援を強化してほしい。（居場所かつながりづくりの更なる強

化、スマートフォンの提供、操作方法のセミナー実施） 
2-1  

◆ 自分はまだ若いと思っている人は多いはず。若い人、子供も参加できるようにすると参

加する人が増えると思います。 
2-1  

◆ つながりづくりどころか自治会参加もままならない輪番で班長する事もおっくうであ

る。 
2-1  

◆ 昔のあそびや、料理体験や話し会などの交流を小学生と持てる機会があると良い。 2-1  

◆ 老人の居場所、生きがい、地域へのつながりを進める。 2-1  

シルバー人材センターの運営支援 

◆ ・仕事できる場所？アルバイトみたいに気軽に。できることあると思うので、活用でき

る仕組みをもっと強化してほしい。 
2-1  

◆ お金、仕事がなく、生きがいがない。 2-1  

◆ シルバー人材センター事務所移転、補助増額。 2-1  

◆ シルバー人材への給料をあげてほしい。 2-1  

◆ シルバー人材も旧町に。 2-1  

◆ シルバー人材を知らない方もいるのでは。 2-1  

◆ シルバーになっても仕事をすることはいいのですが、適材適所を考えて下さい。 2-1  

その他 

◆ 集まりに参加しづらい方にもフォローがあっても良いと思います。 2-1  

◆ 受入先の確保。補助金などほしい。 2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します 

【高齢者の社会参加への支援】高齢者の社会参加と生きがいづくりを支援します 

◆ 主な取組に賛成 2-1  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 2-1  

◆ 継続して下さい 2-1 2 

◆ 現状維持 2-1  

◆ 高齢者がもう少し社会活動に参加出来るよう取り組んでほしい。 2-1  

◆ 高齢者一人、二人暮らしの方へのサポートを拡充するべき。民生委員とは名ばかりの人

達が多い。もっと訪問し寄り添うべき。 
2-1  

◆ この業務にたずさわる職員のさらなる質の向上 2-1  

◆ 自治会への助成を増やしてほしい。老人が老人をいたわっている感じです。人材のサポ

ートがあってほしい。 
2-1  

◆ シルバーの人をふやす 2-1  

◆ 志波姫地区の老人クラブ組織化。１７行政区の内組織化が１２行政区、行政のテコ入れ

を健康寿命の向上に… 
2-1  

◆ 他世代と一緒に活動を。 2-1  

◆ 地区毎にかなり差があるように思う。 2-1  

◆ 一人住まいの老人のケアを充分にしてほしい。 2-1  

◆ 老後安心できるようにお願いします。 2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します 

【介護予防の推進】健康づくりと介護予防を推進し、健康寿命の延伸を目指します 

「くりはら元気アップ体操」など、筋力や認知機能の低下防止のための介護予防事業の実施 

◆ 「くりはら元気アップ体操」など、筋力や認知機能の低下防止のための介護予防事業の

実施。 
2-2  

◆ 子どもたちと手遊びや歌、ゲームなどを通して交流する機会をもつ。 2-2  

◆ 参加している方より、参加せず家にいる人たちをどうするかと思います。 2-2  

◆ 参加者が同じ。 2-2  

◆ 送迎の車があると参加しやすい。 2-2  

◆ たとえば３才児健診のように、催しと個人相談ができるような場を年齢ごとにするのは

どうか。 
2-2  

◆ 近くにあると良い。 2-2  

◆ 放送とかで体操の音楽をかけて毎日体操してもらうとか。 2-2  

◆ 未介護の老人がそろそろ介護が必要と思う時期の受け皿があれば良いと思う。気軽に行

ける場所作り。 
2-2  

要支援認定者への生活支援サービス（訪問型サービス・通所型サービス）の実施 

◆ 介護事業のサービスがもっと受けやすくしてほしい。 2-2  

◆ サービスをする人手不足が予想されるので、外国人の育成が必要になると思います。 2-2  

◆ 支援ほしい。 2-2  

◆ 所得に応じての補助券サービスではなく、誰でも受けられるサービスにしてほしい（オ

ムツ券など）。 
2-2  

◆ 訪問、通所、それぞれ制約があり、選ぶのが難しい。１回でいいので体験とか見学とか

あればいいな。 
2-2  

◆ 要支援者をも施設でも入れるサービス。 2-2  

その他 

◆ いつ行っても出来る体制作り。要支援者、早期発見の体制。 2-2  

◆ 大手コンビニや大手ポテチ会社の野菜づくりを栗原市でやることにより、若手のきっか

けにならないだろうか。 
2-2  

◆ 主な取組に賛成 2-2  

◆ 関心があるがよくわからない。 2-2  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 2-2  

◆ 継続 2-2  

◆ どの位実施されているのか、浸透しているのか、多くの人に活用してほしい。 2-2  

◆ 老後安心できるようにお願いします。 2-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します 

【在宅生活への支援】地域包括ケアシステムの深化及び推進を図り、住み慣れた地域で安心して暮らせるまち

を目指します 

地域の高齢者支援の窓口となる地域包括支援センターの運営 

◆ 家族が情報から孤立しなくなるようにしてほしい。 2-3  

◆ 高齢者が在宅生活出来る様に支援・見守り・チェック（確認）をお願いしたい。 2-3  

◆ 高齢者だけの世帯に向け、日常的な生活支援、見守り 2-3  

◆ 制度がある事を知らず利用できない。 2-3  

◆ 地域包括支援センターのスタッフは足りていますか。７５才以上の老人を一人当たり何

人看ていますか。 
2-3  

◆ 包括支援者のモラル向上。介護職員のモラル向上。 2-3  

◆ 包括センターへの相談をどんなときにするのかを介護予防の教室の際にもっとアピール

して、理解と相談のしやすさをＵＰ。相談するタイミングがわからない。 
2-3  

地域支え合い活動の旗振り役となる、生活支援コーディネーターの配置 

◆ 高齢者だけではなく利用できるようになってほしい 2-3  

◆ 地域支え合い活動の旗振り役となる、生活支援コーディネーターの配置。 2-3  

介護職員の研修費助成による人材確保支援 

◆ 介護職員の更なる増員と助成。 2-3  

◆ 介護職員を増やしてほしい。 2-3  

◆ とにかく人材確保！ 2-3  

高齢者の補聴器購入費助成による認知症予防 

◆ 助成だけでなく、助成されても購入できない市民の事を考えてほしい。 2-3  

その他 

◆ １人暮らしの高齢者にお弁当配膳の取り組み。 2-3  

◆ お金ではなく、職員の意識改革が必要だと思う。働いている人たちの気持ち、熱意？に

頼ってるところがすごく大きいと思う。 
2-3  

◆ 主な取組に賛成 2-3  

◆ 活動を感じない 2-3  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 2-3  

◆ 継続して下さい。 2-3 2 

◆ 公報等に小さい字で載っているだけでは、なかなかサービス全体を把握できない。年齢

毎に対象者に通知してはどうか。 
2-3  

◆ 地域に住んでいる人を入れた（特に若い人）関わり方とか、子供達も入れてとか、世代

をこえた物が必要かなと思う。 
2-3  

◆ 認知症予防にタブレットやらせている。やはり頭を使う事が必要。 2-3  

◆ 訪問によるケア。 2-3  

◆ 前の段階から身近に感じられるＰＲ。 2-3  

◆ よくわからない。 2-3  

◆ 老後安心できるようにお願いします。 2-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します 

【在宅生活への支援】地域包括ケアシステムの深化及び推進を図り、住み慣れた地域で安心して暮らせるまち

を目指します 

◆ 老々介護や家族に認知症の人や高齢の人がいると自分の時間もないし、介助しても日本

語が通じなく会話にならない。心が病んでくるので、助けてくれるサポート体制とか案

内とかを、今は低賃金とかの人のみ、紙パンツの券とかの支給ありますが、普通の家で

も毎週買うとけっこうな金額になるので、たまに引換券を出してもらうと助かります 

2-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

【市立病院の機能維持】市立病院の機能維持に努めます 

市立３病院の電子カルテシステムの統一 

◆ ３つ（市立）を１つにして充実した病院づくりしてほしい。経費も安くなると思う。 3-1  

◆ 電子化が進んでついていけない。 3-1  

◆ 電子カルテであれば、３病院だけでなく、他の地域ともつながれるはず。仙台で父を病

院に連れて行った際、カードを作りましたが、加盟しているとどこにでもつながれると

言われた気がします。 

3-1  

◆ 若柳病院は電子カルテシステムなので現状維持で良い。 3-1  

その他 

◆ ・近くの大きな病院でいつでも診療が受けられる事。・曜日や先生の都合で日時が限られ

ていない事。 
3-1  

◆ １０／１～若柳病院の夜間等、救急が全て栗原中央病院に移るのがとても不安。 3-1  

◆ １００％マイナンバー 3-1  

◆ ２．５次病院である。死者は多くなるので、速やかに死体検視を実施し家族のもとへ。 3-1  

◆ あれだけの箱物病院で午後はほとんど患者がいない状態。個人病院は夕方まで患者がい

ます。本当に市民の病院なのか考えてほしい。 
3-1  

◆ 安心して通院出来る病院。 3-1  

◆ 維持する為には、まず人材確保するべき。人材が不足では何も進まない。 3-1  

◆ 医師の確保。 3-1 2 

◆ 医師の質が悪い。意識を変えて欲しい。 3-1  

◆ 一般質問でも多かったように、再編など市民の関心は高い。近くに必要だからである。

縮小するなら移動手段の支援を厚く。 
3-1  

◆ いつも救急の受け入れでＴＥＬしても診てくれない。 3-1  

◆ 今だと１～２カ月しか同じ病院にいれなくて転院しないといけない。もう少し長く入れ

ないですか？入院できる人が入れなくなりますか？ 
3-1  

◆ 今の医療体制では移住者も来なくなるし、業者も安心して住み続けられない。栗原市の

一番の問題だと思う。 
3-1  

◆ 医療に質向上を願います。 3-1  

◆ 受付・事務職員の質の向上。委託かも知れませんが、職員によって説明が違い、とても

嫌な思いをしました。対応がへたくそ。 
3-1  

◆ 大崎伊市民病院に紹介するだけでなく、栗原市内で治療したい。Ｄｒ．の確保。維持だ

けでも難しいのかもしれませんが。 
3-1  

◆ 大崎市民病院と同様のレベル 3-1  

◆ かかりつけ医との連携 3-1  

◆ 各病院での診療受け入れを希望 3-1  

◆ 科ごとに混み具合が違いますが、大した病気ではないのに朝イチでも午後までかかった

話をよく聞きますが、病院側も大変なのと思う。 
3-1  

◆ 看護師の対応の向上、医師確保 3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

【市立病院の機能維持】市立病院の機能維持に努めます 

◆ 患者との面会の改善 3-1  

◆ 救急 3-1  

◆ 県北地域の中での市立病院の位置付けとして、何に特化していくのか。人工透析とか。 3-1  

◆ 甲状腺が悪いので、市内に甲状腺を診てくれる病院が出来てほしい。今は大崎まで通院

しているので不便。 
3-1  

◆ このまま市立病院（栗駒病院）。地区の人達みんな不安に思っている。 3-1  

◆ 産婦人科をつくってほしい 3-1  

◆ 市外病院に通院している方も多いため、周辺自治体ともシステムの統一、共同運用を検

討してみては。 
3-1  

◆ 時間予約をとってもなかなか呼ばれない。 3-1  

◆ 市内の病院を利用する者としてどこでもカルテが一目でわかることは望ましい。 3-1  

◆ 紹介状がなくても受診できる体制づくり。小児科の設置（個人病院しかない）。常勤医師

と病床の増進。緊急外来の整備。 
3-1  

◆ 職員の態度が悪い。待ち時間が長い。 3-1 3 

◆ 初診は診察出来るようにしてほしい 3-1  

◆ 市立病院であることの機能が果たされていない。市民のための病院であることを行政で

も考えてほしい。 
3-1  

◆ 市立病院での受診が難しいことがある。（紹介状打診拒否、夜間×等、柔軟性小さい） 3-1  

◆ 市立病院は維持してほしい。 3-1 2 

◆ 市立病院は混むので、あまり行かない大崎市民へ紹介してもらっています。 3-1  

◆ 市立病院よりかかりつけ医の診たてが良ければ良い。何でも電子化しても落ち度はあ

る。 
3-1  

◆ 人材が不足、教育不足を感じています。 3-1  

◆ 心療科の拡充を 3-1  

◆ スタッフが、事務的で、こわい（一部）。医師も、良く診てくれない。個人病院が、少な

い。 
3-1  

◆ 総合病院として成り立っていないと思う。まず、医師の確保。都心との医療の格差があ

る。 
3-1  

◆ 大学病院からの移動受入が出来なく、大崎病院へまわされる。 3-1  

◆ 近い将来、若柳、栗駒は中央に統合されると聞こえている。近くに入院施設がなくなる

のは不満だが、一転集中しなければ機能出来ないのであれば、午後も診察を考ええほし

い。 

3-1  

◆ 中央病院は機能を果たしていない様に思う。紹介状を必要とせずに病院に行きたい時に

診てもらえないものか。 
3-1  

◆ とにかく栗原中央病院の評判が悪すぎる。救急隊などの身内からも批判が出ていると聞

く。早急に改善しないと他市の病院に行くようになる。 
3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

【市立病院の機能維持】市立病院の機能維持に努めます 

◆ とにかく不安、不便。近くの病院が市立病院なのに、かかりつけ医が遠いのはどうした

らいいですか？ 
3-1  

◆ 内科、外科を受診したい時に紹介状がないと診察できないと言われる事が多いと聞いた

事がありますが何故でしょうか？市立３病院とは具体的に何処でしょうか？高齢の市民

の方には分かりやすく周知したら良いと思います。 

3-1  

◆ なくなるうわさがある。心配。 3-1  

◆ 乳がん検診で精査となった時に栗中では断られた（医師不足のため）。また科によっては

初診も断られる。ではどこで受診すればいいかということまで教えたうえで断ってほし

い。 

3-1  

◆ バスに乗るのに２０分～３０分歩くので。 3-1  

◆ 人が足りてないと思う。市立病院に集中させないでバラけた方がいいと思う。 3-1  

◆ 病院通院時、３時間以上の待ち時間は長すぎます。 3-1  

◆ 病院の科目を増やす。中途半端で止めない。 3-1  

◆ 病院の中の動きは迅速かつ規律のある的確な動きをしてほしい。即ち患者の見える所で

ダラダラしない！不要な掲示物や物品の配置など的確に！何が重要かわからない。 
3-1  

◆ 病気になった時が不安です。市立病院の維持を強く望みます。 3-1  

◆ 待ち時間、診療科の関係から利用していなかった。しかし、今後は”老後”として利用

することが多くなると思う。一層、利用しやすくなってほしいと思います。 
3-1  

◆ 予約を取りやすくして欲しい。 3-1  

◆ 若柳、栗駒病院の夜間受診がなくなったのはおかしい。 3-1  

◆ 若柳病院をつぶさないでほしい。栗原中央病院のほうが質が悪い。 3-1  

◆ わからない 3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

【医療人材確保と育成】地域医療を支える人材の確保と育成に努めます 

医学生及び看護学生への修学資金の貸付 

◆ 医学生及び看護学生への就学資金の貸付、産婦人科小児科医院開設経費への助成制度を

創設、これを本気でやってほしい。 
3-2  

◆ 医学生及び看護学生への就学資金は貸付ではなく助成してはどうでしょうか？脳神経、

脳外科の医師不足のため、脳梗塞等で救急搬送される場合に栗原市内に脳の専門医が居

れば良いと思います。 

3-2  

◆ 医学部を目指す人はそもそも市外の高校へ進学しているため、市内高校の学力向上が必

要。（市外高校等へ進学し、そもそも栗原市へ戻って来ない） 
3-2  

◆ 以前、適切な診断がなされず、自分で仙台の病院で検査、診断、施術してもらった。人

材は大切ですね。 
3-2  

◆ 医療系の学校へ通っている子供達への給付金を出してほしい 3-2  

◆ 医療従事者は大事。手厚く対応するべき。 3-2  

◆ 岩手では病院近くに看護学校があった。栗原市は遅れている。 3-2  

◆ 返さなくていい奨学金があればいいと思います。（１０年勤務とか） 3-2  

◆ 学生の貸付は栗原市出身者ですか？助成をすれば、産婦人科、小児科がすぐできるので

すか？ 
3-2  

◆ 条件つきですか？志を持っていても、栗原市から人材が流出してしまうのは残念。知り

合いもみんな他地域で医療従事者になっています。 
3-2  

◆ 将来性のある若者、意欲のある人たちへの支援をして下さい。 3-2  

◆ 人材育成にお金を使う 3-2  

◆ 返還されない就学資金の貸付はするな 3-2  

◆ 若手の医師の増員と地元看護学生の流出阻止。 3-2  

産婦人科小児科医院開設経費への助成制度を創設 

◆ 栗中病院の産婦人科で産めるようにするのは必須だと思う。 3-2  

◆ クリニック開設。大変申し上げにくいのですが、信頼のおける専門的なクリニックが少

ない為、仙台市内のクリニックを選んでしまっている現状です。 
3-2  

◆ 栗原市で産める施設があると安心する。産後のサポートもあるといい。 3-2  

◆ 産婦人科、小児科医院開設経費への助成制度を創設 3-2  

◆ 産婦人科、小児科の充実 3-2 7 

◆ 産婦人科小児科医院開設経費への助成制度を創設→里帰り出産ができないという声を聞

いている。 
3-2  

その他 

◆ ７０代になっても診察を続けている小児科の先生のおかげで安心して子育てをしてきま

した。病院のインターネット予約も大変助かりました。引継いでくださる方をさがして

ほしいです。 

3-2  

◆ 一番です。 3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

【医療人材確保と育成】地域医療を支える人材の確保と育成に努めます 

◆ 今の医療体制では移住者も来なくなるし、業者も安心して住み続けられない。栗原市の

一番の問題だと思う。 
3-2  

◆ 今は医師不足と言われており、大変だと思います。 3-2  

◆ 主な取組に賛成 3-2  

◆ 確保も大事だが、人材交流や循環をしマンネリを防ぎ、常に新鮮な考えを持った医療人

材にしてほしい。 
3-2  

◆ 看護師を増やす努力を。就職しても辞める人が多いようで、継続して勤務している人の

負担が大変で、転職を考える人達が多い様だ。悪循環。 
3-2  

◆ 救急の受け入れ対応。 3-2  

◆ 給料のアップ。これしかないと思う。 3-2  

◆ 栗原市がどれだけ重要に思っているのか全然わからない。医者の自覚の問題もあると思

うけど。 
3-2  

◆ 継続 3-2  

◆ 研修医の人が来ても長くもたない。条件をもう少し良くするか？１回子育てや介護でや

めた人が復帰できる様にサポートするとか保育園や介護施設の支援。 
3-2  

◆ 現状維持で良い。 3-2  

◆ 左記の件、頑張ってほしい！ 3-2  

◆ 市立病院の医師の定着 3-2  

◆ 先生への手当を増やす。 3-2  

◆ 足りていません。医者の確保。 3-2  

◆ 地域内の人材を活用できるシステムを作り、又、遠くの病院へ行く時間ロスをなくす。 3-2  

◆ 地域によっては、耳鼻科が無いなど医療従事者の人材確保をして欲しい。 3-2  

◆ とにかく栗原中央病院の評判が悪すぎる。救急隊などの身内からも批判が出ていると聞

く。早急に改善しないと他市の病院に行くようになる。 
3-2  

◆ とにかく人材を。 3-2  

◆ 土日に救急車でお世話になりましたが、病名の判断の出来ない若い医師でした。医師の

向上にも力を入れてほしい。 
3-2  

◆ 話だけで終わりにしないでほしい。 3-2  

◆ 優先度は高いところ、子どもが減少する理由だと思うので、良い医院、良い先生が来て

くれ、子どもが増える栗原市になると良い。 
3-2  

◆ わからない 3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

【地域医療の維持】地域の医療機関との連携を密にし、地域医療を守ります 

大崎市民病院救命救急センター運営経費の一部負担 

◆ 赤字の対応策 3-3  

◆ 大崎市民病院救命救急センターの運営経費の一部負担をやめて、栗原市民病院救急救命

センターを開院して下さい。高齢化が進む→病人も増える→市内にあれば適切な治療が

迅速に行われれば助かる命も増えると思います。 

3-3  

◆ 大崎市民病院への運営経費負担には反対 3-3  

◆ 大崎病院に頼るのではなく、栗原市で一か所大きくしてほしい。 3-3  

◆ 市立病院でできない以上、大崎市民Ｈにお願いするしかないでしょう。運営維持に協力

するべきです。休日でもいつでも診てくれる小児科があるといいのですが。オンライン

診療とかはどうでしょう。 

3-3  

休日当番医による急病患者診療の実施 

◆ 救急外来を多くしてほしい 3-3  

◆ 救急時すぐに病院が決まる体制作り。断られてなかなか見つからず大変な思いをしたこ

とがあるので… 
3-3  

◆ 救急システム及び休日診療の確率は高齢社会、高齢者にとって必要不可欠であり、診療

しやすいシステムが必要。 
3-3  

◆ 救急病院としての医療のレベルを上げてほしい。一関古川は回されるのでは意味がな

い。 
3-3  

◆ 休日当番医にも小児科を加えて欲しい。（断られて「大きな病院に行って下さい」と言わ

れる事がある為） 
3-3  

◆ 休日当番医による急病患者診療の実施 3-3  

◆ 休日当番医は９：００－１７：００までで、小児科の症状が出た０：００はどこに対応

してもらえば良いか分からず、焦った経験があるので、夜間対応の医療機関との連携作

りも地域づくりには必要。 

3-3  

◆ 休日当番医を増やしてもらいたい。 3-3  

◆ 休日当番で子供をみれないと断られた時があり困ったため、子供もみれるようにお願い

したい。 
3-3  

◆ 休日の救急医療の体制を変えて。 3-3  

◆ 休日の栗原中央病院の受入、対応悪い。市民の為になっていない。 3-3  

◆ 急病でも適切に診察してもらえない。特に夜。受け入れもしてくれないので処置が遅れ

る。何かがあったらどうするのか。誰かが訴えるかも知れないと思っている。 
3-3  

◆ 市になってから休日当番病院含め知らなく、遠い病院です。旧町で考えてほしい。 3-3  

◆ 市のＨＰで休日当番医が簡単に検索できること助かっています。 3-3  

◆ 病院を４～５ヶ所タライ回しになった事があり、時間と費用がかかりました。緊急性が

低かったから良かったのですが…。 
3-3  

その他 

◆ 大崎、一関病院に通院しなくても良い環境 3-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 
施策番号 件数 

市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

【地域医療の維持】地域の医療機関との連携を密にし、地域医療を守ります 

◆ 同じ病気で数か月後に紹介状必要と言われて驚きです。市民は、税を払い病院２件費用

が必要。市民はお金が大変です。上の方考えてほしい！ 
3-3  

◆ 主な取組に同じ。 3-3  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 3-3  

◆ 栗中の担当医が。 3-3  

◆ 栗原市（築館）民病院、機能しているのでしょうか。 3-3  

◆ 栗原市内の病院で連携してサポートしていく。 3-3  

◆ 栗原中央病院。救急の対応スムーズではない。もう少し受け入れを考えてもらいたい。

「かかりつけではないからダメとかじゃなくて」地域に根差した医療を！ 
3-3  

◆ 栗原中央病院の機能拡充を優先してほしい。 3-3  

◆ 継続 3-3  

◆ 現状維持で良い。 3-3  

◆ 高度医療でない限り、この市立ＨＰで治療出来ることが望ましいが、連携は必要。 3-3  

◆ 高度な医療サービスを受けれる病院との連携は重要。出来れば多岐多彩な方が良い。 3-3  

◆ 高齢化社会（栗原市）なので、地域医療とても大事。力入れてほしい。 3-3  

◆ 個人の委員が、維持出来なくなっていると聞く。医師不在の町の増加策を行っているの

か。 
3-3  

◆ これ以上病院がなくならないようにしてほしいです。 3-3  

◆ 今後も連携を強化してほしい。 3-3  

◆ 地元で入院できるようになってほしい 3-3  

◆ 知らなかった。びっくり。連携してる効果を示してほしい。 3-3  

◆ 診療所の設置は高齢者にとっては通院（身近か）のうえからも必ず必要です。 3-3  

◆ 税金ではなく国の補助金必要。 3-3  

◆ セカンドオピニオンもそうだが、主治医の先生だけでなく診察を気軽に（先生方の得意

分野で）受けたい。 
3-3  

◆ 夜間の対応が悪すぎます。 3-3  

◆ 芳柳に病院がなくなると聞きました。不安でしかありません。 3-3  

◆ 隣県との連携（岩手等） 3-3  

◆ 連携取れていないことが多々あるので、定期的に会合を開く。 3-3  

◆ 若柳病院での継続希望。 3-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます 

【農業者等の育成】将来にわたり持続可能な農林業を目指し、多様な経営感覚を備えた農業者等の育成を図ります 

農業後継者、新規就農者の育成支援 

◆ １．後継者問題。２．農機具の高さ（金額）。 1-1  

◆ 新しく始める者への農地機や設備等の支援の強化。農業をやりたくても、スタートライ

ンに立つ事が、出来ない事で職としての農業を諦める人がいると思う。育成もだが、農

業に対する人口を広げる事が、必要だと思う。 

1-1 

 

◆ 子供の時からの体験機会を増やす。 1-1  

◆ しっかり稼げる、新しく農業をしたいと思える人を増やす。高齢化で廃業を考えてる人

と新規で就きたい人のマッチング等技術や場所の継承。 
1-1 

 

◆ 土地ある家あると思うので、使っていない土地を活用を促し、やりたい人とのマッチン

グ。 
1-1 

 

◆ 農家が世代交代した時、子供が農業をしないというケースが増えているので、若者が安

心して世代交代出来るよう支援してほしい。 
1-1 

 

◆ 農業、畜産も、もう少し力を入れて育成してほしい。私も３年目で、まだまだ分からな

い事ばかり。 
1-1 

 

◆ 農業後継者、新規就農者の育成支援 1-1 2 

◆ 農業後継者への支援。武機具の借用・若者が安心して取り組めるよう。 1-1  

◆ 農業後継者問題は深刻。長期的な見直しで後継者を育成してほしい。 1-1  

◆ 農業の大切さや、後継できるように何か補助金等の検討など。 1-1  

◆ 若者支援、女性も活躍できるよう支援、支援金を高くする 1-1  

◆ 若者の就農者がかなり少ないため、若者向けの研修会の開催を行う。 1-1  

農業用機械の導入支援 

◆ 高齢化で出来る人がいなくなってきているので、近所の人の協力や学校の課外授業など

無人の農業機械の補助。 
1-1  

◆ 個人で使える上限の高い補助金等がなければ、今後農業機械の価格上昇で購入ができな

くなるので、検討していただきたい。 
1-1  

◆ 農業用機械の導入支援 1-1  

◆ 農地の基盤整備及び集積。農機具の導入支援。 1-1  

その他 

◆ ＪＡが無くなればいいと思う。 1-1  

◆ お米の生産者と消費者の価格バランスを取ってほしい 1-1  

◆ 主な取組に賛成 1-1  

◆ 関わりのない人だと分からない。 1-1  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 1-1  

◆ 継続 1-1  

◆ 継続して下さい。非農家なので米や野菜をいただくことが多いです。地場産品を買うこ

とも多いですが、味が違います。継承されるべき技術が失われないように。 
1-1  

◆ 兼業農家にも支援拡大を。 1-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます 

【農業者等の育成】将来にわたり持続可能な農林業を目指し、多様な経営感覚を備えた農業者等の育成を図ります 

◆ コストがかかると米が高い。国で買取り、販売。 1-1  

◆ 米を中心とした農産物の開発など、所保がとれる政策支援を。 1-1  

◆ 今回のコメ騒動であらためて思いしらされた事だと思う。ハイテク産業なんかより、大

事な事業だと思います。 
1-1 

 

◆ 今後の取組に期待したい。 1-1  

◆ 小規模の支援 1-1  

◆ 二足のわらじは無理。今までのような兼業農家はどんどんなくなると思うので、退職後

の人材で行える畑と田んぼは分けて考えていかないといけないのでは？ 
1-1  

◆ 農家が借金をしないと米づくりが出来ないシステム。ＪＡとの長年のやり取りが理解で

きない。 
1-1  

◆ 農家時給ＵＰ 1-1  

◆ 農家の採算がとれなければ離農者が多くなり、輸入食物生活になってゆく。かなり前か

ら言われている。改善せよ。 
1-1  

◆ 農家への保証、助成。 1-1  

◆ 農業経営が持続できるモデルを実施していただきたい。モデル事業として。 1-1  

◆ 農業の事は良く分かりませんが、米、野菜、食肉と食に関する事が事なので、安心・安

全な食を農家の方々がんばって欲しい。 
1-1  

◆ 民間にゆだねる。てこ入れは、法人類に！ 1-1  

◆ もう遅いかもしれない。もう誰もやりたがらない。 1-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます 

【農林業の生産基盤等の強化】効率的で安定的な農林業の実現に向け、生産基盤等の強化を図ります 

農道・林道の新設改良 

◆ 農地と住宅地の住み分けを道路等を境にする。農地や農道を農業をしやすく、農地整備

していき農地もスマート農業化を進める。また、水は重要なので用水路等の整備が必

須。 

1-2  

◆ 農道の整備不十分 1-2  

◆ 歩道は草刈りされず、草が生え放題で歩けない。車道は車がスピードを出しており、歩

くのも怖い。何とかして欲しい。 
1-2  

地域ぐるみの農地・農業用施設等の保全管理活動に対する支援 

◆ 減反田への整備。 1-2  

◆ 地域ぐるみの農業用施設等の支援。 1-2 2 

◆ 保全管理活動する人達も老人の方が多く、別の考えも必要かと。 1-2  

用排水路・水利施設整備、ほ場整備の推進 

◆ 大雨で田んぼの排水口から逆流、水路の改善。川に生えた木など、通学路でも土地改良

は何もしない。 
1-2  

◆ 高齢の為、保全活動を解散する地域が増えている。道路、用排水路が荒れてきている。 1-2  

◆ 水利施設、ほ場整備の推進 1-2 3 

◆ 農道による用排水路がいまだにコンクリートによる排水機能がなっていない為、早急に

対応してほしい。 
1-2  

◆ ほ場整備を早急に進めて欲しい。人と機械の老朽化で、頼みたくても引き受けてもらえ

ない。 
1-2  

イノシシ、熊などへの有害鳥獣対策の実施 

◆ イノシシ、熊は人里に現れたら退治すべき。山狩りをしろと言うのではない。 1-2  

◆ イノシシ等への害獣対策の実施を進めてほしい。畑等の耕作をあきらめる人が多くなっ

てきている。 
1-2  

◆ イノシシなど増えて来ているので、対策して欲しい。 1-2  

◆ イノシシ被害が甚大です。沢山駆除して欲しい。 1-2  

◆ イノシシ捕獲強化（現在より２割程度を目標に増やす） 1-2  

◆ 学校や住宅の近くにイノシシや熊などが出没した場合には、ワナを迅速に設置できるよ

うにして欲しい。 
1-2  

◆ 熊の人的被害を対策してほしい 1-2  

◆ クマ被害の情報共有を簡単に。 1-2  

◆ 今年は特にこまりました 1-2  

◆ 住宅街に有害鳥獣が来ないように… 1-2  

◆ 狩猟免許取りやすくして欲しい。（日程とか仕事ある人もいるので予約とか） 1-2  

◆ 水害、イノシシなど被害があったところへの対応が遅いと思う。被害にあわない対策を

してほしい。 
1-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます 

【農林業の生産基盤等の強化】効率的で安定的な農林業の実現に向け、生産基盤等の強化を図ります 

◆ 水田のイノシシ対策等も個人レベルではどうにもならず、離農の原因になり得る。対策

してほしい。 
1-2  

◆ 地域の農地を荒らしてしまうと、前の田畑に戻す事も大変な労力を伴うので、地区毎に

助成、電柵有害獣対策しっかりとして欲しい。 
1-2  

◆ 農地の道もイノシシに掘られてデコボコになっているし、畑や田んぼもボコボコになっ

ている。捕虜の地区の人達で、無理なら他地区の人でも協力する体制にするとか。 
1-2  

◆ 放送等で毎日のように熊注意とあるが、熊を見かけたらどこに連絡すればいいのか分か

らない。 
1-2  

◆ 有害鳥獣対策強化。 1-2 5 

◆ 有害鳥獣の駆除 1-2  

◆ 有害定数 1-2  

その他 

◆ １．後継者問題。３．農機具の高さ（金額）。 1-2  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 1-2  

◆ 現行の取組を進める 1-2  

◆ 今回のコメ騒動であらためて思いしらされた事だと思う。ハイテク産業なんかより、大

事な事業だと思います。 
1-2  

◆ 農家の採算がとれなければ離農者が多くなり、輸入食物生活になってゆく。かなり前か

ら言われている。改善せよ。 
1-2  

◆ 農地集約と米と野菜を作れるようにと基盤整備事業が実施されたが、目的が達成されて

いないが、今後いつまでにするのか。 
1-2  

◆ 若手の取組みやすい方法が必要。 1-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます 

【6 次産業化への支援】意欲のある生産者に対し、生産から加工、流通・販売まで対応できる体制づくりを支

援するとともに、広く認められる栗原ブランドの確立を目指します 

新たな商品や、サービスの開発等に取り組む農林漁業者と商工業者の一体的支援を行う「くりはら応援特産品

等支援事業」の実施 

◆ 新たな商品やサービスの開発等に取り組む農林漁業者と商工業者の一体場支援を行う

「くりはら応援特産品等支援事業」の実施 
1-3  

◆ 市と連携してよりも個人でやってることが多いように思う。市長さん、栗原市の魅力っ

て何ですか？ 
1-3  

◆ 他業種の交流を進めて、アイデアを具体化する必要があるのではないか。 1-3  

首都圏や県内各地における PR 販売の実施 

◆ 県外で栗原市はあまり知られていない。この前しゃべくりで狩野さんが出たみたいな企

画を考えて、東北からまずは出店して全国へ。 
1-3  

◆ 高原駅売店に季節の野菜、果物、お米、小物など販売を希望（栗原の商品が少ない）。商

品の入れ替えも希望（数ヶ月ごと）。 
1-3  

◆ 地産・池消と各地への販路拡大はあったらいいと思うけど…。地元に就労する場所が出

来れば人口の流出も減るだろうし活性化する。栗原の原石をマネジメント、コーディネ

ート出来る人が必要なのかなと。 

1-3  

◆ 農家は何をつくれば売れるか、どこに売れれば良いかの部分が弱い。その部分を支援す

る必要がある。 
1-3  

◆ 農産物の販売する場所がない。道の駅みたいなのが必要。 1-3  

その他 

◆ ６次産業が出来る移住者等に一緒に取り組み、より円滑に進めて欲しい。 1-3  

◆ ６次産業化への部署の設立。 1-3  

◆ ６次産業への対応へのアドバイス提案 1-3  

◆ 主な取組に賛成 1-3  

◆ 限られた企業の助成金に不満。還元がなされない。 1-3  

◆ 加工・流通のアイディアはあるのに実行できないことにもどかしさを感じています。一

般の方にアイディア募集しても良いかと。 

1-3 
 

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 1-3  

◆ 栗原市で何か力を入れてほしい 1-3  

◆ くりはらの安定したブランド取組 1-3  

◆ 栗原ブランド期待しています。 1-3  

◆ 栗原ブランドについて、今のところよく知りません。一般市民（大人）が知らないの

に、子供たちは知る由がないですよね。口コミも大事だと思いますが。 

1-3 
 

◆ 継続 1-3  

◆ 今回のコメ騒動であらためて思いしらされた事だと思う。ハイテク産業なんかより、大

事な事業だと思います。 

1-3 
 

◆ 資金力がないと思う。栗原の特産はなにか？ 1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます 

【6 次産業化への支援】意欲のある生産者に対し、生産から加工、流通・販売まで対応できる体制づくりを支

援するとともに、広く認められる栗原ブランドの確立を目指します 

◆ 情報の発信。何をしているか分からない。 1-3  

◆ 創造性のある取り組みへの評価、ＰＲを大々的に。 1-3  

◆ ふるさと納税による税収アップ（米、酒、ハンバーグ等）※気仙沼市のような。 1-3  

◆ まちおこしとからめてよく頑張っていると思う。 1-3  

◆ もっとするべき 1-3  

◆ 野菜でも果物でもブランドほしい。ブランド作りに力入れてほしい。 1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

【企業誘致の推進】優れた高速交通体系など、地の利を生かした企業誘致を進めるとともに、既存企業との取

引拡大や企業間の連携を促進し、産業拠点の形成を目指します 

産業用地適地調査の実施 

◆ 産業用地適地調査の実施 2-1  

◆ 土地の有効活用をできれば潤い、生活も良くなるのかなと思いますが、はたして企業が

来るかどうかとなるといろいろ考えてしまう所です。 
2-1  

新たに立地を希望する企業の誘致促進 

◆ Ｎｏ．７と連動して施策して欲しい。震度７に耐えたと国道４号線の利点を前面に推し

出して誘致しよう！ 
2-1  

◆ 企業誘致すると、他の企業の人が引き抜かれる。半導体関連は栗原市ではムリ…。 2-1  

◆ 企業誘致で全年代の雇用 2-1  

◆ 企業誘致にもっと積極的に取り組み若者の流出を止める事が大事と思う。 2-1  

◆ 企業誘致の結果を市民に積極的に知らせる 2-1  

◆ 企業誘致は市長さん、議員さん、商工会さん、大臣様、トップの方々にお任せします。 2-1  

◆ 企業誘致は人口増、地域の活性化につながるので頑張ってほしい。 2-1  

◆ 企業誘致を早急に実現すべき。地元企業が継続出来るよう支援すべき。 2-1  

◆ 来てくれるか期待は低い 2-1  

◆ 栗原市子供もいないのに企業が来るとは思えない。来ても安い賃金で働かされるだけ。

それも良いと思うが？ 
2-1  

◆ 栗原市はあまり大きな企業がないイメージ。誘致に力を入れてもいいのでは？ 2-1  

◆ こんなに土地があるのに、なぜ誘致できないのか。 2-1  

◆ 市町自らがトップセールスマンとして企業に赴き誘致する！！そのような決心が大切だ

と思う！！ 
2-1  

◆ 例えば、市の公共工事において市内事業所が製造した物を使用するよう指定したりする

など、誘致だけではなく、継続的に関与する取組が必要になると思う。 
2-1  

◆ 店舗が少なく、賑わいがない。利府などのように多様な店舗が増えるのが理想だが、築

館ばかりが栄えている印象があるので、志波姫（くりこま高原駅）周辺にも積極的に誘

致してほしい。 

2-1  

◆ どんどん誘致してほしい。 2-1  

◆ バーガーキングを栗原市に誘致を促し、県北初出店へ繋げてほしい。 2-1  

◆ 不況に強い企業の誘致をお願いしたい。 2-1  

◆ 若者の雇用につながる大企業の誘致 2-1  

地元企業の業務拡張や、栗原ジョブフェアの開催による人材確保支援 

◆ 大きい会社はあるが、そこで働きたいとは思わない。外国人を多くとっているので地元

の人は外にでていく。 
2-1  

◆ 高原駅周辺に働ける場所をもっと作ると良いと思います。 2-1  

◆ 地元企業の拡張 2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

【企業誘致の推進】優れた高速交通体系など、地の利を生かした企業誘致を進めるとともに、既存企業との取

引拡大や企業間の連携を促進し、産業拠点の形成を目指します 

◆ 人材を確保できなければ、企業も躊躇するのでは。誘致企業の人材育成を行うスクール

的なもの。 
2-1  

◆ 誘致しても採用されなければ意味ない。 2-1  

◆ 若い人材の働ける場所の確保が必要。 2-1 2 

◆ 若者のみならず働き口がないので、市外流出する。歯止めをかけないと市は消滅してし

まう。 
2-1  

その他 

◆ アジア系、アフリカ系は勘弁して欲しい。 2-1  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 2-1  

◆ 栗原市より他に目がいく（一関市とか）、道路とか交通の利便が良い。まず、交通整備？

整理してほしい。 
2-1  

◆ 計画倒れな事態は防いでもらいたい 2-1  

◆ 継続 2-1  

◆ 工業団地の造成 2-1  

◆ 人口減なのに！ 2-1  

◆ ソーラーは反対です 2-1  

◆ 治安維持 2-1  

◆ 地域の誇りを持って進めてほしい。 2-1  

◆ 通過点ではなく、住んで働ける地域になってほしい。 2-1  

◆ トップセールスが必要である。 2-1  

◆ どの市町村も同じ事を考えている。市区町村を越えた連携すなわち連立構想が必要と思

う。 
2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

【創業・起業支援の推進】市内での創業・起業を支援するとともに、既存企業の経営安定化と雇用機会の創出

に取り組みます 

市内で小売店等を開業しようとする方への起業支援 

◆ 起業後の雇用は…？考えているのか？若い世代の事しか考えていないのでは？ 2-2  

◆ 起業する方の支援継続。 2-2  

◆ 起業をジャマする老害が多い。 2-2  

◆ スーパー、小売店の誘致支援 2-2  

◆ ハンバーガーキングを栗原市に誘致を促し、県北初出店へ繋げてほしい。 2-2  

◆ 若者も起業しやすくするために、特別区みたいな物（例えば東京ＪＲ高架下の様に）低

家賃で使える施設等を作り、町を活性化させる。 
2-2  

市内企業団体と連携した人材育成研修 

◆ 今まで営んでいた会社を引き継いでくれる人を探すのもひとつだと思います。市外・市

内へのアプローチを。 
2-2  

◆ 特徴のある地域産業育成（例：ペット産業など） 2-2  

その他 

◆ ３０とほぼ同じ。 2-2  

◆ 移住者の確保にもつながるので応援している。 2-2  

◆ 主な取組に賛成 2-2  

◆ 競争率の高い都会で就業するより、田舎でそこそこの金持ちになる方が良いと啓蒙して

欲しい。田舎でも良い生活ができる街造りを推進して欲しい。 
2-2  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 2-2  

◆ 継続 2-2  

◆ 個人の店舗ほぼつぶれてない。通りが閑散としている。空き店舗の活用。 2-2  

◆ 左記の取組で起業した会社等説明してほしい。栗原市が支援して出来た企業、雇用増に

貢献した具体的に！ 
2-2  

◆ 全市民副業 OK にして欲しい。 2-2  

◆ トップのやる気が見えない。 2-2  

◆ 働く選択肢が広がるのが理想です。 2-2  

◆ 六日町のような賑わいづくりが他地域でなかなか見られないのはなぜか。 2-2  

◆ リホーム補助（市内業者を使っての）出して欲しい！ 2-2  

◆ 若者のみならず働き口がないので、市外流出する。歯止めをかけないと市は消滅してし

まう。 
2-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

【商店街づくりへの支援】空き店舗の活用促進など、新たな事業展開や新規参入を目指す商業者等による、賑

わいのある商店街づくりを支援します。 

商工会に対する運営経費助成 

◆ 商工会？ 2-3  

◆ 商工会が市に依存しているように見受けられるため、自立させていくべき。 2-3  

◆ 商工会の人数が減って来ていて、色々な活動やアドバイスを受けるチャンスが少なくな

っているのを感じます。 
2-3  

◆ 補助金など。食事の出来る所が必要。 2-3  

移動販売者の初期投資の一部助成による買い物困難者対策を実施 

◆ 移動販売車の初期投資の一部助成による買物困難者対策を実施 2-3  

◆ 買い物難民対策の実施。 2-3  

その他 

◆ Ｎｏ．３２を推進していけば自然と増えていくと思います。 2-3  

◆ 空き店舗が多すぎる。 2-3  

◆ 空き店舗等を利用して日替わりで野菜やパン等、個人・店問わず販売したらどうか。貸

しブース、貸 BOX を設置して、個人手工芸家の販売等をするのはどうか。 
2-3  

◆ 空き家の活用例などを教えてくれるところがあるといい。 2-3  

◆ 飲食店を増やしてほしい 2-3  

◆ 主な取組に賛成 2-3  

◆ 各地区の商店街は消滅している。 2-3  

◆ 各街、築館、若柳、空き店舗が目立つ死んでる街です。市でも「支援します」だけでは

なく、職員も考えてもらいたい。 
2-3  

◆ 業務に携わる職員のさらなる質の向上 2-3  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 2-3  

◆ 栗駒地区以外でもできるようなプランの作成、チームづくり。 2-3  

◆ 継続 2-3  

◆ 個人商店が維持できない状況は、地域の住みやすさの悪化を促進する。早めの改善を望

む。 
2-3  

◆ 個人商店が我が町では次々姿を消し寂しい限りですが、他町では新店舗が次々開店して

いるようです。 
2-3  

◆ 実効性が感じられない。 2-3  

◆ 市内に大型店が少ないため、栗駒高原駅近くに誘致してはどうか。 2-3  

◆ シャッター街になってきているなと感じている。暗い雰囲気を払拭してほしい。 2-3  

◆ シャッターが閉まっている場所が減らない限りできると思いません。問３２と連携が必

要だと思います。 
2-3  

◆ シャッター通り何とかしてほしい。 2-3 2 

◆ シャッターのお店が１つでも多く営業しているお店になるよう助成やマッチング、ＰＲ

等 
2-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

【商店街づくりへの支援】空き店舗の活用促進など、新たな事業展開や新規参入を目指す商業者等による、賑

わいのある商店街づくりを支援します。 

◆ 商店街づくりには駐車場が必要かも…（ある程度の） 2-3  

◆ 商店街にフランチャイズの店を入れた方がいい。 2-3  

◆ 商品券は助かる。又してほしい。 2-3  

◆ 成功例（六日町）が特別ではなく、他の地域でも空き店舗の活用できればいいと思いま

す。 
2-3  

◆ せっかく空店舗にお店が入ってもどこに何のお店があるのか、お店の名前も何屋さんか

もわからないので、マップでも作ってほしい。 
2-3  

◆ その前に物価高対策を考えるべきでは…。商品券など一時的な措置でしかない。まずは

収入を増やす事、雇用の拡大必至。 
2-3  

◆ 地域の特性を生かし、各々の工夫が感じられ、維持できる支援を。 2-3  

◆ 築館の商店街を復活させて欲しい。 2-3  

◆ どんどん町商店街が衰退してるのに？何してるのかなー？市の取組評価できない！ 2-3  

◆ 早く、新規参入店を希む。高齢者が、買い物出来ない、と言っている。物価が高くて、

安いもの（同じもの）買っていると！ 
2-3  

◆ 他の成功例に学び、まずはまねてみるところから始めてみてはどうか。 2-3  

◆ 若者も起業しやすくするために、特別区みたいな物（例えば東京ＪＲ高架下の様に）低

家賃で使える施設等を作り、町を活性化させる。 
2-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

【観光戦略の構築】観光推進体制づくりに取り組むとともに、効果的なマーケティングの実施により、観光

戦略を推進します。 

観光を通じてまちを元気にする栗原市観光振興ビジョンの策定と推進 

◆ ハイシーズン（紅葉）だけでなく、年間通して人を流入させる仕組み。・施設の整

備などもう少しキレイな場所を増やす。 
3-1  

◆ 伊豆沼をもっとアピールしてほしい。 3-1  

◆ 岩出山に負けない道の駅を作ってほしい。 3-1  

◆ おすすめグルメとか岩魚とかもっと表に出す。 3-1  

◆ 観光スポットが離れていて、他地域から来た方は大変。オススメコースや移動手段

の提供を。体験型の観光を。 
3-1  

◆ 観光地としての意識、取組みを強化して欲しい。観光の旧町となっているが、アク

セス道路は穴だらけ。教員定数もかみ合っていない。 
3-1  

◆ 観光地にするのか住む町にするのか、地元に住んでると分からないけど、他者から

見ると観に行きたいと言われます。 
3-1 

 

◆ 観光地のＰＲが不足している 3-1  

◆ 観光で見たいと思う場所も足りない。買いたいと思う品物も少ない！！ 3-1  

◆ 観光でも何でもお金がないと無意味。 3-1  

◆ 観光の前に車窓からの川、山が荒れています。 3-1  

◆ 栗駒山、伊豆沼、マイパーク等の観光の目玉、歩道が整備されていない。特に伊豆

沼、内沼各一周できる方がほしい。 
3-1 

 

◆ 栗駒山へのアクセス、トイレが少ない 3-1  

◆ 栗駒山をもっと売り出しても良い。ソーラーばっかり建てて景観台無しにするよ

り、季節を感じられる観光資源にした方がいい。 
3-1 

 

◆ 栗原市の観光スポット（栗駒山、伊豆沼、花山ダム等をもっと人が集まる場所にし

てほしい） 
3-1 

 

◆ 栗原の特産品の開発 3-1  

◆ 栗原をアニメの聖地にする。（撮影場所の提供、施設の無償提供） 3-1  

◆ 現実的に観光面で旅行者に立ち寄ってもらえる可能性があるのかなと。仙台→平泉

の中間点として。 
3-1 

 

◆ 紅葉の栗駒山観光に力を。まずは道路整備。 3-1  

◆ 地元民が自分の町の資源を知らないことが多い。小中学生の活動で自分の町を知る

事から始めれば、将来のＰＲにもっとつながって広がりがもてるのでは？ 
3-1 

 

◆ 放置されている土地が多いので、有効活用はできないでしょうか。 3-1  

◆ 道の駅をぜひ進めてほしい。 3-1  

◆ メディアに取り上げられる話題作りやイベント。 3-1  

外部専門家（地域再生マネージャー）による観光商品の調査・開発 

◆ 専門家と共に観光戦略が定着し効果が期待できるよう頑張ってほしい。 3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

【観光戦略の構築】観光推進体制づくりに取り組むとともに、効果的なマーケティングの実施により、観光

戦略を推進します。 

◆ 地域観光の目玉となる物が無いと思う。これからの調査に期待し、なにか新しい施

設誘致も検討してほしい。 
3-1 

 

観光関連団体・企業の連携体制構築による滞在型観光の推進 

◆ 観光関連団体、企業の連携体制構築による滞在型観光の推進。 3-1  

◆ 観光は栗駒山の紅葉のみ。後は何もない。企業は来てくれるのか？期待がもてな

い。 
3-1 

 

◆ 企業誘致政策同様枠を超えた連合型にし、周囲一帯に来てもらえる様にした方が良

い。もはや一自治体では難しく、効率が悪いと思う。 
3-1 

 

◆ 今年の政岡まつりに「伊達武将隊」が参加し、その「追っかけ」の人達で今までに

ない位の観客が集まった。宿泊（花山ｅｔｃ）や細倉マインパーク等のツアーとし

ての計画も考えられる。他人頼みになってしまうけど、何かと（誰かと）だきあわ

せのイベントもいいのでは。 

3-1 

 

◆ 宿泊が出切る所を増す 3-1  

◆ 滞在型観光を考え工夫してはどうか。 3-1  

◆ 宿の誘致。観光に来てもらってもビジネスホテルしかないし、温泉のある鳴子等に

泊まり、栗原に泊まる人はいない印象。 
3-1 

 

その他 

◆ Ｎｏ．６とＮｏ．３１と組み合わせてやってほしい。 3-1  

◆ 主な取組に賛成 3-1  

◆ 観光も重要だが、水道をはじめ老朽化したインフラの更新が最優先では。 3-1  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 3-1  

◆ 継続 3-1  

◆ これといった観光地が少ない。元気がない。 3-1  

◆ 人口減なのに！ 3-1  

◆ 目標を掲げるのは良い事である。しかし、その実施結果が見えないと次につながら

ない。それを公表し、多くの意見を批評を求めてほしい。 
3-1  

◆ ゆるキャラ、ご当地キャラがかわいくない。 3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

【交流人口の拡大】多様な地域資源を生かした「田園観光都市」づくりを発展させ、栗駒山麓ジオパークなど

を活用し、交流の拡大を目指します。 

栗駒山麓ジオパークビジターセンター展示・映像ソフトの整備 

◆ ジオパーク、行ったことない。祭、あっても行ってない。 3-2  

◆ ジオパークの認知が低いと思う。ジオパークと防災をもう少し関連付けて広めた方が

いいと思う。 
3-2  

◆ ジオパークビジターセンターへ行った事があるが、周りの人（近所の人）が行ってい

ない事が多いように思うので、もっとアピールして欲しい。 
3-2  

市民まつりの開催、地域のまつり等への助成 

◆ 各地域のお祭りなどの助成を多くして欲しい！！ 3-2  

◆ 観光にも力を入れたいなら、祭りはもっとアピールすべきだと思う。開催時期、場所

も考えてほしい。 
3-2  

◆ 栗駒地区の花火大会を復活してほしい。 3-2  

◆ 市民まつりの演し物が毎年同じような気がする。数や演し物を変えてほしい。 3-2  

◆ 市民まつりの会場へ行きましたが、満車で駐車できず、誘導の人に聞いても「進んで

下さい」と言われただけで別の駐車場への案内もなかったことが不満。 
3-2 

 

◆ 市民まつりや地域のまつりも市に依存しているため、住民を自立させていくことが大

切では。 
3-2 

 

◆ もっと来客がある様に。花火大会とか。 3-2  

観光・市政情報の発信 

◆ インパクトが…。メディア活用した方が良い。 3-2  

◆ 観光、市政情報の発信。 3-2  

◆ 本来、自然発生的に拡大するものだと思う。税金をつかって発信してもあまり効果が

ないのはどこの地方も同じだと思う。 
3-2 

 

◆ 旅行、ドライブに行くとき、ネット等で調べますが、栗原市の情報に貧弱さを感じて

しまうことがあります。 
3-2 

 

その他 

◆ 今までの取組が定着し継続していくことが大切だと思う。 3-2  

◆ 主な取組に賛成 3-2  

◆ 外国人労働者を積極的に流入させ、日本一外国人が多く住みやすい町にする。 3-2  

◆ カフェ機能がほしいと思う。 3-2  

◆ 観光でも何でもお金がないと無意味。 3-2  

◆ がんばっているのでは 3-2  

◆ 草などそのまま手付かずで放置されている印象のため、もう少し見る側の立場で手入

れをしてほしい。 
3-2 

 

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 3-2  

◆ 継続 3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

【交流人口の拡大】多様な地域資源を生かした「田園観光都市」づくりを発展させ、栗駒山麓ジオパークなど

を活用し、交流の拡大を目指します。 

◆ 人工減少はすべての活動において不活発になってしまう。心をわくわくさせる何か

が、活性化の元となると思う。それを募集すれば良いのではないか。 
3-2 

 

◆ 取り組みを成功させた人が市長になるような仕組みにしてほしい。 3-2  

◆ 人気が低い。観光資源とし収益増を目指すべき。（赤字の増大を防ぐべき） 3-2  

◆ 初めての方でも場所と共に人とふれ合える機会を。 3-2  

◆ ジオパークの活用、いらないと思う 3-2  

◆ 他の地域との交流活性化 3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

【国内・国際交流の推進】市民の「おもてなし意識」を高めながら、自然環境の豊かさや歴史・文化を共有できる

国内・国際交流の推進と、インバウンドの誘客促進に取り組みます。 

市内体育施設等での合宿に対する経費の助成 

◆ 体育施設に宿泊施設を確保する。旅館、ホテルを借り受ける時。 3-3  

◆ 大学、商校と合宿に来ているのでサポート。 3-3  

台湾南投市と市内児童生徒の相互国際交流 

◆ 経済効果無しの綺麗事の国際交流などしない方がいい。物流などあればいいけど。 3-3  

◆ 交流は良い事です。言葉が話せればもっと楽しいと思います。教室とか開いてみては！ 3-3  

◆ 国際交流の様子が良く分からない。 3-3  

◆ 国際的な若者の育成は大事な事と思う。垣根を超えた心を育ててもらいたい。 3-3  

◆ 国際よりもまず国内からの誘客優先。 3-3  

◆ 国内、国際交流推進して、栗原市にいくら位の経済効果あった。栗原市内にいくら金落

ちたの？ 
3-3 

 

◆ 国内交流は大変良いと思うが、国際交流、インバウンドには慎重にしてもらいたい。 3-3  

◆ 中国が台湾に武力侵攻するということがあれば、沖縄に大きな影響があり、中国が真っ

先に攻撃するのは嘉手納基地や普天間基地等の米軍基地なのでしょう。日本が戦争に巻

き込まれるかも知れないので、台湾有事＝日本の安全保障だと考えるため、相互国際交

流は続けて欲しいと思います。 

3-3 

 

台湾旅行業者へのセールスによるインバウンド誘客の推進と受入環境の整備 

◆ インバウンド、治安は…？対策は…？ 3-3  

◆ インバウンドよりも地元民のにぎわいを増やして欲しい。 3-3  

◆ 外国の方を案内するとしたら、私は栗駒山くらいしかない。実際そうだった。（あと一

関・平泉の方、有名だからそっちに行ってしまう）米を売りに出すなら、食べ物とか力

入れてもいいかも。 

3-3 

 

◆ 栗原市は台湾人にとって魅力ではないと思う。とんちんかんな取組。ただただなぜ？と

思う。意味がわからない。 
3-3 

 

◆ 台湾以外にはないのでしょうか？ 3-3  

◆ 台湾旅行業者へのセールスによるインバウンド誘客の推進と受入環境の整備 3-3  

その他 

◆ ３５とほぼ同じ。 3-3  

◆ 意味があるのか！ 3-3  

◆ 外国語の教育、外国の文化の教育を小学生からしてほしい。 3-3  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 3-3  

◆ 継続 3-3  

◆ 最近、問題になっている迷惑外国人による問題行動（ゴミのポイ捨て、自然や文化財へ

の破壊行為、犯罪等）には十分注意して、取り締まってもらいたいと思います。 
3-3 

 

◆ 実体が分からない。 3-3  

◆ 宗教施設の建設は中止の方向でいっていただきたい。 3-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 
施策番号 件数 

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します 

【国内・国際交流の推進】市民の「おもてなし意識」を高めながら、自然環境の豊かさや歴史・文化を共有できる

国内・国際交流の推進と、インバウンドの誘客促進に取り組みます。 

◆ 難民受け入れと誤解されない事業。 3-3  

◆ 他よりまずは市内を充実させて下さい。 3-3  

 

  



215 

 

問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 件数 

小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推進します 

【コミュニティの活性化を支援】「自助・共助・公助」に加え、これまで培ってきた「近助」の精神を財産に、コミ

ュニティの活性化につながる活動を支援します。 

自治会より小規模な体制による助け合い活動に対する支援として、ご近所助け愛交付金を、コミュニティ組織一括

交付金メニューに追加 

◆ 近所の活動に対し、支援（金）を削っていると聞く。見直してもらいたい。 1-1  

◆ ご近所助け合い、交付金などで地区の行動が増えた。 1-1  

◆ 支援と言うが、お金のない人から交付金を、取るのは、おかしい。 1-1  

◆ 自治で活用出来る交付金への支援 1-1  

◆ 金で解決するだけでなく、気持ちや楽しさで人が動きたいと思うコミュニティの構築。 1-1  

その他 

◆ 今まで何が不足したから「近助」を増やし、いつ何をすることを「近助」というか具体

的に。 
1-1 

 

◆ 上手く（自治会）運営してればよい。 1-1  

◆ 主な取組に同じ 1-1  

◆ 活性化支援の幅を広げて欲しい 1-1  

◆ 業務にたずさわる人材の確保 1-1  

◆ 近隣コミュニティは若者、又、時代の流れで希薄になってきているので、押しつけでな

く誰もが参加したくなる政策をして欲しい。 
1-1 

 

◆ 近隣住民同士の助け合い、声がけはコロナ以来薄れているように感じる。 1-1  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 1-1  

◆ 区長や民生委員さんが大変そうでやりたい人がいないと聞きます。改善して欲しいで

す。 
1-1  

◆ 継続 1-1  

◆ 高齢者と若い人の壁を感じます。別々にコミュニティあっても良いかも。 1-1  

◆ ゴミの日に当番でカギ開け、６：３０～７：００までいないといけない。子育て中なの

で大変だが分かってもらえない。 
1-1  

◆ コミュニティー組織の高年齢化が見られるので、別の方法を考えて。 1-1  

◆ コミュニティが重要。やはり高齢の一人暮しが増えるので、ますます助け合いが重要。 1-1  

◆ コロナになってから活動低下。活動あっても参加しない方が増えた。人間関係のつり合

いが取れなくて、かかわりあるのがわずらわしくなっている。 
1-1  

◆ 自治会活動は良く行動していると思う。 1-1  

◆ 自治会自体が人口減などの社会の変化に適応できていないのに、どんなものでしょう

か。自治会を強化改善しないといけないと思いますが。 

1-1 
 

◆ 地域の人口が少なく、自治会そのものが維持できない。 1-1  

◆ 地区活動もマンネリ化している 1-1  

◆ 道路法面草刈りへの助成。農家の負担となっている。 1-1  

◆ どの地区も精一杯がんばっていると思う 1-1  

◆ 早くやってほしい。 1-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 件数 

小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推進します 

【コミュニティの活性化を支援】「自助・共助・公助」に加え、これまで培ってきた「近助」の精神を財産に、コミ

ュニティの活性化につながる活動を支援します。 

◆ 私の自治区は小さいのでコミュニケはできていると思う。 1-1  

 

 

 

 

 

 

  



217 

 

問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 件数 

小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推進します 

【地域の活性化を支援】地域の課題解決に市民が主体的に取り組むことを推進します。 

花山地区「小さな拠点」づくりの推進 

◆ 住民自身が自立する手段として重要なため、他地区でも実施してほしい。 1-2  

地域おこし協力隊員の積極的な受入と活動及び起業への支援 

◆ 隊員への指導。騒音、夜の時間に対する意識。 1-2  

◆ 地域おこし～が何をやっているか良く分からない。 1-2  

◆ 地域おこし協力隊員と地元の若者を積極的につなげる。 1-2  

◆ 地域おこし協力隊員の給与が高額なのに対して、どんな活動をしているのか、また、市

に対してどんな効果が出ているのかがいまいちわからないので明確にしてほしい。 
1-2  

◆ 地域おこし協力隊というよりは、移住者を受入して欲しい。 1-2  

◆ 地域おこし協力隊も助成がなくなればすぐに居なくなる。根付いていない。 1-2  

◆ 人が少ない地区などに観光で行く様に。 1-2  

その他 

◆ 一部への支援になっている 1-2  

◆ 主な取組に同じ 1-2  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 1-2  

◆ 継続 1-2  

◆ 交通手段がないこと。支援者の数増やす。ＰＲ活動。 1-2  

◆ じっくり話をする時間が作れないのが現実。コミュニケができてるのが親世代！ 1-2  

◆ 地域の意識に格差があるように思える。 1-2  

◆ 地域の活性化の支援というと、行政の丸投げが目立つ。まるで下請け業者に任せている

ように思う時がある。 
1-2  

◆ 途絶えた神楽など復活して欲しい。 1-2  

◆ 費用対効果を示してほしい。 1-2  

◆ 防犯としての地域連携を強く望みます。 1-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 件数 

小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推進します 

【特色あるコミュニティ活動への支援】地域の個性ある魅力的な取り組みを支援し、地域間の連携を促進しま

す 

自主的なコミュニティ活動に対し、コミュニティ組織一括交付金を交付 

◆ 金で解決するだけでなく、気持ちや楽しさで人が動きたいと思うコミュニティの構築。 1-3  

◆ 交付金支援取り組みには考えるところがある。 1-3  

◆ コミュニティ組織いいが、市民に分かりづらいのでは？！ 1-3  

◆ それだったら事業としてやりたい。 1-3  

◆ 納税組合への交付に代わる交付金の明確化 1-3  

その他 

◆ 意義ある取組みは紹介してほしい。 1-3  

◆ 一部の地域のみ活発化しているように思えるので、意識づけが必要だと思います。 1-3  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 1-3  

◆ 栗駒だけではなく、高清水にも活気をとは思いませんか？ 1-3  

◆ 計画を持ち込む窓口は作られ相談できる状況であるか。言うだけでは前に進まない。 1-3  

◆ 継続 1-3  

◆ コミュニケのテーマを考えるのは大変。アドバイスをもらえるキカイがほしい。 1-3  

◆ 自治会役員ばかりがんばっても地域に根付いていかない。 1-3  

◆ 地区運動会はやめてほしい。高齢者で若い人は誰も来ない。準備が大変。税金で景品を

使うのムダです。 

1-3 
 

◆ 他の地域と同様、地域おこし協力隊員が必要だと思います。 1-3  

◆ 本所、支所の職員の意識が低下している。もう少し外に出て行くこと。 1-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 

 

市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 件数 

【自治会活動への支援】自治会などによる自主的な市民活動を支援し、市民が生きがいを感じ、楽しみながら

まちづくりに参加できる社会を目指します。 

集会所の新築・改築・修繕に係る経費の助成 

◆ 色々な補助金を出してもらい助かります。そのまま継続して欲しい。 2-1  

◆ 自治会館新築の際に、１世帯あたり４万円？納めました。今後同じようなことがあるな

らば費用をより助成してほしいです。 
2-1  

◆ 集会所の維持管理を地域に丸投げ状態 2-1  

◆ 集会所の新築、改築、修繕に係る経費の助成。 2-1 4 

◆ 集会所は、地区がお金を出せない所は、どうする場所もない。 2-1  

◆ 集会所を維持するための自治会費も使用したくないので出費が惜しい。地域人口減で１

戸当たりの会費が高い。助成してほしい。 
2-1  

◆ 人工減少する内集会所の必要性が低いと思う。しかし、災害時の避難所として適してい

る所は整備すべきだ。 
2-1  

集会所への設置型冷暖房機器の整備費用に対する助成 

◆ 集会所にエアコンつけてほしい。 2-1  

◆ 高清水の集会所はクーラーをつけるとブレーカーが落ちるのか…？選挙の時暑かったの

で改善して欲しい。 
2-1  

地域コミュニティ活動の活発化と、特性を生かした地域づくりを推進するため、集落支援員を配置 

◆ 各自治会に人が足りなくなってきている。 2-1  

◆ 高齢者が多い地区だと動ける人がいなくなるので、人の支援が必要になると思う。 2-1  

◆ 支援員配置は業務に負担あり。更に自治会で行事を増やすのも負担あり。小さな輪から

口コミで広がる活動から活発化になれないか。まずは自分自身で取り組んでみようと思

ってます。 

2-1  

◆ 自治会の役員等も高齢化しているので、若い人を巻き込みながらの活動が目指してほし

い。 
2-1  

◆ 集落支援員の配置状況を市民に広く周知する 2-1  

◆ スタッフの支援がほしいです。 2-1  

その他 

◆ 各自治会館を市長が見て廻ると良いと思います。主に古い建物から。 2-1  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 2-1  

◆ 支援がほしい。 2-1  

◆ 自治会、町内会はこれから維持が難しい 2-1  

◆ 自治会が社会の変化に適応できていないと思います。構造改革や意識変化を進めないと

運営自体が形がい化していくのでは。 
2-1  

◆ 自治会活発化 2-1  

◆ 自治会の前に近所間の交流がない共同の畑を活用する等 2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 

 

市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 件数 

【自治会活動への支援】自治会などによる自主的な市民活動を支援し、市民が生きがいを感じ、楽しみながら

まちづくりに参加できる社会を目指します。 

◆ 志波姫の公園遊具は何年もひもでしばられ遊ぶことが出来ない状態（御蔵西農村公園）

子どもも出かける場所がないのに、地域交流なんてあるわけない。早く改善してほし

い。 

2-1  

◆ 集会所よりもゴミ集積所をカラスの害を防いでほしい。 2-1  

◆ 大変助かりました 2-1  

◆ 楽しみよりも働きながら、子育てしながらの自治会活動に不安と負担を感じています。

両立できるようなコミュニティを考えたいです。 
2-1  

◆ 一人一人の多様性を受け入れられる活動を。役割の押しつけはやめてほしい。 2-1  

◆ 貧困で生きがいがない。 2-1  

◆ 笛吹けど踊り踊らずの自治会が多いのでは。会の幹部の教育指導も必要ではないか。優

良会には報奨金を出すとか考えたら良いのでは。 
2-1  

◆ まだまだ進んでいない地区ある。（選挙の時に頼まれる方も来る方も大変そうです。早く

にやってもらいたい。） 
2-1  

◆ 昔からの考えが根付き参加できない。農家中心である。 2-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 件数 

市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 

【公益活動を行う団体の育成】公益活動を行う団体などの育成に努め、協働のまちづくりを進めます 

自治会及びコミュティ推進協議会の設立支援 

◆ 高齢化が進む中で、地域の活動に自主的に参加できるような意識づくり。 2-2  

◆ 自活会も年齢高くなって、そのうち過疎地になるのでそのサポート。 2-2  

市道等の除草を行う愛護会や自治会等を側面から支援するための除草機械の貸し出し 

◆ 草が伸び放題になっていたり、ゴミが落ちていたりすると、せっかくの美しい景観が台

無しに。定期的に点検、整備、管理する仕組みがあると良い。 
2-2  

◆ 草刈り誰がするの？道路にはみ出した草、電線にからんだ草、迷惑です。 2-2  

◆ 市道等の除草を行う愛護会や自治会等を側面から支援するための除草機械の貸し出し 2-2  

◆ 除草機を使えない若者や老人が増えてきてるので、道路の除草は業者に任せたい。 2-2  

◆ 除草作業をするために人材を増やしあまり通らない道もきちんとしてほしい 2-2  

◆ 除草の頻度が少なく、子供の通学出来ない。 2-2  

◆ 除草を行う人材確保。 2-2  

◆ 側面の支援って何ですか。一回ごとにきかないと受けられないならやらないと思いま

す。 
2-2  

◆ 年々除草する方々が年を取り、若者たちが受け継いでもらえれば良いのですが、シルバ

ー人材センターに依頼してはいかがでしょう。 
2-2  

◆ ラジコン草刈り機械の貸出しをお願いします。 2-2  

その他 

◆ 各自治会に人が足りなくなってきている。 2-2  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 2-2  

◆ ごく一部 2-2  

◆ これまでの「主な取組」の効果を地域の自治会にアピールされていないように思いま

す。 
2-2  

◆ 消滅集落が多くなっている。集落や自治体ごとの対応が困難である為、市の応援が不可

欠。 
2-2  

◆ まず一歩から始まると思うので相談窓口での教育、指導が必要と思う。 2-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 件数 

市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 

【男女共同参画の推進】男女が互いに尊重し、対等な立場でまちづくりに取り組むことを推進します 

◆ 未だに男尊女卑的は考えを持っている市民も多いため、取組をさらにアピールしてほし

い。 
2-3  

◆ 主な取組に同じ 2-3  

◆ 共同参画に取り組んでから何年にもなります。もう充分です。他に予算を回して下さ

い。もういらない予算です。 
2-3  

◆ 国や全国の自治体で女性管理職の割合を高めることに躍起になっているが、慎重に進め

てもらいたい。栗原市として感じたことはないが、学校長の中には管理職として適格性

や品性に欠けると思う女性が散見される。栗原市では今後も適確性・品性を大切にして

登用してほしい。本来、能力があれば男女にこだわる必要はないと思うのですが。 

2-3  

◆ 社会的に浸透しつつある事柄。市としてとりわけ比重を置くことは無い。 2-3 2 

◆ 推進しなければできない事でしょうか？ 2-3  

◆ 住みやすい市をつくるなら重要なことだと思います。 2-3  

◆ 組織作れば良いのか？ 2-3  

◆ 対等な立場で意見が言える場も機会もない。 2-3  

◆ 男女共同参画という女性優遇偽善施策をする金額があるなら子育てに回せ 2-3  

◆ 男女共同参画はムダ！無くした方がいい。 2-3  

◆ データを是非見たいですが、今までしっかり見ず反省しています。改革を進めるパワー

をあまり感じませんでした。 
2-3  

◆ 何をしているか分からない。 2-3 2 

◆ まだ男女は対等な立場になれてないのでしょうか。 2-3  

◆ まちづくりをする人の確保。 2-3  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 件数 

市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います 

【行政サービスの充実】多様な市民ニーズを把握して、満足度が高まる行政サービスを提供します 

各種証明書等のコンビニ交付サービス実施 

◆ コンビニでもっと取れるようにしてほしい。（平日には大変） 3-1  

◆ とてもいいと思います。料金はコンビニの方が安い。市の職員の負担も軽減される。 3-1  

税・各種料金のコンビニ収納サービスの実施 

◆ 期限が過ぎてすぐ使えなくなるので、コンビニ払いの期限を少し長くして欲しい。 3-1  

◆ コンビニ収納サービス良い。交付サービスは良くない。 3-1  

その他 

◆ 主な取組に同じ 3-1  

◆ 外出が困難のための方法。字が書けなくなった人のための方法。 3-1  

◆ 行政のサービスとは便利や手軽さだけでなく、窓口での対応の安心さが大切だと思う。

職員の日々の業務は大変だが、対面での対応も大切だと思う。 
3-1  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 3-1  

◆ 栗原市１つできないやつあったので、全部できるようにしてほしい。市職員による差を

何とかして欲しい。 
3-1  

◆ 継続して下さい。 3-1 2 

◆ 高齢者が利用しやすいサービスを 3-1 3 

◆ 市民から少し遠い存在と思う。公的サービスのみならず、一般質問の相談窓口のように

間口を広げた「誰でも窓口」のようなもので相談できれば身近に感じてくるのでは。 
3-1  

◆ 市役所に行く。 3-1  

◆ タクシー券の利用はとても生活に役立つ。 3-1  

◆ 使い方の説明をするとか。 3-1  

◆ 土・日・祝日も市役所業務をしてほしい。平日は１０：００～１９：００まで受付して

ほしい。 
3-1  

◆ ニーズに対応できる職員教育、役所のまわりをきれいにして下さい。 3-1  

◆ 非課税世帯で納付自体きびしい。しかも無職で障害者。 3-1  

◆ 窓口対応は残して欲しい。 3-1  

◆ わからない 3-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 件数 

市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います 

【広報・広聴の充実】市民との情報共有を高め、市民の声を市政に反映させる仕組みを充実させます 

「テレビ回覧版」によるデータ放送発信 

◆ ①５ｃｈ②ｃｌボタン③決定を押しても１回では出ず、何回も押さなければならない。

良い方法があれば教えて下さい。 
3-2  

◆ 防災無線が聞きづらいので、高齢者にはテレビ回覧板があると視覚的に良い。 3-2  

広報「くりはら」の発行、Facebook・LINEによる市公式情報発信を実施 

◆ LINE にてくりはら市の情報を受け取っているが良いと思う。 3-2  

◆ ＬＩＮＥ利用しています。広報が毎月１日に届くのと、インターネットでもすぐに見る

ことができて便利です。栗原市の今がわかって気に入っています。 
3-2  

◆ ＳＮＳの充実 3-2  

◆ 広報くりはらをくまなく読む人、読まない人に２分化されていると思う。特に高齢者。

スピーカーによる広報はよく聞き取れないので、緊急の場合に困る。 
3-2  

◆ 広報たのしく読んでいます。 3-2 2 

◆ 広報は読んでいますが、他のことについては無知（無関心）でした。 3-2  

◆ 市のＨＰに知りたいことがひとつも載っていない。調べようと思っても何に役にも立た

ない。 
3-2  

◆ 市民の声が本当に届いているのか実感が湧かない。ネット環境のない人にも情報が伝わ

るようにしてほしい。 
3-2  

市政懇談会による市民との意見交換を実施 

◆ 意見交換やなんでも窓口は良い事だと思うが、利己的な意見も可能性があるので、聞き

上手な対応をしてほしい。自治会からの収集もいいのではないか。 
3-2  

◆ 市政懇談会の休日開催を望む。（平日実施は廃止すべき） 3-2  

◆ 生の声を聞いて、本当に何が優先なのかをして欲しい。 3-2  

市政への意見受け付け窓口「なんでも窓口」設置 

◆ 「なんでも窓口」の職員が各行政区に出向いて行く、持っているサービスが多すぎる。 3-2  

◆ 相談しても未来の事は分からないと言われた事がある。相談になっていない。 3-2  

◆ どこの地方のホームページも同じように知りたい情報がみつからない。直接聞くことが

できる市役所員のオペレーターが欲しい。 
3-2  

◆ まず一歩から始まると思うので相談窓口での教育、指導が必要と思う。 3-2  

その他 

◆ 主な取組に賛成 3-2  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 3-2  

◆ こうしていきたい、良い結果のみでなくありのまま、日常の貴さをたまに取り上げて

は？ 
3-2  

◆ これらの件はいいのですが、テレビに栗原市をもっとアピールしてほしい。県南地区は

特産物などの紹介してます。 
3-2  

◆ 市民の声を受付する機会を増やすべき。まだまだ栗原市は住みにくいと感じるが、思っ

た時に意見を出せる場がたりていないと感じる。 
3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 件数 

市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います 

【広報・広聴の充実】市民との情報共有を高め、市民の声を市政に反映させる仕組みを充実させます 

◆ 情報発信や意見反映。 3-2  

◆ 全て電子化してはどうでしょうか。 3-2  

◆ 誰でもわかりやすいやり方で。 3-2  

◆ 続けていただきたい。 3-2  

◆ 取り組んで欲しい。 3-2  

◆ 防災無線、毎回何を言っているのか全然聞こえません。毎戸につけて欲しいです。 3-2  

◆ ユーチューブで発信してほしい。栗原市のが欲しい。 3-2  

◆ ラジオ持ってもいいのではと思う。 3-2  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 
施策番号 件数 

市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います 

【健全な行財政運営の推進】徹底したコスト削減を行い、効率的で安定した行財政運営に取り組みます。 

デジタル技術の活用による業務の効率化 

◆ 効率化した時間はどこに当てられるのか。 3-3  

◆ 高齢者や、デジタルに弱い人の事も、考えてほしい。 3-3 3 

◆ 消滅するところはして、力を入れるところは入れて欲しい。特にデジタル部分。電話の

窓口も AI にして、職員最初電話でなくても良いのではと思う。 
3-3  

◆ 職員の数を少なくする。デジタル化で効率上がっている。市議会員の年齢決める。７５

才とか７０才。 
3-3  

◆ デジタル．ＡＩ化と同時に市役所員によるアナログな業務も推進してほしい。 3-3  

◆ デジタル技術を導入しても、旧来の方法と併用しているため、逆にコスト増になってい

るのでは。また、職員一人当たりの業務量が増え過ぎている。（市職員の友人も会うたび

疲れ切っている。職員を大切にした方が良い） 

3-3  

◆ ペーパーレスの時代にどうでも良い報告などが郵送されて、紙代、郵便代などがもった

いない。まとめられるものは、まとめてほしい。無駄なカラー広告、印刷ももったいな

い。 

3-3  

庁内業務量調査と業務改革の実施 

◆ 市内経済を疲弊する様な事の無いよう業務改革の実施に取り組んで欲しい。（市内の民間

企業が賃上げ出来る様な施策の実現を即効的に展開されたし。） 
3-3  

◆ 市のマンパワー・税収には限りがある。全ての事柄に中途半端な関与はしない方が…。

やはり仕分けは必要と思う。 
3-3  

◆ 人件費削減、民間委託業務へ移行。 3-3  

その他 

◆ 主な取組に賛成 3-3  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 3-3  

◆ コスト削減、今後も継続願います。 3-3  

◆ コスト削減により、不適切な人員削減、その一方で必要だからと不十分な能力または不

適格な人員の配置になっていないでしょうか。また過剰な労務作業量になれば職員は疲

弊しますよ。 

3-3  

◆ コスト削減はして、なおかつ安定した行政に期待します。 3-3  

◆ 今後も透明性でいてほしい 3-3  

◆ 市町への情報提供（理解を深めてもらうための表現の工夫） 3-3  

◆ 生活が苦しくて働いている市民が多いが、非課税世帯にガソリン、灯油、物価高に対す

る給付金の件で、非課税世帯に限らず全市民に市民、世帯に給付してはどうか？非課税

世帯だけが苦しいのではないので、平等に考えるべき！！ 

3-3  

◆ 三つの項目を確実にお願いします。 3-3  

◆ わからない 3-3 3 
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

放射能対策プロジェクト 放射性物質による不安を解消し、安心して暮らせるまち 
施策番号 件数 

 

【安心・安全な暮らしの維持】福島第一原子力発電所からの放射性物質拡散による汚染被害への対策に努め、

安全・安心な暮らしを守ります。 

市独自の大気中放射線量測定と測定結果の公開 

◆ 現状、放射線に関しての関心が薄れているので、もう公開しなくてもいいのでは。 1-1  

◆ 県で取り組んでいる事に二重に経費を使わない。県公表で十分でないか。 1-1  

◆ 測定結果だけでなく、こんな時にはこういう注意をなどだと、主体的に対応する気が増

すかも。（まちがってたらすみません） 
1-1  

◆ 測定結果の今までの要公開 1-1  

◆ 定期的に検査して欲しい。（色々なところで。） 1-1  

◆ 放射線の数値は正確に発表して欲しい 1-1  

自家消費食品の放射性物質測定と測定結果の公開 

◆ 自家消費食品の放射性物質測定と測定結果の公開 1-1  

◆ どこに持っていけば測定してくれるのですか？ 1-1  

◆ 放射線物質は大事だと思う。数字的には分からないけれど、子孫代々注意物質かも知れ

ない。スーパーに行って福島に応援しようと思っても、福島産と表示を見ると買わない

自分が情けない。 

1-1  

◆ 昔から細倉鉱山からのカドミウムのこともあり、食の安全に注意する素質はあると思う

ので、+αで更に気を付けてほしい。 
1-1  

◆ 野生動物、きのこ類の測定、公開 1-1  

セシウムの吸収抑制に有効な塩化カリウムを農地へ散布 

◆ 散歩じゃなく配布してるだけ。 1-1  

その他 

◆ 〔美しい景観の保全・維持〕の取り組みとあるが、そもそも人体に安全でない放射性物

質を青森県六ケ所村の日本原燃と茨城県東海村の日本原子力研究開発機構の施設で一時

貯蔵するような、また大きな地震が起きた場合に市民が被爆してしまうような事はやめ

て欲しい！！絶対に市内には持ち込まないでいただきたいです。 

1-1  

◆ ＨＰ内でもう少しわかりやすく公開してほしい。公報の放送でも伝えてほしい。 1-1  

◆ あまり実感がない。 1-1  

◆ 稲わら安全 1-1  

◆ 公には語られていないが、この辺もまだ放射線の危険があるのですか？！今後も放射廃

棄物は受け入れてほしくない。 
1-1  

◆ 汚染稲わらの処理。 1-1  

◆ 汚染被害物の早期の撤去 1-1  

◆ 具体欄を書くのにつかれた。 1-1  

◆ 継続して下さい 1-1 2 

◆ 原子力発電所の稼働の阻止。 1-1  

◆ 原発事故からかなり時間が経っているため、段階的に縮小しても良いのでは。 1-1  

◆ 原発のない県が汚染土壌や核廃棄物の受け入れする法律のための陳情活動とＰＲ。 1-1  
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問 12 栗原市が進めているまちづくりについて（自由意見一覧表） 

放射能対策プロジェクト 放射性物質による不安を解消し、安心して暮らせるまち 
施策番号 件数 

 

【安心・安全な暮らしの維持】福島第一原子力発電所からの放射性物質拡散による汚染被害への対策に努め、

安全・安心な暮らしを守ります。 

◆ 公番不在の町などは、安全・安心な暮らしとは少しレベルが落ちる。それを補う組織や

活動も求められてくると思う。自治会に組み込まれても良いと思う。行政の届かぬ所に

も目を配ってください。 

1-1  

◆ 市内のどこに汚染稲わらがあるか示してほしい。 1-1  

◆ 畑岡地区に汚染ワラがまだ、ビニールハウス内に有る。ねずみ等でビニールに穴があい

ている。早く無くしてほしい。 
1-1  

◆ 東日本大震災の時、原発の情報があまりなかったし、テレビやケータイ使えないから分

からなかった。何かあった時の情報伝達のシステム。 
1-1  

◆ 昔にいなかった虫が増えている。対策を。 1-1  

◆ わからない 1-1 2 

◆ わかりやすい情報提供。 1-1  
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⑭普段感じていること、今後取り組んでほしいこと 
自由記述一覧 
 

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

1 

◼ 環境保護を謳いながら、山の木を切り倒して太陽光発電を進めるのは本当に環境を保護するもの

でしょうか?パネルの処分はどうするつもりなのですか？むしろ水田の為の水路での水力発電の

方が良いと私は考えます。 

2 

◼ 【普段感じていること】若い人が働く場所が少ないため、地元に残らず出て行ってしまうのが残

念。空き家が増えてきていること。都会から居住者が増えてきているのはとても良い。新幹線の

駅があるのに、駅前に人が集まれる店や施設が少なく、もったいないと感じる。交通の不便さ、

車のある人はいいが、車がないと移動が不便な地域がある。住みたい田舎ランキングに選ばれた

ことは素晴らしいので、そこを生かした他にはない栗原市独自の取り組みがあると良いと思う。 

◼ 【今後に期待していること】雇用創出―新幹線駅周辺に、カフェ・物産館・小規模オフィス・テ

レワーク拠点など、若者が働ける場所や起業しやすい環境を整備してほしい。地元企業や農産

物・特産物と連携した企業の拡大など。駅前開発―駅前広場にマーケットやイベントスペース、

観光案内所を設置し、観光客・地元住民ともに立ち寄れるにぎわいの場をつくってほしい。駐車

場・送迎スペース・バスとの接続など交通の利便性を高めてほしい。まずは駅前から活気づけて

いくと人の出入りが増えてくると思う。子供の遊び場―滑り台やロープクライミング、ターザン

ロープなど体を使えるアスレチック遊具を備えた公園を整備してほしい。水遊び場や日陰になる

屋根、トイレ・授乳室などの設備も充実させてほしい。運動不足、肥満防止のためには遊びなが

らでも幼少期からの運動習慣が必要と考える。スポ少送迎バス―種目、市大会県大会など差別な

く無料に統一して欲しい。家庭の負担なくし、子供が平等にスポーツを続けられる環境を望む。

ペットの施設―小型犬・大型犬を分けたエリア、洗い場やベンチを備えたドッグランを設置して

ほしい。ペット連れでも利用しやすい散歩コースやカフェなども併設されると良い。高齢者憩い

の場―囲碁・将棋・体操・趣味活動などができるサロンや交流スペース、屋内外で休めるベンチ

を増やしてほしい。だれでも気軽に立ち寄れる「くりはら市のまちの縁側」のような場所がある

と良い。世代間交流―核家族が増えて来ているので、老健施設の敷地内または隣接地に保育園や

子どもスペースを整備し、高齢者と子どもが自然に触れ合える環境があるとよい。読み聞かせや

園庭交流など、世代間の交流プログラムを定期的に実施できるとよい。 

3 

◼ 空き家対策をしっかりやってほしい。獣の住みかになっている。火事の危険。木や枝がはびこ

り、交通の障害になっている。持ち主に何度も連絡を取り、対策してほしい。 

◼ 獣に人間の生活が脅かされている。しっかり対策してほしい。地域の特性から早急に対策を！国

や県の指示待ちではなく！放送もＰＲを流すのでなく、クマがどこに出たか知らせてほしい。 

◼ 物価高に伴い子供たちの給食が足りていないと聞いた。何とか補正予算など組んでできないだろ

うか。栗原市の給食も無料はものすごくありがたいと思ってますが。 

◼ 築館バイパスの早期実現を！３０数年待っても実現されない。 

4 

◼ 新しく移住される方、観光でいらっしゃる方、お子さん方を大切にされることは分かりますが、

同時に今住まわれている方が生き生きと満足されている姿がなければ伝わらないと思います。今

住んでいる方を大切にしてほしいと思います。市の方（支所、市役所の窓口のこと）の一言で心

が洗われたことが何度もあります。 
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美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

◼ 働くところがなければお若い方はお出でになりません。せめて働くところへ通えると良いと思い

ます。 

◼ 市内にいても他の地域へ気軽に行けません。市内の者同士も行き来しやすいと嬉しいです。 

◼ 周りに住んでいる方が年齢的に先輩が多く、あまり思ったことが言えません。他地域から戻って

来たのですが、もう少し柔軟で気軽にしたいことを試せる雰囲気を作っていければと。 

◼ うちのゴミのほとんど雑草などです。なので減量化といわれても難しいです。自然の中で生活し

ているので。 

◼ 他地域でも活動しており、栗原市では毎日のお米、野菜、自然、畑仕事、生き物でほっと息がつ

けます。日常のありがたさを教えてもらっております。多々失礼、おゆるし下さい。 

5 

◼ 荒れている土地が多い地域では手が出せない荒れ様で市の方でなんとかならないのかと思う。 

◼ 子供達が休日、ゆっくり遊べる大きい公園が欲しい。家でゲームばかりしていることが多い。若

柳のくりでん公園のような所が、他地域でもあると良い。 

◼ 年金で生活している方にも、色々、力を入れて欲しい。ギリギリの生活をしている方が多く病気

などすると、本当に大変だと思う。 

◼ 農家は米価格が少し上がっても、苦しい生活のまま。小さい農家にも支援をしてほしい。 

◼ 熊、イノシシなど農作物だけでなく、人の命にかかわる所なので、そこもお願いしたい。 

6 

◼ 再生可能エネルギーについて、太陽光パネル（メガソーラー）や風力発電の推進はしないでほし

い。栗原市は自然豊かな町であり、それが魅力なのだから、自然破壊につながることはしないで

ほしい。 

◼ 国際交流やインバウンドを否定するつもりはないが、過度な推進はしないでほしい。今、アフリ

カホームタウン問題が全国的に話題になっているが、栗原市もひそかにそっちの方向に進んでな

いか心配である。栗原市に住む日本人が不安を感じない程度にしてほしい。 

◼ 今の自然環境を維持し、農業を守り、子供達が栗原市の魅力を語れる未来になってほしい。 

7 

◼ 自然豊かで住みやすい。 

◼ もう少し子供が遊べる場やお店を増やし、発展してほしい。（テレビで映った為、店や子供が遊べ

る場が増えると人も来るだろうと思う） 

◼ 介護施設等での人材不足の為、増やして欲しい。（現時点で人が不足している為）介護現場で高齢

者の職員が多く、負担がかかっている。 

◼ 米が沢山とれ、とても満足している。 

8 

◼ 土地があるのに有効活用できていない。 

◼ １８才まで医療費の無償化など、子育て世代にとって良いことはあるが、現役世代（働き世代）

に還元されていると実感できるものがない。 

◼ 自然豊かな場所で住みやすいけど、最近、ソーラーパネルが増え過ぎで景観が台無しではない

か。 

9 

◼ 移住して来た方への援助はたいへん大金を使っている様ですが、今、ずーっと栗原市に住んでる

住民にはあまり生活が楽になる金銭的な支援がなく、年をとり、年金だけでは暮らせないと思い

ます。それを考えると生きてるのがつらくなります。住民ひとりに金銭的な支援を強く望みま

す。外からの人間を希むのではなく、今住んでいる老若人が栗原から出て行かない様な町作りを

期待したいです。何かかたよってる、住みづらいと思います。この町には何も楽しめる物があり

ませんよね。毎日が不安です。 

10 ◼ 駅前開発（くりこま高原、有壁、瀬峰）を期待しております。 
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美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

11 
◼ 大きな公園がほしい。犬の散歩やジョギング、ウォーキング、ベンチで昼寝…。堤防などウォー

キングできるように。 

12 

◼ くりこま高原駅周辺の活性化計画ですね。なら、東北本線瀬峰駅周辺も活性化計画することを願

います！カーブミラー設置に関する項目がありました。電気ヒーター付カーブミラーがいいと思

います！ 

13 
◼ くりこま高原駅が廃線になるとさらに住民が流出してしまうと思うので、くりこま高原駅の利便

性が低くならないよう、お願いします。 

14 

◼ 栗原市が好きです。程良く静かで自然もあり、一関や仙台にも行きやすいので、買い物（ちゃん

とした日常外のショッピング）をするにも便利です。もう少し里山、田園都市として環境を整備

してほしいです。 

◼ また、高齢者が多い中で、高齢者の方の日常生活に困らないような交通サービスやコミュニティ

の形成に重点をもっと置いてもらいたい。 

◼ 子育て支援は未就学までは大変充実してるように思うが、その後小～高校までの支援が、給食無

償化やタブレットの支給などモノを与えるだけの安易なものになっていて、本質的な子供達への

支援になってないと思う。 

15 

◼ 栗原市は居住して６年が経過しますが、住みにくさを感じます。お店が少ない（ファストフー

ド、コーヒー店、洋服、雑貨、ギフト贈りもの店、ウーバー使用可能店、ネットスーパーなど）。

病院が少ない（小児科、ヒフ科、耳鼻咽喉科、歯科、婦人科、産科など）。公園が少ない（除草管

理や、遊具がない、若しくは使用不可が多く、室内遊びが出来ず、雨天時や高温時期に遊べる日

陰付きの公園はどこもないように感じる）。築館や若柳は少し店舗や人の入りはあるようだが、志

波姫はくりこま高原駅があるのに活性化されていないので、周辺を利用すべき。人の流れを造れ

るように公園や休憩所に併設するような店舗の誘致を呼びかけてほしい（駅周辺）。夕方、夜間は

真っ暗な道路、歩道で不気味な街になっている。街灯はＬＥＤやソーラーなどを点灯するように

してほしい。刈敷産業前の交差点は交通量も多く、毎年必ず５回程の事故があるにも関わらず、

信号機などの対策がなされていない。考えてほしい。交通量調査をしてほしい。助成金なども正

しく必要なところへ使われるように、今回のアンケートが活用されることを願います。ありがと

うございました。良い栗原市になっていきますように。 

16 
◼ 栗原市は栗駒山、伊豆沼に代表される、自然に恵まれたすばらしい市です。次世代の人がここに

残れる地域になるように創造して行きたいものです。 

17 

◼ 栗原市は子育てに積極的にしていますが、ただ、遊び場所があまりない。中高生も古川や一関や

仙台まで行く。小さい子供達は公園や雨が降った時に遊べる屋内施設がない。中高校生はマック

やスタバ、丸亀なども無いし、プリクラなどとれる場所も無い。くりこま高原駅まで行くのも足

がない。もう少し中央病院の辺りに何か欲しい。 

18 
◼ 栗原市は特に生活困難な地区ほど、高齢者が進んでいるので空家対策も含め土地の（山も）荒れ

具合が気になっている。 

19 ◼ 公共交通の整備。情報通信強化。自然との共存（太陽光、メガソーラー、電気自動車反対） 

20 

◼ 交通の便が悪いと思います。栗デンがなくなり、バスがなくなり、高齢化になるにつれて病院へ

行く時はタクシーを使い、タクシー券があるから今は助かってますが、若い人がいないと、今後

何もできない生活になります。子育てに力を入れることはとても良いことだと思います。今後は

老人の住み良い栗原にも目を向けてほしいと思います。 
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21 

◼ 高齢者が多い地区での広域道路の荒地化、農業者がいなくなった所での野生動物の量の多さ、表

面だけの改築では解決できない現実。これまで農地を守り、道路肩の草刈りなど、集落の保全に

つとめてきたのに、年齢と共に荒れていく現況をみるのはつらいものです。あまりにも広い”

市”を守る姿勢に理解するものの、現実と向かい合う悲しさは老人だけのものでしょうか。あの

清らかな農地と集落のなごみ昔話で終わるの… 

22 

◼ 子供が関東で暮らしているが、栗原市の今後を考えると戻って来れないと話している。築館（栗

原市で中心）も数年後には今の花山のようになるのでは。病院や教育、買物等、どんどん不便な

町になるかと不安で、家族で戻ることを決断出来ないそうです。私達も今後高齢になることを考

えると、本当に不安でしかない。市長、議員の方々には当選して終わりではなく、今後の栗原の

為に本気で取り組んで欲しい。一般市民に伝わる行動、情報を！！ 

23 

◼ 子供達が安心安全で遊べる場所がないので、施設苑内・苑外で過ごせる場所がほしいです。若柳

には、スーパーが一か所しかない為、川南の人が橋を越えてこなければならない現状。高齢者の

方達が気軽に買い物できるスーパーがあったらいいと思います。若柳にも食べ物屋さんがあった

方が良いと思います。例えば回転寿し、焼き肉屋さん・ラーメン屋さん同じ敷地内。 

24 

◼ 自然が豊かでありながら、電車や新幹線ですぐ移動ができるので住むのには良いと感じている。

反面、地元の移動には現状で車が必須で、自動車の運転が危険でも手離せないでいる人が多い。

バスの本数やコースも決して充実してはいないところを不便と感じている。 

◼ 栗原市に限らず、子育て世代に対して支援の充実を目指しているが、生涯独身でいる人や、一人

になった人もいるので金銭や金券の配布ではなく、住む町が活気付くことに力を入れてもらいた

い。 

25 
◼ 耳鼻科クリニックの誘致。志波姫地区に公園を作ってほしい。くりこま高原駅前周辺をもっと人

が集まるような魅力的なエリアにしてほしい。 

26 

◼ 省エネ家電の補助が９月～ありましたが、すぐに締め切られたとのこと。補助する金額を少額に

おさえてたくさんの栗原市民が利用できるようにしたほうが良かったのではないか？ 

◼ 環境整備…市道の整備が必要な所があると思う。確認するようにして欲しい。 

◼ また熊などの出没が多いので、外灯なども必要な所へ設置して欲しい。全体的にバランス良い取

組をおこなっていると思います。今後も市民の声を聞きながら、計画を進めていってほしいで

す。 

27 ◼ 高原駅周辺の開発 

28 
◼ 誰もが暮らしたい栗原となるように一人ひとりの意識が大切です。栗原にしかない自然の美しさ

を残し、一人でも人口が増えていくよう願います。 

29 

◼ 日本の国自体がおかしな方向へ向いている現在、田舎の栗原市だけはまともな日本の源風景を残

しつつ、昔の先人の智恵を伝えて、先人達を誇りに思える街にしていってほしいし、自分もその

一助となれる様、頑張っていきたい。人を集めて栄えることは理想で街の（市の）収入も増える

かもしれないが、東京や京都の様に治安が悪くなり、昔からの住人が住めなくなっては意味がな

い。そのバランスをとりながら市を発展させていく方法としては、やはり古を温め新しきを知る

ことを少しずつ着実に実施していくほかないと思う。 

◼ まずは道路の草刈りやゴミがないきれいな町づくりを徹底してほしい。汚い道路の整備がされて

いないところにはそれなりの人が集まり、きれいなところには品のある人が集まります。行政が

まず取り組むべきはそこだと思います。是非昔の楽しい栗原市が戻るようにして下さい。 
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30 

◼ 年々と草・木が増えているのが気になります。よく、草を刈っている（道路）時がありますが、

もう少し上まで刈れば…。木になりそうな小さな木をちゃんと切れば、大きくならないで済むの

に…と毎年思っています。（すいません、自分では出来ませんが）自分でできる事は家の側の歩道

は気付いたら草取りをしたり、雪が降ったら人が通れる様に雪かきをしたりしています。都会か

らお客さんが来た時（高原駅から築館方面）に行く時も、イオンの辺りが草が多く、恥ずかしい

ですよね。草の事ばかりですいません。でも、きれいな栗原市であって欲しいので書きました。

消しゴムが無く、汚い字で書いてしまいすいません。宜しくお願いします。 

31 

◼ まだまだ田舎である。年配の人が大きくハバをきかせていて、若い人達の成長の妨げとなってい

る。古い考え方がなくならないうちは発展しない。年寄りのわがままばかりが通るような政策は

やめてほしい。若い人が楽しくなるイベントやたてものがほしい。高原駅前の整備と４号線に道

の駅（金成あたり）ほしい。 

32 

◼ 老人が増え続け、その老人が年金だけでは生活苦になっている今、市政として解決方法を見いだ

す事に施策を講じていますでしょうか。難しい問題であろう事は知っていますが、若者が居住し

たくなる町造りを最優先に取り組んで欲しいです。市長へ。いつ起きるかわからない災害のため

に、借金を増すより子供達の元気な声が至る所で聞こえる町作りを目指して頂きたいです。 

33 ◼ 若者が安心して定住、移住できるまち創りに期待します。 

34 ◼ 若柳は取り残されて行く感じがします。ヨークベニマルが若柳になくなってから不便です。 

35 

◼ 活気がないので、隣市を見習って商業施設を増やすべき 人口減少、空き家が増えてきているよう

に思うが、何か対策を行なっているのか 市立病院の２つが数年後に診療所か廃院するという噂を

聞いたが今後はどのような政策をするのか 若者が定住もしくは地元に帰ってきたいと思える、対

策を考えるべき（何年定住したら、何か特典があるなど） 

36 

◼ 栗原市の魅力はなんといっても自然だが、それだけでは定住促進には限界があると思う。どうし

ても若い世代は便利なまちに行ってしまう。 近隣の市町での大型商業施設やチェーン店オープン

は羨ましい。どんどん栄えるのはそれはそれで栗原市の良さがかき消されてしまいそうだが、自

然と利便さが共存するまちになれば、ずっと栗原市にいたいと思う。 

37 

◼ 高校進学までは市内で過ごせても、大学進学・就職に伴い市外を出ることが多い。大学・企業が

多くある仙台とその近郊と比べて、栗原市は距離・交通費・交通機関の種類は圧倒的に不利な状

況にある。一度地元を離れても戻ってくる知人もいるが、進学先や就職先にそのまま定住する方

が多数だと思う。栗原市には 18 歳以降、市外で過ごさなければならない空白の期間があるよう

に思える。18 歳まで医療費無料や子育て支援を押し出しても、その後の定住に繋がらなければ

栗原市の人口減少に歯止めはかけられない。地元を離れても戻ってきたいと思わせるような強い

魅力が必要であり、その面では企業誘致や公共交通機関の発展等に課題があると感じる。  

◼ アンケート調査に同封されて第 2 次栗原市総合計画について、市民が目を通すには文字数ばかり

が多く、内容が分かりづらい。無作為にアンケート調査をするのであれば幅広い年代に分かりや

すく、見やすいものが望ましかった。 

38 

◼ 高齢者が運転免許証返納後に、通院や買い物で移動しやすいシステムの構築。   

◼ 廃屋化している空家の対策（災害や火災が起きたら被害が増える）。   

◼ 閉校した学校の有効利用。   

39 
◼ 国道 4 号線が渋滞しても逃げ道がなく不便。 商業施設も少なく、築館も魅力がないので、古川

へ行ってしまう。 もう少し利便性のあるくらしができるようにお願いしたい。 
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40 

◼ 思いきったまちづくりをして欲しいです。 現在住んでる住民はもちろん大切にしつつ、市外、県

外の方々にも栗原市に住みたいと思わせる大胆なまちづくりを期待してます。 可能かどうかは別

として、何年以上住んだ方には特別なサービスがあるとか、栗原市に移り住む事にした方々にも

何年か住んだら特別なサービスがあるとか、起業する人には優遇されるサービスがあるとか、何

でも良いのでこの事に関してのサービスや助成は栗原市の右に出る自治体はないよねって分野を

増やして欲しいです。 

41 
◼ 若者が栗原市に成人後も住みたいと思える施設や行事を増やす。結婚後の手当など年齢で区別せ

ず誰もが豊かに暮らせる栗原市であって欲しい。 

42 
◼ 前にも書きましたが、起こさなければ起きない公害すべてにおいて対策徹底してもらいたいで

す。 

43 ◼ 築館バイパスの早期実現 

44 

◼ 超少子高齢化社会というのも、今や栗原市に限ったことではありません。日本社会全体として子

どもが少なく、日本国内の人口がずっと右肩下がりです。スケールの大きな話に受け取られそう

ですが、本当に目を背けられない喫緊の課題です。昨今 SNS でも騒がれていることがあり、懸

念していることがあります。それは、外国人材の受け入れとメガソーラー事業についてです。近

年本当に外国人を見る機会が増えました。観光地なら話は分かりますが、市内の街中で歩いてい

る人を見ると外国人が多いです。このままでは治安の悪化や、日本人の子どもより外国人の子ど

もの数が上回る可能性があります。人手不足によって採用する職員の国籍を問わない自治体も出

てきているようです。職員は日本国籍の方でお願いします。 

◼ また、太陽光パネルも目にする機会が増えているので、栗原市の豊かな自然を破壊してまで張り

巡らすことがないようにお願いをします。 

45 
◼ 定住、移住の実現を推進しているようだが、いまいち、普段の生活で感じることが少ないです。  

広報で知ることはありますが、街歩きでも実感が湧きません。 

46 
◼ 東北の中心に位置し、栗駒山等の自然観光資源もあり、くりこま高原駅がある事で大都市へのア

クセスも容易なので更なる移住者の受け入れの強化を図ってもらいたいです 

47 

◼ 市街へのバスの運行便を増やして、交通の利便性を図り、大崎市、登米市等からも高校に通学し

やすい環境を整える。  

◼ 病院の確保。 

48 

◼ 若者の住居購入に関しての助成金の内容の改善。 移住して 3 年以内で住居購入者のみというの

が、期間が短すぎる。せめて 5 年から 7 年の間で年齢制限も 40 歳未満にしてほしい。せっかく

永住を決めたのに、助成金が出なくてガッカリした。  

◼ 空き家バンクからの物件購入のみも条件がキツすぎる。空き家バンクに関しても仲介という役割

だけで何もしてくれない。仲介するなら最後まで責任を持ってほしい。助成金の事を聞いても自

分で調べろと言われてお終いだった。やる気がない、制度が分からないまたは詳しく定まってい

ないのであれば必要ないと思う。  

◼ 子どもを産める産婦人科がないのも不便。  

◼ 子どもを遊ばせる場所がない。 

49 ◼ 4 号バイパス早期開通 

50 ◼ くりこま高原駅周辺の開発 大きい公園を作る 大手企業を工業団地へ誘致 
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51 

◼ くりこま高原駅周辺の都市化に期待します。移住定住や交流の拠点には栗駒の六日町商店街が適

していると思います。地域おこし協力隊の方々が頑張ってくれているので、様々なイベントで知

名度も上がっており、拠点として仕上がりつつあると思います。まちづくりとしては、JR くり

こま高原駅を活用し、若者から幅広い年代までの雇用を確保して欲しいと思います。仙台まで

15 分で行ける立地を魅力や強みにできるまちづくりを期待します。きっと雇用があれば、若者

は定着します。U ターンや親の介護などで戻ってきても働く場所がないとなれば、定着は難しい

です。雇用をキーワードにまちづくりをして欲しいです。国で防災庁を発足するという話も聞い

たことがあるので、岩手・宮城内陸地震を経験したまちであることを活かし、いつか来ると言わ

れる首都直下型地震にも備えられる防災の街として駅周辺を開発するのも、切り口としてはいい

のではないでしょうか。 

52 

◼ ゴミ出しの場所が少なく、頑張って遠くから歩いて捨てている方が多いです。高齢者だけの住ま

いの方方は本当に大変そうで、明日は我が身と心配です。もっと細かくゴミ捨て場の設置を希望

しております。 

53 ◼ そろそろ高原駅前をなんとかしてほしい  最近外国人が増えていますが不安です 

54 

◼ 移住してきてくれた方々が生活に困窮してしまうことがないよう、一定期間を越えても支援をし

たらいいと思います。 求人が少ないので臨時職員募集をもっと大々的に行うなど。１年のみだと

子供を預けたりする方は手続き等も大変なので半年更新の２年までなどを増やす。沼倉地区なの

ですが、市民バスがないため、スクールバスがない高校生は家族の送迎が必須になってします。

朝晩の岩ヶ崎まで往復だけでもあると非常に助かります。 

55 

◼ 移住推進として 企業誘致とかに一生懸命になるよりは、安心安全な環境 昔から変わらない風景 

を目指してもらいたいです。宮城県内でも ソーラーパネルを敷き詰めて 外観が著しく見苦しい

場所も増えて来ました。栗原は 自然豊かな田舎であって欲しいです。その為には、美味しい水 

と 豊かな大地が必須なので 水道水 地下水 井戸水の PFAS の検査をして下さい。これから先、

リモートで出来る仕事も多くなるでしょうから、治安の良い 安全な食べ物 静かな環境 の維持が

成されれば 移住して来る方も増えると思います。 

56 
◼ 外人が多いのが不安。怖い。 同性のパートナーシップはどうなのかと思う。  

◼ 街灯が少な過ぎるところがある。夜は真っ暗。 

57 

◼ 子どもが古川線で通学しています。料金がほかの市町村より安くてとても助かっています。でき

ればですが、通勤快速?的な古川駅直通運行バスがあれば良いなと思います。 東北本線の瀬峰駅

をよく利用するのですが、Suica が使えないので非常に不便です。使えるように jr に要望お願い

します。 

58 

◼ 子ども視点で、煙による喘息等の公害に対し、消防本部の担当者に、たかが煙といわれたので徹

底的に、環境科にも相談はしておりますが、法的な措置及び消防本部に対しても、軽率にワラ焼

き等と許可をださないようお願いします。 

59 ◼ 子供・高齢者が住みやすい街づくり 

60 

◼ 市内の公共交通は市民バスになると思いますが、タクシーはいずれ成り立たないように思いま

す。交通機関は通院、買い物、交流、通学、観光などに欠かせないと思いますが、自動運転や、

ライドシェアといった次の時代に考えられるものを早めに取り入れたらと思います。 

61 ◼ 自動運転バスで市内の移動を支援する 

62 ◼ 若い人が定着できる政策 
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63 

◼ 若者が洋服を買える場所が少ないのと、飲食チェーン店を増やして欲しいです。 志波姫イオンが

前のように活気が無くなっているように感じるので、上記のものを入れて人が集うところにして

欲しいと思いました。   

◼ 人手不足でバスの本数が少ないのは分かっておりますが、本数を増やして欲しいのが本音です。

なので運転手がいなくても動く自動運転バスを導入し、本数を増やして欲しいです。また、都会

のバスのように交通系 IC カードで運賃を支払いできるようにしていただけるととても楽です。 

64 

◼ 商業施設等が少ないため、市外へ行く事が圧倒的に多い。周りの方々も同様で買い物一つとって

も市内で完結できない事が多い。誘致は難しいと思うが少しでも住みやすい環境を整えていただ

きたいです。 

65 
◼ 信号の赤と青の時間配分？がおかしい箇所がまだあると思うのでその辺はなんとかすると交通の

便などもより良くなると思う。 

66 

◼ 人口が減っていくのは不可避の事実。  それを大前提とした、持続可能な町づくりを期待しま

す。  一方、移住者などの転入で自然減社会減を補う数字的な意味合いは非常に少ないが、外か

らの新風、新しい発想は必要。  従って、そのパートの予算も削らず大切にして下さい。 

67 

◼ 大型商業施設を建設して欲しい 利便性のいいところに宅地分譲地を整備する  

◼ 若者が行きそうなフェスとかを開催して欲しい  

◼ 結婚祝い金支給、恋活や婚活パーティーを月一くらいで開催。土日に開催ではなく、平日の夜と

か、土日休みの人じゃなくても行きやすい時間帯とかを希望  

◼ 教育関係では、市内教員との交流会を開き、意見交換をして情報交換する  

◼ 学校給食センターの老朽化が進み、温暖化に対応できてないと思うので、対応できる施設に建て

替える 医療関係者の専門職手当を上げて欲しい 開業医の支援金を全額支給   

68 ◼ 誰もが集える大きな公園が欲しい 

69 ◼ 道路にゴミを捨てる人やタバコをすてる人がいるのできびしくしてほしいです。 

70 ◼ 歩道の除草はちゃんとして欲しいです。子供達が可哀想です。 

71 

◼ 大きな道の駅がない。 

◼ 活気が感じられない。（商店街） 

◼ 子供がのびのびと遊べる施設がない。 

◼ 学校のフリー参観がない。 

◼ 部活の予算が部によって片寄りがありすぎ。 

72 

◼ 子供、高齢者だけでなく、すべての年齢層にも支援してほしいです。 

◼ 室内で無料で遊べる施設がほしいです。 

◼ 暗い道が多くて不安なので、街灯がほしいです。 

73 

◼ １．下水道の整備。 

◼ ２．通学路、道路の整備（歩道の確保）。 

◼ ３．子供の学力向上、定着を目指す教育。 

◼ ４．商店街の活性化。 

◼ ５．公園等の整備。 

74 
◼ 以前、話題になった「住みたい田舎ベストランキング」で第１位を獲得したことからもわかるよ

うに、この栗原市にはまだまだ伸び代があると私自身は思っております。実際に住んでみるとと
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ても過ごしやすく、良い町であることを実感しています。そういった栗原市の良さを、これから

移住して来られる人にも伝わるような取組がこの先必要だと考えています。 

75 ◼ 国道４号線を２車線にしてほしい 
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76 

◼ 社会教育分野が他市町村に比べて脆弱に感じる。教育センター機能も統合するとのことだが、そ

もそもしっかり機能していなかったのに、統合することで余計おざなりになるのではと懸念しま

す。 地域の活力は間違いなく、人財です。少子高齢化の波は避けられず、今地域を支えている人

たちが出来なくなった後の後継が居ません。地域のリーダーを育てるためにも社会教育、生涯学

習が重要と考えます。地域の子ども会組織もこのままでは崩壊します。地域の連携、魅力を伝え

ないままでは、地域からどんどん流出してしまいます。現に人口は減少の一途です。若い世代が

地域を支えてくれる、支えたいと思うような取り組みが必要です。地域へ愛着が無ければ離れま

す。戻ってきません。現教育長は、しっかり考えて欲しい。 

77 ◼ 年齢を問わず子供から老人まで、教育と文化への類を見ない補助や助成 
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78 ◼ 安心して暮らせる町に満足しています。 

79 

◼ 具体的にと言われてもなかなか難しく、ただの感想、要望なアンケートになってしまいすみませ

んでした。栗原市に引っ越してきて７年ですが、これからも安定した生活を送れるよう適切に税

金を使用して頂けるよう望みます。５年後、１０年後、５０年後…変わらず安心して過ごせるま

ちづくりをして下さい。暗くてこわい道をなくすとか…崩れそうな空き家をなんとかするとか

…。 

80 

◼ 栗原は、子供を育てるのにとても良い地域だと思っています。豊かな自然の中で、安心して安全

にくらせる環境づくりが整備されて行くと人は集まってくるのではないでしょうか。人口密度の

高い所で教育重視で育てようとしても思うようにいかない。むしろ人間性の高い、自立した人に

育てる、生きる力を身につけ次世代につなぐ、栗原でありたいと思います。 

81 

◼ 少子高齢化が進む中で、近年高齢者をターゲットにした犯罪が増えていると感じます。お一人暮

しの高齢者を守っていくためのコミュニティづくりや防災放送など、今後も取り組んで行くこと

が重要だと感じています。地域住民に寄り添った市政を今後もよろしくお願い致します。 

82 

◼ テレビで放送されている近所トラブルの気持ちが分かります。どうにかして欲しい。※家の屋根

に石がありました。２０コぐらい。※家のサイディングにも石が（ぶっつけられて）キズがあ

る。※わからないが車もキズもある。※去年の１２月末に玄関ドアが何回も揺すられた。昼間、

母親が１人なので。 

83 ◼ 土砂災害警戒区域指定告示調査はどれ位進んでいるのでしょうか。金成地区。 

84 

◼ 猫を放し飼いにしている人がいて困っているので、栗原市でやめるようにＰＲしてほしい。外国

人が増えてきてちょっとこわい。志波姫の花火大会の火薬の紙くずが屋根に飛んできて片付ける

のが大変だったので、住宅街から離れて打ち上げてほしい。イオンのイベントの音がうるさい。

朝６時の防災無線の音楽が気になるので、朝７時とかみんな起きている時間に変えてほしい。音

楽が長すぎる（志波姫）。信号機が黄色でも止まらない人が多過ぎる。 

85 ◼ 安全安心なまちづくり 

86 

◼ 最近になって通勤や退勤時の車の運転中に、歩いている又は車を運転中の外国の方を見るように

なりました。 こういった方々は栗原市で仕事をして普通に生活をしているとは思うのですが、 

突然家に廃品回収として不審な外国の方が 2 人来た事や、他県での状況（埼玉県川口市のクルド

人問題）もあり、 家庭や家族が危険にさらされるのではないかと不安や恐怖感があります。その

上で今後取り組んで欲しい事については、 外国の方の雇用主や勤め先の把握、生活の状況までを

含めた外国の方の厳格な管理です。 今後、外国の方がさらに増えるような状況になった場合、対

応が困難になる可能性がありますので、 小さい事からでも徐々に対応して頂けると助かります。 

87 

◼ まずは栗原市の人口減少対策に歯止めをかけるのが大事だと思います。現在市内で頑張って生活

してる方達をフォローしつつ、若者が夢を持って住みたいと思えるまちづくりが大切かと思われ

ます。そのためには若者が安心して学べ、なおかつ起業等にも積極的に挑戦も出来るまちになる

必要があると思います。 また、それと並行して誰もが安心して住めるまちづくりも大切です。お

年寄りも安心して暮らせるまちづくりも並行して考えていただきたいです。 

88 

◼ 歩行者・運転者に安心安全の道路管理を徹底して欲しい。例として高清水台町の宮城県道 1 号の

歩道はとても狭く、歩行者のすぐ横を大型トラックが通っていく様子も珍しくない。車両を避け

るためのスペースも充分でないので、民家の入り口に留まる様子をよく見かける。国道 4 号に続

く道なので乗用車から大型車まで往来があるが、私が認識しているだけでも 20 年以上、特に改
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善されていないように思える。栗原市としては上記のような道路状況を把握して、対策はされて

いるのだろうか。 

89 

◼ 防災無線が聞こえない。 携帯電話の圏外区域が多い為、高齢者世帯へのスマートフォン購入費用

の支援があったとしても防災減災に繋がるのか疑問。より多くの地域で電波改善があればと思い

ます。 
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90 

◼ 通学路が狭く、交通量が多い。熊や鹿など野生動物が多い。徒歩通学が心配。通学バス希望者は

利用できるようにしてほしい。熊が出たから迎えに来るようにとマチコミきても、仕事してるし

急に行けない。心配。 

◼ 春・秋の交通安全運動。子育て中で時間的にムリなのに、当番だからと街頭指導に立つようにと

はおかしい。働いていない人やできる人、区長のみにしてほしい。 

◼ ゴミ当番があり、朝カギ開けとペットボトルなど毎週３０分以上ゴミ置場にいないといけない。

子育て中なのに生活しにくい。誰もわかってくれない。子供の準備、朝食、お弁当作り、たくさ

ん仕事あるのに３０分以上家をあけないといけないストレス、不安。早く改善してほしいのに誰

も助けてくれない。みんなあたり前のような空気。核家族なのにどうしろと？ 

91 

◼ 1 児の母で年明けに第 2 子出産予定ですが、産婦人科が遠いのはとても不便です。地元にあった

唯一の産婦人科も分娩の取り扱いが終了し、セミオープンシステムはありますが地元で分娩でき

ないのはかなり不満です。 健診の往復の運転もかなり体に負担がかかり、道中なにかあったらと

思うととても不安です。 子育てをしながらだと尚更、上の子の事をやりながら遠くの病院にかか

るのは大変です。 立ち会い出産や付き添い入院をする場合も、家族が遠くから来なければならな

いのが申し訳なく思います。 こんな思いをする方が減るように、是非市内への産婦人科創設を頑

張っていただきたいです。 子育て支援はとても充実していて申し分ないので、産婦人科を充実さ

せていただきたいです。 

92 

◼ 栗原市に嫁いで１０年になります。実家が登米市のため、いろいろな面で比べることがよくあり

ます。自然や文化など、良いものをどんどん外へ発信している栗原市が私は気に入っています。

発信の仕方が上手だと思います。栗原市に住んで、働いて、子育てして…と、それに関すること

しかわかりませんが、今のところ栗原市での生活に満足しています。１０年前と今を比べると子

育てではお金がほとんどかからないので、もっと多くの人たちに栗原の魅力を知ってもらい、栗

原で子育てをする人が増えたらいいと思います。日頃から栗原市のことを良く考え、住みやすい

まち栗原のために力を尽くしてくださっている栗原市の担当者の方々に感謝しています。 

93 
◼ 栗原は自然が多く、人も優しくてとても住み易い場所です。子育て世代にとって住み易い地域を

目指して明るい未来を実現しましょう。 

94 

◼ 高齢者福祉、非課税世帯などに対して、さまざまな助成など、手厚すぎる。それよりもこれから

の将来を担う子どもたちに向けて、貴重な財源を使うべきだと考える。少子化対策でさまざまな

施策をやっていただいているが、その場限りの支援ではなく、栗原で生まれ育った子どもが、将

来大人になった時に、自分も栗原で子育てがしたいと思えるような、長期的な視点での支援や環

境整備をしてほしい。 

95 ◼ 子供が安全に遊べる場所を作ってほしい 

96 ◼ 子供が多く遊べる公園が少ない。 

97 

◼ 子供が少ないのは、正直何もこの町に魅力を感じないからだと思います。保育料がかからないこ

とは良いことだと思いますが、まず、遊ぶ場所もない、子供たちが集まれる場所もない。ここに

「いたい！」と思えるような魅力は感じません。期待はしてません。 

98 ◼ 子供たちが安全に遊べる公園が少ない。雨天時でも遊べる室内の遊び場があっても良いと思う。 

99 
◼ 子供たちが楽しめる大きい公園ができてほしい。築館の公園、雑草がすごくて遊べない。子育て

と言っているが、子どもに優しくない。 

100 
◼ 子ども向けの店や飲食店が市外に出ないと少ないため、市内にもほしい。病院も小児がみれない

こともあるので、休日でも小児をみれるようにしてほしい。 
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101 
◼ 周囲に２０代～３０代の独身者が多いので、身近に出会いの場となるような話し合える機会があ

ったらと思っています。 

102 

◼ 少子化の時代だからこそ子どもを大切にしてくれてありがとうございます。今後も子育てしやす

い栗原であって欲しいです。 

◼ 大崎で、パタ崎さんと交通ルールを学ぶイベントがあるそうです。白バイ乗車体験やスタンプラ

リーが行われるようで、ぜひ栗原でもねじりほんにょと行っていただきたいです！ 

◼ 子どもを対象にしたイベントを土・日（午前中）に行っていただきたいです（くり電やレールバ

イクのイベントも暑い期間だと行きづらいので、涼しい時に開催日数を増やして欲しいです）。 

◼ イベント関係では多くの人が車で来ると思います。駐車場の案内をしっかり行って事故などおこ

らないようしていただきたいです。 

103 
◼ 若い人たちが安心して「働ける場所」「子どもを産める」「育てる」ことができる、栗原市となり

ますように…。 

104 

◼ 私は産まれてからずっと栗原市に住んでいる３３歳の女性です。友人たちはほとんど都市へ移り

住んでしまいました。私も結婚を考える年齢になり考えていますが、結婚に対する助成をもっと

手厚くしてほしいです。あと、病院事業ももっと手厚くしてほしいと思います。栗原中央もあり

ますが、全ての科で紹介状が必要では病院の意味がないと思います。なんだかんだ書きました

が、私は栗原市が好きです。 

105 

◼ 私は栗原市に住んでから約５年経ちます。自然も多く、交通の便にも困っていることもなく、住

みやすい市だなぁと感じています。様々な子育て支援もあり、子ども育てている世代にとっては

大変ありがたいと思います。今後も子育て支援を継続していただきたいです。このアンケートを

記入するにあたり、私自身も栗原市についてよく知れた良い機会となりました。 

106 

◼ 栗原市に引っ越してきて間もないですが、子どもへの取り組みが充実していると感じています。

給食費の無償化、大変助かっています。ありがとうございます。また、物価高政策で各家庭へ

3,000 円分券の配布もすごい助かりました！（仙台に住んでいた時は、このようなことがなかっ

たので）市民のことを考えてくださってるのかなと感じる面が多々あり、安心して住むことがで

きています。ありがとうございます。ひとり親への支援（収入がある程度あっても金銭的に厳し

く感じる時があるので）も、もう少し拡充していただけたら嬉しいです。 

107 

◼ 栗原市は子供の子育てが充実していると言われているが、それはあくまで医療面だけであって他

は、あまり良くはないと思います。なぜなら小さい子どもを遊ばせられる所がないからです。一

昔前だと、川や山など自然が豊かなので遊べたが、今の時代、大人達が子供たちに対して禁止す

る事が多く、子ども達の自由度が昔と比べだいぶ下がっていると思います。なので、子ども達が

遊べる場所を交通の利便性がいい場所に作って欲しい。 年々暑さが厳しくなって来ているので、

子ども達が遊べる室内施設が欲しい。（例、利府町中央児童センター「ぺあくる」、こじゅうろう

キッズランド等）外での遊び場も少ないので、大きな公園が欲しいです。（例、利府町のモリリン

加瀬沼公園、名取市の北釜防災公園等） 

108 

◼ 栗原市役所の窓口対応や納税の電話対応も親切で丁寧だと思います。  

◼ 子育て父母が働きやすい企業が増えることを望みます。子供の学校行事に快く参加できるような

企業に就業したかったです。   

◼ 在宅介護は、同居人に精神的に負担がかかります。子供も受験期に入りますし、本音を言えば、

一緒に生活をしたくないです。介護老人ばかりではなく、同居人へのケア(精神的緩和方法、介護

老人の年金範囲内で施設に預ける方法など、)を教えていただきたいです。   
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結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します 

109 ◼ 婚活イベントを行ってほしい。 

110 
◼ 子供に関する申請を簡素化して欲しい。デジタル化や原本に紐付けて、同じ内容を何回も書くこ

とがないようにして欲しい。 

111 
◼ 職場の人員・給与体制もあるかと思いますが、物価高騰が続く中で子育てをしていくのに何かし

らの夫婦共働き子育て世帯への支援を強化してほしいと思います。 

112 ◼ これからも、若い夫婦が子育てしやすい環境であって欲しいです。 

113 
◼ もう進んでいるようですが、天童市や山形市のような子どもの遊び場がいい。他の市や県外から

も、たくさん遊びに来るような大規模なものができるといいと思います。 

114 ◼ 屋内の子ども遊び場の実現をぜひお願いします。 

115 
◼ 子どもたちが遊べる場所が少ないので、大型遊具がたくさんある公園や、白石にあるこじゅうろ

うキッズランドのような室内施設が欲しい。 

116 
◼ 子育て支援、とても助かっています。なので、もう少し子供たちが遊べるところを増やしてほし

いなと思います。 

117 ◼ 子育て支援には概ね満足してます。   

118 ◼ 子育て支援の充実、幼稚園保育所の公立こども園化、保育従事職員、専門的資格者の確保 

119 
◼ 子育て支援の充実。栗原で子育てしたいと思える政策。他の自治体を圧倒するような内容の物が

あれば移住者も増え、人口流出の歯止めになるかもしれない。 

120 

◼ 子供（第一子）の保育所への入所に関わる申請にて、第二子の産休や育休の際に、事あるごとに

就労証明などの提出が求められて、必要なことかもしれないが、煩わしかった。短期での申請で

あれば提出資料の省略や、オンライン申請による申請の簡素化、制度等を簡略やわかりやすくし

てほしい。くりこま高原駅周辺に、映画館やカフェなどの学生、親子 2 世代で遊べるような複合

施設がほしい。 

121 

◼ 若柳のヨークベニマルがなくなったのでそれに代わるスーパーが欲しい。   

◼ 夏場が暑くて子供達が外で遊ぶ事が難しくなってきたので、子育て家庭に補助金を出してサポー

トするのをメインにするのではなく、山形県の「げんキッズ」の様な屋内で遊べる様な環境作っ

て欲しい。公民館を新しくした所で子供が走れる様なフリースペースがないので無駄に見えま

す。 

122 

◼ 若柳のヨークベニマルがなくなり、買い物が不便です。スーパーなどを増やして欲しいです。保

育園に通っている子がいて、2 人目が産まれた時に育児休暇取得していると上の子が保育園に通

えない事がありました。産後の育児休暇は産まれた赤ちゃんと母親の為のもので、上の子が保育

園に通えないのはどうかと思う。 

123 

◼ 出産もできる産婦人科の設立  

◼ 土日も運営している無料屋内遊戯場  

◼ 県外からも人が集まるような充実した公園やアクティビティ施設  

◼ 色々な動物と触れ合える施設 栗原の自然を生かした観光や施設を充実させてほしい 

124 
◼ 人口減少を少しでも減らすため、結婚支援、移住者支援、くりこま高原駅周辺の住宅地開発等の

取り組みを更に取り組んで欲しいです 

125 

◼ 子どもが安心して遊べる場所を増やしてほしい。室内外共に。山形の長井市「くるんと」みたい

な施設がほしい。 

◼ 外国人が増えてきているが、治安が悪くならないような街づくりをお願いします。 
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◼ 子育ての助成金を増やしてほしい。人口減少で産業が衰退していくため、対策を検討してほし

い。 

◼ 飲食店を築館に増やしてほしい。 

◼ 外灯が少ない。歩くのが暗くて危ない。夜、ウォーキングや走ることができない。 

126 

◼ 子供の数が減っています。結婚から子育ての環境を何とかしなければ若い人たちが、一人身が良

いとかめんどくさいからとかの理由で自由で生きたいと思ってしまう傾向があるようです。家族

を持つ事に幸福があるというように思えるようになってもらいたいものです。 
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次代を担うたくましい子供を育成します 

127 

◼ 栗原市に住みはじめて１５年程になります。子育ても始め医療費の免除など他の所ではない子育

て支援などもしていることが分かり住みたい田舎１位にも選ばれていることもわかりとても嬉し

く思っています。しかし、子供が生まれ小学校に上がるにつれ習い事などをさせてあげたいなと

思った時に、都市部と違いなかなかすぐに「やりたい」と言われた事がさせてあげられない悩み

が出てきました。あずかり保育や児童クラブなども充実していますが、日々あずかってもらうだ

けなので、仕事もしている親の立場から言えば、市などの取り組みで預かりの時間でお金がかか

ってもいいので、子供に習い事をさせる機会があればもっといいのになあと思ったことがたくさ

んありました。田舎では送り迎えが必須なので１人で行ける習い事も限られます。都会なら自転

車や徒歩で行けるあるいはバスで行けるなど子供でも行ける環境があるのに田舎はじいじ、ばあ

ばの手助けなしでは習い事もできないので週に１回でもいいので、何か預かりの間でできる習い

事などを幼稚園や小学校に取り入れられないのかなあと長年思っています。高齢者も多くそちら

に色々と取られるのでしょうが、子育て支援をかかげるのであれば、助成金以外のところにもも

う少し目を向けて、子供が健康で、ひまん児の少ない町づくりも必要なのではないかと思いま

す。栗原市は肥満の子が県内でも多いと聞きました。体力作りなどできるスポーツや体操教室な

ど、市でむかえ入れて教室があればいろんな事にチャレンジ出来るのではないかと思います。 

128 

◼ 子供たちが栗原の地に残るような対策が必要だと思う。大学等、地元で学べる環境を整え、卒業

後地元で就職できるよう企業誘致と農林業への就労でなるべく転出をおさえる。 

◼ ”ねじりほんにょ”というキャラクターがいるのにねじりほんにょの風景がないのはどうかな

…。観光の一つに、高原駅前の田んぼとかで実物を見せ、体験もできる様にする。ねじりほんに

ょ作り大会とかイベントもいいかナ。 

129 ◼ 室内で子供が体を動かして遊べるような施設を作って欲しい。 

130 

◼ 老人も大事ですが、これからの子供にお金を使う事業をしてほしいです。同居の老人が増えるな

か、その方たちの子供たちにこそ親の老後を考えてもらう、年とったらどうするかを本人たちが

考えられる取組が、必要と思います。 
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人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します 

131 

◼ 給食費無料はありがたいですが、そこに係る予算を市費教諭や学校補助員、ALT や市の司書教

諭、事務職員などの給与アップや待遇をよくしていただき、人員確保をお願いしたいです。 

◼ また教材教具・備品購入などの予算の確保もお願いします。学校教育の充実は将来を担う子ども

の育成にとって欠かせないものだと思います。栗原の未来を担う子どもたちを優先に取り組んで

いただけるとありがたいです。 

132 

◼ 栗原には、他では体験できない、自然体験ができます。人と動物、虫、植物等、地球で暮らす生

き物たちが互いに尊重して暮らせる、心優しく、豊かな町になって欲しいと思います。このよう

な町になれるよう、子ども達の教育にも力を入れて欲しいです。 

133 

◼ 子に質の良い教育を受けさせたいと思うと選択肢がない。 

◼ 田んぼをやめた所に次々ソーラーパネルが立っていくが、景観も悪くゴミになることを考えると

地球温暖化対策に対して矛盾を感じる。 

134 

◼ 子供と高齢者が交流出来る場所を造るのを検討して欲しいと思います。高齢者は子供達から元気

をもらい、子供達は高齢者を労る気持ちを身につけ、今後はお互いを想い合う様にしていただけ

れば、老若男女の活性に繋がると思っています。（場所とは広場、公園など） 
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誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

135 

◼ 大人のスポーツへの支援の必要性は低い。それより基礎的な体力づくりのきっかけになるような

公園のアスレチック、トレーニング的な遊具があれば良い。 

◼ 地域おこしも最近は守りに入っている感がある。まず見てもらう、来てもらうようにインパクト

が必要。しゃべくり００７の放送は良かったと思う。店もない、遊ぶところもない、学校もない

ので人生のステップアップを考えると市から出るという考えに至る。 

◼ 雇用やあそびのことを考えると、「大きいイオンモール」が市には必要！金成インター付近にあれ

ば完ぺきだと思う。 

136 

◼ 栗原市にメンタルクリニックを設立してほしい。Ａ型作業所を増やしてほしい。高齢者がインタ

ーネットを使えるように、セミナー等をもっと積極的に開いてほしい。引きこもり状態にある人

への居場所を提供してほしい。 

◼ 観光資源となる歴史的な建造物をもっと作ってほしい。栗原にアーティストを呼び込み、文化的

なまちにするため、創作活動をする人に対して補助金か住居を提供し、移住を促進させてほし

い。 

◼ 工場をもっと積極的に誘致してほしい。外国人を積極的に栗原に住ませ、税収を高めてほしい。 

137 

◼ 市で行われている自殺防止、メンタルヘルス講演会に何度か参加させていただきました。あのよ

うな講演会を開催してくださることにとても感謝しています。 

◼ 私は、生まれ育ったこの栗原市が好きです。県外や市街で一人暮らしをしたこともありました

が、栗原市に帰ってくる度に、ホッとし「やっぱり地元はいいな」と感じていました。一市民と

して、この栗原市をもっとよりよくしたいと思っています。子どもたちやなにかしらのハンデを

持つ方達へのサポートが今後、もっと増えることを期待しています。性別や年齢、国籍関係な

く、みんなが生き生きと暮らせる栗原市であってほしいです。 

138 ◼ 障害者に手厚い支援を望みます。障害者が必要とする用具などに給付金を上げてほしい。 

139 

◼ 若い世代の事ばかりでなく、６０～世代の事は考えているのか？非課税世帯で無職で障がい者、

お金がなく国保険料払えず相談するも、○○さん、未来の事はわかりません、あしたどうなるか

分からないと言われ、不信感でいっぱい。相談する意味がない。その方は何でも未来の事は分か

らないと返答するのか…？つきだて本所の男性です。（名前は忘れました）助成されても購入す

るお金がなければ意味なし。ハローワーク行っても障がい者雇用枠はほとんどなく、ましてや６

０才過ぎ、国保、固定資産税等はくる、医療費、生活費…貧困生活…。物価高対策は…？商品

券、一時的に潤ってもあまり意味がない。企業誘致しても若い世代がターゲット、障がい者雇用

は…？どうなっている？身体と違い精神は本当に厳しい。保険師はだれ？相談しても解決しな

い、あてにならない。聞くだけなら誰にでも出来る。お金がなく貧困生活している市民対策を本

気で考えてほしい。 

140 

◼ 市街の人を積極的に呼ぶ意識はとても良いと思います。 栗原市の人が都会に行かないように、就

業場所の選択ができる街にすれば人口の低下などの対策ができると思います。  

◼ 団塊世代の方々が高齢者になるので、もっと高齢社会についての認識を深めることが必要だと思

います。 栄養食などでフレイル対策をし、健康寿命の延伸を目指し、若者、高齢者共に協力しあ

って素晴らしいクリハラシにしましょう。 

141 

◼ 低所得者と、子育て世代には助成金等があるが、現役世代には何もない。生活が苦しいのは同じ

なのだから何か考えて欲しい。障害者福祉サービスの受給者で、夫が非課税でも同一世帯の妻の

収入があるから自己負担額が 0 にならないっていうのが疑問です。生活がかかってるから働くの

に、大変です。 
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誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

142 

◼ 運動できる施設が少ないです。ただランニングするにしても歩道が無かったり、街灯が無くて暗

かったりして危険です。バスケットボールやサッカー、野球、バレーボール等の人気なスポーツ

をするにも場所が無いです。球技ができるような広い公園みたいなものがあってもいいのかと思

います。適当に壁打ちできるような壁があればサッカーのゴールにもなるし、野球のピッチング

練習なんかもしやすいと思います。バスケットボールやバレーボールなどの日本代表の盛り上が

りがあるスポーツがやりにくい環境というのも、栗原市から世界に立ち向かう選手の育成として

物足りなく感じます。子育て支援のような売りにしている制度はとても魅力的だと思います。結

婚して子供が出来たら栗原に戻ってきたいと思ってます。栗原市は市民の健康とインフラ整備に

力を入れて、留まらなくても、人が通る機会を増やすことから市の発展を進めていって欲しいで

す。 

143 
◼ 自然を生かした、アクティビティ施設や遊具、催しがあること。また、それらをしっかりと宣伝

する広告力。 閉校になった公共機関の有効活用。 子供達が遊べる屋内レジャー施設が欲しい。 

144 
◼ 地域活性化のために、イオンモールとして拡大して欲しい。  

◼ スポーツ活動への支援として、様々なスポーツが出来る設備の整った施設が欲しい。 

145 ◼ 町の活性化。 だれでも気軽に運動できる場所が欲しい（無料） 
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高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します 

146 

◼ 高齢化が進み、一人暮らしの高齢者も今後増えていくと思います。高齢者が住みやすい町づくり

をお願いしたいです。（見まわり、亡くなった時の持ち家はどうするかの生前での確認、支援、お

墓の生前での確認、支援等）よろしくお願いいたします。 

147 
◼ 高齢者への配慮が必要と思う。子育てに重点はおかれているが、年金だけの収入では生活できな

い。子育て世代は共働きで収入も安定している。 

148 

◼ 老々介護でどうにもならなくなり、自分の親を殺してしまう人が出ないように、もう少しそのよ

うな方、老人にもやさしく助けてあげられるような市になってほしいです。いくら定年が延びて

も高齢者は高齢者。私の周りの人も無理してがんばって仕事しています。若い人は健康で仕事も

いろいろと選べるのに子供にお金がかからないし、もらうお金も多いので仕事をしなくても食べ

ていける為、仕事につかないでぶらぶらしている人が多いと聞いています。このような状態では

未来が心配です。 

149 

◼ 政府かどこかで減税となった時がありましたが、税金が減っても保険料や年金が値上がりしてた

のであれば手元に残るお金はあまり大差ない金額なんですよ。栗原市としてお米だけではなく、

保険料や年金の値上げに対抗できる市としての減税の取り組みとかがあると嬉しくなりますか

ね！あとは、福祉業界に携わる身としては、ほぼ高齢者しかいない市なのだから介護者手当みた

いなものがあるとこれからのご時世強く出れると思います。 
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市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります 

150 
◼ 市民病院→市民が利用できる病院であってほしい。医師の確保。 

◼ 防災無線→届いてほしい人に伝わっていないと思う。聞き取りにくい。 

151 

◼ ①現診療所継続設置（充実）。 

◼ ②運転免許証返納者への配慮。 

◼ ③市内地域間のバス循環運行（②との関係）。 

152 
◼ いい病院、いい医者が少ないので、医療難民だと感じる。遠くまで足を運んでも構わないから、

的確な診断、対応のいい病院を宛にしたいと思う。 

153 
◼ 医療が充実し安心した生活を過ごしたい。①栗原中央病院の診療科目を増やし、古川や仙台まで

行かなくても診療可能の状況になる様にしてほしい。 

154 ◼ 医療の充実 

155 

◼ 現在、健康で仕事をさせていただいて、少々ですが税金も納めさせていただいています。が、６

０才を手前にして、この町に住んでいて何が楽しいとか良かったと思う事があまりありません。

買い物は仙台に行き、スポーツしたいけどジムはどこにあるの？と。何か面白い事があったら参

加したいです。とは言っても、自然の中ガーデニングや家庭菜園などをして、のんびりしている

のも事実です。今後は、病気などしても医療が充実、老後も安心してお願い出来る栗原市であっ

てほしいです。これからもよろしくお願いします。ありがとうございます。 

156 ◼ 市立病院の縮小化が進んでいるようですが、若柳ＨＰの外来は是非存続させて下さい。 

157 

◼ 大企業誘致（若者が栗原の地で働き、結婚し、子育てし易い環境を作る為）。産婦人科の充実（女

性が安心して出産、子育てできる様に）。道路補修工事（いつも同じ所ばかりしている。細く狭い

道路ボロボロのまま。その様な所も工事してほしい）。コロナ対策。ワクチン接種対応遅かった。

（登米市と比べ、同条件の人で２カ月差があった。今後感染病等の対策が必要となった際、早め

の対応を望む。）栗原中央病院の対応について（普通時も緊急時も対応悪い。人員不足ではない

か。もう少し人がいれば医師や看護師の余裕ある対応ができるのではないか。人により態度変え

る医師もいる。特に村田医師は対応がひどすぎる。しっかりとした医師を置いてほしい。） 

158 ◼ 若柳病院に入院施設がなくなる事に不安です。 

159 

◼ 栗原中央病院職員の対応について、研修等で改善して欲しい。栗原市を代表する病院として、救

急患者に「うちでは見れません」「先生がいません」で対応を終えるのはいかがなものか。一度診

せて下さいと言えないものか。出来ないならせめて病院を紹介するなり、電話一本入れてもらう

等できるはず。何のための病院なのか。 

160 

◼ 市立病院を受診したいが、曜日や午前だけなどばかりで仕事しながらではなかなか通えない。   

◼ 沼倉地区への市民バス導入。 旧栗駒駅に学生用の自転車置き場の設置。 スクールバスはバス停

固定ではなく、年度利用者と道路事情を考慮してバス停を決めて欲しい。 →現在、始発地点の利

用者はなく、バスが旋回して待機してくれてはいますが、クレームを言われたことが数回あり子

供たちが心配。 そんなに邪魔にはなっていないが、すぐ近くにもっと広い場所があるので広い場

所の方が乗り降りが安心。クレームも減ると思います。 バス停が変わる際には地域の方に紙面で

通知して欲しい。 →これも以前、場所が曖昧で怒鳴ってくる方がいたので。   

161 ◼ ケガとか病気のときに安心して医療が受けられるようにしてほしい。 

162 
◼ とにかく、色んなお店が欲しいです。いつも買い物に行く時はどうしても食品以外は他の町へ行

ってしまいます。お店がないと若者は来ないのではないかと。 
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◼ 病院も、足りない気がします。 何かあれば（ワクチン接種などかかりつけのみと記載されてる病

院もあります。）かかりつけと言いますがかかりつけがない方々もいると思うので、行きやすい病

院が足りないです。 

163 

◼ とりあえず、命の安心として救急で行きたい時の栗原中央病院と大崎市民病院のどっちで診てく

れるかのあのやり取りを無くして欲しい。 中央病院があるのに、見れないので大崎市民でと言わ

れ 大崎市民にかけれれば栗原中央でと言われ で 栗原中央にいけば、これしかできなくてもよい

ですか？ って言われ。 このバカバカしいやり取りを無くしてほしい。 

164 

◼ 自身では住みやすく不便、不自由は特に感じていないが、せっかく狩野英孝がＴＶで紹介やＰＲ

してくれているのに活かされてなく、もったいない感がある。 

◼ 栗原市として何に力を入れたいのか分からず、全体的に中途半端だ。 

◼ 無料、クーポンや助成など対象者にとってはありがたいが、利用しない（対象でない）人にとっ

ては不公平感が残るのではないかと思う。 

◼ 医療、福祉や介護で働く人達への待遇や給料などＵＰしないと、誰もやらないと思う。大変な職

業に対しての理解が薄い。 
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165 ◼ イノシシと熊を皆無にしてほしい。サギ（鳥）を皆無にしてほしい。 

166 

◼ イノシシなどの害獣への対策を強化して欲しい。 どれくらいの被害状況を把握しているのか、私

有地でも庭が荒らされ破壊されていることがある。 安心安全に生活できるよう対策をして欲し

い。 

167 

◼ 外国人就労者が増えている。若い人達が家に（栗原）残れる職がないわけではないのに、残って

くれないのはどうしてか。田畑を固定資産としてもっていても就農していない現実。仕事を持っ

ているのに手伝いで農業を強いられる現実。２足のわらじは今はむずかしい。農業・林業をもり

たてないと栗原の魅力は半減するのではという心配。離農しなければ生活のカテをもてない現

実。自分達は栗原の資源を理解してそれを生かそうとし切れていないジレンマ…。ンー難しい。 

168 

◼ 栗原市の基幹産業は、これまでもこれからも稲作を中心とした農業であることは間違いない。水

田の基盤整備事業によって農地の集約、省力化、効率化、大規模化が進んでいるが、担い手不足

が懸念される。経済的にも魅力ある産業として育てていくこと、学校教育の場でその魅力を体感

させて地元を支える人材も育てていくことが必要と思う。 

169 

◼ このままでは 10 年後や 20 年後人口はもっと減り、耕作放棄地も増え、 今、獣害のない田畑に

も被害が出てくるだろう。 せっかくの美味しい水、豊かな土壌があるのだから山間部の田畑を守

ることで、治水力を保ち、自然災害からも守れるような、そんな街であってほしい。 

170 
◼ 小さな農家も支援下さい。自分の家で食べる分を作れる野菜だけではありません。米です米！！

今、続けていきたいと思っている人も大切であると思います。 

171 

◼ 私は中山間地に住んでいますが、原発事故後よりイノシシによる農作物への被害が年を追うごと

にひどくなっています。農道や田んぼのくろを破壊していたものが、畑の作物を食い荒らした

り、田んぼの中を歩き回り稲を倒したり、根ごと振り起したりしています。ネットや動物除け用

のテープを張り巡らしたりと個人的な対策もしていますが、被害はなくならず工作を放棄した畑

もあります。有害鳥獣への対策の実施は取り組みに書いてありましたが、あまり効果を感じられ

ていません。イノシシ捕獲駆除の数が毎年どの程度かわかりませんが、もっと増やして欲しいと

思います。また、捕獲したイノシシが捕獲者が処分しなければならないと聞いた事があり、捕獲

者の負担が大きいと感じます。処理施設のような物を作る話もありましたが、未だ実現していま

せん。市が捕獲したイノシシ等をたい肥にするなど、資源として活用することができないか検討

して欲しいです。 

172 

◼ 身体的な子育て支援は充実している感があるので、教育と仕事場作りが必要。  

◼ 栗原市の基幹産業は現在のところ農業であるので、栗原の農業を稼ぐことが出来て、やりがい・

夢の持てる産業に成長させることが必要と考える。これまで、市外の高校に進学しそのまま市街

で就職していた層が、栗原の農業、産業で働くことが楽しく、稼げると感じられるまちにした

い。 

173 

◼ 基幹産業である農業（稲作）で何らかの日本一を取ること。栗原の米（農業）の PR を観光並み

に積極的に行うこと。  研修生などとして市内に在住・在勤している外国人と日本人住民との交

流→日本人が外国人に慣れる取り組みを行ってほしい。市内在住高校生の海外への短期留学支援

制度を作ってほしい。 

174 

◼ 栗原市の基幹産業である農業を守る、農業で収益が稼げる体制の整備と、デジタル技術を活用し

た医療サービスの整備に注力して取り組んで欲しい。また、教育に対する取組に加え『子供食

堂』への支援体制について取り組んでいって欲しいと思います。 
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175 

◼ 市民生活に影響を及ぼしている動物被害（クマ、イノシシなど）（身の危険・農産物被害）に対

する対策、措置を実施してほしい。 このままの状態で推移していくと数が膨大に増え市民生活を

今以上に脅かすことになると推察する。 せっかく住みたいまちに選ばれているのに身の危険を感

じるまちにはなってほしくないし、市のイメージ低下に繋がる。 逆手に取れば「誰もが安心して

移住できるまち」にグレードアップできると思うので切実に要望します。 

176 ◼ 農家の担い手の為の交流会・大型農家の施設見学等の取り組みを検討いただきたい 

177 

◼ 農作物への有害鳥獣対策が周りの地域と比べてみても、足りていない  電柵設置費用の一部負担

ではなく、電柵やワイヤーメッシュは全て税金で賄うのが当然では？ それをしないなら、里山の

手入れに行政が入ることや、猟友会への捕獲支援など他の出来ることをよりしていくべきだと思

う。 
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178 ◼ お願いになるのですが…。若柳ヨーク跡地へのお店の誘致をお願いしたいです。 

179 
◼ お店、病院、働く場所がもっと充実しているともっと住みやすいです。 あとは子供が遊ぶところ

を増やして欲しいです。 

180 ◼ 会社を増やし人口が多くなるよう、若い人が栗原に住んでもらえるようにしてほしいです。 

181 
◼ 企業誘致して若い人が定住出来る対策が第一です。それをしないとアンケート内容は無理。良い

例が大和町等。（大衡もあり） 

182 

◼ 企業誘致による若年層の定住促進を計る。その為に必要な土地・電気・水のインフラの充実と定

住者用の土地・住居等の提供や支援が必要と考えます。人口減少の中、他市町と異なる定住促進

を考えなければと思います。栗原市に住みたくなるような環境・交通・利便性は何か？をアピー

ル。 

183 

◼ 栗原市が誕生して２０年。人口減少と超少子高齢化が進めば、歳入減少に伴う行政サービスの低

下、空き家、空地の増加、地域経済の縮小、地域コミュニティの低下など様々な問題が考えられ

ます。その問題を解決するためにも、里山の保全、利活用が急務だと思います。資源を最大限に

有効活用するためにも、今まで環境保全のために、ただの草刈りになってた作業を産業にとりこ

む、企業誘致や助成が必要だと思う。例えば、葛の葉をサプリメントの原料にする、家畜の飼料

にする、急速発酵させ土壌改良材にする等いろいろ考えられます。山野や道路側面、空家、空地

には生息する葛の葉の有効活用で、環境問題の軽減にも貢献できるし、産業にもなると思いま

す。 

184 

◼ 栗原市はお金が無い！公共施設は草だらけ。樹木は伸び放題。「おれだず、いなぐなったら町は森

になるだべなぁ」未来のない茶のみ話し。悲しいですね。比較的自然災害の少ない栗原市を売り

に企業誘致に力を入れてほしい。若者定住、移住者促進、少子化対策に。学びのために（一時

期）家をはなれても子供達が戻ってきたくなるふる里に。 

185 ◼ ショッピングセンターの誘致。 

186 
◼ パチンコ店、スーパー、薬局しかないようなイメージ。 買い物に行くにも、佐沼、古川、一関市

と栗原市外に出ないと何もないのが残念です。 せめて佐沼くらいには栄えてほしいです。 

187 ◼ 花火大会を栗原市でしてほしい。個々にではなく、１つで。 

188 ◼ 若者が安心して地元に残れるよう、職場を充実していただきたいと思います。 

189 

◼ 若者が残れる、もしくは行って来れる新企業（仕事場）の設置が第一。様々な計画を立てても、

人口が減れば意味がない。安心、安全な生活とは、仕事場が第一条件だと思います。 

◼ アンケートも当事者で無ければ分からない事が多いです。それと、こちらには具体的に問われて

いますが、主な取組も具体的に説明して下さい。何故、そういう取り組みをしようとしているの

か、その取り組みをすることでどういう効果が得られるのか。私は５５年栗原で暮らしています

が、何故今なのか、もっと前から計画して欲しかった、そして５５年結局変わらないと思ってい

ます。この計画も右から左的な事にならないように願いたいです。 

190 

◼ 花山出身の嫁が代筆しています。  上の欄でも記入しましたが、 どうしても築館、栗駒、金成、

若柳など大きめの街の整備は進みつつあるが、花山、鶯沢、文字など僻地の地域へのサービスが

行き届いていない感じがある。  

◼ そして、会社員や市役所職員向けの事しか言っていない感じがある。市民の中には商工自営サー

ビス業の人や無職の高齢者の方、結婚できない方、子どものいない方、そのような社会的弱者が

たくさん居る。子育て支援も大切だが、そのような弱い方へも住みやすさ、過ごしやすさを用意
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する事も必要だと思う。例えば企業の誘致するとか働き世代への過ごしやすさを提供してくれる

と良いと思う。  

◼ それから、移住者の対策は頑張っていらっしゃるとは思うが、元々の住民に対するサービス、コ

ミュニケーション、互いの交流、思考がうまく噛み合ってないように感じる。移住者へ仕事を用

意するにしても、農業林業、商店主ばかりではなく、会社員など安定した職業の紹介や企業誘

致、そのような事に目を向けて欲しいと思う。 

191 

◼ 栗原市はお祭りやイベントをよく拝見します。もちろんそれらも必要ないとは思いませんが、若

柳川南に関しては、ヨークベニマル(固有名詞をだしてしまい申し訳ございませんがわかりやすく

書かせてください)がなくなったことで、日々の日常生活が難しくなってきています。まずは、日

用品、生鮮食品を確保できる仕組みを考えていただきたいです。自動運転での移動式スーパーな

ど。一番は市が補助金等を検討するなどしても、民間スーパーマーケットの誘致をお願いしたい

です。ご近所でも、余裕のある世帯は、老後歩いてスーパーマーケットに行けないことを考える

と、早々に引っ越しを考えたほうが良いという話題がつきません。日々不安を感じております。

高齢化がこれ以上進むにつれて、ヨークベニマル規模以上のスーパーマーケットが必須だと考え

ております。近くにスーパーマーケットがないことは、飲食店や小売店が増えないどころか減少

を後押ししてしまっているように感じます。当方、個人的なことですが、妊娠出産を考えており

ましたが、妊娠中、子育て中の買い出しが難しいなと断念致しました。市民の毎日の暮らしのこ

とも視野に入れていただけますようお願い申し上げます。 

192 

◼ 現在の栗原市は周辺の都市間移動の通過点でしかない。商業、観光産業では素材、資源的に見劣

る。住環境を整えホームタウン化と二次的な産業拠点を目指し仕事ができ健やかに過ごせる魅力

的な都市へ導いて欲しい。 

193 
◼ 子供、子育てへの取組は満足できます。 しかし、働く場所がないと若者が集まらないため人口減

少が必然です。 

194 

◼ 市内高校からスポーツや有名大学に進学出来るとか、中央病院に他地域から受診に来るような診

療科を開設する。海外の企業を誘致し栗原に移住したくなる等々教育と医療、仕事を充実し選ば

れる市になって欲しい 

195 

◼ 全年齢に対して支援を発信して子供に限らない年齢に限らない発信して子供支援考えるなら産ま

れてから亡くなるまで市に住んで良かったと言える子供産んで大丈夫だと言える街作りの駄目、

市に税金が入る方法は熱意持って取り組んで欲しい。先に記載した競馬や車メーカーが開発に来

るサーキット等や市民がいつでも運動可能や散歩可能な大規模スポーツランド構想、ロケット技

術や先端科学の研究施設の誘致など。緑や田畑を大幅に減らさず管理費を捻出出来、伴う学校設

立の構想まで。特に医療機関は市に現在少なく、医師も仙台から通いで夜間救急は皆無なので、

集まって来ればそこで開店開業見込める為にいち早くそれには事が起きてから対応姿勢では無い

先手打つくらいの速さで実現する基本姿勢であれば移住者も子供も老人も市で大丈夫感は強くな

ると思う。出来ない理由ではなく少ない政権や予算でも工夫してやる姿勢、熱意が人を市に惹き

つけ留めるブームで終わらない各地共通した人が着くという要因かと思う。今の市には全くそれ

が感じられない。わざと電子媒体や動画配信で市のそんな取り組み姿勢配信もいいバズリなら人

は向くと感じそんな点も利用して欲しい。 

196 ◼ 地域で働ける場所の創出 

197 
◼ スーパーマーケットの充実。消費者目線だと商品の比較がしにくい。店舗間競争がなくなること

により寡占市場になり売る側が有利な価格が起こることを懸念している。若者が楽しめる施設や
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店が少ない。個人的にはチェーンのコーヒーショップがあったら嬉しい。 他の自治体が行ってい

るようなキャッシュレス決済で 20 パーセント還元のようなキャンペーンがあると嬉しい。 

198 ◼ スーパーを増やす 

199 

◼ 飲食店→B 級グルメ店などをもっとほしい。跡継ぎがいなくて店を閉める事が多いので、やる気

のある人にお店を引き継げるように。広報したり、お店側も、広報に出したらインセンティブが

もらえるようになると増えると思った。 

200 

◼ 花山出身の嫁が代筆しています。  どうしても築館、栗駒、金成、若柳など大きめの街の整備は

進みつつあるが、花山、鶯沢、文字など僻地の地域へのサービスが行き届いていない感じがあ

る。そして、会社員や市役所職員向けの事しか言っていない感じがある。市民の中には商工自営

サービス業の人や無職の高齢者の方、結婚できない方、子どものいない方、そのような社会的弱

者がたくさん居る。子育て支援も大切だが、そのような弱い方へも住みやすさ、過ごしやすさを

用意する事も必要だと思う。例えば企業の誘致するとか働き世代への過ごしやすさを提供してく

れると良いと思う。 

201 

◼ 栗駒プールや図書館など素晴らしい施設があるのにいつも閑散としているのでなくならないか心

配です。利用者促進の pr をしてもいいのではないかと思います。人口減少が心配。働くところ

がないと定住は厳しい。ネットの求人をみると職種が少なく年収も少ないのでこれでは若い人は

都会に移住してしまうと思う。さらに応募の年齢要件もとくに事務職は若く設定しているところ

が多く、子育てを終えてからだともっと働けなくなる。行政では対策が難しいところかとは思う

のですが。 家族の事情で栗原市に住むことになったが求人をみたときの衝撃は忘れられない。 

202 ◼ 現在の商店街が存続できるような支援。 

203 ◼ 若い人達が栗原市から離れない様に働ける場所を増やして欲しい（企業誘致等で） 

204 

◼ 若柳にスーパーを誘致して欲しい  

◼ 市内の学校への補助員を増やして欲しい  

◼ 若柳病院の機能を維持してほしい 

205 

◼ 地域の活性化のために、廃校した学校や、市の使っていない建物、市所有の土地を市内の企業等

に無償・低額で貸し出すようにしてほしい。 売却して終わりではなく、色々なチャレンジができ

る場所をつくってほしい。 

206 
◼ 働く場所が充実(給料、待遇)していることが定住、転出抑制につながると思います。企業誘致に

力を入れて欲しい。 

207 
◼ 飲食店が少ない（チェーン店）の出店に力を入れてほしい。志波姫イオンをもっと活発化するべ

き。 

208 

◼ 獣は山に、人は人里に住み分けるような環境。取組や助成などの情報をアピールするぐらい伝え

てほしい。映画館等の娯楽や遊興施設が栗原市内にあっても良いのではないでしょうか。時代は

マクドナルドではありません、セットメニュー６００円（ハンバーガー、ポテトＳ、ドリンク

Ｍ）のお値段でボリュームと満足感を満たし、価格以上の良さのあるバーガーキングこそ栗原市

に誘致するチェーン店に相応しいと考えます。怪しい鉄クズ、農機具等の回収業者、年度変わり

の点数稼ぎのＮＰＯ法人を取り締まることで治安を守って下さい。栗原市に住んでいながら栗原

市のことを知り得ていない状況の改善を図れるような取り組み。長々と書きましたが、世間を騒

がせる大きな問題もなく生活を栗原市で送れることは、とても良いことです。これからも住みや

すく、そして生活しやすい街づくりをお願いします。 
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209 

◼ 現在、安心して生活させて頂いておりますが、近年の外国人が多く在住されている事が目につき

ます。文化やマナールールを理解しているのならいいのですが、治安が気になります。（例えば重

機の買い取りなどで男性外国人が来ると、体格の差があり、女性は不安かと思います）日頃から

巡回など対応されているかと思いますが、やはり心配ではあります。何かしらの対策など発信し

て頂ければ…。 

◼ 若者にも魅力的な施設や企業（テーマパークなど）があれば栗原市だけではなく、隣の県や市か

ら足を運んでくれて、結果栗原市が活気が出るかと思います。特にくりこま高原駅周辺はイオン

を下降線気味ですので、何か起爆剤となる物があればと思います。また、まだ高齢者の方が割合

が多く、デジタル関係は困難かと思います。そして、医療、介護業界ももう少し目を向けて頂き

たいです。若い人でも栗原の将来を考えてくれる人がたくさんいます。というか、いろんな事を

聞いて欲しいです。これからも安心して暮らせる栗原市でありますように。よろしくお願いしま

す。 
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210 

◼ 桜田山神社を観光の目玉に。１５００年の歴史を持ち、まだエミシの時代に天皇を祭っているの

は珍しいと思う。そして神社を創建したのは武烈天皇の側近の狩野掃部之祐。都の者であるこの

人たちは、どのようにしてこの栗原に溶け込んでいったのか。アテルイたちが戦う２００年も前

のことである。 

◼ 栗原は自然が豊かなので、各地ごとに目玉になる花を植えて、映えスポットを作るのは。花のあ

る所には人が集まっている。 

◼ 生ごみ処理機の助成をお願いしたい。（乾燥させて肥料に出来るタイプ） 

211 

◼ ①生まれてから結婚するまで仙台市民でしたので、平成７年に初めて「くりこま高原駅」で降り

た時、駅前といっても何もないんだなぁ、これからどんな風に変わっていくんだろうと期待もし

ていました。数年後にイオンができて、買い物が少し便利になりましたが、活気はどうでしょ

う。東日本大震災の時感じたのは、車社会のもろさと大規模店のもろさでした。私自身は虫が知

らせたのか、当日の午前中に給油と買い物を済ませていたので、すぐに困ることもなく慌てる事

もありませんでしたが、私以外の家族はガソリン獲得のために３時間並んで、買えずに帰ってき

たこともありましたし、夫は安否確認のために車で家庭訪問する必要があり、私の車を貸すこと

になりました。そのため数日後には水の運搬で支所に行く以外は車を使わず歩いて買物へ。しか

し大型店は閉まっており、救世主となったのは農家の方の温かいおにぎりや野菜であり、（今はな

くなってしまった）地元に根差していた小規模スーパーで、唯一肉が買えました。現状を踏ま

え、駅前の未来の理想は、水車の実用化―いつも回っている、そば粉をひく、そのそば粉を使っ

て作ったそば、そばがきが食べられる食堂がある。栗原ブランドが終結―紹介、試食販売。電気

自動車（バス）―各支所をめぐるループバスが走る。全天候型屋内施設―小さい子どもから高齢

者の方まで楽しみ集える場所。レンタル自転車―サイクリングロード、おすすめの風景をめぐ

る、スタンプラリーなどはどうでしょう。 

◼ ②未来を担う子どもたちについて思うこと。学力テスト県内最下位からの脱却のためには親の意

識改革が必要だと思います。この事実をしっかり受け止め、何をすればいいか考え行動すべきで

す。上位の地域の親たちは、自分の子どもの学習、習熟度について把握、積極的に関わっている

そうです。身体を使った遊びが不足していますよね。Ｎｏ１５に書きましたが、信頼できる大人

の下、安心安全に遊べる場所があればいいのにと思います。加えて、今の学校のプール使えませ

ん。水泳は全身を使うし、体力をつけるのに最適だと思いますが、夏にプールに入ることが難し

いうえ、学校の授業では泳ぎが上達しません。学校のプールの修繕や維持にかかる費用を全天候

型屋内施設（遊び+プール）の創設の財源の一部に換えられると思います。泳げることを目標とす

るなら専門家の下で一定期間集中して教えてもらうのが一番です（経験上）。 

212 

◼ ①各方面においてもっと栗原市をアピールできる部分を各業種の方々と協力して作って行って欲

しいです。栗原市でしか見れない物、栗原市でしか買えないもの。栗原市でしか食べれない物、

栗原市にしか無い物！！ 

◼ ②歩道の整備、外路灯の増設、植栽の整備、草刈り。路盤の壊れている部分の修繕。特に３９８

号線の歩道などは、草が伸びすぎている。 

◼ ③高原駅の周辺をイルミネーションを設置したり、見せる楽しい駅にして欲しい。幼・小・中・

高（栗原市の人達で！！）・一般の人達からデザイン画などを募集して、どの様に駅を変えて行け

ば良いのか、コンペのような物を企画して欲しいです。市長賞、副市長賞などの賞を設けて！！ 

◼ ④婚活の企画とテレビの協力をお願いして聞いた方が良いと思います。栗原市出身の宮藤官九郎

さんや、狩野英孝さんなどの番組にお願いして！ 
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◼ ⑤企業誘致、人材確保。臨時職員を減らしてその企業への正社員としての雇用を出来れば良いの

ではと思います。１６；３０退社している人数が多すぎる！！ 

213 

◼ ①栗原市内の飲食店（例外なく全ての飲食店（酒類提供含）、宿泊施設、タクシー代行などの一覧

が載った”マップ”を作成してほしいです。小規模地域でのマップはありますが、栗原市全体ま

たは東西地域別等全体的なマップを作成してもらいたいです。理由として、ここ数年の栗原市は

地元出身のタレントがテレビ出演による市のＰＲやＳＮＳ、ネットでの取上げ等で全国から注目

を浴びています。今後、このようなほどの関心を持ってもらう機会（チャンス）は二度とこない

と思います。この機会を是非生かしてもらい栗原市内の飲食店に他地域からの集客手段としてマ

ップ作成を提案します。（娯楽、飲食が栄えていない町には人も会社も来ないです）先日、他地域

の飲食店、宿泊施設、交通関係が全て載っているマップを見ました。とても良くできていて、そ

のマップ一枚を見れば地域内を観光→飲食→宿泊と計画が立てやすくなっていてとても便利なマ

ップでした。企業誘致は最重要課題ですが、今ある地元自営者のことも優先事項として考えて頂

きたいです。栗原市合併２０年が経ちます。変化と旧１０町村の更なる融合を期待したいです。 

◼ ②市議員の定年制導入を求めます。 

市民の声としてよく聞こえてくるのが飲食業に対しての市の関心の薄さです。飲食業経営者や従

事者からは市長選挙の度に「千葉健司くんの方が飲食業や娯楽施設業にとっては市町になっても

らいたい」との切実な声です。佐藤市長２期目の今回は十分に手腕を発揮できることと期待して

います。千葉さんのほうが良かった…という声が聞こえなくなるよう市内の飲食業、酒類提供

店、娯楽業に市長が関心を持って頂きたいと切実に願います。 

214 

◼ ①子供の遊び場が少ない。子供が遊べる施設を作ってほしい。 

◼ ②栗駒山の観光で沢山の人が来るのに、駐車場が少ないと思います。整備して登山客をもっと増

やす為に、出店や移動販売車を導入してみては？登山しても何もないのはさみしいです。観光に

来ているのに何も売っていない。シーズンだけでも良いので、食事処等あっても良いのではない

でしょうか？栗駒にも移住者が増えている様なので、その方達にも協力してもらう事はできない

のでしょうか？？ 

◼ ③伊豆沼も同じです。観光に来てもサンクチュアリセンターはあるが食事する所がない、おみや

げの購入もできない、もっとお店を出せば良いと思います。 

215 

◼ 4 号バイパス早期開通   

◼ 行者滝から上の道路拡張   

◼ ハイルザーム付近高原の観光客誘致   

◼ 栗駒山頂上付近までのロープウェイ建設 

216 

◼ インフラ整備に思います。細かな道が多い為に目的地に着くのが大変なので観光で訪れる方は何

かと不便かと思い。 観光に力を入れるのであれば、『道の駅』や休憩スポットの建設などが良い

と思います。どうしてもスーパーやコンビニなどにトイレをしに行ったり、お土産を買うにして

も販売店がバラけていて大変かと思います。 

217 

◼ 栗駒山、伊豆沼等の自然に有る観光に甘んじてないで、造る観光方向を買えてはいかがでしょう

か！例えば、栗原をもっと知ってもらう為に市内外から募集し、伊豆沼半周歩け歩け大会２回目

コースを造る。終点会場には地場産品売場。高速と新幹線がきれいに並ぶ場所は全線の内で金成

ＩＣ付近だけです。奥に栗駒山とすばらしいロケーションを活用しないのはなぜですか？高速と

新幹線のお客様に栗原をＰＲしましょう。高速の西側に栗原出身の「狩野英孝、宮藤官九郎、菅

原文太等ふる里栗原市」の大きな看板を造るとか。 
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218 
◼ 栗原市でも古くからもち文化がありますが、一ノ関ではそれがアピールされていますが、栗原市

でもやる事は可能なのですか。何かあれば特産品、又は料理等を考えて全体でやってほしい。 

219 ◼ 栗原市民まつり、毎回同じ感じになっている。楽しいイベントを増やしてほしい。 

220 

◼ 春夏秋冬、一年を通して観光地として考えてほしい。栗駒山の紅葉などではたくさんの地域から

毎年来ていただけるので、イベントやお土産（キッチンカー、売店）、バスなどの充実、町の一大

イベントそして考えてほしいです。夏は伊豆沼はす祭り、冬は渡り鳥、沼周辺の草刈りや環境整

備が不十分のようです。ネット（広告）など情報発信もまだまだ足りないのかもしれません。と

ても美しく、魅力的な町なのですが、地区ごとにバラバラですし、お祭り、伝統、歴史など興味

が薄れていっています。子供達にも農業体験や町の歴史を教えてほしい。教科書の勉強も大切で

すが、生まれた土地を知る事も大切なのではと思います。栗原の自然と人口が共生しながら幸せ

に暮らしていける事を願っています。 

221 

◼ 海外からの観光、中長期滞在者へ向けての取り組みは何も無いのでしょうか。人口減、経済規模

が縮小していく中では重要なポイントと思います。何でも歓迎、何でも反対という極端さは全く

良くありませんけれども。無視できない規模になっていく可能性もあります。定住者促進という

のは旧来の青写真でしかなく、現実は人口減に抗えないのが見えています。焼け石に水。例え数

十人誘致したとて費用対効果は如何なものでしょうか。それならば観光資源を新たに見出し活用

する方が現実的です。商業工業での企業誘致も含め。交付金、補助金の関係でその類を無難にや

るしかない事情は分かりますが。いつか消滅してしまう地方都市は山ほどありますが、栗原市は

どうしたいのでしょう。変わり映えせずこのまま少しでも延命したいのか、観光商業工業などで

人口減でも持続可能な価値のある土地にしたいのか。国の施策、他の地方自治体と横並びで無難

なことしかしない印象は拭えません。 

222 

◼ 栗原の観光を盛んにするのではなく、違う形で人を呼ぶように進めてみては如何と  例えば音楽

の野外フェスとか、素人参加型にゲストを呼ぶなど。定禅寺ジャズフェスの様に毎年していけば 

栗原の 1 つのウリになると思います。最初は小さいイベントでも結局の所毎年やらなければ意義

はないのですが。県内の素人バンドも演奏を披露する場所が年々減って来てるので宣伝すれば遠

くても来ると思います。狩野英孝に司会進行してもらって 

223 
◼ 栗原の良い所を大切にしながら、新しいものや他市や他県の良い所もとり入れて 年寄りだけじゃ

なく若者も魅力的に感じる街にしてほしい。 

224 ◼ 市外の人にも栗原の魅力を感じてもらえるようなカフェや観光スポットがあれば良いと思う 

225 
◼ 自然豊かな土地を活かした、施設やイベントの充実に期待しています。整備や企画した際には、

それらを情報として発信する広告力、広報力も必要だと考えます。 

226 
◼ 観光箇所を増やす。野外ライブ、フェスの実施など若者に対する観光出来る場所を考えていただ

きたい。 

227 

◼ 栗原市は魅力的なイベントや季節によって楽しめる観光地はそこそこあると思う。他県の観光地

を差し置いてまで行きたいと思われるほどの魅力があるかと言われれば正直弱いと思う。昨今の

オーバーツーリズム問題も気になるということもあり、インバウンドなどに頼らない、活気があ

りつつ穏やかに安心して生活できる方に振り切って欲しいと個人的には思う。 

228 

◼ 子育て支援だけを強調するのではなく、先ず街に金が入って来る事を優先し企業や観光誘致、観

光させる物を積極的に導入して資金を得て子供から老人まで市で暮せる様な全世代支援、老人の

オムツの方が子供よりかかるので市民税のアップ無しに出来る様な事を考えて欲しい。敷地面積

有るので緑残しつつの方法、県内唯一の競馬場やサーキット等、わざわざでも来させる物など大
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胆な政策を打ち出し市に金が入りその資金から結果信頼出来る企業誘致出来る材料を持って欲し

い。緑だけ残しても管理費や農畜産業も人が居なくて外国人がやり出したら治安の悪化にもなる

為、最近の子育て支援ばかり強調する姿勢は老人は早く死ねと言ってる様に感じ将来が不安であ

る。政治なので全年齢を対象とした発信姿勢にすべきでそれを可能にするには資金なので市税だ

けでなく街に金が入ってくる事を考えて欲しい。実際 TV でアピールしてもわざわざ来る面白

さ、食事、土産が無いので街にその点も金が入らない要因かと思う。いいバカで楽しませて金を

落とさせる工夫や熱意が他自治体と比較し無いし、農作物もいち早くブランド化し価値を高めて

いい物作りわざわざ買わせるのも乏しいと思う。それらをやって栗原独自を導き出せば、わざわ

ざでも人は来ると思う。熱量が基本足りないと街に住んでる事がつまらない事になると消滅が早

まると思う。市がそこは先頭でやらないと街は作れないと感じる。 

229 
◼ 若者が集まる催し物がもう少しあるといいと思います。 子供達が楽しめるお祭りや、イベントが

あれば交流の場にもなるので増やすべきだと思います。 

230 

◼ 人がいない。くりはら高原駅があり、広大な自然もあるので、それを利用して大型イベントやフ

ェスを開催してはどうでしょうか？ 地元出身の有名人、狩野英孝さんや高橋ジョージさんに協力

いただき、毎年恒例のイベントにしていけばいいと思います。 
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231 

◼ 対外的な取り組みは、重要であるが、今、栗原市を支えている組織、団体にもっと目をお金をか

けるべきと思います。精査は必要ですが、今だけでなく未来を見据えて。子ども会やジュニアリ

ーダー組織などは、今直ぐに効果は見えませんし評価ができません。しかし、間違いなく未来、

将来に影響を与える活動です。コミュニケーション力の低下、地域愛の欠如など影響は大きいと

考えます。介護に関わる人材不足は全国的な問題です。就職支援金等の仕組みはありますが、そ

れだけで呼び込むのは不十分です。栗原市で働いてもらう様にするための仕組みが必要です。塩

竈市が学校法人と連携協定を結びましたが栗原市も待つのではなく、攻める必要があります。最

低でも栗原市の介護を目指す若い人材が他市町村に流出するのは防ぐべきです。その仕組みが必

要です。 

232 

◼ 20 年間住んで、地元として好きではあるから、もっと上手く町おこしをして欲しい。仙台市や

東京都でさえ端の方は田舎であるのだから、まずは核となる築館や志波姫、若柳等の既に少し発

展している狭い地域から発展させ、少しずつ拡大して行くのが栗原市にできる最善だと思う。 

233 

◼ 現在、栗駒や若柳で催し物が多々あって、テレビで取り上げられたりと、活気があってとてもい

いなと思います。他の地域でも地域おこし協力隊を配置したりと、元気が出るような取り組みを

期待します。 

234 

◼ 今後、高齢者になった時、１人で暮らしていても安心して過ごせる様な地域であって欲しいです

が、人口がどんどん減っていく中で求められるのは地域の集結？ではないかなと思うところで

す。新しいものを作る事も大事ですが、今ある道路や集会所等をこれ以上増やす事なく活用でき

るといいなと思います。このアンケートすごく時間がかかり、めいわくでした。 

235 ◼ 地域住民との交流の場の拡充 

236 

◼ 合併して 20 年ですが、いまだに旧 10 町村単位で市内は見えない壁のようなものがあるように

感じます。 少しでも垣根が低くなり、地域バランスもあると思いますが、各地で同じようなこと

をするより、集約が進んで効率よくなってくれたらと思います。 

237 

◼ 子供から高齢者全ての市民が孤立せずに過ごせるまちづくり。 理想は極限まで追い込まれる前に

行政や制度の介入や必要性が出てくる可能性を誰かが把握できている環境作りができるといいと

思います。 

◼ 他問題世帯への行政、制度、専門職の連携がスムーズに行える体制づくり。  

◼ タクシー券の制度の見直し。 築館地区内とその他の地区の方での利便性に差があると思います。 

238 
◼ 広大な市政面積に対してインフラ維持のための人口、資金不足は想定出来る。今後、徐々にでも

生活圏の集約を促す補助事業も検討していくことが必要。 

239 

◼ 広大な土地に、集落が分散し過ぎている。公共施設が分散している（財政面への負担が増してい

る）。 ６０歳未満の人々が主導して行動できる市の事業（住民活動）等への提案を募集してほし

い。 防災無線が聞こえづらい（特に家の中にいるときはほとんど聞こえない）。  

◼ 産婦人科の開設への具体的行動。  

◼ 農地の活用の永続な維持。   

240 

◼ 若い就労世代が活躍するようにしつつ、高齢層が働いて活性化にむけて相互に交わる取り組みを

優先し、各々のコンタクトや交流から、世代間の相互的な活性化ができるよう優先順位を検討い

ただけたらと思います。 
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241 

◼ 予算と施策の方向転換。成熟した社会になると人口減少に傾くのは、先進国で実証済みで簡単に

は増加に転じることはないと思います。能力のある者は成功し、そうでない者は貧困層に分断さ

れ、過去のように皆（職場）での補い合う社会は、消滅しました。いつの時代も子供を持ちたい

と考える若年層は一定数いると思いますが、いつ首になるか分からない職場環境や収入を上回る

物価高では、将来、過程を持って○○歳までに家を建てる計画は、立てられない現状の中で独身

の方が生きやすいと考えても不思議ではありません。全国各地で子育てしやすい環境の整備に努

めていますが、社会構造が変わらない限りパイの奪い合いになります。移住者や交流人口を増や

すための施策は、重要とは思いますが、一方で、今、住んでいる人たちが楽しんでいる市である

ことを発信できれば移住者が増え、転出者も減少する事が期待できます。この際、人口は増えな

いものと服を据え、住民に予算や施策を振り向けてはどうでしょうか。他の地方自治体と同じこ

とをしていても多少の勝ち組、・負け組が出るだけのような気がします。全国に先駆けて思い切っ

た方向転換が必要ではと考えます。 

◼ ２．官民協（共）働の推進。共助という名の公共サービスの切り捨てではなく、市と市民が共働

で地域を作っていくことが必要と考えます。限られた財源と部員数の中で効率的・効果的に投資

して地域環境も良くなる方法として、行政も住民も共に汗を掻くスタイルが良いのではと思って

います。例えば、「舗装してほしい。側溝を入れてほしい。」等は、行政が設計、市税の提供と監

督を行い、作業は住民が行い資金で生産することで経費節減と住民の満足を満たす効果が期待さ

れます。もちろん完成度や安全性、施工責任等の問題があり業者に発注したい気持ちは解ります

が、軽微なものは住民に、技術を要するものは業者に棲み分けできると思います。 

242 

◼ 男女共同参画事業が何年間も続いていますが、もう充分ではないでしょうか。これまでどんな成

果があったのでしょうか？足りない所へ予算を回してもらうと良いと思います。 

◼ ゼロカーボンシティ宣言はゼロにはできません。太陽光設備は市内にも相当数ありますが、ＣＯ

２を吸収し酸素を排出する樹木を切り、大雨等による崩落の危険、廃棄処分等の重金属の処分等

不確定の事が多く、これ以上増やすのはどうかと思います。ハイキ処分は小さい企業さんがしっ

かりできるのでしょうか？利権で働いている企業さんが多いと思われます。日本はこれまで充分

やってきたと思います。世界的には約３％の排出量です。上位排出国が取り組まなければどうに

もなりません。 

243 

◼ 地域の活性化をはかるには思い切った政策を進めるしかないと思います。限界集落の集合体とも

云える栗原市です。住民が一つになれる政策を望みます。私の住む地区は２０年前、子供達が沢

山おりましたが、今は１人もおりません。年寄りばかりです。然も何れは空家になる世帯がほと

んどです。子供がおりません。いても都市部に流れてます。今更何を申し上げても遅いですが、

良い意味での想定外の政策を望みます。 

244 
◼ 一迫公民館の修繕を希望します。 天井がカビだらけの中、子供を含む市民が楽器練習を行ってお

りました。子を持つ親としては体調が心配です。  

245 

◼ 自治体の運営方法の見直し。 現代のライフワークバランスに合わせた方法に変えていくべきでは

ないか。特に自治会費等の集金方法は旧時代だと思う。せめて振込票や口座振替にして欲しい。 

今は夫婦共働きの上、カレンダー通りの休みを取れているわけではない家庭が多いのに、班長が

各家を回って現金集金する方法は、昔の専業主婦が多く祖父母と同居していて在宅者が必ずいる

前提での方法で、今の時代に合っていない。不在の家には再度集金に行かなくてはいけないから

手間がかかる。さらに集めた現金は会計係のお宅へ持っていかなければならない。会計係も集め

られた現金を再度確認して銀行へ行くのだろうからコスパが悪すぎる。硬貨が多いと入金手数料
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もかかる。 現金集金を止め振込票等にすれば、各家は期日までに自分のタイミングで自治会費を

納められるし、会計係も現金管理の手間が無くなるのでメリットはある筈。 

246 

◼ 地域の奉仕作業があまりに多すぎる。草刈りの燃料費や機材購入費用の負担が大きい。せめて燃

料や機械購入助成を考えて欲しい。県内でも高額な住民税負担してるのに負担ばかりでウンザリ

です。 
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247 ◼ 「くらしたい栗原」の施策と結果を広く市民に知らせ、市民の満足感を高める。 

248 

◼ 「スクラップアンドビルド」物価高に追われ増えた収入等は、税金で取られる。限られた税収で

満足する事業や施策を行うためには、要望を満たすだけでなく非効率な施策や部門、建物設備等

も一度見直し廃棄（スクラップ）すべきではないでしょうか。「何をするべきか」ではなく、「何

を止めるべきか」を考えてほしい。 

249 

◼ 子供がいる家庭、高齢者に対しての支援はいろいろ工夫しているが、中間層には何もないことが

不公平。 

◼ コミュニティ活動はいろいろやってるようだが、栗原市統一してないのでやっているところとや

っていないところがあり不満。 

250 

◼ 仙台市のようにはいかないかもしれないが、上下水道料金のクレジットカード納付ができるよう

になるとよい。徴収業務の負担が減り、職員が別の仕事に集中できるようになるのでは。 

◼ 地域活動等にも市職員が関与しすぎな気がする。住民自身が自立していくことがこの町に一番求

められていることではないか。 

◼ 石綿セメント管がかなり残存していたり、民地の中に排水管が布設されているなど、栗原市の水

道は他の市町村ではありえない状態になっていると聞く。後世に負担を残さないためにも、水道

の改善は早急に行うべき。（職員が少ない様に感じる。増員につとめては） 

◼ 移住、定住に力を入れているが、その考え自体が時代遅れになってきていると聞く。交流や関係

人口の創出に力を入れる方向にシフトしてみては。 

◼ 市民サービスがかなり手厚いと感じるが、整理や縮小も必要となってくるのでは。（ｅｘ，支所の

統廃合、病院の統廃合） 

◼ 一度市外に住み戻ってきたが、他市と比較して市職員が公私問わず頑張っているため、何とかな

っているように感じる。職員を大切にし、住民もさらに巻き込んでいくべき。 

251 
◼ いろいろ市でも市民の為に活動されていますが、それが知らない人もきっといると思うので、サ

ービスなど多くの方に周知していただくといいと思います。（ご近所助け愛交付金など） 

252 

◼ お金がどのくらい、何にどう使われてどう変わったのか、市民には伝わっていない。若者に残っ

てもらえる、他から移住してもらえる環境を作っていかなければ、人口の減少と高齢化は避けら

れない。議員が何をしているか分からない。選挙の時しか見ることはない。築館支所の所長の態

度はとても市民への態度とは思えないものだった。窓口にいる数名も含め、下に見ているような

態度でとても不快だった。 

253 

◼ 議員を大幅に減らして、年齢制限を設けるべきと思われます。 

◼ 何か、他町村に比べて優れていることを作ること、アピールする。例えば、インフラ整備率を上

げて、将来に不安がないなど。空家問題、全国的に増加、解消対策を。住みたい場所に選ばれた

のだからその理由を更に増やす様、努力して下さい。以上、栗原市の人口増を目指して下さい。 

254 ◼ 行政がぜんぜん身近に感じられない。 

255 

◼ 行政の者はとても親切です。どこよりも。ただし申請する関係をＷｅｂなどで対応し、少しでも

平日に申請に行くような事は変えてほしい。高齢者には外回りで自宅へ対応の検討も必要。バス

で移動の対応も良いのでは。人口が少なくなった場合、中心部に移住する方法も必要と思う。そ

の補助が必要です。 

256 

◼ この土地に嫁いで３０年になるが、昔からくらべて行政サービス等、飛躍的に伸びていると思

う。都会暮らしの時は、行政手続き等、近くに支所がなく、腰が重くなりがちであったが、買い

物ついでに支所や図書館や保健所等がある所も便利だと思う。しかし、まだ田舎的なところもあ
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ると思う。発想の転換で突拍子のないアイデアでも栗原の個性となるものであれば、行動力をも

って実行してほしい。保守的な市民も便利だと思えば賛成し、協力すると思う。マイナンバー登

録の時も、分館などまで出向いて老人の登録のサポートをしてくれたおかげで、やれば簡単だっ

た、自分にもできたから、あなたも大丈夫と、老人たちが話していた。市民を支える部分も残し

つつ、次世代の人達の市民を引っ張るリーダーシップに期待している。 

257 ◼ 市職員の窓口業務に対する再教育をお願いします。 

258 

◼ 市職員一人一人の能力に頼ることが当然ですが、その負担が大きくなり、人災とならないように

してください。もちろんスキルアップや専門性による行政サービス向上は望みます。また、市財

政も市の規模からみて限りがあるはずです。適切な計画運用を望みます。「ばらまき」にならない

ようにしてください。 

259 

◼ 人口減に見合った市職員の人数制限が重要。人件費が市民を苦しめている。市職員の役職手当が

多すぎる。組織毎の役職段階はいらない。長は一人で良い。市職員の組織を細分化しないで、役

職手当を減らす必要がある。広報誌にあまりお金をかけないで欲しい。 

260 

◼ すごいアナログだなーと感じることが多いです。もう少しデジタル活用できるようにして欲し

い。特に申請（全ての申請です）は２４時間対応でオンライン可にして欲しい。また、いつまで

印鑑必要なのでしょうか？印鑑レスにして欲しいです。 

261 

◼ 有閑老人、特に退職公務員、専門知識所有者の有効利用（有料でも可）。行政は多くの目標を掲げ

ている。あるいは掲げ過ぎている。（この総合計画については特に）それらは実行できる目標か。

担当者、予算は充分あるのか？とにかく、これはという目標を掲げたら、その途中経過の発表、

達成度数を公表し、市民の賛否を求める。達成感が低ければ原因の追究を市民も交えて行う。こ

うすれば目標の重要度がわかり、計画の見直しを公平な目線で可能にできる。人口減少になる

と、なんでも希薄になる傾向になる。事件が、事故が、災害（火災、地震等）が発生したとき

は、行政の消防、警察の到着が遅くなる。それまでを補うのは近隣の人々の援助である（近助）

これがいかにスムーズに適切にできるか。普段からの訓練や災害知識が必要になる。そこの指導

教育は必須である。そのカリキュラムを作り、実施してもらいたい。 

262 

◼ 若者に対して移住、出産、子育ての支援は必要と考えるが、本来、栗原市民が幸福に楽しく生き

ている姿を示す事が大切と考える。高齢者に対しても行政の支援も大切ではあるが、受動的にな

りすぎず、高齢者のやりがいを感じられる方法を考えるべきと思う。限られた税金（収入）の中

で、できる事とあえて手放すことも必要。文化やたとえば高度医療などは大崎、一関、仙台へと

言うように…栗原市に行えない事はしない。市民にも税金（市の収入）には限りがある事を理解

してもらう努力が必須。 

263 
◼ 市の財政を考慮した健全経営のため、国、県からの 補助が多い事業の取り組みを優先し急場を乗

り越えて欲しい  

264 

◼ 市役所の、所謂お役所仕事的な取り組み方や役人意識に問題がある。昨日の藤原議員の質疑にあ

ったと思うが、市役所職員の労働時間の多さは、彼らを疲弊させ逆に仕事が非効率になっている

帰来がある。それがそこで働く人のモラル（志気）を低め、時間がないゆえに市民の活動などの

申請があしらわれるケースを私の周りでもよく見ています。そういう事実を市長は知らない（下

の役職者はそれを見せようとしない）こともあるだろうが、突き詰めれば、環境改善は市長の責

任のひとつ。職員が生き生き働けて、役人意識を捨てて市民に奉仕する環境作り、そうなれば市

民も役人に感謝、尊敬をして、チーム栗原としてより良い町になっていくと感じます。せっかく
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新人議員が数多く選ばれた年なので、風通しの良い栗原市にしていきましょう。期待していま

す！   

265 

◼ 情報を分かりやすく発信して欲しい。 

◼ 結婚して新居を設けた人達以外にも同居する人達にも何か支援して欲しい。   

◼ 様々な支援があると思うが一覧で分かるようにして欲しい。 

266 

◼ 現在 SNS 等で栗原市の事を発信していますが、イベント等がある時だけでは意味がないと思い

ます。 イベントだけでなく、市が力を入れている事業等の発信ももっと SNS で発信していかな

いとダメなのではないかと思います。 

◼ くりこま高原駅を中心にとありましたが、そもそも駅もかなり古く、ホームもかなり汚いですよ

ね。玄関口と言うのであれば早急に整備等行った方がいいのではないでしょうか。新幹線を降り

てすぐ観える景色が汚いガラス越しの栗駒山ですからね。あとは伊豆沼、内沼です。野鳥の飛来

地、ラムサール指定、蓮など色々見どころはあるのにトイレや駐車場の整備がほぼされていませ

ん。しっかり観光客を呼びたい、インバウンドの効果を得たいのであればしっかり整備をしない

といけないと思います。観光客ではなく、まず住んでいる私達だって行く訳ですから。そこから

も発信できるので。 

◼ あとは市が一致団結しないとかなと思います。個々の地域での街興しは見て取れますが、市が一

丸となってというのが見えてません。 色々難しいとは思います。これから私の人生が終わるまで

栗原市民だと思います。頑張って下さい。長文失礼しました。 

267 

◼ 行財政改革も大切ですが、もっと職員の皆さんに時間の余裕ができて、市民が幸せを実感できる

ような街づくりにため、市民の声を直接聞き、夢のあるような施策が展開できるようにして欲し

いです。 将来子供達がこの街に住み続けたい。首都圏に住む若者などが、第２のふるさととし

て、関わりたいと思えるようなまちづくりを期待します。 
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放射能対策プロジェクト 

268 ◼ 汚染藁ハウスを早く撤去する方向に進んで欲しいです。 

269 ◼ 汚染藁ハウスの撤去 
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270 
◼ １８才までと、今年で６年しか栗原市に住んでいないので、アンケートに思うような答えができ

なくて申し訳ありません。 

271 

◼ Ⅰ、Ⅲを別で送るってＳＤＧｓとは？どうなんでしょうか。一気に送ってこれなかったのかが不

思議です。調査票在中ではなく（アンケート）などの言葉で送ってきてください。何かやってし

まったみたいなことを考えてしまうので。封筒にⅠなのかⅢなのかを書いて下さい。Ａ、Ｃでは

分からないです。 

◼ 申請などで援助金があるのであれば、どれが対象で何があったら対象外なのかを全て明記したも

のを用意してないと余計な時間が取られる。書類などのほしい物もちゃんと知りたいし、手順を

分かりやすく簡単にしてほしい。 

272 ◼ あまりよくわからない。１人では考えがまとまらない。 

273 

◼ アンケートにも書いた通り、市区町村で充実させられる事は限定的で更に大きな構想の実現には

枠を超えた連携で共同体方式を取り入れてほしい。もっと広い視野を持った度量の大きな市長に

期待する。 

274 

◼ 今現在、栗原市が躍動感を漂わせているのは、間違い無く栗原市の本庁舎だけだと私は感じてい

ます。いかなる表現、言葉を駆使して形容を装飾しようとしても現実は厳しいです。市の未来に

期待感と夢を持ち生活出来る様、行政指導者やスタッフの方には全身全霊をかけて取組んで頂き

たい。（人工激減に歯止めを掛ける為に、例えば千人近い職員の方々のご子息は、必ず栗原市内に

定住させる施策を講じるとか…。）そうでもしないと人工激減に歯止めは掛からない。限界集落が

増大するだけでしょう！これから近未来の市長及び職員の方々の手腕に大いに期待します。（アン

ケートのメニュー多過ぎる！） 

275 
◼ 今の栗原市は平凡、生活していて楽しくない！Ⅰ～Ⅵまで一度にするのではなく子からとか農業

とか財策とか一つ栗原ならこれといったことから行えばよいかと？ 

276 

◼ 飲食店は少ない、遊ぶ場所も決まってくるので、増やせるようにしてほしい。 

◼ 暮らしに対しての支援や給付金が何もない。仙台などと比べると、ほとんど何もしてないように

感じることがある。栗原市はなにもない。 

277 ◼ 議員（市会）報酬が多いと思う。 

278 
◼ キッズランドの充実。マックがほしい。心の病気の方や高齢者に対しての生活、社会にでる地域

のあっせん。 

279 

◼ 栗原市が何をしているかよく分からない。というか興味がない。とにかく、少子高齢化何とかし

ないといけないと思います。私が住んでいる集落には、若者がほとんどいません。子供もいませ

ん。１０年後どうなっているんだろう。 

280 

◼ 栗原市ではなく、栗原市議会に意見がある。もっと勉強してほしい。塩竈市役所に２年間勤務し

たが、一般質問等、他自治体や最新社会情勢から鋭い質問を受け、四苦八苦した経験がある。し

かし、その分自分でも勉強したし大変有意義な２年間だった。なにより「市民のため」になって

いくことを実感した。一方、栗原の質問は「これは担当者大変だろうな」というものは一切な

い。議員は与えられた時間一応質問して、市役所側も一応答弁してちゃんちゃん。こういうのを

議会と市役所のズブズブの関係と言う。もっと担当者が答弁に窮するような、その先の「市民の

ため」になる質問をしてほしい。 

281 
◼ 栗原市はとても魅力的なまちです。人、食べ物、自然（栗駒山、伊豆沼等）は素晴らしいですが

生かしきれていません。行政ばかりでなく、栗原市に住むほとんどの人がその魅力を感じていな
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いのではないでしょうか。これからも栗原市に住み続けたい私自身も、栗原市の未来の為尽力し

ていきたいと思っています。高齢化や少子化、経済難と問題は山積みかと思いますが、経済を活

性化（ふるさと納税による）させ、原資として活用し、魅力的なまちへと発展することを切に願

います。生意気ですみません。 

282 

◼ 栗原市へ感じることはたくさんあります。ここで私が言ったところで何かがかわることはないで

しょうね。どんどん人口が減っていって最終的に栗原市がなくなるのではないでしょうか？子供

が少ない、お年寄りもどんどん亡くなる、子供達の就職は市外、県外。どうやってこの栗原を維

持していくのか本気で考えているのでしょうか？毎日の業務をこなしていくことで終わってしま

っていることでしょう。こうして生まれ育ったこの栗原は衰退化していくのでしょうね。本当に

今の栗原には絶望しています。子供のことに税金を使うことは良いと思いますが、なんでも無理

は良くないと思いますよ。キッズランド（廃校舎の利用）計画も、よく考えて欲しいと思いま

す。子供だけの利用ではなく、栗原のみんなが使用できる施設でないと私達の税金が生きてこな

いと思います。そんな箱物施設を新築する意味がよくわからない。一部の人の意見だけではな

く、もっと幅広い意見をもう一度聞いて欲しいと思う。 

283 

◼ 栗原市民でありながら、栗原市の配乗を良くわかっていない一市民で申し訳なく思います…。今

回のアンケートを頂いて、改めて「令和７年度お金の出所と使い道」を読みました。（このアンケ

ート、私にとっては良い機会でした）わからないことが山積みですが、老朽化した公民館の今後

や小さい子どもたちの減少、独身者の増加…など身近に感じています。イベントで集客した際に

市街からのお客様にご意見を頂いたり、何か企画があるとき市内の若者、老人に提案してもらう

とか…地道ですが…。 

284 
◼ 県外に働きに行っている為、市が取り組んでいる具体的な政策は今１つ理解していませんが、栗

原市が少しでも住みやすく、働きやすい環境になってほしいです。 

285 ◼ 子供、孫の代まで安心して暮らせる所。 

286 

◼ このままでは栗原市は限界集落になるのではと心配しています。何かと登米と比較してしまうの

ですが、活気などどんな面でも登米に負けていると思います。道の駅などいい所はどんどん参考

にしていいと思う。 

287 ◼ これからの栗原市に期待します。 

288 
◼ これからも暮らしやすい栗原市を作っていって下さい。市民税高いです。日本人を大切にして下

さい。栗原市大好き！！ 

289 

◼ 今後の栗原市に期待を込めて記入しました。少しでも市のために、より良い住みやすい栗原市に

なることを期待しています。今、ではなく１０年、２０年後、自分達の子供や孫が住みやすい場

所になっていることを切に願っています。 

290 

◼ 財源確保→ふるさと納税をしたくなる返納品を工夫。リユーズジモティスポットを誘致→ゴミの

削減。移住者への身近な家具食器調達。就活者の利用。芸人、狩野英孝君と提携した全国アピー

ル。地区ごとに若者男女でまちづくりサポーターを結成し、できる事を進めていく。 

291 

◼ 市営住宅でペット（ねこ）を飼っているという話を聞いたことがあります。ルールを無視してい

る人達が得をするということがないよう、モラルない行動は厳しく取り締まって欲しいです。ル

ールを行動している人たちが生活しやすい市になって欲しいです。 
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292 

◼ 市議会職員について、この４月の選挙では新人議員も数名当選されていますが、依然として高齢

者、多選者が他地区と比較して栗原市は多くありませんか。改選時に先輩（高齢、多選者）の現

職が先に手を挙げるから新人が立候補しにくいのでは… 

◼ 市、ユルキャラについて、市のキャラクター、広報やいろいろなチラシで見られますが、今の若

者には理解されているでしょうか？合併から２０年、当時は管内の一集落に実際に棒掛けで存在

していましが、今でも機械化された農業で棒掛けした自然乾燥している集落はあるのですか。字

数が多いし、「静」のキャラクターではないのですか。当時の識者が選考されたようですが、今で

も疑問です。 

293 
◼ 市内出身の方々がテレビでご活躍しているお姿を拝見しますと大変嬉しいです。栗原市を全国へ

アピールされるのも嬉しく思います。 

294 

◼ 市の職員の皆様ご苦労様です。私は本所に年に１、２度広報にあげていただく為、行く機会があ

ります。特に福祉課にお世話になっています。これまで１、２年に人員が変わり戸惑うことがあ

りました。できれば長く福祉に慣れた方を望みます。現在はとても満足しています。これからも

よろしくお願いします。 

295 

◼ 市の施策に努力してる事評価します。限りある財政で市民の満足度を高めるのは大変だと思いま

す。栗原市出身で東京等で活躍してる人達の知恵を借りるのも一考かと思います。この町で生き

て世の中みてない人の能力と、外をみてる人の結集も切に望みます。少しずつの修正は安定で良

いと思いますが、現実毎年１，０００人減は事実です。大きな改革を望みます。 

296 
◼ 修学旅行費の補助。米を手に入れやすくする。ガソリン、灯油代の補助。物価を下げるか、賃金

上がってほしい。家賃補助。 

297 ◼ 住民が幸せに暮らせる町づくり！ 

298 ◼ 住民税を安くしてほしい。 

299 

◼ 少子化が進む中、高齢化も進み、今後栗原市はどうなっていくのだろう…。あと数十年後に本当

に削減する街になってしまうのだろうか。たくさん良い所があり住みやすい所だと思っていま

す。「市民が創るくらしたい栗原」実現してほしいです。 

300 ◼ 人口の減少をどうするのか。他、別になし。 

301 

◼ スピード感が足りない。なにも決まらない。人口減少のスピードに負けている気がする。合併２

０年たっても何もない。せっかくの新幹線駅周辺も田んぼのまま。高速インターの周辺も山のま

ま。栗原の中心はどこなのか?増えるのは年寄りと空き家だけ。 

302 

◼ 全てに現実的に事は無理である。ただ、栗原の良い物を強くするべき。高齢化にすぐ対応すべ

き。若者の移住も大切だが、高齢化だけは避けられない。外国人も多いが、外国人の多い栗原は

いやである。 

303 ◼ 住みやすいです。ペットの散歩しやすい。何も変わらずこのままで。 

304 ◼ 生活保護受給者の見直し。 

305 

◼ 設問が多過ぎ。返信がほしいなら解答しやすいアンケートにすべき。解答番号を付けるのは無作

為アンケートとしてはどうなのか？番号を付けているということは、そちらでは誰が回答してい

ないか把握できるのでアンケート集計以外の利用もできる。本気で人口を増したいと思うのであ

れば、モデルにできる自治体は多い。（明石市など）成功しているモデルをマネしてやってみても

良いのではないか？現状での施策は現状維持な施策が多い。「現状維持に人口減少」なので未来は

暗い。もっと思い切った施策をしないと消滅へ進むだけ。 
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306 ◼ 全国から見ても栗原市には特別なものがある。そういう街にしてほしい。 

307 

◼ 先日、テレビで栗原市を紹介する狩野英孝さんを観ました。とてもよかったのですが、一緒に出

演した女性のサトウさんの発言はがっかりすることばかりでした。狩野さんが一生懸命にフォロ

ーしてましたが残念でした。職員の皆さん今後もがんばって下さい。乱筆ですみませんでした。 

308 

◼ 多岐にわたる難題がありそうで、どうしたら良いのかわからず、他人事とは思っていませんが、

何も考えずに日々暮らしてきました。無作為のアンケートが当たり驚きましたが、「自分ごと」と

して考えて過ごさなくてはいけないなと感じました。このようなアンケートも人を巻き込むきっ

かけになれば良いことかなと思います。いつも市民の為に尽くして下さり、ありがとうございま

す。感謝します。あきらめずに頑張りましょう。 

309 

◼ 多忙なのはわかりますが、もう少し対応の仕方よくして下さい。声、表情などがでてます。タク

シー券は、使い方とか書いてもよいのでは？具体的に表示。 

◼ このアンケート、くわしくみたいなら「二次元コード」とありますが、ケイタイ持っていない人

もいるだろう。いちいち開いて内容みるというのも大変だと思います。無作為なら名前と番号控

えなくてもよいのでは？ 

310 

◼ つまらない、何もないところだと思います。自然が豊かといいつつ、自然と触れ合える場所が身

近になく農地ばかり。  

◼ 市民が色々なことにチャレンジできるような支援をしてほしい。 

311 
◼ 特にないですが。人口減に伴う、公共施設等思い切って整理解体等することも大事（必要）かと

思います。 

312 ◼ どこの地方でもやっている施策では良い効果は生まれない。逆転の発想が必要だと思います！！ 

313 ◼ ない 

314 
◼ 内容を見ると自分が市政に対し、ほとんど理解していないと実感しました。自分の生活に直接影

響するとは思わずにいました。明るく楽しく暮らせる栗原市になってほしいです。 

315 ◼ なし 

316 
◼ 農家さんの野焼きの規制強化希望。主な理由・火災の心配。・洗濯物に臭いが付く。・煙と臭いで

目やのどが痛い。豊かな自然の為の我慢の範囲でしょうか。 

317 

◼ 初めてのアンケートで四苦八苦してます。質問の数が多くて、読むだけで精一杯、一回ではもち

ろん理解出来ない。私は後期高齢者でこういうアンケートは年齢制限があっていいのでは？人生

経験はあっても、これからの栗原市を見直す考えは寿命がないので真剣に向き合えない。 

◼ それからタクシー券ですが５００円でも出せない方がいる事を判ってもらいたい。券をただ発送

するだけでなくどの程度の頻度で使ってもらってるかを把握してもいいのかなと思われます。郵

送料と印刷もバカにならないと思います。１ヶ月８枚（地区内だけで）使えば４０００円と年間

だと５００００円弱ですよ。 

◼ このアンケートを集計するのも大変でしょうね。ご苦労さまです。市民が創るくらしたい栗原、

このキャッチフレーズは素晴らしい。本当にのどかで災害も少ないし、自然豊か、私はこのまま

の栗原が好き。 

318 ◼ 封筒にのりがついていない。こまかいところにも目を向けて。 

319 ◼ 福祉の充実 

320 
◼ プロジェクトチームの皆様、日頃何かとお世話になっております。壮大なプロジェクト名称は存

じ上げないまでも、内容としては広報くりはらで見聞きしておりましたが、昭和、平成、令和と
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三つの時代を生きて、もう８０才に手が届きそうな終活真っ盛りの老人がアンケートにお答えす

るもおこがましいと思いますが。この年まで多少の苦労の波はあっても何とか生きて来られたと

いう事は、行政、市、皆様のお助けに裏打ちされていると思います。物価高、給料は下がり保険

料、税金は上がり、年金暮らしも大変。買い物もカード社会、セルフレジ、高齢者は右往左往で

すが、その都度皆様に助けられます。少子高齢化、人口減少、過疎化、高齢者だけでなく、これ

からの若い人達も大変だと思う。栗原に生まれ栗原で育ち、栗原に埋まろうとしています。親も

子も孫も栗原っ子、雄大な栗駒山を仰ぎ、迫川の清流を眼下に御時世を過してきました。後継者

とか空家問題とかありますが、若い方の移住とか新商店の活性化とかあるようで、これからも楽

しみです。最近は皆様に助けられる事が多く、地域の絆を強く感じますと共に、友人、親戚、行

政などに感謝の念でいっぱいです。アンケートを進める内に私自身もポジティブに前向きに、希

望、感謝を忘れず頑張ろうと思いました。勉強になりました。末筆になりましたが、皆様のご健

康とご発展をお祈り申し上げます。がんばって下さい。ありがとうございました。 

321 

◼ まずはアンケートが長く、記述欄も多く回答に時間を要しました。疲れました。アンケート配布

日から提出期限までが短すぎます。自分で調べながら、余裕をもって回答したかったです。 

◼ 栗原市を仮想通貨推進特区、モデルとっくにしたい。「ＵＰＣＸ」の導入で、生活のすべてが変わ

ります。市民や企業にＵＰＣＸの導入を推進してください。 

◼ 子どもの学力低下やゲーム、スマホ依存が心配です。条例を作ってほしいです。学習塾、スポー

ツ塾への補助金を願います。 

◼ 市議会議員の定数をもっと減らしてください。 

322 ◼ もっと市民を大切にしてほしい。 

323 ◼ 世の中のデジタル化についていかれない。高齢の自分を感じています。 

324 

◼ 私は住み易いから現在住んでいるわけではありません。親が、家が、その他いろいろな状況によ

りいるだけです。もう少し年齢を重ねたら出ていかなければいけない所だと思っています。元々

「市」でなかったところが「市」としての機能を構築するためには、半端ない年数がかかるので

すね。 

325 
◼ 私ももう７８才になる年ですので、あまりわかりません。自由に毎日すごしていますので、栗原

の為頑張って下さい。 

326 ◼ 何も変わらない市 

327 ◼ 今はないです。 

328 ◼ 市民の為に答えてません 

329 

◼ 従来の行政目線でのまちづくりは限界が近いと思います。 無味無臭、人畜無害な人材を選ぶので

はなく、民間目線で捉えることのできる視座の高い人材の確保を。リベラルな人材を増やしてい

ってください。保守的な人材では右肩下がりになるのは目に見えています。これは職員だけでな

く、議員、組長にも通じて言えることです。全体のバランスでは保守層も一定数必要ですが、あ

まりにも旧態依然とした自治体だと思います（栗原市に限った話ではありませんが）。職業選択の

一種として地方公務員になろうとしている人を雇い続けた結果が今に繋がっているのではないで

しょうか。スペックの高い人材は民間に流れていきます。これは仕方ありません。ですが、真の

意味で志の高い職員を今後採用していく必要があると思います。そのためにはシビックプライド

の醸成のアプローチをこれまで以上に取り組む必要があるということでしょう。 また、これまで

の中途募集とは別に、民間で培ってきたノウハウ・知見等を行政で活かしたいという人材の更な
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る確保に繋がる拡充をしても良いのかもしれません。「組織が人をつくるのではなく、人が組織を

つくる」のです。「企業は人なり」ならぬ「行政は人なり」を目指してください。 

330 

◼ 小さいことで、申し訳ありませんが、家庭用油、いつも「きれいなのに捨てるの、もったいな

い。」と思っています。航空機にも使われる、と聞いたこともあるので、栗原でも実施できればい

いと思います。子どもたちへの環境問題教育にもなると思います。 

331 

◼ 少しだけ、全体的にネガティブな方が多いような気がします。挑戦を恐れず、行動できるまち。

それをみんなで応援できるまち。みんなが夢を持ってポジティブに生活できるような、夢のある

街にして欲しいです。子育て支援については、全国的にもトップクラス。今後は、働き盛り世

代、高齢者等が住んでいてよかったと思われるような取り組みが必要かなと思います。 

332 ◼ 少子化、高齢化がどんどん進んでいる。早急な対策が必要だと思います。 

333 

◼ 全体的に計画しているようですが、この先数年、数十年後の先を見越しての計画であるようには

感じられません。 近隣市町村と同じ計画で取り組んでも、今の栗原市では今後の人口減少や財政

難などの解消にはならず不安です。 例えば、今後数年間は人口増加だけ重点的に力を入れると

か、もっと思い切ったオリジナルな栗原市計画を期待します。  

334 

◼ 他がやっているから、栗原市も取り組むといった感じの政策だけでなく独自性を深堀してはどう

か。設問 1 にある電気自動車の導入に意味があるのか?緊急時のこと寒冷地であることを考えれ

ば、内燃機関の車を導入すべきではと考えます。小学生、中学生へのタブレット端末導入のメリ

ットはあるのか?海外では学力低下の原因としてとりあげられ、廃止した国もあるようです。お

茶っこ会の助成金も疑問です。一括交付金にまとめてもらったほうが、自治会としては活動の幅

が広げられ、草刈り機の貸出に合わせ地域美化活動、お祭り等へ振り分けられ地域住民が参画す

る行事の幅を広げられることのほうが、有効に感じられます。 

335 ◼ 中央に倣っただけのつまらない政策はやめてほしい 

336 

◼ 低価格称賛はしょうがないとは思うがこの原価高騰のなかでうまく価格転嫁できていない企業ば

かりで不安。しっかり価格転嫁し利益を上げないと共倒れ。年長者が新しい取り組みをする若者

の悪口を言いふらしたり潰そうとする風潮もどうかと思う。 

337 

◼ 庭や家の中で猫を多頭飼育崩壊させている人や、ゴミステーションに捨て猫する者がいる。飼い

猫に繁殖制限手術を受けさせることは猫の保護者の義務と法律で定められていることや、猫の繁

殖力の強さ、野良猫が大量に苦しんで死んでいっていることを学校で教えていただきたい。 

338 

◼ 本当によくしようとしてるのかが、イマイチ感じられない。 やってる方も居るのはわかります

が、一部が頑張ってもしょうがない。 財政も厳しいのもわかりますが、まずはやってみる。今ま

でやってきてないからできないではなく、やってきてないからこうなってると思って新たにやっ

てみる。だと思います。 

339 ◼ 問 12-1 に記載のとおり 

340 ◼ 問 12-1 に同じ 

341 ◼ 問 12-1 に同文 

342 

◼ SDGs や温暖化防止の為の二酸化炭素削減、のような事実関係がハッキリしない政策の推進は止

めてもらいたい。太陽光発電にしても風力発電にしても、再生可能エネルギーではありません。

消費したエネルギーを再利用出来ないでしょう？名前の付け方に問題があります。本当に必要な

ものをしっかり検討した上で政策を実施して欲しいです。 
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343 
◼ これから先住み続けると思うので自分たちやそのあとの世代に継承していけるようなまちであれ

ばいいと思う 

344 ◼ なし 

345 ◼ まだまだ１０町村のままのようです。栗原市となっていない。 

346 ◼ 引き続きよろしくお願いします 

347 ◼ 行政主導ではないまちづくり 

348 ◼ 人口減少を前提とした現実的な計画策定を望む 

349 ◼ 特になし 

350 ◼ 特になし 

351 
◼ 無駄な建物は、立てて貰いたくない、例えば一迫公民館十年後使わなくなって来る、一迫の給食

センターが、良い例だね。使わないで、ほこりかぶってます 

352 ◼ 国から合法的に金を引っ張れる施設などを建設してください。  

 

 

 

 

 

 


